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本報告書は、 日本 自転車振 興会か ら競輪 収益の一部 であ る機械工業

振興 資金 の補 助を受け て昭和47年 度 に実施 した 「情 報処理技 術者

教育に 関す る調査 」の一環 と してと りまとめた ものであ ります。
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序

わが国の情報処理産業 発展のためには、情報処理 技術者 の育成確保 が重要 な

課題 であることは 申す まで もあ りません。 しか も最近 では、 コン ピュータに よ

る企 業内 トータル ・システム化 の傾向が強 まって きてお り、 これ を完成 させ る

ためには情報処理の専門技術 者は もちろん、現状 の企業組織 体におけ るあ らゆ

る階層 を対象 とする情報処理教育の重要性が認識 されて きてお ります。

そのため、当財団 では企業 内情報処理教育の諸問題 を調査 ・分析 し、情報処

理教育を全社 的に推進す るための具体 的 なあ り方 を報告書 と してと りま とめ ま

した。

ここに、 この事業実施 にご尽 力 ならびにご支援 を賜わ った関係各位 に心か ら

感 謝の意を表 します とと もに、 この報告書 が各方 面で活用 され、 わが国の企業

内教 育の一助に な ります ことを念願す る次第 であ ります。

昭和48年3月

財団法人 日本情報処理 開発 センター

会 長 難 波 捷 吾

!
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は じめ に

1.調 査 の趣 旨(調 査 を実 施 した 理 由)

産 業 界 に お け る情 報 化 の 推進 、 ひ い ては情 報 化 社 会 の 実 現は 、 わ が 国 にお

け る重要 課 題 の ひ とつ で あ り、 それ らの 基 本 はか か って入 間 の問題 に あ る こ

とは 言 を また ない。 した が って、基 本 に な る人 間 を育 成 す るた め の情 報処理

教 育の 実 要 性 は実 に大 きい とい わ ざる を得 ない が 、 目下 の と ころ は、 この情

報 処理 教 育 の 大部 分 を産 業 界 自 らが、 実 施 せ ざ る を得 ない 状 況 に あ る こ と も

ーまた事 実 で あ る
。

とこ ろが 、 産 業 界 に おけ る情報 処 理 教 育 に つ い ては 、 そ の 内容 や方 法 な ど

の 面 で不適 切 な ものが 多 く見 られ、 改 善 を要す るところ少 な し としない 状況に

あ る と判 断 され る。 そ こで、 改 め て産 業 界にお け る情 報 処 理 教 育 の あ り方 を

研 究 す る こ とは、 今 日最 も必 要 な こ とで あ って 、 そ の意 義 は きわ め て大 きい

もの と考 え られ る。 この よ うな教 育 の あ り方 を研 究 し,で き うれ ば ある程 度

具 体 的 な カ リキ ュ ラ ムや テ キ ス トの方 向 づけ まで し よ うとす る と、 そ のた め

に は まず 現 在 の産 業 界 に おけ る情報 処理 教 育 の 実 態 を で きる だけ 適 確 に把 握

し、 そ こに あ る問題 点 を明 らかにす るこ とが 必要 であ るこ とはい うまで もない。

在来 、 こ の種 の 実態 調 査 は 既に い くっ か 実施 され ては い るが 、 そ の内容 や結

果 が上 記 の 目的 に対 しては 必 らず しも適 当 か っ十 分 で ある とは い いが た い の

で、 在 来 の 調 査 結果 を あ る程 度 ふ まえ た上 で、 ここに独 自の調 査 を実施 す る ・

こ と とな った。 こ こで 、本 調 査 の 目的 を整 理 す れ ば一 応 っ ぎの 様 な もの と な

る で あ ろ う。

1)産 業 界にお け る情 報 処 理 教 育の 現 状 を把 握 し、そ こか ら

2)現 状 に お け る問題 点 を 明 確 に し、 さ らに

3)今 後 の方 向(あ る べ き姿)づ け の ため の 資料 とす る と と もに 、 で き うれ

ば

4)カ リキ ュ ラム、 テ キ ス ト等 の開 発 の参 考 資料 とす る こ と。
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なお、 この調 査 結 果 は 、 各 個企 業 あ るい は そ の他 の組 織 に と って も、 自社

の現 在 の 状 況 の評 価 の た め の資 料 と して の効 用 も期待 され る で あろ う。

2.調 査 の 方 法

α)方 法

本調 査 は、(1)質 問 書 調査(ア ン ケ ー ト調 査)② 訪 問 面 接 調査(イ ン

タ ビ ュー調 査)を 併 用 し、 さ らに補 助 的 な手 段 と して、(3)学 識者 の意 見調

査 お よび、(4)ワ ーキ ン グ メ ンバ ーに よる文献 資料 調 査 を も実 施 した。 この

よ うに 多 くの方 法 を併 用 した のは 、 在 来 の ア ンケ ー ト調 査 が 、(1)質 問内 容

に 限 界 が あ る、(2)回 答 に 実 情 が よ く反 映 しに く く、 信 頼 性 が低 い、(3)回 収

率 が低 い、(4)回 答 者 が 片寄 る 、な どの 欠 点 を有 す る傾 向 に あるの で、 これ

を少 しで も補 正 す る意 図 の もとに 実 施 した もの で あ る。

(2)対 象 の選 定

ア ンケ ー ト送 付 時 に お け る個 々の 企 業 の 選定 にっ い ては 、計 算機 メー カ、

計 算 セ ン ター 、病 院 、 学 校 は 当調 査 の 対 象 か ら除 外 し、そ れ 以 外 の 企 業 に

つ い ては 全 くランダ ムに選 定 した 。

ア ン ケ ー トは「電 子計算 機 ユーザ 調査 年 報(情 報処 理 学 会1972年 度 版)」

記 載 の企 業 、 約4,000社 の 中か ら各 業 種 が網 羅 され る よ うに 選 定 された

1171社 の 電 子 計 算 機担 当管 理 職 宛 に送 付 した。

面接 調 査 の対 象 と して は、 比 較 的 情 報 処理 教 育 の進 ん でい る と思 われ る

大企 業11社(製 造 業7一 化 学3、 機 械2、 金 属1、 自動 車1一 公 社

2、 サ ー ビス業1、 銀 行1)を 選 定 し、3名 の 面接 員 に よって 実 施 した。

ま た、 意 見調 査 は2名 の有識 者 の意 見 を求 め た。

(3)実 施 概 要

① 調 査 時 点 昭和47年11月30日

② ア ンケ ー ト発送 数1171社

③ ア ンケ ー ト回 収 数396社
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`

④ ア ン ケ ー ト回収率33.8%

⑤ ア ンケ ー ト回 収 会 社 の概 要

(i)業 種別会社数とその比率

【

業 種 会 社 数
全体に占める

割合(%)

鉱 業 ・ 建 設 22 5.7

ガ ラ ス ・ 土 石 製 品 12 3.0

水 産 ・ 食 品 13 3.3

繊 維 ・ パ ル プ ・ 紙 13 33

化 学 工 業 45 11.3

鉄 鋼 ・ 金 属 30 7.6

機 械 ・ 精 密 38 9.6

電 気 機 器 31 7.8

輸 送 用 機 器 31 7.8

そ の 他 製 造 5 1.3

電 力 ・ ガ ス 9 2.3

運 輸 ・ 倉 庫 ・ 不 動 産 23 5.8

商 業 39 98

金 融 ・ 保 険 ・ 証 券 41 103

通 信 ・ 出 版 ・ サ ー ビ ス 17 4.3

官 庁 ・ 諸 団 体 27 6.8

ム 工口
口1 396 100ρ
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(iD資 本金別会社数とその比率

資 本 金

(億 円)

1

未 満

1以.上

5未 満

5以 上

10未 満

10以 上

50未 満

50以 上

100未 満

100以 上

500未 満

500

以 上
未 回答 合 計

会 社 数 24『 44 26 121 43 79 28 31 396

全体に占め

る割合(%)
6.1 11.1 6.6 30.6 108 19.9 7.1 7.8 100.0

㈹ 従業員数別会社数とその比率

従 業 員

(人)

500

未 満

500以 上

1.000未 満

LOOO以 上

2ρ00未 満

2.000以 上

10000未 満

5,000以 上

10000未 満

10,00〔以 上

20ρ0味 満

20,000以 上

50.000未 満

50,000

以 上
未 回 答 合 計

会 社 数 4 .6 43 57 ll7 65 27 16 11 14 396

全体に占め

る割合(%)
11.6 10.8 146 29.5 16.4 68 4.0 2.8 35 100.0

OV)コ ン ピュー タ・レンタル別会社数 とその比率

コ ンピュー タ

レ ンタル料

(百 万 円)

.1

未 満

1以 上

5未 満

5以 上

10未 満

10以 上

20未 満

20以.上

50未 満

50以 上

100未 満

100

以 上
未 回 答 c㌃ 計

会 社 数 31 148 66 42 51 19 1S 24 396・

全体に占め

る割合(%)
7.8 37.3 16.7 10.6 12.9 4.8 38 6.1 100.0
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企業内情報化と情報処理教育の重要性

 

1



'



,

'

1.情 報 化 の進 捗

昨今、日本列 島改造論議 が盛ん である。 この論議 が包含 する内容 を情報 化の

面か ら見れば、まさに日本列島情報化論 として論議 が展 開され よう。更 に社会

的情報化の進捗が企業内情報化 の進捗 に与 えるインパク トの大 なるこ とは論 を

また な い。

「情 報化 時 代 」 「情 報 化 社会 」 とい う言 葉 で象 徴 され る よ うに、 現 代 は、 交通

網 の発 達 、 生 産 物 の 増 大 とい っ た 物 的 な 拡 大 充 実 の 面 ば か りで な く ・教

育 の普 及 と教 養 の大 衆 化 、 情報 の生 産 ・流通 ・処 理 な どにつ い て の工 学 的技 術

的 な発 展 、 情 報 の タ イ プ ・質 ・量 の多 様 化 ・急 激 な変 化 な どの 諸現 象 が急 速 に

進 み つ つ あ る。

また、 経 済成 長 や 高福 祉社 会 へ の 志 向 の面 か らは、一 般 の 生 活条 件 の 向上 に

伴 い 、人 々の 思考 過 程 ・行動 様 式 が大 き く変 貌 しつつ あ る。

銀 行 を例 に とれ ば、 情 報 処 理 の コ ン ピ ュー タ をオ ン ライ ン ・ リア ル タ イ ム ・

シス テ ム と して 使用 して い るところでは 、顧 客 や通 貨 の取 扱 い高 の急増 に対 処 で

き るば か りで な く、顧 客 に関 す るデ ー タ ・バ ンク が集 約 的 に、 しか も迅 速 ・正

確 に整 理 ・更 新 で き、 そ の信 用 度 を計量 的 に導 き 出 した り、 マネ ジ メン ト ・サ

イ エ ンス技 法 と コ ン ピュー タ技法 を駆 使 す る こ とに よって 、 よ り適 確 な予 測 と

意 思決 定 が可 能 とな っ て い る。 更 に、 コ ン ピュー タ化 に よっ て、 顧 客 の 待 ち時

間 や送 金 時 間 が 大 幅 に短 縮 し、 ま た、 最近 の給 与 振込 や 公共 料 金 、 ク レジ ッ ト

の代 金 決 済 な ど、 サ ー ビス の向 上 が可 能 にな って きてい る。

今後 更 に期待 され る銀 行業 務 の情 報処 理 の発 展 は、 開 放 され た通 信 回線 が コ

ン ピュー タ と結 合 す る こ と に よっ て、 金 融機 関 相 互 の間 、 取 引 先企 業 な ど との

取 引 方法 につ いて 在来 の考 え か た を根 底 か ら変 更 させ うる可 能性 が ある。

こ う した事 例 は、 電 気 、 ガス の公 共 的 企 業 を は じめ、 鉄 鋼 、 運 輸 そ の ほ か、

流通 業 な ど、 枚 挙 にい とまが な い。

こ う した社 会 的 構 造 の 変 化 は、生 活 す る人 々の価 値 感、 思 考 過 程 、 行 動 様 式
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まで変 え て しま う。 そ こに は、 コ ン ピュー タ を媒 介 とす る、企 業 と社会 との不

即不 離 の姿 が 現 出 す る。

コ ン ピュー タが 出現 して 約30年 、 そ の 間 コ ン ピ ュー タ は科学 技 術 計 算用 と

して、 また事 務 処 理 の迅 速 化 、 マ ンパ ワー の節 減 を意 図 したマ シン と して事 後

処理 的 局 所 的 に使 用 され て きた が、 今 日で は、 リアル タ イ ム処 理 の シス テ 云 と

して、 また、 明 日 を見 通 す シ ミュ レー シ ョン の ツー ル と して、 そ の使 用 され る

範 囲が 広 が っ て きて い る。

い い かえ れ ば、 コ ン ピ ュー タの利 用 が 、 現 実 に行 な われ てい る業務 の 手 順 を、

基本 的 に はそ の ま ま コ ン ピュー タの処 理 手 順 とす る とい っ た利 用法 か ら、 更 に、

そ の業 務 の手 順 や仕 組 み が不 明 で ある た めコ ンピュー ターにそ のままのせ られ ない

とい っ た分野 に も広 が っ て きてい る。

シ ミュ レー シ ョンは、 手 順 や仕 組 みの 不 明 な部 分 に 仮 説 を立 て、 コ ン ピュ ー

タの中 に現 実 に近 い状 態 を作 り出 し、 種 々条 件 をか え る こ とに よっ て、現 実 に

は実 現 不可 能 な社会 現 象 の テス トや、 実 際 に やれ ば 費 用 のか か る新 製 品 開発 テ

ス トが実 際 的 にで き る手 法 で あ り、利 用 価 値 の高 い 新 しい 情報 を創 り出 して い

こう とす る もの で ある。

最 近 、 世 界 の経 済 を支 え た 円 ・マル ク ・ ドル の通 貨 価 値 変 動 の 問題 で は、特

に国 内 で は円 の 切上 げ 幅 をめ ぐっ て、景 気 動 向 に与 え る影 響 が新 聞紙 上 を に ぎ

わ した が、 コン ピュー タ を使 っ て シ ミュ レー トした数 字 が 大 き な見 出 し とな っ

て現 われ て い た。

日常 生 活 に密 着 して い る天 気 予報 も、最 近 で は 災害 の ス ケール まで 予知 して

その 災害 に備 え る ところ ま で来 て い る。

経 営 面 で は、 長 期 計 画 策 定 や 組織 計 画 、 人事 計 画 な どの ほ か、 工 場 や 倉庫 の

建 設計 画 の シ ミュ レー シ ョン、 生産 管理 や 工 程 管 理 の シ ミュ レー シ ョン な どが、

PERTやCPMの 手 法 と結 びつ い た り、 リア ル タ イ ム ・シ ス テム に乗 っ て行

なわれ て い る。 こ うした事 例 は、 コ ン ピュー タ の将 来 を示 唆 す るに充 分 で あ り、

情報 の即 時処 理 か ら情 報 の先 取 りへ とそ の活 用 の 分野 が 広 が り、通 信 回線 と精
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びつい ての情 報 処 理 シ ステ ム ・マ シ ンと して再 評価 され ね ば な らない 時期 に来

て い る とい え よ う。

この様 な情 勢 に対 応 す る為 に、企 業 内教 育 にお い ては、 価 値 あ る情 報 の収 集 、

選択 ・組織 ・蓄 積 ・活 用 等 に っ い て、 見識 と対 策 を もち、 情 報処 理 につ い て、

基礎 的 な能 力 育成 、 態度 形成 をは か る こ とが極 め て緊 急 な要件 で あ る。
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2.情 報 化 社会 にお け る 、企 業 が求 め る人 間像

企 業 内 の情 報 化 が進 む に っ れ て、 情 報 に対 す る価 値 観 が 次第 に変 化 して ぐる。

それ に伴 い 、 情 報 に対 す る鋭 敏 性 が 追 求 され、 情 報 に 対 して の反 応 速度 が、 優

勝 劣 敗 の 明暗 をっけ る時 代 に な っ て きて い るとい え よ う。

情報 化 が あ ま り進 ん でい ない 時 代 に は、 身 の まわ りに、 必 要 最 少 限 の情 報 が

あ った とい って よい で あ ろ う。 しか し、最 近 、 身 の ま わ りに情 報 が 過 多 と思 わ

れ るほ どに供 給 され て い る。

そ こで 企業 人 と しては 、 この 情報 をい か に取 り扱 い 、必 要な 結 果 を導 き 出す

か とい う能 力 を持 た なけ れ ば な らな くなっ て きて い る。

まず 必要 な能 力 は 、 い か に して役 立 っ情 報 を と らえ る か とい うこ と、 自分 の

身 辺 に、 どめ よ うな情報 網 を 持 って い る か 、そ して、 必 要 な情 報 を見 逃 が さず

に、 い か に正 確 に キ ャ ッチ す る か とい うこ とで あろ う。

つ ぎに、 情 報 の 海 の 中か ら真 の 情報 と疑 の情報 とを正 し く区 別 し、 情報 の価

値 を、 しっか りと把握 で き なけ れ ば な らな い。 そ の情 報 の価 値 には 、 プ ライオ

リテ ィがつけ られ 、 最 終 的 には 、 どん な役 に立 つ の か を判 断 で きなけ れ ば な ら

ない 。

そ の よ うに して取 捨 選 択 され た情 報 を、 結 び つけ た り、 加 工 した り して、 新

しい実 のあ る情 報 を生 み 出す こ とが で き なけ れ ば な ら ない 。

さ らに、 い か に有 効 な情 報 で あ っ て も、 そ れ を正 確 に、 必 要 な と ころ に、 伝

達 す る能力 が なけ れ ば な ら ない。 この能 力 が 劣 って い る と、せ っか くの 情報 も

生 きた情報 に な り得 ない か らで あ る。

最 後 に必要 な こ とは 、 得 た情 報 を活 用 す るすべ を知 って い る こ と で あ ろ う。

以 上 述べ た よ うに、 これ か らの情 報 化 社 会 に生 きる企 業 人 は 、 少 な くと も こ

れ ぐらい の 能力 を、 常 に具 備 してい なけ れ ば な らない で あ ろ う。

したが って 、情 報 処理 教 育 に お い て、 これ らの.ことに留 意 す る こ とが 是 非 と

も必要 と なろ う。
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3.情 報処理教育の重要性

前2章 では 、 企業 を と り巻 く社会 及 び企 業 内業 務 処理 両 面 にわ た る情 報 化 の

進 捗状 況 及 び、 この時 代 を生 き抜 く人 間像 に っ い て述 べ た 。
囲

この よ うな情 勢 下 に あ って、 情報 処理 教 育 は ます ます そ の 重要 性 を増 しっ っ

あ る こ とは 言 を また ない が そ の 目的 とす る ところ は 次 の如 き で あろ う。

① 創造 的 能 力 を増 進 せ しめ る ため 。

② 全社的 に シス テ ム思 考 を拡 大す る ため の オー プ ン ・プ ログ ラマ方 式 導 入 の

た め 。

③ 情 報処 理 の広 域 化 に対 処 す るた め 。

④ コン ピュー タ利 用 の大 型 化 、 広域 化 化 の も とで 有効 利 用度 を高 め る た め。

⑤'コ ン ピュー タの認 識 を高 め る とと もに、 コン ピュー タ ・ア レル ギー を のぞ

くため 。,

⑥ 企 業 内情 報 化 を促 進 す る上 で の ス ムー ズ な人 事 ロー テ ー シ ョンを計 画 す る

た め 。

⑦ 労 働 力獲 得 難 時 代 に対 処 す るた め6

そ れ では、 上 記 の各 項 目にっ きやや 具 体 的 にそ の 内容 を述 べ る。
ト

'
3.1創 造 的 能 力 を 高 め る た め

情報が 多 くなればなるほ ど、高度な知能が 必要となり・単なる知識 をもって

いるだけの人間は駄 目だ とい うことになる。そ して高度 の創造的知能 をも

った人間 を よ り多 く必要 とす る時代へ と移行 して ゆ く。

この基盤 をっ くるために、経営に導入 され た管理手 法の一つ にシステ ム

囲 こ こで 言 う 「情報 処 理 教育 」 とは 、 単 な る 「コン ピ ュー タ教育 」 の 同義 語

で は な く、 第2章 で 述 べ た 「情 報に 対 して 鋭 敏 な る感覚 を有す る人 材 を育 成

す るため の教 育 」 を 意味 して い る。
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(注)思 考 が あ
る。 端的 にい え ぱ 、物事 を シス テ ム と して認 識 ・考 察 す る ことで

あり、ちょうど、物事を生きて い る有機 体 の よ うに 考 え る こと で ある 。い い か

えれ ば、 物 事 を構 成 す る エ レメ ン トを適確 に分 析 し、 そ の 関連 性 を組織 的

に 把握 す る思 考 で あ る。 これ は複 雑 に な った経 営組 織 の問 題 を処 理 す る の

に効 果的 で あ る。 問題 が 大 きけ れ ば大 きい ほ ど、 そ の シス テ ム化 には、 広

範 囲 の知 識 と能 力 を もっ人 材 が必 要 とな るた め 、 プ ロ ジェ ク ト ・チ ー ムが

必 須 とな る。 よ り よき シス テ ム開発 は、 コス トの 低減 のみ な らず、 経 営 の

機動 力 の増 強 に よる機 会 利益 の観 点 か ら も、第3の 利益 とい わ れ新 商 品 と

もいわ れ るだ け に、 全 社 的 プ ロジ ェク ト・チー ムを編成 す る考 え方 に立 た

ね ば な らない 。

3.2全 社的にシステム思考を拡大するためのオープン ・プログラ

マ方式導入のため

オ ー プ ン ・プ ログ ラマ制 を採 用 してい る企 業 で も、 今 日では、 当初 の 思

想 を変 え て きて い る。 た だ単 に プ ログ ラ ミン グの た め のオ ー プ ン ・プ ログ

ラマに そ の方 法 を教 え て い た に過 ぎなか った の が、 今 や 、 シ ス テ ム思 考 の

普 及 、 シス テ ム化 定 着 の 主 幹 と して の役 割 を求 め なけ れ ば な らな くなって

きた。具 体 策 、す な わ ちオ ー プン ・プ ログ ラマ 方式 を導 入 す る 目的 と して は 、

次 の4点 が挙 げ られ る。

① ・ プ ログ ラ ムの 開 発 が専 門部 門 とオ ー プ ン ・プ ロ グ ラマ との 間 で分 業

化 され る こ とに よって効 率 的 に な る こ と。

(注)今 回 の 調 査過 程 に お け る面 接調 査 に おいて も、この点が 最も強調 された。すな

わ ち コ ン ピ ュー タ とは何 ぞや 的の 、 一 般啓 蒙 教 育に 終 始 す る こと な く情 報処

理 教 育の 重 点 は、 社 員一 人 一 人が 自身 の 日常 業 務 を ど う改 善 し、 シ ステ ム化

して い った ら よいか をつ ね に 考 え る態度 を養 う こ とに あ り、 コ ン ピ ュー タは

た ま た まそ の 道 具 と して 役 立 つ のだ とい った考 え方 が一 般 的 で あ る。
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ト

'

② 専 門部 門 ば か りが コ ン ピュ ー タ を利 用 して ・他 の 部 門 は利 用ナ る気 も

なけ れ ば 能 力 も ない とい った い わ ゆ るコ ン ピュー タ ・ギ ャ ップが 緩 和

され るこ と。

③ コン ピュ ー タや 専 門 部 門 に対 す る理 解や 親 近感 が 増 す こ とに よって コ
♂

ン ピュー タ化 に 好 意 的 な雰 囲 気 が 助成 され る こ と。

④ コ ン ピュー タ に接 近す る機 会 を重 ね る こ とに よ り、 シス テ ム思 考 を実

戦 に うつす 場 が 得 られ る こ と。

しか し、 これ らの利点 が現 実 の もの に なる には、 重 要 な 前提条 件 が二 つ

ある。 一 つは 一 定 水 準以 上 の実 力 を持 った オ ー プン ・プ ログ ラマが存 在 す

る こ とであ り、 ま た一 つ は セ ク シ ョナ リズ ムを離 れ た 運 用 体 制 が 存 在 す

るこ と であ る。 い ず れ の要 請 と も、 実現 す る には 関係 部 門 の理解 の もと に、

各部 門 各個 人 が相 当 の労 力 と犠 牲 を払 う必要 が あ る。

オ ー プン ・プ ログ ラマ 育成 方 針 を作成 す るには 、対 象 と な っ てい る仕事

の や り方 や考 え 方 を整 理 して、 再 検 討す る過程 が必 ず入 っ て くる。 ま た他

の課 や係 との 間 での 、 デ ー タや報 告 書 の や り取 りに つい て の検 討 も必 然 的

に入 って くる。検 討 は 当 然 の こ と と して無 駄 や矛 盾 を な くし改 善 を施 して

全体 的 な効 率 を上 げ るた め に な され る。そ の結 果 、解 決 を要 す る 障害 や 問

題点 と して技 術上 の もの だ け で な く、 組織 面 や人 間 関係 的 な もの まで も明

らか とな って くる。 これ ら一 連 の経 験 をす る こ とに よって 、 鋭 い 問題 意 識

と深 い 認識 を持 っ た人達 が 一人 で も多 く出 て くる こ とが 、 業務 の効 率 化 の

実 現 を よ り容 易 に し、 よ り徹底 した ものにす る、 と期 待 で きる。 業務 の効

率 化 が 進 む こ とは 、 コン ピュ ー タ化 の究 極 目的 の一 つ で もあ り、 新 時代 に

即 応 して企 業 が発 展 してい くため の 、原動 力 の一 つ で もあ る。

5.5情 報処理の広域化に対処するため

欧米においては通信回線は、利用者が規定 に適合 した機器 を接続す る範

囲においては 自由に利用 し得 る状 態の開放体制下に ある。従 って コンビュ
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一 夕 と通 信 回線 の 結 合 は 、数年 前 か ら試 行 、 実 用 の段 階 を経 て、 今 や異 企

業 間 のCOMPUTER-TO-COMPUTER直 結 や不 特 定 多数 の利 用者 に

よる大 型 コン ピュー タの共 同利 用 は 常 識 とな って い る。

一 方
、 わ が 国 に おげ るCOMPUTER-TO-COMPUTERシ ス テ ムの

代表 的 な もの に 、近 畿 日本 ソー リス トと 日本航 空 が 昭和47年6月 か ら実

施 してい る もの が あ る。 昭和46年10月 か ら実施 され た 専 用通 信 回線 の

開放 に よ り、異 企 業 間 の コン ピュー タの 結 合 が 活発 に な って い たお りか ら、

近 畿 日本 ツー リス トで は 、 同社 が 旅館 予 約 ・近 鉄 特 急座 席 予 約 な ど に使 用

してい る コ ン ピュ ー タ と、 日本航 空 が 独 自で 行 なっ て い るオツ ラ イン ・リ

アル タ イ ム座 席 予 約(JALCOM)に 使 用 して い るコ ン ピュ ー タを結 合 す

る こ とに よ り、 全 国 の 窓 口で 日本 航空 座 席 予 約 を即 時 に行 な うこ とが で き

る よ うに な った 。

この例 に見 る よ うに、今後 わが国で は、通 信 回線 も含め て、 コ ン ピュー タ

・シス テ ムを情 報処 理 過 程 の 中心 と して、生 き生 き と活 用 す る ため に は、

全社 を あげ てそ の シ ス テ ムの概 念 を正確 に理 解 し、 日々取 組 む仕 事 に対 し

て シス テ ム思 考 が 常 に 働 い てい なけ れ ば な らない。

5.4コ ンピュータ利用の大型化、広域化のもとで有効利用度を

高め るため

企 業 の 売上 高 に対 しての コン ピュ ー タ投資 額 の比 率 は年 を追 っ て高 くな

り(例 え ば、 製 造 業 に おい ては 、 売上 高 に対 す る支 払 レン タル料 の 率 は 、

一 般 的 に 従 来O .3%と い われて来 た ものが、最 近O.5%に 上昇 して い る。)

大型 化 し、 か っ また 適 用 範 囲 が拡 大 し、 原始 伝 票 の起 票 者 や 端末 機 器 の 操

作員 は 広 域 に散在 す る傾 向 に あ る。

この 様 な状 態 に あ っ ては 過 失 に よる誤 作動 、 誤起 票 で あ っ て も影 響す る

ところは 広 く、 金 銭 的 、 時 間 的損 失 も大 きい 。

従 っ て、 正 しい 全体 シス テ ムの 把握 と影 響 の 範 囲 にっ い て教 育 し、 全体
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の中の個(担 当責任範 囲)を 認識せ しめることは重要である。

5.5コ ン ピ ュ ー タの 認 識 を 高 め る と と も に 、 コ ン ピ ュ ー タ ・

ア レ ル ギ ー を の ぞ く た め

今回の アンケー ト調査の結果 では、現在実施 されている各種の情報 処理

教育の最大の成果は、 コン ピュータ、EDP化 、EDP部 門等 に対す る理解

の高 ま りと協力 態度 の酒養が挙げ られている。

現実に経 営者層におい ては、情報処理及 び コン ピュー タの問題 を避け て

通るわけには行か な くなった との 認識 は強 くなってい る。

後述す る様に、われわれは体験的に、企業経営者が情報処理 に深い理解

と支持 を与 えて い る企業は シス テム化が進み、 全社員のモ ラールが高い こ

とを知っている。

この時 に当っての経営 者に対 する情報処理教 育は、場 あた り的問題解決

型か ら問題発見型、 命題 創造型へ と移行せねば な らない。

5.6企 業 内 情 報 化 を 促 進 す る上 で の ス ム ー ズ な 人 事 ロ ー テ ー シ

ョ ン を 計 画 す る た め

情報化時代が進展する と情報 をと り扱 う部 門(特 に コン ピュー タ室)の

要員 に対 してのエ リー ト視は低 くなって来 る一 方、 コンピュー タ室 の作業

密度は高 まって来 る。更に3.4で 述べた如 く、万一 故障が生 じた場合の影

響は数年前 と比較で きぬほ ど大 きい。

かか る現実 の もとで、企業内情報化 を促進す るには、

① コン ピュー タ室 に情報化 の核 となる少数 のスペ シャ リス トを育成 確保

す るこ と。

② それ以外の陣容 は一定周期 ご とに ローテー シ ョンを考える計画 をす る

こ と。

が重要 となって来 る。
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この点 はい うほ どに実行する ことは容易 では ない。 この ことは普段の幅

広い啓 蒙教育の所産 となるであろ う。

5.7労 働 力獲 得 難 時 代 に 対 処 す る た め

わが国 の就労人 口については数年前か ら 「中卒者は金の卵」 とい う表現 に

代表 され る如 く若年層においては全 くの求人難 となっている。 この傾 向は

今後一 層厳 しくなることは あって も緩和 される ことが ない とい うことは図

3-1,図3-2及 び表3-1の 人 口構造の推移が物語ってい る。

この労 働力獲得難 の時代 に対処す るためには、

① 企業の 運営形態をでき得 る限 り効率 的に向上させ て少数精鋭 に徹す る。

② 一度獲得 した労働 力は福祉政 策、企業 目的の 明確化 等によって モ ラー

ル を向上 させ退職率 を減少させ る。

様 にせね.ぱな らない。

このためには、人手 にゆだねる業務範 囲を定め コンピュー タに よって処

理 し得 るものはで きるだけ移行 し得 る よ うな情報化風土 を培わねばな らな

しへ。

このための教 育は極 めて重要 であ る。
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表3-1最 近 の若年労働者学歴別 求人倍率表

(日 本 リクルー トセンター調べ)
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図3-1最 近の若年労働者学歴別求職 ・求人状況表

(昭和46年 度日本統計年鑑より)
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図3-2わ が 国人 口構造の推移
厚生省人口問題研究所の

全国男女年令別将来推計人口より
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表3-2年 令3区 分年次別年令構成係数

14(千

万
人

)

13

12

11

10

9

8

6

5

4

3

2

1

ぎ 0～14 15～64 65≦ 計

昭和40午 2561 6809 630 10000

45 23.81 6915 704 10000

50 2397 6810 793 10000

55 2407 6707 886 10000

60 2335 6713 952 10000

65 22⑩5 6747 1048 10000

70 21∫)0 6702 11.98 100過0

75 2089 6569 1342 10000

80 2123 6435 1442 10000

85 2138 6326 15.36 100.00

90 2113 6L93 1694 10000

昭 和4045505560657075808590

図3-3 年令3区 分別人口の年次変化

(厚生省人口問題研究所より)
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4.ト ッ プ ・マ ネ ジ メ ン トの教 育 重 視 の 姿 勢

コ ン ピュー タは、 シス テ ム ・エ ン ジニ ア リン グの 発展 と相 ま ち、 数 理 科学 の

技法 、 マ ネ ー ジ メ ン ト ・サ イエ ンスの技 法 と結 合 す る こと に よって、 企 業 内 の

情報 処理 を して、 単 純 な事務 処 理 か ら情 報 シス テ ムの トー タル 的 デ ー タ処 理 シ

ステ ムへ と成 長 せ しめ 、 シス テ ム ・マ シ ン と しての性 格 を確 立 して きてい る。

また、一 方 コン ビ一 夕は 、 デー タ ・ベー スの確 立 とそ の ア ウ ト・プ ヅ トの ツ ー

ル と して再 評価 され 、 そ の デー タか ら先 を予 測 し、 シ ミュ レー シ ョンを行 な う

とい う、 従来 で は不 可 能 な点 を可 能に して きて い る。

更 に、MISの 出現 に と もない、 長期 計 画 や、 トップ ・マネ ー ジ メ ン トの 戦

略的 意思 決 定 に も適 用 し ょ うとす る動 きが顕 在 化 して きた。

野 村証 券 ㈱ や富 士 銀 行 、NHKな どは、 先 進 諸 国 に ひけ を と らない情 報 処 理

シ ステ ムを 構築 し、 諸 外 国 に紹介 され てい る。・

トヨタ 自動 車 工業 ㈱ で はTSSに よる技 術 情 報 システ ムを完 成 し、技 術 部員

の 全員 が コン ピュー タ を駆 使 で きる とい うオ ー プ ン ・プ ログ ラ マ制 を採 用 し、

現在 約900名 の オ ー プ ン ・プ ログ ラマが コン ピ ュー タを活 用 して い る。 そ の

利用 内容 も、 設計 計 算 や力 学 的 シ ミュ レー シ ョン、 情報 検 索 と多 種多 様 で あ る。

最近 では 業界 の競 争 激 化 か ら新 技 術 開 発 等 に よっ て 技 術 部 門 で よ り優 位 に 立

つ こ とが 要 求 され て い る 。例 え ば、 新車 開 発 に お い て も、 この開 発 期 間 を短 縮

すれ ば、 業界 の競 争 上 、極 めて優 位 に立 つ こ とが で きる。 また、 最 近 の公 害 問

題か ら安 全 自動 車 が 強 く求 め られ て い るが 、 この開 発 に も膨 大 な技術 計算 が 必

要 とされ て い る 。

こ うした応 用 分 野 の広 が りは、 更 に急速 に進 み 、 企 業 間 格差 を生 む 、根 本 的

な要 因 とな ろ う。

各 企 業 は、 こ うした コン ピュー タの機能 拡 大 を再 評価 し、 そ の有 効 利 用 に っ

い て真剣 に討 議 し、 そ の情 報処 理 シス テ ムを 硬直 化 させ ず に、 常に 発展 充実 さ

せ て実 績 あ る成 果 を求 め てい か ね ば な らない 。
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そ うした シ ステ ムは 単 純 な事 務 処 理 を コン ピュー タにのせ るの と違 い、一 朝

一 夕 に完 成 す る もの では ない 。 そ れ だけ に早 くか ら長 期 目標 に 沿 っ て、 そ の体

質 を変 革 して ゆかね ば な らない 。

先 の企 業 の トップ ・マ ネ ー ジ メ ン トは 、 情 報 処理 シス テ ムに対 す る理解 と、

リー ダー シ ッ プの と り方 も さる こ と なが ら、 企業 内教 育 訓練 のす ぐれ た体 系 と

実 践 をは か ってい る 企業 で あ る こ とは 偶 然 の 一致 で あろ うか 。

未来 を創 る もの は、 金 で も設 備 で もない 。金 と設 備 を活 用す る人 間 の知識 と

能力 で ある。 人 間 の知 識 や能 力 を 引 き出 し、 それ を活 用 させ る ことが 、 真 の マ

ネ ー ジ メ ン トで ある 。

人 間 の知 識 や 能力 は 、 教 育 ・訓 練 ・自 己開 発 に ょ り増 強 され る。 企 業 内情 報

処理 教 育は 、 っ け た りでは な く、 外 部 の激 しい客 観的 条 件 の変 化 に 対 応 す る情

報処 理 能 力 の 開発 で あ り、 教 育 で あ る。

国 家 や 企 業 や個 人 に と っ て も現 在 の 教 育 の質 と量 が各 々 の未 来 を決 定 す る。

現 在 の 日本 の企 業 は 、 こ の問 題 を真 剣 に検 討 す る時 期 に到 達 してい る。
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II.企 業 内における情報処理教育の現状の問題点





1.序
ユ
百冊

最 近 はやX下 火 にな っ て きた とも思 わ れ るが 、企 業 を 主 とす る各 組 織 体

にお け る情 報 処 理 教 育(実 際 の 内容 は コ ン ピュータ教 育 であ るの で 、以 下

コ ン ピ ュータ教 育 とい う)は 、近 年 とみ に 一般化 して き た。 すな わ ち 、最

初は 大 企 業 の み で行 わ れ てい た もの が次 第 に 中堅 企 業 に及 び 最近 では 中小

企 業 で も広 く実 施 され て い る し、は じめ の うちは コ ン ピュ ータ担 当 者 のみ

が対 象 で あっ た もの が そ の後新 入 社 員 の訓 練 に と り入 れ られ 、 さ らに管 理

者 層 か ら経 営 者層 にまで 及ぶ に 至 って い る。教 育訓練 の計画 や 実 施主 体 も最

初 の頃 は コ ン ピュ ータ会 社 の教 育担 当課 が主 であっ た もの が 、 一般 の セ ミ

ナ ー主 催団 体 が主 要 な役割 を演 じる に至 り、 さ らに企 業 な り組 織 体 自身 の

人 事担 当 部門 な い しは コ ン ピュー タ部 門 が実 施す る名実 共 に企 業 内 教 育(

い わ ゆ るinter-orintra-companytraining,inhousetraining)

とい うにふ さわ しい ものが 多 くな っ て きた と いえよ う。 と ころが 、 この よ

うな 経過 を た ど りつ つ盛 ん に実 施 さ れ て きた コン ピュー タ教 育 は 、最 近 ひ

とつ の 曲 り角 に さ しか か った といわ れ てい る。た しかに今 迄 の コ ン ピュ ー

タ教 育 な る ものを検 討 してみ る と、 コン ピュータ会社 に よっ て実施 され る

コン ピ ュー タ担 当 者 に 対す る教 育は 別 と して 、そ の他 の もの に つい て は 、

その 効果 、内容 な どに多 くの問 題 が感 じ られ 、 コ ン ピュ ータ教 育 に疑 問 が

持 た れ るの は当 然 で あ る と思 われ る。

そ こで 現状 の コ ン ピュー タ教 育 にお い て 問題 と思 わ れ る点 につ い て 、 そ

の 概 略 を述 べ る こ とと したい 。

1.1立 場 の 相 違 の 無 視(目 的 喪 失)

ひ と口 に コン ピ ュ ータ教 育 とい って も 、それを 受 け る人 す な わ ち教 育

一19一



訓 練 の対象 者 の立 場 に よっ て 、そ の内容 や 方 法 は著 しく異 る べ き もの で

あ る 。 この こ とは換 言す れ ば 、 コ ン ピュ ータ教 育 とい って もそれ の 目的

は多 種 多様 で あ り、 したが っ てそ れ ぞれ の 目的 に応 じた 教 育 の内容 や 方

法 が なけ れば な らな い とい うこ とで あ る。 ひ とつ の た とえを あげ る と、

ひ と口に医 学 教 育 とい っ て も それ は医 者 の養 成 を 目的 とす る もの もあれ

ば看 護 婦養 成 の ため の もの もあ り、 さ らに は家 庭 の 主婦 の た め の 一般 衛

生 、家庭 救 急 看 護 の た め の もの 、 一般 成人 のた め の基 本 常 識 と しての衛

生 知 識 な ど、 目的 、対 象 の相違 に よって そ れは 全 く異 る もの で あ る こ と

は当 然 であ る。 さ らに同 じ医 者 の養 成 とい っ て も、学 者 と臨床 家 、内科

と外 科 な どの専 門 内 容 の相 違 等 に よっ てそ の 内容 や 方法 は非 常 に違 っ て

くる こ とも また われ わ れ の よ く知 る とこ ろ であ る。 コ ン ピュー タ教 育 も

これ と全 く同様 で あ って 、 コ ン ピュー タの 専門 家 養 成 のた め の もの 、 一

般 社 員や職 員 の た め の もの 、経 営 者 、管 理 者 用 の もの な ど、そ れ ぞれ の

対 象 や 目的別 に 内容 や 方法 が選 択 され なけ れば な らない こ とは い うまで

もな い ことで あ る。 これ らの配慮 を欠 い た コン ピュー タ教 育 は 、場合 に

よっ ては む しろや らぬ方 が よい こ とす らあ り得 るの で あ る。 ところ で問

題 は 、 わが 国 の大 部分 の例 が 、多 かれ少 な かれ この よ うな立 場の 相違 の

無 視 とい う欠 点 を 有 してい る とい うこ とで あ り、 この際根 本 に立 戻 っ て

教 育 の あ り方 を 再検 討 す る こ とが必 要 な状 況 にあ る と考 え られ る。

1.2教 育 内容 、方法 に見 られ る問題点

では 一般 に見 られ る コン ピ ュー タ教 育 の 内容 につ い て 、 どの様 な点 が

問 題 とな る の で あ ろ うか。 これ につ い てひ と口でい うな らば 、 コ ンピュ

ータ専 門家 養 成 向 の 内容 と方 法 の 簡略 版(ダ イ ジ ェス ト版)を す べ ての

対 象 に対 して 一律 に適 用 してい る ことが 問 題 で あ る とい い得 よ う。 た し

か に 、 コ ン ピュ ータ の専門 家 一一 そ れは 従来 、大 部 分 が プ ・グ ラマ と考

え られ てい た 。 そ して この点 に も問 題 な し と しな い が 一 の養 成 の ため

の ものは 、在来 の教 育の 内容 と方 法 が必 らず しも不 適 当 で あ る とは い え
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ず 、 む しろ十分 有効 な す ぐれ た もので あ る とす らい え る か も しれ ない が 、

問題 は 一般 の職 員や経 営 者 、管 理 者 に対 す る もの が 一 これ らが 対 象 人

口 も圧 倒 的 に多 く、影 響 す る度 合 いや 範 囲 も比較 にな らない位 大 きい 一

これ らの専 門家 向 の ものを単 に簡 略化 した ものを 一律 に与 えてい る結果 、

真 の教 育 の 目的 が果 せず 、 これ らの対 象 者 の 間 に誤 解 や 曲解や 不 適 切 な

理 解 あ るい は コ ン ピュ ータ拒絶 症 な どの逆効 果 を す ら生 じてい る場 合 が

多 い とい うこ とで あ る。 この点 を 別 の角 度 か らい うと、 これ ら一般 の対
　 　

象 に 対 しては 、 コ ン ピュ ータ活 用 の知 識 が そ の内 容 と して与 え られ るべ
　 　

き であ る に もかか わ らず 、多 くの場 合 、 コ ン ピュ ータ 自体 の知 識 が その

内容 とな って い る とい う点 が 基本 的な問 題 と して指摘 で きる ともい え る

の で あ る。

在来 の 一般 者 に対 す る コ ン ピュー タ教 育 の 内容 な い し方 法 上 の問 題 点

を さ らに具 体 的 に指摘 す る と、お よそ つ ぎの三 点 を重 要 な点 と して あげ

る こ とが で きる 。

(1)原 理 、構造 偏 重

② プロ グラ ム実 習偏 重

③ 計 算 概念 偏 重

これ らにつ い ては と くに説 明 を要 しない と思わ れ るが 、 ご く簡 単 に補

足 して み よ う。 まず 多 くの教 育 内容 が コン ピュ ータ と くにそ のCPU

(本 体)の 基本 原 理 お よび構造 の説 明 に多 くの部 分 を 費 し、場 合 に ょっ

て は そ れ に終 始 してい る。 ちな み にわ れわ れ の手 近 な テ キ ス トな どを調

べ て み る と、2進 法 の話 、AND ,OR,NOTな ど論 理 素 子 の説 明 、2

進 加 算 を行 う加 算 回路 の 構造 と働 き、 コア記憶 装 置の 構造 と記 憶 原 理等

々 、 コン ピュ ータ本 体 の 動作原 理 と構造 が い か に多 く説 か れ てい るか を

知 り得 る筈 で あ る。 ところ で 、最 近 は か な らず しも この よ うな原 理 や 構

造 の説 明 に力点 が 置か れ ない ものや 、 これ らを ほ とん ど省 略 した もの も

次 第 に増 加 しつ つ あ る よ うであ る 。 ところが そ の場 合 は 、 プ ログ ラムの
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説 明 と プ ログ ラム作成 の実 習 が そ れ に代 っ て 中心 をな してい るの が 一般

で、 これは 一種 の 体験 主 義 と もい うべ き風 潮 の あ らわ れ で 、 コ ン ピュ ー

タは い か に理 くつ を教 えて も適 正な 理解 は 得難 く、簡単 な もの で も自 ら

プログ ラムを っ く り、 これ を実 際 に コン ピュータ にかけ て 、 コン ピュ ー

タ に 自 ら触 れ る こ とに よっ て のみ は じめ て よ く理解 し うる もの で あ る と

い う考 え に も とつ い てい る。 しか も この 方式 は 、 受 講 者 が 何 とな く理

解 で きた よ うな意 識 を持 ち 、達 成意 識 と満 足 感 が 得 られ る とい う特 長 が

あ るが 一 実 は これ が問 題 で あ り、果 して何 が理解 され何 を得 たか は な

は だ問 題 であ る 一 これ に よっ て真 に必要 とす る知 識 が 得 られ 適 切 な理

解 が得 られ る こ とは 困難 で あ る と思 われ る 。 さ らに以 上 の二 つ の 場 合 に

共 通 してい え る こ とは 、常 に計算 概 念 が コ ン ピュー タ教 育 を 支配 す る 中

心 思想 とな っ てい る とい う点 であ る。 す な わち 、 コン ピュ ー タは 「計算

機 で あ る」 とい う固定 観 念 に と りつ か れて教 育 が行 われ る 結果 、そ の よ

うな計算 機 が な ぜ企 業 の あ らゆ る業 務 や管 理 面 に役立 つ の か とい うこ と

が結 局 わ か らな い ま まで終 っ て しま うこ とにな る。企業 な どの経 営 や管

理 や 一般 業 務 は ほ とん ど計算 とは 無 縁 だ か らであ る。 ここで再 び 一般 の

教 材 な どを 見 るに 、2進 や8進 の計 算 の原 理 を 教 え 、計 算例 題 を 用 い て

プPグ ラム実 習 を行 い 、OR(オ ペ レー シ ョンズ ・リサ ー チ)を こ とさ

らに持 ち込 む こ とに よっ て 計算 と企 業 経営 との む す びつ きを つけ る等 々、

す べて計 算 とい うこ とに 強 く偏 重 している ことがわか る。 この よ うな 態度

か らは 、 一般人 にお け る適 切 な理 解 は 出 に くい 筈 で あ る。

以 上 、原 理 構造 、 プログ ラ ム実 習 、計算 概念 の三 つの こ とへの 偏 重 と

い う問 題 に つ い て 、 ご く簡 単 な説 明 を試 み たが 、 これ に よっ て も在来 の

教 育 の内容 と方 法 が い か に不 適 当 で あ るかの 理解 は得 られ た こ と と思 う。

1.5適 切な教育のあ り方

問 題 点 の 指摘 を行 った の で 、対策 な い しは 正 しい あ り方 に つい て もご く

一22一



これ までにわが 国におけ る企業内教 育 としての情報処理教育 について、

その現状や問題点な どについて概略 を述べ てきた。そ こで、以 下の 各車

では、今 回実施 した 「企業内情報処理 教育の現状 と問題 点」に関す るア

ンケー トお よび面接調査の結果 に もとついて、次に示す各教育対象者別

に情報処理 教育の現状や問題 点を紹 介す ることと しよう。

・経営者 ・管理 者

・専 門要員

・技術 系社員

・事務系社員

L
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2.経 営者 ・管理者に対す る情報処理教育

こ こで取 上 げ る経 営者 ・管理 者 とは 、 企 業 な どに おけ る部 課長 な どの い わゆ

る ミ ドル マ ネ ジメ ン トか ら経 営者 と しての トップマ ネ ジメ ン トま で を対 象 と し

て い る。

2.1経 営者 ・管理者教育の体制

(1)経 営者 ・管理 者 に対 す る情 報 処 理 教 育の 体制 は 回答 の あ っ た会 社数 が

経 営 者(ト ップ マネ ジ メ ン ト)で265社 、管 理 者(ミ ドル マネ ジ メ ン

ト)で255社 で あ るが 、年 間 ス ケ ジュ ール と して時期 ・期 間 ・カ リキ

ュ ラ ム ・教 材 な どの 体制 が で きてい る ものは 、 経 営 者 に つい てみ る と、

8社 で3%、 管理 者 に っ い て21社 で8%と な って い る。 時 期 ・期 間 ま

たは カ リキ ュ ラ ム ・教 材 の いず れ か の体 制 が で きて い る もの が経 営 者 に

つ いて28社 で11%、 管理 者 に つ い て56社 で22%と な って い る 。

ま たそ の都 度 詳 細 を決 定 す る もの は管 理 者 に っ いて109社 で41%、

管理 者 に つい て127社 で50%と な ってい る。

経 営 者 ・管理 者 に対 す る情 報 処 理 教 育 は専 門要 員 は む ろん の こ と一般

社員 に対 す る教 育体 制 に 比べ て は るか にそ の確 立 が遅 れ てい るだけ で な

く、特 に経 営 者 に対 す る教 育 に っ い ては そ の傾 向 が顕 著 で あ る。 こ うし

た傾 向 が コン ピュー タの高度 利 用 に対 す る経 営 者 ・管理 者 の無 関 心 さ に

つ なが っ てい る とす れ ば 、 極 め て危 具 す べ き問 題 といえ よ う。
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経 営 者 管 理 者
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年間 スケジゴ ル とし
て時期 ・期間 ・カリキ

ュラム ・教材 などの

体制ができている。

一

一
21社 8.2

3.4

9社

年間スケジュールとし

ては時期 ・期間は決定

しているがカリキュラム

等はその都度検討する、
一

20社 78

カ リキ ュラム,教 材

等は準備できている
が時期は適 当にみは

からって行 な う。

72 19社 36社 14.1

詳細 についてその都

度決定 する。
4L1 109社 127社49.9'

そ の 他45.3120社 51社 20.0

(注)回 答会社数265回 答 会社数255

図2-1経 営 者 ・管理者に対す る情報処理教育の体制

(2)情 報 処理 教 育 を必 要 と考 え て は い るが経 営者 ・管理 者 に対 して教 育 を

行 って い ない場 合 の理 由 と して 「情 報処 理 教 育 に さ く時 間 が ない 」 とす

る もの が41社 で、 「適 当 な講 師 が ない」 とす るの が18社 、 「時期 尚

早」 とす る もの が8社 と なって い る。

102030405060%
.. ` `▲'

情 報 処 理 教 育 に さ く時 間 が ない

・

'

'

42社 151・9

1…適 当な講 師 がい ない 18社

10.1

8.9

時 期 声早 で あ る 8社

教 材 が そ ろ っ て い な い 7社

そ の 他 5社 6.3

(注)回 答会社数 61

図2-2情 報処理教育を行な っていない理 由

これ は経 営 者 ・管理 者 が多 忙 で あ り、 教 育 に さ く時 間 が ない とい う実

'
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態 を示 す もの である。 また教育を実施 している場合 で も教育体制の詳細

にっいてはその都度決定 しているケースが多 いことか らも明 らかである。

経営者 ・管理 者に対す る情報処理教育の重要性の再認識が問題解決 の鍵

であるが単 に情 報処理 教育の抽象的 な 目標でな く、教育 目標 の具体化 と ・

それに合致 した教育内容、 カ リキ ュラムが開発 され る必要が あるといえ

る。

2.2経 営者 ・管理者教育の重要性

情 報 処理 教 育 の対 象 で あ る、 経 営 者 ・管理 者 、専 門要 員 、 技 術 系 社員 、

お よび一 般 社員 に っい て 重要 な ものか ら順位 を付 した結 果 をみ る と専 門

要 員 教 育 が第1順 位 で62%、 第2順 位 で24%と な ってい る が、経 営

者 ・管理 者 は そ れ に次 い で第1順 位 で36%、 第2順 位 で46%と な っ

てお り、 教 育 の実 施 そ の もの が不 十 分 で あ りなが ら、 企業 に とっ てそ の

重要 性 が関 心 事 と な って い る こ とが うか がえ る 。

2.3経 営者 ・管理者教育の目的

経 営 者 ・管理 者 教育 の 目的 にっ い てみ る と回 答会 社数284社 の うち

「新 しい もの の 考 え方 、 シ ステ ム思考 の養成 」 と答 え た もの が最 も多 く

197社69%を 占め てお り、 「コン ピ ュー タの利 用 の促進 」 、 「コ ン

ピュー タ・ア レル ギの解 消 」 、 「コン ピュー タの 限界 を知 る」 な どの順 と

な って い る。
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,

10203040%

(注)回 答 会社数284

図2-3経 営 者 ・管理者教育の 目的

2.4教 育 方 法

教 育 方 法 に つい て み る と、 経 営 者 ・管理 者 の場 合 講 師 に よる指 導 が 主 体

で90%を 占 め てい る。 そ の 内訳 は 外 部 セ ミナー参加 が37%を 占め て お

り外部 講 師24%、 内部 講 師12%と な ってお り、 内部 講 師に 対 す る依 存

度 が他 の 教 育対 象 の 場 合 と比 べ て 低 く な ってい るが、 これ は経 営 者 ・管 理

者 に対 す る教 育 が社 内講 師 に よる こ とが 困難 で ある こ とを示 す もの と云 え

よ う。実 習 は17%と な っ てい る が、 プ ログ ラ ミング ・シ ステ ム設計 、 お

よび ビジネ ス ゲー ムな どの方 法 が と られ て い る点 が注 目 され よ う。
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O.9

、

セ

外

部

自 習

8.3

講 師に よる指導

89.9

プ ロ グ ラム学 習1.3

通 信 教 育2.2

乙グル ープ に よ る学 習1.3

、

講

師

内

部

312

(注)数 字は教育方法の総回

答数を分母として各項

目の割合を百分率で示

したものである。

図2-4経 営者 ・管理者教育の方法

次 に それ ぞ れ の 企業 が 置 か れ てい る 内外 環 境 の下 で どの よ うな教育 方 法

が今 後 効 果 的 な情報 処 理 教 育 を推進 す る上 で好 ま しい か とい う質 問 に つい

て経 営者 ・管理 者 に関 す る意 見 をみ てみ る と次 の よ うな もの が あ る。

オ ー プ ン ア ン サ ー

・ 経 営者 ・管 理 者 に対 して は外 部 講 習に よ り、 ビジ ネス ゲー ム的 な内容

で教 育 す るの が ベ ターで あ る 。

・ 経 営 者 ・管 理 者 には電 算機 とは い か な る もの なの か 、 ま た どん な こ と

が 出来 る もの な のか を教 育す べ きで あ る。

・ トップに対 しては外 部 セ ミナ ーへ の参 加 等 に よ り幅広 い知 識 を修得 し

て も ら う。

・ 経 営者 ・管理 者 には 外 部 講 師に よ る情 報 処理 の必 要 性 と具体 例 を 含め

る。

・ 経 営 者 ・管理 者 に は外 部 セ ミナー を利 用 し、 企業 内 で相 互 研 修 を行 な

い 自己啓 発 させ る。

・ 管 理 者 に は 現状 業 務 に 密 着 した ア プ リケ ー シ ョンを取 りあげ て理 解 し
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易 い 形 を とる。

・ 経 営 者 ・管理 者 には情 報 処理 の 重要 性 を認 識 させ る よ うな コンサル タ

ン トな どの外部 講 師 に よる 講演 、 講 習 会 。

・ 経 営 者 ・管 理者 には 講義 とOJT方 式 。

・ 経 営 者 には 外部 講 師に よ るEDPに 対 す る考 え 方 、 利用 の方 法 につ い

て具 体 例 に よる説 明 と、 シス テ ムの何 た る か を教 育 す る。

・ トップ が教 育 の 必要性 を理 解 して卒 先 して 教 育 を うけ る こ と、 またそ

の方 法 は 講義 ・実 習そ の他 見学 等 を併合 して行 な う。

・ 経 営 者 ・管理 者 に対 して は、 外部 セ ミナ ーの利 用 と内容 講師 に よる 自

社 の事 情 を加 味 した 教育 。

・ 経 営 者 には 他 企業 にお け る利 用形 態 の 見 学、 ポ イン ト聴 取 等 に よ り、

高 度 利 用 に対 す る知 識 を習得 させ る。

・ 経 営 者 ・管理 者 に対 す る教 育は 外 部 セ ミナーへ の参 加 を積 極 化 させ る 。

・ 経 営者 ・管理 者 に は具 体 的 なEDPの 企 画、 立 案 を通 じそ の審 議過 程

で 掌 握す る。

2.5外 部教育機関の利用

(D外 部 教 育機 関 の利 用は 、経 営者 ・管理 者 の場合 メー カーが最 も多 く

218社 で70%に 達 してい る。次 に各 種 団 体 と答 え た もの が69社 で

22%に な っ て い る 。 通信教育.

メ ー カ 各種団体

.各種学校

ソフ ト会社

[

218社

69.7%

69社

22.1%

・

11社

3.5%

そ

(注)酪 会雌245、 。ピ1＼

の他

総 回答数3133・2%2社3社
0.6%O.9%

図2-5経 営 者 ・管理者教育における外部教育機関の利用
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経 営者 ・管理 者 に対 す る情 報処 理 教 育 の 教 育 目的 ・教 育 内容 に 関 して

は 問 題点 な り方 向性 につ い て か な リイメー ジ な リニー ズ が 明 らか に な っ

てい る が教 育 を具 体 的 に 提供 す る方 途 にっ い ては 必 ず しも十 分 な体 制 が

確 立 され てお らず 、現 状 では メー カへ の依 存度 が 高 い の が特 徴 で あ る と

い え る 。現状 の メー カ教 育 で は プ ログ ラ ミング な ど情 報 処理 、 技術 面 の

教 育 に つい て は企 業 の ニ ー ズ に マ ッチ で きて も 「新 しい ものの 考 え方 、

シス テ ム思考 の養 成」 に代 表 され る経 営 者、 管理 者 教 育 の 目的 を達 成 す

る こと は困難 で あ る とい え る 。そ れ は 企業 に おけ る コ ン ピ ュー タの利 用

が、 高度 変化 す れ ば す る程 一 般 的 な理 論 や概 念 で説 明 で きな い領域 で あ

り、 そ れ ぞれ の 企業 の ニ ー ズ に密 着 した 教 育が要 請 され る か らで あ る。

(2)そ れ では、 メー カ依 存 型 の外 部 教 育機 関 の利用 上 の利 点 を問 題 に っ い

てみ て み よ う。 まず利 点 に っい て み る と回答 社数220社 中 で 「よ り適

した教 育 が受 け られ る」 とす る もの が92社 と最 も多 く、 「テ キ ス ト設

備 が 充実 してい る」 「費 用 時 間 が経 済 的 で あ る」 、 「最 近 の 情 報動 向 が

得 られ る」 、 「教育 効 果 が 高 い 」 「教 育 内容 が 充実 して い る」 の1唄 と な

って い る。 次 に問題 点 にっ い てみ る と 「百社 に適 す る コー スが ない」 と

す る もの が61社 と最 も多 く、 「時 間 的 に不 便 で あ る」、 講 師 内 容 に不

満 が あ る」 、 「地 域 的 制 約 が 多 い」 、 「費用 の点 で 問題 が あ る」 の 順 と

な って い る。
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'

10 20%
` ・

コース により適 した教育が うけ られ る 92社
119・3

116.O

l15.O

l15.0

13.1

13.1

テキス ト ・設備等が充実 してい る 77社

最新の情報 ・動向が得られる 72社

費用 ・時間等が経済的である 72社

教育の効果が高い 63社 1

教 育内容が充実 している 63社 1

常に利用できる 124社

18社

4.8

3.7社内教育の補充に適している 」

(注)回 答会社数220

問 題 点 lp 2ρ 30%
▲

自社に適 する コースがない 1276

124.9

61社

一

時間的に不便である 55社

119.9講師,内 容 に不満がある 44社

地域 的制約が多い' 32社|・4・ ・

費用の点で問題がある 23社 110.4

新鮮味がない 6社12.7

図2-6外 部教育機関の利点の欠点

(注)回 答会社数155

2.6実 習教育の内容

情 報処 理 教 育 につ いて どの よ うな実 習教 育 を行 な ってい るか 、 経 営者 、

管理 者 に つ い て解 答 の あ った106社 に っ いて10社 以上 が採 用 してい る

内 容項 目 をみ る と言 語 教 育 ではCOBOL36社 、PL/115社 、

FORTRAN11社 、 シ ステ ム設 計 では ケ ー スス タ デ ィ33社 、 そ の他 で

は ビジ ネ ス ゲー ム32社 とな って い る。

一31一



その他2.5%

4.65%

キ ー パ ンチ
マ シ ン

26.5%

端 末 装 置

23.5%

周 辺 機 器

26.5%

コ ン ソ ー ル

23、5%

そ の 他

17.4%

PL/I

l7.4%

RPG

5.8%

ア

セ

ブFORTRAN

フ

12.8%

COBOL

41.9%

(注)回 答 会社数106

図2-7経 営 者 ・管理者教育の実習内容

情報 処 理 教 育 の 将来 につ いて どの よ うな考 え を もって い るか に つい て企

業 か らオ ー プン ア ンサ ー の 出 され た意 見の 中か ら経 営 者 ・管理 者 に関 す る

もの を あげ てみ よ う。

オ ー ブ ン ア ン サ ー

・ 経 営者 には コン ピ ュー タの知 識 が 不足 して い る。 具 体 的 な テ クニ ック
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や知 識 を知 らな くて も一般 的知 識 を理 解 して も ら うため 社 外 教 育 を行 な

ってい る。 そ れ は社 内 の人 間 が話 を して も 自己 を売 込 ん でい るに過 ぎな

い と誤解 され る こ とが 多 い 。協 会 、 団体 な どが第3者 の 立 場 で大 い にP

R教 育 して ほ しい 。

・ 管 理 者 に は コン ピュー タ利 用 の効 果 と限 界 を知 ら しめ 、 そ の うえ で部

下 に コ ン ピュ ー タを誘 導 し うる よ うな教 育 をす る。

・ 経 営 者 ・管理 者 に対 しては ハ ー ドウェ ア ・ソフ トウエ ア な ど コンピ ュ

ー タの直 接 的 な知 識 では な く、 企業 経 営 に おけ る コン ピ ュー タの役 割 と

限 界 、 経 営 科学 手 法 の適 用 法 な どを通 して シ ステ ム思 考 を養 成 で きる よ

うな教 育 内容 を考 え て い きた い 。

・ トップに は 情報 処 理 に関 す る教 育 が重要 で あ り、 トップの理 解 な く し

てEDP化 が 効率 よ く活 用 され ない 。

・ 経 営者 、一 般 管 理 者 に対 して は シ ステ ム思 考、経 営 管 理 にEDPを 生

かす た めの 方 法等 ア プ リケー シ ョンに 重点 を置 く。

・ トップお よび ミ ドル に対 してEDPに 対 す る理解 、 少 な くと も コン ピ

ュ ター ア レル ギー の解 消 を 目的 と して よ り積 極的 に 推進 した い 。

・ 経 営 者 は メ ー カの トップ セ ミナへ 派 遣 。

・ コン ピ ュー タの 利用 技 術 方 法 の 開 発 の され 方 に よ り、 果 して従 来 の よ

うな教育 が 必要 なの か 疑問 に 思 う。 企 業 の トップが コン ピュ ー タを如 何

に理 解 し、 期 待 して い るか に よ リ コン ピュー タとそ の 企 業 の価 値 が きま

るの でそ れ に 応 じた教 育 に な ろ う。

・ 情 報 処理 教 育 結 果 の 評価 。

情報 処 理 教 育 を実 施 して どの よ うな結 果 が得 られ たか 。

2.7情 報 処 理 教 育 の 開 始 年 度

(D情 報処理教育 を始 めた開始年度 にっいて経営者 ・管理者 にっい てみ る

と39年 度 までに開始 したの が28社 、40年 度 か ら45年 度が179
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社、46年 度 以 降 が28社 と な ってい る。

300

200

256

事 務 系社 員

239 経 営 者
,管 理者

技術系社員

118

100104

70

会

議 鍵2714・2ep
～33～35～37～39～41～43～45～47

図2-8情 報 処 理 教 育 の 開 始 時 期

情 報 処 理 教 育開始 年 次(階 層別 累 積 会 社 教)一 般 職 員 の 場合 と非 常 に

よ く近 似 してい る。

(2)現 在 使 用 してい る カ リキ ュ ラ ムの採 用年度 に っ い て経 営 者 ・管理 者 に

つ い てみ る と、39年 度 ま でに 採 用 さ れ たの が1社 で、45年 度 ま でが

68社 、46年 度 以 降 が37社 とな ってい る。 ま た累 計 で も105社 と

い う数 字 に な って い る。次 に カ リキ ュ ラ ム内 容 の更 新 に っい て み る と各

年度 ご とが25社 、 開催 の都 度 が82社 とな ってk－ り特 に経 営者 ・管 理

者 教 育 に関 す る カ リキ ュ ラ ム面 の 整備 が 遅れ てい る こ とが うか が え る。

2.8教 育 の 効 果

情 報 処 理 教 育 を実 施 した 結果 は 、 どの よ うな効 果 を もた らしてい るか、

197件 の 回答 の うち、最 も多 い のが 「コン ピュー タ に対 す る理 解 」 が

55件 で 全体 の28%、 次 い で 「EDP化 推進 へ の理 解 」、 「情報 処理 お

よびEDPSに っ い て理 解 が得 られ た」 、 「EDP業 務 お よびEDP部 門
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'

に対 す る理解 」 、 「コン ピュー タの 利用 お よび高度 利 用 」 な どの順 とな っ

てい る。 情報 教育 の 目的 と して 「新 しい ものの 考 え方 シ ス テ ム思 考 の養成i

が 非 常 に 強 く要 請 され てMる に もか か わ らず 、 当面 の 教 育 は そ うした 目的

を達成 して お らず 、 コン ピュー タ の理 解 の レベ ルに止 ま ってい る点 に大 き

な問 題 が あ る とい え る。

102030%

情報処理およびEDPSに ついて理解 ・
が得 られた。

E1)P業 務 およびEDP部 門 に対 する

理解

8,6

8.6

7.1

7.1

5.6

3.1

2.0

図2-9情 報処理教育の効果

(注)回 答会社数197
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3.専 門要員に対す る情報処理教育

ここで 取上 げ る専門 要 員 とは・ 企 業 な どで一 般 に シス テ ム部 、 電 子 計算 磯 部、

事 務 部 あ る い は事 務 管理 部 な ど(会 社 に よ り具 体 的 名 称 は異 る。)に 相 当す る

名 称 で 設 置 さ れ て い る職 制 に 所 属す る社 員 をい う。 具 体的 には 当該 部 門の 管

理者、 シス テ ム ・エ ン ジ ニ ア、 プ ログ ラマ、 オ ペ レー タ であ るが 、 パ ンチ ャー

その 他 は 教 育 面 で は か な り異 質 で あ るの で対 象 か ら除 い た。

また一般 業 務 部 門 に属 しオ ン ライ ン ・シス テ ムや 、 タイ ム シ ェア リン グ ・シ

へリ

ス テ ムな どに お い て、 端 末 装 置 な どをオ ペ レー トす る社員 も除 外 してい る。

5.1専 門要員教育の体制

専 門 要 員 に対 す る情 報 処 理 教育 の体 制 を有 す る もの は373社 をか ぞ え、

管理 者 ・一 般 職員 な ど他 の グル ー プに比 して多 い。 これ は情 報 処理 教 育 に

おけ る専 門要 員 向 け 教育 が大 きな ウェ イ トを もっ こと を示 してい る と解 釈

され よ う。

体 制 の整 備 状 況 を示す 回答 の 内 訳 を下記 に示 す と、 次 の通 りで あ る。

10%20%30%

A

B

C

D

E

年 間 スケジ ュールとして時期,期 間,カ リキ

ュラム,教 材な どの体制ができている。

●

`` 1

48社 12.7

年 間 スケジュール としては時期,期 間は決定

しているが,カ リキュラム等はそ の都度検討

する。

36社 9.5

カ リキュ ラム,教 材等は準備できているが,

時期は適 当にみはからって行な う。
76社 20.1

詳細 についてその都度決定 する。 117社 31.1

そ の 他 100社 26.6

図3-1専 門要員に対する情報処理教育の体制
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上 表 で明 らか な通 り教 育 内容 が 明確 に な って い て、 か っそ の 準 備 が で き

てい る グル ー プ(A+C)が 約33%を 占め、 これ らの企 業 にお け る専 門

要 員 向け 教 育 の 定 着 が想 像 され る。他 方 余 りそ の 内 容 が 計画 的 に定着 して

い ない グル ー プ(D+E)も 約58%を 占め て お り、 今 後 の対 策 が 必要 で

あ ろ う。

専 門要 員 に対 す る教 育 を必要 とは 考 え るが 、実 際 には 行 な って い ない と

した 回 答 は0で あ り、 他 の グル ー ル と異 な り専 門 技術 者 に つ い ては 全 くの

ユ ーザ に お い て何 らか の教 育 が行 なわ れ てい る こ とが わ か る。

ろ.2専 門 要 員 教 育 の 重 要 性

情 報処 理 教 育 の対 象 で あ る経営 者 、 専 門要 員 、 技 術 系 社 員、 お よび事 務

系社 員 に っ い て重要 な もの か ら順 位 を付 した結 果 をみ る と、 専 門要 員 教 育

が第1順 位 で62%、 第2順 位 で24%と な って い る 。

重 要度 の ラン ク を1、2、3、4、 不 要 に区 分 した場 合 、 専 門 要 員 向け

教 育 は、 ラン ク(1+2)で 全体 の約87%を 占め、 大多 数 の会 社 が これ

を最 重点 に置 い て い る こ とが わか る。

これ に対 し比 較 的 低 い ランク(ラ ンク3、4)を っ け た会 社 は13%、

であ った。

3.5専 門 要 員 教 育 の 目 的

専門要員 教育の 目的 にっいての質問に対 し378社 か ら回答が あったが、

その内訳は下記 の通 りである。
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50100150200250300

適性をより伸ばすための適性教育

(注)回 答 会社数 一378

図3-2専 門 要員教育の 目的

対 象が 専 門要 員 で あ る た め技 術知 識 の修 得 は 当然 で あるが 、 同時 に 業務

知 識や 考 え方 の養成 を 目的 とす る もの もか な りの数 に のぼ っ てい る。 これ

は専 門要 員 とい え ど も、 コ ン ピュー タの ハー ドウ ェ アに関 す る知 識 だけ で

は不充 分 で あ り、 幅 の 広 い知 識 が要 求 され る こ とを示 す もの と関連 され る 。

た だ ここで特 に注 意 すべ き こ とは 教 育内容 に関 す る回 答 で 見 る と、 現 実

に行 なって い る教 育 で は ハ ー ド・ソフ トがか な りの ウェ イ トを持 ってお り、

教育 目的 と実 際 の 内容 ・時 間数 の 間 で多 少 の ギ ャ ップが感 ぜ られ た。

5.4教 育 方 法

教育方法 についてみ ると、先 づ これ を自習方式、 講師に よる指 導方式、
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1

OJTに 大割 し、 さ らに具体的な細分 を行 なって分析 した結果は下 図の通

庭 ある・rO'2

ビジネスゲーム

仕事を与えて 他

訓練

滋

講

外部講 師

義

外部セ ミナー

参加(注)数 字は教育方法の総回

答数を分母 として各項

目の割合 を百分率で示

2.6し た ものである。

図3-3教 育 方法の内訳

上 記 の比 率 か ら見 て最 も特 徴 の あ る点 は 通 常 「教 育 」 と称せ られ る活 動

で、 そ の 中心 を 占め る 「講義 」 形 式 が わず か23%で あ り、 この比 率 は 他

の グル ー プに お け る 「講 義」 の割 合 よ り、 は るか に低 い もの と な って い る。

専 門要 員 の特性 か ら云 って 「実 習」 やOJTの ウェ イ トが 高 い こ とは 予想

通 りで あ った。 たS'OJTの 長 所 は 認 め る と して も、 教 育 で あ る以上 、 明

確 な 目標 の設 定 と、 そ の フ ォ ロー ア ップが 不可 欠 で あ る 。 こ の点 に つ い て

は 余 り計 画的 な 回答 は 得 られ なか った。

次 に そ れぞ れ の企 業 が置 か れ て い る内外 環境 の下 で どの よ うな教 育方 法

が好 ま しい か とい う質 問 に関 し、 専 門要 員 に っ い ての 意 見 をみ てみ る と次

の よ うな もの が あ る。

オ ー プ ン ・ア ン サ ー

・ 専 門 要 員 教 育はOnthe`JobTrainingが 中'L・で 必要 に応 じて外 部

セ ミナ ニ を利 用す る のが よい。(OJTを 強調 す る回 答 多 数)

一39一



・ 専 門要 員 教 育 にっ いて は特 に業務 を 中心 とす る教 育 を考 慮せ ねば な ら

ない 。技 術 教 育 にっ い て は現在 通 りで可 。(幅 広 い教 育 の 必要 にっ い て

同 様意 見 多 数 あ り)

・ 専 門要 員 にっ い て は 、社 内 教 育、OJT、 だけ で な く、 オ ペ レー タ、

プ ログ ラマ 、 シ ステ ム ・エ ン ジニ ア とい った 職 種 間 の計 画 的 ロー テー シ

ョ ンが 必 要 。 また部 外 との ロー テ ー シ ョン も必要 で あ ろ う。(他 に 人事

ロー テー シ ョン を強調 す る意 見多 数 あ り)

・ 専 門要 員 に関 しては 外 部 講 師 に よる講義 、 セ ミナ ーへ の参 加 が 必要 で

あ り、 メー カに お い て ハ ー ド面 よ り見 たOSそ の他 を徹底 的 に学 習 させ

た い。

・ 通 産省 よ り情 報 処理 教 育 の カ リキ ュ ラ ム、 お よび そ の 内容 に つ い て盛

り込 ん だ教 育 体 系 を設定 して くれ る こ とを望 む 。 そ の体 系 に企業 個有 の

部 分 を追 加 、 設 定 し、 教 育 の実 施 をはか りた い と考 え る 。

・ 公 的 機 関 で標 準 的 な教材 を作成 して企 業 が 利 用 で きる よ うに な らな い

か 。(こ の他 外部 専 門 教 育機 関 の 強化 、 新 設 を望 む 声多 数 あ り)

5.5外 部 教 育 機 関 の 利 用

専 門要員向け教育について どん な外部教育機関 を利用 してい るかを調べ

た。回答数は619件 であ り、その内訳は下記の通 りである。'

lo2¥〕 ヌ)4p5ρqo

メ ー カ 344"一 一ーーー一]55.6%

ソフ トウエ ア会 社 璽3・7%

豆]55%

50「8.1%

各 種 学 校

通 信 教 育

各 種 団 体 156125.2%

そ の 他 ・ ]121・9%

(注)回 答会社数358

図3-4外 部教育機関の利用状況

上 表 で明 らか な通 り、 メー カ利 用 が圧 倒 的 では ある が、 他 の グ ルー プ
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(経 営者 、 一 般 社 員 等)に 比 して各 種 団 体 を利 用 して い る割合 がか な り高

い 。

特 に この比 率 は 企 業規 模 や レン タル料 と正比 例 してお り、 先 間 の オー プ

ン ・ア ンサ ー(業 務 知 識 や幅 広 い考 え 方 を強調)と 考 え合 わせ る時 、専 門

要 員 向け ア ドバ ン ス教 育 の多様 化 傾 向 が 推定 され る。'

この点 、 今 後 の要 員 教育 は ハー ドウェア を 中心 とす る メー カ依存 の部 分

と、 よ り広 い 、 シ ステ ム化 教 育 を中 心 とす る各 種 団 体 依存 の部 分 とに分 化

して ゆ くべ きで は なか ろ うか 。

それ では外 部 教 育機 関 の 利 用上 の 利点 と問題 点 に っい て 見 てみ よ う。 ま

ず外 部 利 用 の 長所 に つ い て回答 した もの延1099件 の 回 答 、 問 題点 に つ

い ては451件 の 回答 が あ った。 各 々 そ の理 由別 内 訳 は下 記 の通 りで あ る 。

この 回答 に お い て注 目す べ きは 、+、 一 の理 由の 対 比結 果 で あ る。

す な わち

(D適 した教 育が受 け られ る

○ 適す る コースが ない

① 内容 が充実 している

○.講 師内容 に不満がある

㊥ 常 に利 用で きる

○ 時間的地域的に制約があ る

(D最 新 の情報 ・動 向が得 られる

○ 新鮮味が ない

255社

72社

100社

118社

119社

150社(74十76)

119社

47社

上記 の よ うに①○ が相反 してい る面 もあれ ば、あ るいはΦ の方が多いが

(∋も無 視 し得 ない数 にのぼ っている解答項 目もあった。 しか も、回答率 自

体が㊤項 目において○項 目の約2倍 に なっているの で、上記のθ 回答の ウ

ェイ トは もっと高い ことが予想 される。

一41一



10 20
lI

教育内容が充実 している 100件 9.1

コースにより適 した教育が受け られる 255件 233

教育の効果が高い 75件 6.8

費用,時 間等が経済的である 183件 16.6

14.4

常に利用 できる 119件 10.8・

テキス ト,設 備等が充実 している 158件

最 新の情報,動 向が得 られる 119件 10.8

社内教育の補充に適 している 90件 8.2

(注)回 答会 社数359

図3-5専 門 要員教育`こ外部教育機 関を利用する理 由(利 点)

lp29

一

問

・題

点

自社 に適 するコースがない 72件 16.0

講師内容に不満がある ll8件
26.2

、

14.2費用の点で問題がある 64件

時間的に不便である 74件 16.4

16.8地域的制約が多い 76件

新鮮味がない 47件10.4

(注)回 答 会社数275

同 上(問 題 点)
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3.6教 育 の 内 容

専 門要 員 を対 象 と して、 各 企 業 に お いて行 なわ れ てい る情 報 処理 教 育 の

内容 は、 そ の対 象者 の職 種 に よって相 違 す る の で以 下 に お い ては 、SE、

プ ログ ラマ 、オペ レー タの職 種 別 に これ を分析 す る。

(DSE教 育 の内 容

SE教 育 の内 容 をハ ー ド・ソフ ト・シス テ ム設計 ・コン ピ ュー ター 般

・一般 知 識 ・経 営 科学 の5項 目に大 別 す る と、 各 項 目の 回答 数 が 全項 目

の回 答会 社 に 占め る 比率 は下 図 の 通 りで あ る。

これ らの各 項 目 の教 育 に 消費 され てい る時 間数 を見 る と ソフ トウェ ア

の教 育 に平 均77時 間 を使 っ てい る が、 同時 に一 般 知 識 ・関連 知 識 に も

各 々平 均29時 間 、32時 間 を用 い て い る。 この 結 果 か ら考 え る と一 般

知 識、 関連 知 識 の 教 育 を実 施 して い る企業 数 は ソ フ トウェ ア ・ハ ー ドウ

ェ アの教 育実 施 企 業数 に 比 して少数 で は ある が、 か な りの時 間数 をさ い

て いる こ とか ら、 重要 視 して い る こ とが推 測 され る。

(2)プ ログ ラマ教 育 の 内容

SEと 同 じ く5つ の項 目に大 別 して、 教 育 を実 施 してい る と 回答 した

件 数 の構 成 比 を示 した 。(図3-6参 照)

一方 各 教 育 項 目に かけ てい る教 育時 間数 を見 る と ソ フ トウ ェアの 教 育

'に平均128時 間 もかけ て お り
、 特 に200時 間以 上 を 費 してい る と回

答 した もの が17件 あ った のが 注 目 され る 。 ハ ー ドウェ アの 教 育は これ

に比 して 回答 件数 比 で は30%に の ぼ るが 、時 間数 では 平 均48時 間 で

あ り、 この項 目が 基本 知 識 と して必要 では あ るが ソ フ トウェ アに比 して

余 り深 く教 育 され てい な い こ とを 示 してい る。 ハ ー ドウェ ア教 育 に お け

る この傾 向 とは逆 に、 関 連知 識 に つい ては 回 答 構成 比 が わず か2%に も

かか わ らず 、平 均33時 間 もかけ てい る 。 これ は 関連 知 識 の教 育 に力 を

入 れ てい る 企 業 は 未 だ少 数 では あ るが 、 この教 育 に か な りの 重要 性 を認

め てい る こ と を示 す もの と解 釈 され る。
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対 象 S・E プログラマー オペレータ

教 育 内 容
教育をして
いる割合㈲

教育をして
いる割合㈲

教育をして
いる割合㈲

入出力装置 58.5 73.3 67.1

'、

中央処理装置 60.5 72.7 66.5

| 外部記憶装置 52.5 66.5 62.9

ド 端末装置 52.5 59.3 56.7

ウ 人出力媒体 56.4 65.0 60.2

工 進 法 43.0 50.7 37.7

ア コ ー ト'構成(バ イ ト ・ ワ ー・ド ・キ ャ ラ ク タ ー 等) 46.6 59.9 4L8

回路理論 10.1 125 6.2

'機 械 語
5.6 IL6 5.3

アセンブ ラ, 39.5 66.2 31.8

ALGOL 1.8 1.5 0.6

ソ FORTRAN 30.9 40.7 15.4

フ 、
COBOL .14.2 62.9 38.0

RPG 8.3 17.8 8.3 、

卜 PL/1 10.1 15.1 7.4

ウ
コ ン ト ロ ー ル ・ プ ロ グ ラ ム 25.8 36.5 |8.4

ラ ン ゲ ー ジ ・ プ 四 七,サ 32.3 18.} 9.5
F

工
サ ー ビ ス ・ プoク ラ ム 28.8 41.2 22.0

フ ロ ー チ ャ ー ト 58.5 78.0 45.7
'ノ

フγイル構造 59.3 65.3 27.9

データ構造 53.7 60.2 28.8

オベレー.ティング システ ム 55.5 67.7 46.3

1

システムの調 査 ・分析法 60.5 383 6.5

ン
基本設計 59.1 41.8 9.2

ス

詳細設計 51.9卜 43.3 6.2

テ
システ ムの適 用 48.1 22.3 6.2

ム
システ ムの閏発促進 イ4.2 13.9 L8

設 ・
システ ムの運用 40.7 28.2 9.5

醤f
データ処理 方式 52.8 37.1 t3.1

コ
ン
ビ コン ピュータ利用技術動向 53.1 294 15.4

ユ ー

|
コ ンピュー タハ ー ドウ ェア動 向 40.9 20.5 13.9

タ般

統計に関する知識 37.4 22.0 3.3

一
会計に関する知識 38.6 19.0 3.6

般 計量経済に関する知故
20.5 4.5 0.6

情報に関する知識 43.0 22.0 8.0

知
座礁 に関する知識 28.8 lL9 4.2

険 自社の適用業務忙関する知識 56.7 52.5 31.2

経営に関する知識 38.9 9.8 2.1

; 数値解析 13.4. 7」 0.0

ビ

∋関
OR手 法 ∫7.2 8.6 0.0

1連 シ ミ 鼻 レ ー シ 雪 ン 17.5 8.0 0.0
'手 「

法 i・E手 法 8.0 2.4 0.0

そ の 他 9.2 9.2 7.7

-

回答会社数337
(注)

数学は回答会社敵を分母として、教育内容の各項目の

回答数を割ったものであるu

図3-6 専門要員の教育内容
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(3)オ ペ レー タ教 育 の内 容

オペ レー タ教 育 につ い て も上 記 と同 じ くそ の 内容 を5項 目 に大 別 す る

と、 そ の回 答構 成 比 は 図3-6の 通 りで あ る 。

そ の教 育 時 間数 を見 る とハ ー ドウェ アに平 均59時 間 、 ソフ トウェ ア

に平 均69時 間 をか け てk・ り、 む しろ ソフ トウェ アに 多 くの 教 育時 間 数

をかけ てい る こ とが わ か る。 そ の 他 の項 目で注 意 を惹 くの は コン ピュ ー

ター般(利 用 技術 動 向 ・ハ ー ドウェア動 向)で あ り、 件数 構 成 比 で は僅

か4%で あ るが 、実 施 企 業 で は平 均41時 間 とか な りの 時 間数 をかけ て

い る。

(4)教 育 内容 の 職 種 間 比較

以上 専 門要 員 の教 育 内 容 を 職種 別 に見 た が、 最 後 に 職 種 間 の比較 をす

る意 味 で そ の回 答 構成 比 と教 育時 間数 の対 比 図 を作 った 。先 づ下 段 の 図

を見 る とオ ペ レー タ2-・プ ログ ラ マ→SEと 移 るにっ れ て、 基 礎 的 な教 育

項 目で あ るハ ー ドウェ ア ・ソフ トウェ アの 構成 比 が 低 下 して お り、 両項

目の合 計値 で83%→69%→51%と い う傾 向 を示 して い る。

も う一 つ の注 目す べ き傾 向 は5大 分類 で見 る限 り、 そ の教 育 内容 が3

つ の職 種 間 でか な り重複 してい る点 で ある 。 この原 因 と して は① 企業 間

一47一



ソ フ トウ ェ ア

会社数

,.ア,。 ⊥

 

数社会

20

1010

　間㊤

oo

以
上

2

0

0

5

～

0
未

満

1

2

0

0

0

～

5
未

満

70

～
oo

未

満

む

む

5

～
7
未

満

む

　
り

3

～

5
未

満

10

～
30
未

満

10

未

満

10305070100150(時 間)
IO～ ～ ～ ～ ～ ～200

305070100150200

未 未 未 未 未 未 未 以

満 満 満 満 満 満 溝 上

会社数会社数

システ ム設計20

10

20

10

10

未
満

10

～
30

未

満

30

～
50

未

満

50

～
70

満

70

～
100

未

満

1{,0

～

150

k

満

150

～
200

未

満

200

以

.}:

(時 間)(時間)

 

oo

以
上

2

む

む

5
～

0
未

満

1

2

む

む

0
～

5
未

満

1

1

m
～

oo
未

満

1

50

～

70
未

満

30

～

50
未

満

10

～
30
未

満

10

未

満

関連知識

 

数社会

20

会社数

10

般知識20

10

(時間)

 

ω

以

上

2

む

む

5

～
0
未

満

l

O
〔

む

　

0

～

5
未

満

70

～

oo
未

満

0

0

5

7

30
～

50
未

満

10
～

30
未

満

-o

未

満

(時間)

揃

呈

 0

0

5
～

0
未

満

1

2

む

む

0

～

5
未

満

-

1

70

～
oo
未

満

1

50

～
70
未

満

30

～

50
未

満

10

～

30
未

満

10

未

満

図3-9オ ペ レー タ教育にかける時間数

一48

 

.



'で 各 職 種 の職務 内 容 にか な りの バ ラ ツキが あ り、 プ ログ ラ ム作 業 を兼 ね

たSE、 オペ レー シ ョンを行 な うプ ログ ラマ な どが含 まれ て い る可 能性 。

② プ ログ ラマ、SEと な るに した が っ て同 じ教育項 目で も よ り高度 な内

容 の 教 育 を受 け て い る可 能性 。③SE、 プ ログ ラマな どへ 直 接部 外 か ら

転 属 し、 同 じ知識 ・経 験 レベ ル か らス ター トした可 能 性 な ど種 々の 原 因

が 重 な った結 果 と解 釈 さ れ る。

次 い で 下 段 に ある 教 育項 目別 に か け た教 育時 間数 の職 種 間比 較 を見 てみ

よ う。 先 づ ハー ドウェ アに つい て は オペ レー タ ・グル ー プが最 も多 くの時

間 をか け てお り(平 均59時 間)つ い で プ ログ ラマ(48時 間)、SE

(29時 間)と な ってい る。 ソフ トウ ェア にっ い ては プ ログ ラマが最 も多

く平 均128時 間 を かけ てい る が、 オ ペ レー タ、SEも か な りの時 間 を費

して い る 。 システ ム設 計 では この 順 がSE、 プ ログ ラマ、 オ ペ レー タと な

り各 々平 均 で46時 間、29時 間 、19時 間 とな ってい る。

以 上 の3項 目にっ い て は各 職務 の 内容 に対 応 した順 序 で教 育時 間 を かけ

てい る と見 られ るが、 これ以 外 の コン ピュー ター般 、 一 般 知 識 、 関連 知 識

に な る と この順 序 は 必 らず しもそ の職 務 内 容 に対 応 して い ない。 た とえ ば

コン ピュー タの 利 用技 術 動 向 な どの項 目は 本来SEが も っ と も多 くの時 間

数 を かけ てい る と予 想 され た が、 現 実 に は オペ レー タ ・グル ー プが 最 も多

く41時 間 の 教 育 を受 け てお り、SEが も っ と も少 ない 。 これ はSEが 多

忙 で教 育 に時 間 を余 りさけ ない こ とに よる ものか 、 あ るい は 「動 向」 とい

,っ て も単 に過 去 の経 過 を 述べ る だけ で、 今後 の 見通 しにっ い て示 唆 に 富 む

内 容 が 乏 し く、SEと して は余 り教 育 を受 け るに値 しない こ との結 果 で あ

るか ア ン ケー トでは解 明 で き なか った 。

情 報 処 理 教 育 の将 来 に っ い て どの よ うな考 え 方 を もって い る か、 企 業 の

立 場 か ら出 され た オ ー プ ン ・ア ンサ ー の 中か ら専 門要 員 に関 す る意 見 をひ

ろ っ て見 る と下 記 の通 りで あ る。
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図3-10回 答構成比 と教育時間数の対比図
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オ ー プ ン ・ ア ン サ ー

・ 専 門要 員 に対 しては今 後 の ソフ トウェ ア、SEサ ー ビス の有 料化 に対

処 す る ため に 高度 な専 門 教 育 を行 な って 行 く必要 が あ る。そ のた め に は

全体 の教 育 内 容 を拡 充 す る よ りも個 々 の内 容 を掘 り下 げ て充 実 し、 総 花

的 で な く、 専 門 分化 したか た ちで の教 育 を実施 しなけ れば な らない 。

(関 連 知 識 の カ リキ ュ ラムの充実 、 専 門化 を望 む 声 が多 数 あ った 。)

・ 企 業 内で は情 報 処 理 だけ が 中心 に な って い る の では な く、 広 い意 味 で

のSEと して の教 育が 必要 で あ る、 そ の 中 で 専 門的 に生 産管 理 、受 注、

回収 、 そ の他 計数 的 な経 営 と して の専 門 教 育 が 望 まれ る。 またSEは 一

般 的 知 識 と して も創造 性 の手 法、 哲学 等 も十 分理 解 で き うる ことが望 ま

しい 。(こ の他 、 物 の考 え方 な どを重 視 した 視野 の 広 い要 員 を教 育す る

必要 を強 調 す る声 が 多 数 あ った。)

・ 現 在 、 コン ピュー タ教 育 はほ とん ど メー カに頼 って い るが 、 この くら

い の教 育 は学 校 教 育 で行 ない、 よ り高 い シニ ア ・プ ログ ラマ以上 の 教 育

は実 務 を経 験 の後 、 国 の教 育機 関 で再 度 高 等 教育 を して ゆ くべ きで あ る。

国 が体 系 的 な高 等 教 育 を行 うべ きと考 え る。(こ の他 、 国 に よる基 本 的

部 分 の カ リキ ュ ラ ム標 準案 の作 成 、 教 育 の実 施、 試 験 制 度 の 充実 等 を望

む声 が 多数 あ る。)

.CATV網 の 利 用 に よ って余 暇 を利 用 して、 各 自が 自分 の職 業 能力 を

み が く方 向 で専 門教 育 を受 け る こ とが 望 ま しい。

つ ぎに時 間 内 で教 育 を受 け させ る と きは 、 高価 な労動 時 間 の損 失 を極

力 少 な くす るた め、OJT体 制 を整 備 し、 そ のた め の施 設 、 用具 、 教材

を再検 討 す る必要 が あ る。(CATVの 他 に も、CAIやVTR等 の 視

聴 覚教 材 に よる教 育 の採 用 を希 望 す る意 見 が多 数 あ っ た。)

ろ.7実 習教育の内容

情 報処 理 教 育 に っ い て、 どの よ うな実 習 教育 を行 な って い るか 。専 門要
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員 に つ いて 回答 の あ っ た334社 につ い て、 そ の内 訳 を見 る と下記 の通 り

であ る。

その他1.8%

〈言語実 習〉

図3-11

〈オ ベ レー ン,ン 〉

(注)回 答会社数341

専門要員教育の実習内容

基 本 的 な言 語 お よび オ ペ レー シ ョンに っ い ては ほ とん どの 企 業 で実 習教

育が採 用 され てk・ り、 上 位3言 語 の 実 習 企 業は 計633社 、 又 、 シ ステ ム

のオ ペ レー シ ョン3種 の合 計 は645社 に のぼ り、 一 社 当 り約2種 類 の言

語実 習、 オ ペ レー シ ョン実 習 を行 な って い る。

これ に対 して、 シス テ ム設 計 に お い て実 習 を行 な っ てい る企 業 は 全体 の

35%に す ぎない。 これ は シ ス テ ム設計 に実 習は不 必要 と見 る よ りも、 む

しろ実 習化 が む っ か しいた め、 実 施 され てい ない企 業 が 多 い もの と推 定 さ

れ る 。

一52一



5.8教 育 の 効 果

さ て、 情報 処 理 教 育 を実 施 した結 果 は 、 この よ うな効 果 を もた らしてい

る。'まず 、

。専 門 的高 度 利 用 の ため の知 識 が 修得 で きた。

。情 報処 理 の専 門 要 員 と して の一般 的 能力 が向上 した。

。EDP部 門 内 に おけ る各 種 の業 務 に 実 際 に生 か され る。

な どの 効 果 を あげ た ものが 多 か った。

ト

10 22 32 牢 59

専 門的 高度 利用 知識 修 得

,

48件 1

要 員 と しての 一般 的 能 力向上 40件 1:

部 門内 業務 へ の活 用 38件 1
・

要 員 の レ ペ ル ア ノ フ 29件 1

モ ラ ル 向 上 17件 1

業 務 の能 率 向 上 17件 1

基 礎 的技 術 の修 得 9件1

能 力向 上が短期 間 にで きた 9件1

シ ス テ ム思 考 の 養 成 ・件1

物 の 見 方,視 野 が 広 くな った 6件

一般 業務 に関 す る知識 修 得 コ ・件

そ の 他 当
(注)回 答会社数233

図3-12情 報処理教育の効果
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全体 として云える ことは専門要員の場合は他の グルー プと比 し回答件数

も多 く、かつ教育の効果 を何 らか の形 で肯定 してい ることが注 目され る。

5.9対 策

専 門技術者 を対象 とす る情報処理教育は、そ の教育量が膨大 で長期にわ

たること、 また教育内容 もきわめて広範囲に及ん でいる ことが特徴である。

さ らに今後高度 な情報処理 システ ムを目指す企業 では社内で学ぶ同類 の先

例が見出 し難い専門的領域 を含んでいる。

以 下においては この ような特 徴に対応 して特に専門技術者の教 育に望 ま

れ る対策 をかかげた。

(1)対 象者別教育領域の整理

今回のア ンケー トで も見 られ る通 り、SE、 プ ログラマ 、オペ レータ

とい った職 種の者 が、同 じような項 目の教育 を受け ているケースが多い。

また これ らの教育 カ リキュラムも非常に多 種多様 な領域 に及ん でいる。

実 際に企業 内で実務 を相当 してい る専門要員 の現状 を考 えると、 これ だ

けの教育量 を同一人が 習得 してい くことはか な り困難 なことと思われ る。

これに対 し今後 の対策 としては、専門要 員の場合は特に、各企業の実

状 に応 じた キャ リア ・パス的 なものを設定 し、 アサ インすべ き業務 ・職

種 と関連 させた形 で専門別 教育の方向 を目指すべ きか と思われ る。

(2)教 育の効率化

各種 の教育領 域の中、その内容が比較的 安定的で標準化 しやすい プ ロ

グラム言語やOR手 法 などについては、教育効率の向上 を よ り積極的 に

推進す べ きで あろ う。

この ことはア ンケー トで も外部 教育機 関の利 用に関 して、多 くのユー

ザがその時 間的 ・地理 的不便 さや、経費負担の重さを訴えている こと。

あるいは社 内での教育にっいては、社 内講師の確保 やテキス ト作成 の困

難 を回答 してい ることか らもその必要性が推察 され る。
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一 方 この対 策 と して視 聴覚機 器 の利 用 とい う方 法 が ある が、 ア ンケ ー

ドf2の 結 果 か らみ る と 余 り普及 してい な い のが 現状 で あ る。今 後 公

共 的 機 関 を始 め とす る外部 教育 機 関 と して も簡単 に使 え る教 材用 ソフ ト

ウ ェア の開 発 と提 供 に もっ と努 力 す べ きで あろ う。 この場 合 専 門要員 向

け の教 材 は経 営者 ・管理 者 な どを対 象 とす る もの と比 べ て専 門度 が高 く

対 象者 も限 られ るの で、 民 間 ベー スで は短 期 的 採 算 にの り難い、 したが っ

てぜ ひ と も公 共 的 な助成 策 を望 み たい 。

(3)OJTに 対す る 明確 な管 理

専 門要 員 教 育 に おい てOJTの 占め る比率 は か な り高 く、今 回 の ア ン

ケ ー トで も約35%を 占め て い る。

しか しOJTに よる教 育 もそ こに明確 なス ケ ジ ュー ル と 目標 が なけ れ

ば 、単 な る徒 弟 奉公 に な りが ちで あ る。 さ らにOJT期 間 の区 切 り毎 に

教 育結 果 の評 価 を心 掛け ねば、 知 識 の 定 着化 が 薄 れ 、 さ らにはOJTと

い う名 に た よっ た安 易 な現状 肯定 にお ちい る危 険 を もって い る。

この点 各 ユ ー ザ側 で もOJTを ス ター トさせ るに っい て は 必 らず オ リ

エ ン テ ー シ ョンを行 ない、 そ の趣 旨 ・ス ケ ジ ュー ル ・達 成 目標 を説 明す

る と共 に、 そ の 企業 の実状 に そ ったOJTガ イ ド・ブ ック的 な もの を作

成 して 全員 に 配 布 ・徹底 させ る べ きで あろ う。

さ らに長 期 的 観 点 か ら見 た 対策 と してOJTと い う教 育法 自体 につ い

て の実 態調 査 を含 む 研 究 プ ロジ ェ ク トを推 進 す る必 要 が あ る。

古 来我 国 の教 育 は 学 校 教育 を 中心 と して発 展 して来 て お り、 こ こで用

い られ る講 義 形式 を 中心 とす る教 育 法 に っ い ては 、文 部 省 を 中心 と して

多 くの 調 査 ・研 究 が 重 ね られ て来 てい る。 これ に対 してOJTと い う教

育法は企業 内教育がその主 な適 用領域 であ り、特 に専 門要員 の場合は こ

のOJTが か な り大 きな比 重 を もって い る。 この意 味 ではOJT教 育法

に つ い て は 産業 行 政 の 中枢 た る通 商 産 業省 が イニ シ アチ ブを取 って、 長

期 的 な研 究 プ ロジ ェク トを進 め て戴 きた い 。
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(4)外 部 教 育 機 関 の充実

専 門 要 員教 育 の領域 は そ の 性格 上 きわ め て多 岐 に わ た り、 か っ 高度 な

内 容 を含ん でい る た め、 ユ ーザ 社 内 で テ キ ス トを作 成 した り講 師 を確 保

す る こ とは 難 か しい場 合 が 多 い 。現 在 外 部 教 育機 関 と して は メー カを利

用 して い る ユー ザ が多 い が、 これ ら コー スは そ の性 格上 自社 製 品 に密着

した ものが 多 くな りが ちで あ る。

一 方 、 情報 処理 システ ムが高 度 化す るに っれ て、 専門要 員 に対 して も

r・ン ピ ュ一 夕以 前 の 専門 的 な基礎 学 力 を多 く要 求 され る。 あ るい はそ の

業 界 に特 有 な外 部 環 境 知 識 とい った もの も必要 と なろ う。 この よ うな領

域 に つ い ては今 後 ぜひ と も非 メー カ型 の外部 教 育 機 関 を充実 し、 そ の普

及 を 心掛 け るべ きで あろ う。

以 下 この 種 の外 部 教 育 機関 の主 な もの と して一般 の学 校 ・公 共 機 関 ・

各 種 団 体 にっ い てそ の特 徴的 な充実 す べ きポ イン トを のべ る。

(a}応 用 数 学 ・OR手 法 な ど の 基 礎 的 領 域 あ る い は制 御 理 論 や フ ィ

ー ドバ ック理 論 とい っ た 内容 に っ い て は学 校 教 育 で よ り多 くの学 部 ま

たは学 科 で取 入 れ て も らい た い 。 ま た既 に社 会人 に なっ てい る者 に対

して も成 人 教 育 講座 な ど を開 い て、 当面 の ニー ズ に応 え るべ きで あろ

う。

(b}民 間 の 各種 団 体

民間 の各 種 団体 に よる教 育 は 新 しい ニー ズ ・状 況 に即 応 した テ ー マ

が多 く、 最新 の知 識 の紹 介 に は 大 き な成 果 を あげ て い る 。 しか しそ の

反 面そ の取 り上 げ 方 が 局 部 的、 トピ ック ス的 で、 講 師 や カ リキュ ラ ム

間 の整 合 性 に欠 け た り、 教材 の 蓄積 な どが不 充 分 なケ ー ス も見 られ る。

この点 民 間側 と して も新 奇 な もの な ら何 で も飛 つ くとい った傾 向 を

排 し、 あ るてい ど専 門領 域 ・業 界 に特 化 した 型 で 内容 を高 め、 継 続 性

を もつ方 向 を心掛 け るべ きで あ ろ う。
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(c)公 共的機関

・PRの 強化

情報処理 教育にっいては現在す でに 「日本情報処理 開発 センター」

や 「情報処理研修 センター」 などが設け られ、民間ベー スでは困難

な長期 で体 系的 な教育を実施 している;た だ これ ら機 関の活動はそ

の内容が優れ てい る割には一般 ユーザに知 られてい ないのが現状 で

ある。 この点 民間側の認識不足 ももちろん責任が あるが、公共機関

として ももう少 し積極的 な宣伝 ・広報 に努力 してほ しい ものである。

・ 教材 の開発

今後 の企業内教育 を より一 層充実 させ るためにはその教材作成 が

大 きなネ ックに なってい る。 この点公共的立場を生か して、全国的

な普及性を もったテキス ト・視聴覚教材を開発 し、民間 で も容易に

利 用で きるよ うに してほ しい。特 に専門要員の場合専門別 に分化 し

た教育が必要 に なるので、1企 業 の立場では採算 性にの り難 いが、

国家的規模で 「個別教育」 に適 した視聴覚教材 を作成す れば、国民

経済 全体か ら見 ても大 きな成果が得 られ るであろ う。

・ 教育に関す る情報 センターの設置

外部教育機関はその数 も多 く、 教育内容 も多岐に亘 ってい るため

各 ユーザが独 自にそれ らを比較、検討す ることは不可能に近い。 こ

の点 出版物 に対す る 「国立 国会図書館」が ある よ うに、視聴覚教材

を含む各種教 育 コースにっいての情報 センターを設置 し、各 ユーザ

が充分 な情報 を もとに各種教育 コースを選択 ・評価 で きる ようなサ

ー ビスを実施 して もらいたい。
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4.技 術系社員に対する情報処理教育

ここで取上げ る技術系社 員 とは、情報処理業務を通常の業務 とす る専門要 員

を除 いた技術設計や生産技術な どの技術系の業務にたずさわる社員 を対 象 とす

る。

4.1技 術 系 社 員 教 育 の 目 的

各 企業は技術系社 員教育の 目的 を どの よ うに考えているか 、ア ンケー ト

は次の結果 を示 している。

1020

回答会社の中に占める割合

3040 50 60 %

コンピュータ利用の促進 145社 64・71

コンピュータの高度利用 に対 する知識

修得
125社 1…

新 しい ものの考え方,システム思考の養成
153.・

120社

131.3全員 プログラマー化 70社

コ ン ピ ュ ー タ ・ア レル ギ ー の 解 消 46社12・.・

専 門 要 員 へ の ロー テ ー シ ョ ン の た め 45社1…

コン ピュータの限界を知 る 39社11・ ・

端末オペ レー シ 。ン修得のため 24社11・.7

そ の 他 璽 ・・

(注)回 答会社数224
図4-1教 育 の 目的

各 企 業 は 、教 育 のね らい を 一般 に 高 くか かげ 、技 術系 社 員 が 、 自分 の担

当す る 日常業 務 を みず か ら コン ピ ュータ を使 っ て処 理 した り、 コ ン ピュ ー

タ教 育 を通 じて 、 シ ステマ チ ックに物 事 を考 え る合理 的 思 考 を養 うため の

手段 と して考 え て い る 。

コ ン ピュー タ導 入 への良 き理 解 者 に な るた め の啓蒙 教 育 の 時 期 はす でに

終了 し、 オ ー プ ンプ ロ グ ラマ と して の期待 が30%を 越 え てい る。
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4.2技 術 系 社 員 教 育 の重 要 性

技術系社 員に対する情報処理教育の重要度にっいては、経営者、管理者

および専門要 員に対す る教 育の重要 度に比べ 、順位 としては 一般的に低い

と考 え られている。 しか しこれは激 しい企業競争 、事業 の国際化 あるいは

日進月歩の技 術革新等の環境下に置かれた経営者お よび管理者に とって、

情報処理 に関す る知識 を持 つことは必須 であ り、また専門要 員に対す る教

育の必要性は 、量、質 の両面にわた り、各方面において緊急 の課題 として

強調 されてい る昨今 、技術系社 員に対 しては 、む しろそこまで手が廻 りき

らない と云った方が実状に あった表 現か もしれ ない。事実 、技 術系社員に

対す る教育の 目的は 、 「広 くコン ピュータの利用を促進す る」 ことで多 く

一致 してお り、教育 の重要度 を十分 に認 識 しなが ら、実際に情報処理教育

を行 ってい ないのは 「情報処理教 育にさ く時間がない」か らとい う理由に

ほか な らない。

4.5技 術 系 社 員 教 育 の 体 制

情報 処 理 教 育 を行 な っ てい る場 合 、 どの よ うな体 制 で実 施 して い るか 、

ア ンケー トは 図4-2の よ うな 結果 を示 して い る。教 育 計画 の詳細 につ い

ては 、そ の 都 度決 定 してい る企 業 が33%に の ぼ り最 も多 い 。 この傾 向は

他 の対 象 と同 様 であ る。

一方 そ の反 対 に 、年 間 ス ケ ジ ュー ル と して体 制 が完 全 に で きて い る と し

て い る もの も20%あ り、経営 者 、管 理 者 、 専門要 員 の率 よ りも、 か な り

高 い もので あ る。 これ は事 務 系 も含 め 一般 社 員 の教 育計 画 が 、比 較 的 パタ

ー ン化 して決 定 で きる こ とを物 語 っ てい る もの であろ う。

一59一



10203040%
`'``

年間スケジュールとして時期,期 間,カ リキュ

ラム,教 材 などの体制ができている。

・45社 19.5

●

年間 スケ ジュールとして時期,期 間は決定 してい

るが カリキ ュラム等はその都度検討 する。
20社 8.6

カ リキュラム,教 材等は準備できているが時期 は

適当 にみはか らって行な う。
48社 20.8

詳細についてはその都度決定する。 75社 32.5

18.6そ の 他 43社

教育を実施している会社数231

図4-2教 育 の 体 制

情報処理教育にさく時間がない

情報処理教育は時期尚早である 10.2

12.5

(注)

図4-3情 報 処理教育を行 っていない理 由

50%

回答会社数86

また情 報 処 理教 育 を行 な って い な い多 くの理 由 は 、図4-3に 示 す ご と

く、 「情 報 処 理教 育 に さ く時 間 が な い」 とい うこ とで 、専 門要 員以 外 の対

象 と全 く同 じ傾 向 を示 して い る 。
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4.4教 育 の 内 容

各企業 において行 なわれ ている情報処理教育に関す る項 目内容 は、図4

-4の とk・りである。

《m)技 術 系社 員 〔回 答z2st±)

微 雨 内 容
教Wを してい る

柄 合 〔ぜ 〕

飼 晶 496

`

卜 悟 能 610

ウ 操 持 553
工

ア ● ◆の へ出力恨 ■ 447

プ ロゲ ラムの篭良 知ロ 531

FORTRAN 649

ノ CO80L "9

フ ALGnL 26

}
PL/1

ア セン ブラ

26

`3

ウ
その他有■ 31

ア ブ1戊ケー!,ン ブoグ ラ' 16

7 OS間 貸 04

テー 夢処 々 09

ト キ ± メ ン テ ー ン.ン 0■

情 畷 と'ス テムの 基礎畑 田 303

RPPSの 募債 知原 627

コ 命莫府営 κ国rる 基礎知 険 154

ン 集 配信/ス 号ム 04

ヒ 壺務の 帳憤 死/寓 予 ム 04

, ワwク デ'イ ン 04

1 貴簡解析 224

タ 0凡 149

閥 !,レ'〆.ン 140

連 lR 46

知
P`'RT 04

良 技絢計算 04

杵計 知者 04

そ の 他 13

(注;
と して

った もの であ る・

図4-4教 育内容の現状

ハ ー ドウエ アに つ い ては ・構 造 ・機能 ・原 理 ・入 出 力装 置 と一通 りの こ

とが計 画 され てい るが 、そ れ に かけ る教 育時 間 は 、図4-5に 示 す よ うに、

平 均 して6.8時 間 と一 日程 度 で あ る。

言語 学 習 、 フ ロー チ ャー トの作 成 な どソフ トウエ アの 時 間数 に つ い ては 、

企 業 に よ りか な りの バ ラ ツキが あ り、80時 間 を超 え る もの もあ る 。平 均

す れ ば35.5時 間 と最 も多 い 。

コン ピ ュー タ関連 知 識 は 、EDPSの 基礎知 識 お よび コン ピュー タ関連手

法 が最 も一般 的に 計画 さ れ てい るが 、時間数 は少 な く平 均 して9.6時 間 で

あ る 。
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教 育 に か け る 時 間 の 分 布

6080(時 間)

～ ～

80

図4-6は 、ハ ー ドウエ ア、 ソ フ トウエ アお よび コ ン ピュ ータ関連知 識

につ い て 、そ れぞ れ どの く らい の配 分 を してい るか を示 した もの であ る。

ハ ー ドウエ ア と コ ン ピ ュータ関 連知 識 に つ い ては 、分 布 もだ い たい ま とま

って お り、そ れぞ れ 平 均 して 、18.1%と25.6%と な っ てい る。

ソ フ トウエ アに つい ては 、企 業 に よ りか な りの バ ラ ツキがみ られ 、80

%を 超 え る もの も、か な りの数 にのぼ る 。 フ ォー トラ ンな ど言語 学 習 を重

視 して い る傾 向 を示 す もの と理 解 され よ う。
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01020304050607080(%)

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

1020304050607080100

ハ ー ド、 ソ フ トお よ び コ ン ピ ュー タ 関 連 知 識 に つ い て の 時 間 配 分

図4-7と 図4-8は 、新 入 社 員に対 す る情報 処 理 の教 育時 間 と、そ れ

が 一般 教 育 に 占め る時 間比 率 を表 わ した もので あ る。

各企 業 とも、新 入 社 員の情 報処 理 教 育 には 比較 的熱心 で 、情報 処 理教 育

を実 施 してい る企 業 の80%に 達 して い る。

情報 処 理 にか け る時 間数 は 、かな りの 幅に分 布 して い るが 、 中央値 は

11～20時 間 で、 多い もの は200時 間 を超 え てい る。これ は 自習 時 間 も

含 ん で い る もの と思 わ れ る。

一般 教 育 に 占め る時 間比 率 は 、 中央 値 が6～10%で 、情 報 処 理教 育 は 、

ほ ぼ10%ぐ らい に相 当す る とみ て差 し支 え な いだ ろ う。
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新 入 社 員 教 育 に 占 め る 情 報 処 理 教 育 の 割 合
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4.5教 育 の 方 法

技 術系社 員 の教 育方法 の 特徴 は 、講 師 に よっ て指導 され る こ とで 、そ れ

は経 営者 、管 理 者 の傾 向 と同様 であ るが 、そ の大 きな違 い は講 師 を社 内 の

EDPS部 門 に 依 存 す る割 合 が強 い ことで あ る。 これ は 企業 に とっ て 、あ

る一定 レベルの情 報 処 理知 識 を持 たせ るため の教 育 目的 に は 、社 内 の講 師

に よっ て行 なわ れ る ことで 十分 で ある ことを示 して い る。

仕事を与えて訓練0.6

ビジネスゲーム

システム設 計

OJT習

　　コ　

＼22・5

講 師 に よ る 指 導

64.3

オペ レー

・・
.鴛 ミナ 外罐

7.58 .5

内部 講 師

21.8

グループによる

学習

図4-9教 育 方 法

さ らに実 際 に仕 事 を通 じて 、 フ ォー トラ ンに よる プ ログ ラ ミングを行 な

うことや プ ログ ラム学 習 に よる 自習は 、教 育 の効果 を高 め る と考 え られ て

い る。

ここ で、生 の意 見 を 「情報 処理 教 育 を効果 的に推 進 す るた め の方法 」 と

.して求 め た ア ンケ ー トか ら拾 っ てみ る と

まず 新入 社 員 に対 しては

○新 入 社 員全 員に対 す る入 社時 の コ ン ピュ ータ教 育

○全 員 フ ォ ー トランを使 用 で きる こ とを 目標 として、新 入 社 員全 員 に集

中教 育 をす る。

(注)数 字 は教育方法の総回答

数を 分母 として各項 目の

割合 を百分率で示 した も

ので ある。
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各職 場 に 配属 した 後 は

○現 実 の問題 を材料 と した実務 に 密着 した 教 育が 必要

o企 業 特 性 を理 解 す るた めに は 、OJT方 式 が 一番 良 い方 法

o結 局 、実 務 を や らせ る のが 最 も効果 的

だ と し、そ れ も一回 き りで な く

o入 社 後 の社 員 に対 して は定 期 的社 内 教 育

o年1～2回 、 トッ プか ら一般社 員 に至 る まで 、定 期 的に 集合 教 育

o講 …師 に よる教 育 一 自習 一→OJTを す る。

↑ ↑

さ らに、 教育 を効 率 的 に行 な うた め には

oプ ログ ラム学 習 方 式等 を極 力採 用 し、集 合教 育 の効 率化(内 容 の高度

化 、 期間 の短 縮)を は か る。

oプ ログ ラ ム学 習 書 を与 え て 、社 内講 師 に よる講 義 と実 習 を行 な う。

教 育 に 際 して は

oシ ステ ム思考 と管 理意 識 の 向上 を内容 とす る教 育 を考慮 す べ きで ある。

oシ ステ ム思考 の養 成 と コン ピュー タの利 用方法 の徹 底 を各 課 所vak・ け

る業 務 の コ ン ピュー タ化 の過 程 を通 して行 な う。

と シス テ ム思考 の重 要 性 を説 き、そ のほ か

Oカ リキ ュ ラ ム、教 材 等 を豊 富 に 準備 し、向学 心 の あ る入 は常 にそ の機

会 を与 え る方 式 を検 討 中

・教 育 は環 境 づ く りが大 切 で あ り、 また 個 人 の モラールによって 大 き く左

右 され る。

と、 自己啓 発 の必要 性 を強調 してい る。 これ に対 し、少数 意 見 で あ るが画

一 的教 育 で な く、

○教 養 的情 報 処 理教 育 の全廃

o全 社 員 を対 象 と した 一般 的EDP教 育 は 効 率 が悪 い。 適 用業 務 の 開発 、

運 用 時 に 対 象者 を 中心 に チ ー ムへ の参 加 と教 育 を併 用 して行 く方法 が
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よい と考 え る。

と重 点 的教 育法 を提 案 して い る意 見 もあ る。

4.6外 部 教 育 機 関 の 利 用

(1)外 部教 育 機 関 の利 用度

前 の節 で説 明 した とお り、技 術系 社 員 の教 育 で外 部教 育 機 関 の利 用 は

最 も低 い。 そ れ は外 部教 育機 関 の利 用 に関 す る ア ンケ ー トの回 答数 か ら

も伺 うこ とが で きる 。

そ の 中で 、最 も多 く利 用す る機 関 は メ ーカ であ り、他 の対象 と全 く同

じ傾 向 が出 て い る。 .利 用機関全体に占める割合(%)
102030405060

外部教育機関の利用

② 外 部教 育機 関 の利 点 と問 題 点

まず 、利 点 につ い て は 「コー スに よ り適 した教 育 が 受 け られ る」 が最

も多 く、次 に 「費 用 、時 間等 が経済 的 で あ る」 とな っ てい る。 ユ ーザ に

とって 、 メー カに おけ る教 育 は 自社 に 導入 した コ ン ピュー タの機 種 と ソ

フ トウエ アに最 も適 した教 育 が得 られ る とい う強 み と無 料 で あ る こ とが 、

メ ーカ依 存 型 に して い る最 大 の 理 由 で あ る。

そ の反 対 に問 題 点 と しては 、大都 市 中心 に行 な われ る メ ー カ教 育 の 不
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コースにより適 した教 育が受け られ る 63社124.3

費用,時 間等が経済的である 56社12・.5
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テ キ ス ト,設 備等が充実 してい る 32社112.3
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20社17・7
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教育内容が充実 している

教育の効果が高い

最新の情報,動 向が得 られる 15社15.8回 答会社数116

問

題

点

地域的制約が多い 28社 「22・9

自社 に適 するコースがない 27社12L9

講師,内 容に不満がある 24社119・5

時間的に不便である 22社117.9

費用の点で問題がある 19社h54

亘]・.・ 回答会櫨77

・

新鮮味がない

(%)

図4-11外 部教育機関の利点と問題点

便 さを訴 え て い るほ か に 、教 育 内容 、講 師 に不 満 を持 っ てい るの も少 く

ない。 と も あれ 、技 術 系社 員の教 育 は 、 自社 で教 育す る のが最 も効 率 よ

く教 育 で き る こ とを示 してい る もの と云 え よ う。

4.7実 習教育の内容

実 習教 育 と して最 もポ ピュ ラ ーな のが 、 フ ォ ー トラ ンに よる言語 実 習 と

な って い て 、 ア ンケー ト回 答会 社244社 の うち59 .1%の 高 率 で実 施 され

てい る。効果 的教 育 方 法 の中 に もふ れ た よ うに 、技 術 系社 員 の教 育 だけ に、

フォ ー トラ ンに よっ て実 務 に関 連 あ る もの を書 かせ る こ とが大 い に効果 が

期待 され る とみ て い るわ け で あ る。
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オベレーシ・ン実習の内訳

RPGLS

数字は実習教育の姪回答数

を分母として実習教育の各

項目の割合を百分率で示し

たものである.

言 語 実 習.の 内 訳

5.0

(注)

数字は区語実習およびオベレーシ●ン実習の

内訳を百分率で示したものである。

図4-12実 習 内 容

4.8教 育 の 効 果

さて 、情報 処理 教 育 を実施 した結果 は 、 どの よ うな効果 を もた ら して い

るの か 、 まず

。部内 の問 題解 決 に コ ン ピュー タを活 用 で きる よ うに な った 。

○専 門 要 員の確 保 が 可能 に な る。

とい う極 め て高 い評 価 か ら

oプ ・グ ラ ミン グや コ ン ピュータ関連 手法(OR,PERT)な ど利 用 技

術の 習得 が で きた 。

oオ ー プ ン ・プ ログ ラマの 養 成 に 役立 つ 。-

。 プ ・ジ ェ ク トへ の参 加
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図4-13情 報処理教育の効果

とい った もの が大 多数 を 占 め比 較 的 高 い評 価 を してい る。 しか し、中 には

o効 果 な し

が6社(回 答 会社 の6.4%に 相 当)も あ り、 問題 を残 して い る。

4.9教 育 の 問 題 点

情報 処 理 教 育 を行 な うに あ たっ て 、問題 と して考 え られ てい る点 は 、他

の対 象 同様 一般 的 に云 え る こ とだ が 、次 の とお りで ある。

① 情報 処 理 教 育 に さ く時 間 が 、教 育 す る側 に も、受講 者側 に も、十 分 に

とれ な い。

② 講 師 、 イ ン ス トラク タに な る適 当 な人 が い な い。

③ カ リキ ュ ラム、教 材 の作 成 が困 難 、あ る いは適 当 な もの が得 が たい 。

④ 教育 の必要 性 の認 識 が トッ プに不 足 して い る。

⑤ 教 育効果 の 測 定 が むず か し く、教 育 効果 が あっ た のか 評 価が むず か し

い。

⑥ 教 育 後 の フ ォ ロー ア ッ プが計画 的 に行 なわ れ てい ない の で 、効 果 が上

らな い 。
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⑦ 教 育 が形 式化 し、教 育 のた め の教 育 に陥 り易 い 。

⑧ 社 内教 育 に よ り専 門 的 に育 って も、処遇 の面 で優 遇 す る こ とが ス ムー

ズ に行 な えな い。

4.10問 題 点 に 対 す る 対 策

これ までの情報 処理 教 育 の 問題 点 に対 して、 当面 その 対策 と して どの よ

うな こ とが考 え られ るか 、 ア ン ケー トの回答 か ら拾 っ てみ る と 、外 部 教 育

機 関 に対 しては

o学 校教 育(義 務 教 育)で 一般知 識 の教育 を行 ない 、 高度 の知 識 の 習得

または活 用 に っ い ては各 企 業 で実 施す る。

o公 的教育 機 関 を全 国的 規模 で ふ や し、そ こで充実 した教 育 を受 け るか、

そ こで作成 した カ リキ ュ ラム 、教 材 の提供 を受 け る。

を要 望 してい る。社 内教 育 にお・い て は 、 まず

○専任 イ ンス トラ クタ ーを配 置す る。

教 育 の時期 と対 象 に つい て は

○実 務上 、必要 性 が で てか ら教 育 す る以外 に方法 が な い 。

○業 務の コン ピュ ータ化 と関係 の あ る者 を選び教 育 を実 施す る 。

○新 入 社 員教 育 と して の教 育 を廃 止 し、1～2年 の実 務 を経験 した後 、

業 務上 必要 な 者 の み を対 象 に 教 育 を実施 す る。

な ど画 一的 でな く、必要 な時 期に 関係 者 のみ を重 点 的 に行 な うこ と と し、

さ らに教 育内 容 に つい て

o階 層別 、 目的別 の カ リキ ュ ラムの作 成

o各 企業 の事情 を加 味 した教 育 計 画

○活用 事例 研 究 を 中心 とす る教 育

と してい る。 しか も教 育方 法 と して

○ コン ピ ュータ室 に 出向 させ る社 内留 学制 度 を採 用す る 。

OJTを 重 視 す る と と もに
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O各 社 員 の 自発 的 な勉 強 に つ きる

o一 般 部 門 での利 用意 識 が盛 り上 る よ うな施策 を 出す 。

と環境 ・ム ー ド作 りも欠 か せ ない と してい る 。
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5.事 務系社員に対す る情報処理教育

こ こで 事 務 系社 員 と呼 ぶ もの は 、 経営 者 、 管理 者 、 す で に第2章 か ら第4章

・まで に 取 上げ た
、 専 門 要員 、 それ に 明 らか に技 術 系 とみ な され る一般 社員 を 除

い た社 員一 般 をい う。

5.1事 務 系 社 員 教 育 の 目 的

事 務系 社 員 に対 す る情報 処 理 教 育 の 目的 を 一般 的 に考 え るな らば 、社 員

の意 識 革 新 を行 って コ ン ピュ ータの 有効 利 用 を促進 す る 、移 行 時 の 抵抗 を

排 して機械 化 に協 力 させ る、 コン ピュ ータ利 用 に関す る直 接 的技 術 を習得

させ 、 コン ピュータ を道 具 と して利 用 させ る、 コ ン ピュー タの 正 しい 姿 を

見 極 め させ て 、無 知 に乗 じた コン ピュ ータ部 門 の専 横 を阻 止 す るな どであ

ろ うが 、 ア ンケー トの結果 に もそ れ が よ く表 わ れ てい る。

50
`

1盤 %

1.コ/ピ ュ ー タ 利 用 の 促 進 203社 170.0

1…

153.・

.

2.新 しいものの考 え方,シ ステム思考の養成 172社

3.コ ン ピ ュ ー タ ・ア レ ル ギ ー の 解 消 155社

4,コ ンピュータの 高度利用 に対 する知識 習得 98社133.8

5.専 門 要 員 の ロー テ ー シ ョ ンの た め 87辻130.0

6.コ ン ピ ュ ー タ の 限 界 を知 る 85社1…

7.端 末 オ ペ レ ー シ ョ ン習 得 の た め 83社128.6

8.全 員 プ ログ ラ マ ー 化
39社1134

9,そ の 他 コ16社55

回答会社数290

図5-1事 務 系社 員教育の 目的
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最 も多 い のが コン ピュータ利 用 の促 進 、新 しい もの の考 え方 、 シ ステ ム

思考 の養 成 、 コ ン ピュータ ・ア レル ギ ーの解 消 で あ り、そ の次 に 、 コン ピ

ュ ータの 高度 利 用 に対 す る知 識 習 得 が きてお り、企 業 がか な り前 向 きに情

報 処 理教 育 を見 てい る ことが うか が え る。

こ こで まず気 付 くの が技 術 系社 員 との相 違 で ある。技 術系 で は 高度利 用

に対 す る知 識 が55.8%に も及 び 、事 務系 の33.8%を か な り上 回 っ てい

るが 、 これ は お・そ ら くOR志 向 の結 果 で あろ うと考 え られ る。

ま た、 コ ン ピ ュータ ・ア レル ギ ーの解 消 は技 術 系 で はわず か に20.5%

で あ るの に対 して 、事 務 系 では53.4%と 倍 以 上 の比 率 を示 してい る。 こ

れ は コ ン ピュ ータに対 す る事 務 系 の苦 手意 識 を反 映 した もの で あ ろ う。

全 員 プ ログ ラマ ー化 は技 術系 では31.3%あ るの に対 して事 務系 では わ

ず か に13.4%で あ る。 これ は後 述 の教 育 内容 が技 術 系 ではFORTRAN

言語 学=習が70.6%あ るのに 対 して 、事 務系 では わず か に13.5%で あるの

と併 せ て考 え てみ る と面 白い 。 現状 ではFORTRAN以 外 の 言語 に よるオ

ー プ ン ・プロ グ ラマ ー制度 は無 理 で あ る。

端 末 オペ レー シ ョ ンは 逆 に事 務 系 の方が 多 い。 これ は ビジ ネス ・ア プ リ

ケ ー シ ョンに おけ る オ ン ラ イ ンの普 及 と受 取 っ て よい で あ ろ う。

5.2事 務系社員教育の体制

事 務 系社 員に対 す る情 報 処 理 教 育 の体 制 が どの程 度整 っ てい るか との問

に対 しては 、 「詳細 に っい て はそ の都 度決 定 す る」 とい う答 が30.9%で

最 高 で あ った。 これ は 、 まだ体 制 が で きて ない とい うこ とで あ り、教 育 を

実施 してい る企 業 が69.4%で あ る の と合 わせ て 、未 だ しの感 が深 い 。

ちな み に 、 ス ケ ジ ュール 、 カ リキ ュ ラム と もに体 制 が で き てい る企 業 の

ア ンケ ー ト回 答総 数 に 占め る割 合 は12.6%で あ る。
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1020304050%

年間スケジュールとして時期,期 間,カ リキ ュ

ラムなどの体制がで きている。

年間スケジュール として時期,期 間は決定 して

いるが,カ リキュラム等はその都度検討 する。

カリキュラム,教 材等は準備できているが,時

期は適 当にみはか らって行 な う。

教育を実施 している会社数(回 答会社数)

図5-2事 務系社員に対する教育の体制

1020304050%

情報 処理 教 育 に さ く時 間 が な い

16.0

11。8

(注)回 答会社数103

図5-3情 報処理教育を行 っていない理由

そ れ では な ぜ教 育 を行 っ て い ない のか 。 ア ン ケー トに よれ ば45.4%が

情 報 処 理 教 育 に さ く時 間 が ない と答 え てい る 。情報 処 理 教 育以 外 の教 育 に

は どの程 度 の 時間 を さい て い るの か とい う調査 が な い の で 、そ の 実体 は 不
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明 で あ るが 、情 報処 理 教 育 は 時 期尚 早 で あ る との回答 が16%に 及 ん だの

と併 せ て、情 報 処理 教 育 に 対 す る意 識 の低 さ を物語 っ てい る と言 え るので

は ない だ ろ うか。

この調査 に関 して は技 術 系 と事 務 系 との差 は特 に見 当 らな い 。強 い て言

え ば 、時 期尚 早論 が技 術系 の10.2%に 対 して事 務 系 が16%あ るの は、'

技 術系 の ニ ーズが先 行 してい る と言 え な くもない 。

5.5教 育 の内 容

事 務 系社 員 に対す る情 報 処 理教 育 の 内容 は 図5-4の とk・ りで あ る。

全 体 は ハ ー ドウエ ア 、 ソ フ トウエ ア、関 連知 識 に3分 割 され るが 、 ハー

ドウエ アの普 及 度 が やX高 い 。
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図5-4教 育内容の現状

特に技術系 との相違点 を挙げる と、前述 した言語学習におけ る使用言語

の比率が

FORTRANCOBOL

技 術 系70.6%11.3'%

事 務 系
.13・5%59・1%
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で 、FORTRANとCOBOLが 逆 転 し て い る 。

ま た 技 術 系 で は 、 数 値 解 析 、OR、 シ ミュ レ ー シ ョン が そ れ ぞ れ22.4

%、14.9%、14.0%な の に 対 し事 務 系 で は 統 計 解 析 が4.9%、OR、

シ ミュ レー シ ョ ンが そ れ ぞ れ2.2%、0.7%で あ っ て 、 経 営 科 学 手 法 の 事

務 系 へ の 浸 透 が ま だ 低 い こ と を 物 語 っ て い る 。"

ハ ー ドウ エ ア
、 ソ フ トウ エ ア 、 コ ン ピ ュ ー タ関 連 知 識 各 々に 費 す 時 間 分

布 を 見 て み る と 、 ハ ー ドウ エ アに 関 して は5時 間 未 満 が 圧 倒 的 に 多 く、平

均 時 間 は6.2時 間 で あ る 。

一 方
、 ソ フ トウ エ ア の ピ ー ク(モ ー ド)は10か ら20時 間 に あ る が 、

バ ラ ツ キ が か な りあ り、 平 均 で は2
、4.8時 間 で あ る 。

一

30_ 34 ハ ー ド ウ エ ア

20●

平均6.2時 間/件

旦

会

10・
65

[[
`

　

ソ フ ト ウ エ ア

20
平均24.8時 間/件

社 竺12一
8

10 」 旦 一
54

[h高 み[

数 コンピュータ関連知 識

2222一 一

20 平均148時 間/件

10 旦
5

[2111－s]一
05fb⑳3040506070曲
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 時 間

51020304050607080

(注)回 答会社数65

図5-5教 育 にかける時間 の分布

一77一



コ ン ピュー タ関 連知 識 は技 術 系 で は5時 間未満 が他 を圧 してい るのに対

し、事 務 系 では5時 間未 満 と5～10時 間が 拮抗 して お り、平 均 で も技 術 系

の9.6時 間 に 対 し、14.8時 間 と、 多 くの 時間 数 を さい てい るのが 目立 っ。

次 に 、 ハ ー ドウ エア 、 ソフ トウ エア 、 関連 知識 三 者 の 配 分 を見 る と、 平

均 的 な企 業 では ハ ー ドウ エ アに20%、 ソフ トウエ ア に50%、 関連 知 識

に30%程 度 の 時間 をさ い て お り、 分布 の ピーク もほ ぼ そ の近 辺 に あ るが 、

ソフ トウェ ア に80%以 上 の 時間 を 使 っ て い る企 業が か な り(16.8%)

あ るのが 目につ く。

これ は技 術 系 では 更 に増 え てお り、 ソ フ トウエ アに80%以 上 の 時 間 を

さい てい る企 業 は32.3%に も及 ぶ 。 これ は お そ ら くオー プ ン ・プ ログ ラ

マ志 向 の結 果 と考 え られ る。教 育 の 目的に 全 員 プロ グ ラマ ー化 を挙 げ た企

業 が 事 務系 では13.4%、 技 術 系 では31.3%あ った こ と と併せ て眺 める

と興 味 深 い 。
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」

図5-6ハ ー ド、 ソフ トお よびコンピュータ関連知識についての時間配分

5.4教 育 の 方 法

事務系社員に対す る教育の方法 としては自習方 式・講義方式 ・実習方式 ・

OJTと4大 別 で きるが、やは り講師に よる指導(講 義及 び実習)が 大半

を占めてい る。
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ここでは事 務 系 、技 術系 の差は ほ とん ど見 受 け られ ない が 、 ビジ ネ ス ・

ゲー ムが 技 術 系 の0.2%に 対 して1.5%、 チ ームへ の参 加 に よる訓練 が技

術系 の2.9%に 対 して4.6%、 シス テ ム設 計実 習 が技 術系 の3.5%に 対 し

て5.1%と いず れ も多 い 。 この分 は た とえ ば プログ ラ ミング実 習 や オペ レ

ー シ ョン実 習(双 方併 せ て技 術 系22 .8%、 事 務 系17.1%)等 に まわっ

てい る もの と思わ れ る。

お よそ あ りとあ らゆ る手段 を尽 して教 育 を行 って い る感 で あるが 、 この

ほか の方 法 と しては コ ン ピュ ー タ部 門 へ の社 内留 学 な どを行 って い る ケー

3.70・5ス も あ る 。tsfl

先輩の アシス タン

トを務め る

先輩の指導に よ

マンソウマン

鳴 そ 自習書

蕊継
OJT

13,8

講 師 に よ る 指 導

64.5

外 部

講 師

7.5

グループに

よる学習

図5-7事 務系社員の教育方法

一方 、教 育用 資 材 と しては カ リキ ュ ラム、 テ キ ス ト、そ れ に視聴 覚 用 の

ス ラ イ ドや映 画 な どが 使 用 され て い るが 、図5-8に 見 る よ うに まだ まだ

メ ーカ へ の依 存 度 が 高 い。

た だ し、 カ リキ ュ ラ ムに関 して はか な り自社 製 の ものが使 われ てお り、

また 、 ス ライ ドに 関 しては 市 販 品 が比 較 的普 及 してい る よ うであ る。

教 育方法 は もちろん 教 育 の 目的 に よって 左右 され る。事務系 社員教育の場

(注)数 字は教育方法の総 回

答数 を分母 として各項

目の割合 を百分率で示

した ものである。
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合 、 まず第 一の狙 いは 、 コ ン ピュー タに対 す る親近 感 を植 え つけ 、若 干 の

基 礎 用語 を覚 え させ て、積 極 的 あ る いは消 極 的 な抵抗 を排 除 し、PRや 啓

蒙 を行 っ て 、 コン ピュータ利 用 を促 進 し よ うとい うこ とだ が 、 これ に は 、

プ ・グ ラ ミン グや オペ レー シ ョ ンに関 す る若 干 の実 習 を行 っ て 、 コ ン ピュ

ータ を肌 で感 じさせ る のが よい と してい る。 この 段 階 は 大 手 ユ ー ザ ー で

はナ でに完了 し1次 の段階 の高度利用に役立つ教育 を模簾 中とい う感 じで

あ るが 、 これは 思 うに任 せ る とい うのが ど うや ら実情 の よ うで あ る。

カ リキー=ラム

テ キ ス ト

ス ラ イ ド

i・一・提供i蕪 辞 耀 き{竪i.、'

57社

(44、6)

24社

(18.7)

42社

(32.8)

一2社

(1.6

-5社

(U●

・2社

(2.0

＼/β 社.ノ

＼/,プ て2.3)
'.

L

213社

(48.9)

44社

(10,1)

119社

(27.3)

55社

(12,6)

一
'

/':
"

'一
'

,'
,'

,"
,"

」

「
,"

36祖 ・

(36,7)

5社

(5.1)

15社

(153)

40社

(40,9)

、 、 、.、L
、 、 、 、 ■、A、、 、 、 、 、'

-、 、 、 、'
-、 、、
、、 亀 、 、

回答会社数

128

436

98

映 画
16社

(533)

2t±

(6.7)

3社

(10.0)

8社

(26,7)

(注)1)の 中の数本=は回答会社数を分母と して、各教材の種類 ごとに人手方法を 自分率で示 した。

(;5

30

図5-8教 育用資材の入手法

教 育 の も うひ とつの狙 い と しては オ ー プ ン プ ・グ ラマ 志 向 や専 門要 員
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への コ ン・に ト計 画 が あ る。 こ こでは ほぼ 専 門要 員に 準 じた 教 育 にな る た

め、 プ ・グ ラム教 育 中心 で あ るが 、勤 務時 間 外や 自費 で行 うい わ ゆ る 自主

教 育 の形 を取 っ てい る と ころ もか な り見 受 け られ る。

5.5外 部 教 育 機 関 の 利 用

(1)外 部教 育機 関 の利 用度

利 用 してい る外 部 教 育機 関 と しては 、事 務 系社 員 に お い て も メ ー カ

教 育依 存 度 が極 め て高 く、回 答 会 社 数 の 三 分 の 二 が これ を利 用 してい

る。 コン ピュ ータが か くも普 及 した今 日、専 門 要 員 のみ な らず 一般 社 員

の教 育 まで も引 き受 け る とな れば 、メーカ負担 も耐 え が た きものが あろ う。

技 術 系 と比較 して や や異 な る点 は 、通 信教 育 、各 種 団体 等 の利 用度 が

いず れ も高 く、 教 育 が多様 性 を帯 びて い る点 で あ る。

② 外 部 教 育機 関 の利 点 と問 題 点

外 部 教 育機 関 の利 点 と問 題 点 を問 うア ン ケー ト調 査 結果 は事 務 系 も技

術 系 もほX'同 じ よ うな傾 向 を示 してい る。す な わ ち 、 メ ー カ教 育 はほ ぼ

機種 別 、言語 別 に 行 わ れ て い る ので 、 コー スに よ り適 した教 育が 受け ら

れ る とす る回答 が 過 半数 を占 め 、外部 教 育 がほ とん ど東 京 に 集 中 してい

る こ とか ら、地 域 的 制 約 が 多 い とす る不 満 が 三分 の 一に達 して い る。

40%

6社3.5

4社2.3

6社3.5

図5-9外 部教育機関の利用
(注)回 答会 社数171
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102030%
`1`

コースによ り適 した教育が受け られる 68社126.2

費用,時 間等が経済的である 58社122.4

常 に利用できる 38社b4.7

テ キ ス ト,設 備 などが充実 している 31社111.9

23社189

16拙6.2

16社16・2

i塑35回 答会櫨135

社内教育の補充に適 している

教育内容か充実 している

教育の効果か高い

最 新の情報,動 向か得 られる

問

題

点

自社に適 するコースがない 3825.3

地域的制約か多い 3・ 社12・.・

時間的に不便である 28社118.7

講師,内 容に不満がある 27社118.o

費用の点で問題かある 21社 「14・0

週4・ ・ 酪 会社数 、。。新鮮味かない

図5-10外 部教育機関の利点と問題点

しいて事 務系 と技 術系 との差異 を求め るならば 、教育 内容が充実 して

いる、教 育の効果 が高い 、最新 の情報 、動向が得 られるな どの肯定 的回

答が技 術系 の方が多 く、新鮮味 がないとす る否定的回答が事 務系 の方が

多い ことで、事務系向けの コースが陳腐化 して魅力を失いっっある こと

が指摘 された とも考え られ る。

5.6実 習教育の内容

実 習 内容 は さす が事 務 系 だけ に 、COBOLの 言語 実 習 が 圧 倒 的に 多 く、

技 術 系 のFORTRANと 対称 的 で あ る。

そ の他 の相違 点 と しては端 末 装 置 の オ ペ レー シ ョ ン実 習 が技 術 系 の

24.8%に 対 し、34.2%で 多 くな って お り、 前 に も述 べ た よ うに 、 オ
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ンラ イ ン ・システ ムの ビジ ネス ・オ ブ リゲ ー シ ョンへ の浸透 が うか が われ

る。

シス テ ム設 計 は こ こで も ケー ス ス タデ ィ中心 で あ るが 、 これ は まだ シス

テ ム設 計 技 術 の教 育 体系 が で き上 っ てい ない こ とを物 語 っ てい よ う。

オベレーンヨン実習の内訳

数'若ま実習教育の総回答数

を分母として実習教育の各

項目の割合を百分躍二で示し

てもフ⊃である。

,語 実 習 の 内 訳

(iF)

数字は,r語実習およびオヘレーレ・ン実習の

内訳を自分†て∫・したものである

図5-11事 務系一般社 員の実習内容

5.7教 育 の 効 果

情 報 処 理教 育 の効果 を どの よ うに考 え てい るか との ア ンケ ー トに 対 して

は 、や は り最 も多 い のが 、 コ ン ピュ ータに 対す る認 識 や 理解 が深 まっ た と

す る もの25.2%、EDP化 に 好 意 的 あ るい は協 力 的 にな っ た とす る もの

16.1%で 、 他 もおおむ ね これ に近 く、 コンピュータの 高 度利 用 、 あ るい は シ

ス テ ム思考 に 役立 っ た な どとい う よ うな次 元 の 高 い評 価 は ほ とん ど見 られ
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な か っ た。 経 営 者'・管 理 者 の場合 の評 価 は この種 の回 答 がか な り見 受 け ら

れ た の と比較 して考 え てみ ると、 一般経 営 に 対 して は 、 まだ まだ先 脳 教 育

的 色彩 が強 い よ うに 思わ れ る。

また 、技 術 系 社 員 と比 較 してみ る と、技 術系 では 、利 用技 術 の習 得 、 オ

ー プ ン ・プ ログ ラマ の養成 な ど、 か な り具 体 的 で あ り、狙 い の 違い が 読 み

取れ る。

10 20 30%

コンピュータに対 する理 解が深ま った 36社

EDPfヒ 推進への理解 が深 ま った 23社1・6・1

情報処理部門への協 力が得 られるよ うにな った 18社1・2・6

コン ピュータ.ア レルギ ー解 消の 解 消 に 役 立 った 18社1・2.・

1252

・・社17・ ・

・司 ・・

・社1・ ・

8社 ト ・

・召 ・,1

・社1・.・
●

イ ン ブ.卜 ・デ ー タへ の理 解 が 得 ら れ た

専門知識の養成 に役立 った

オペ レー ンヨン習得 に役立 った

EDP部 門の理解 が得られた

コ ン ピ ュ ー タに 関 心 を も つ よ うに な っ た

効 果 な し

(注)回 答 会社数143図
5-12情 報 処理教育の効果

5.8教 育 の 評 価

情 報 処 理 教 育 の評 価 に関 す る ア ンケ ー トでは 、 まず 、効果 測 定 に 関 して

は 、① 何 らか の方法 で行 ってい る もの 、14.4%、 ② 目下 、方 法 を検 討 中

で ある と した もの 、9.2%、 ③ 必 要 性 は認 め てい るが適 当 な方 法 が ない の

で行 なってい ない と した もの、 これが 圧倒 的 に 多 くて58.9%、 ④ は っ き り

した 効果 は 期待 してい ない ので行 っ てい な い と した消 極解 答12.6%で 、

大 部 分 が 暗 中複 葉 の状 態 で あ る。

ま た 、行 っ てい る と解 答 した もの の うち 、そ の具 体 的 方法 は とい う問 い
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に対 して は 、 テ ス ト、 実 務 評 価 、 ア ン ケ ー ト、 レポ ー トと い う順 で あ っ た 。

1

撚'ぴ}.は㍊め こい仏が、減

当なが宍がないのでuご

ていない

.

・205'! 58 .9

F

r

2

何らかの方法で教 育の効川

測定 を行なってレ、る。
50抽: 目.4

3

はっきりした効果は期待1

てい ないので効果測定は行

なっていない、、
F

44昌 12.6

4 目 ト'方法 を検 討 中 で あ る. 9.2・32ξ.ヒ

5 そ の 他 17引.4.9

図5-13情 報処理教育の効果測定

方 法 会 社 数

講 習 後 の テ ス ト 19

「標 習 後 の ア ノ ケ ー ト 8

「兵務 に お い て 結 果 をみ る
11

講 習 後 レボ ト感 想 を提 出 1

購 習 後 ∴ テ ス ト

{ 講 習 後 レポ ー ト感.想 を 提 出
4

講 習 後 の テ ス ト

{ '.だ務 に お い て 結 果 を み る
.

3

講 習 後 の つ ン ケ ー ト

{だ 務 に お い て 結 果 を み る
3

講 習 後 の テ ス ト

{講 習 後 の ア ン ケ ー ト
2

そ の 他 9

図5-14評 価 の 方 法
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1.序
ユ百冊

第ll部 に お い て 、情 報 処 理教 育 の 現 状や 問題 点 を ア ン ケー トお よび 面 接

調 査 な どの 結 果 に も とつ い て述べ た 。 ここ では これ らの分析 結 果 をふ ま え 、

今 後 におけ る企 業 内情 報 処 理 教育 の具 体 的 な あ り方 につ い て一 つ の 試 案 を

示す こ と と した い 。

まず 最 初 に、企 業 内情 報 処理 教 育 の 全 般 につい て 、そ の 対策 ない しは 正

しい あ り方 に つ い て基 本 的 に 重要 とな る考 え方 を述べ る こ ととす る 。

一 般人 に対 す る適 切 な コン ピュ ー タ教 育 の あ り方 を結 論 的 にい うな らば 、

それ は まず 立場 別 の教 育 とい うこ とで あ り、そ して コ ン ピュー タ活 用 の知

識 を 中心 とす る とい うこ とで あ ろ う。

1.1立 場 別 の 教 育

組 織 体 内 にお い て コ ン ピゴ ータ教育 を必 要 とす る入 の 中 には 、 さま ざ

まな異 る立 場 の人 が あ る。 コ ンピュー タ部門において コンピュータ関係 の

業 務 を担 当 す る立 場 にあ る人 は も と よ り、上は経 営 者 、管 理 者 か ら一般

職 員 まで階 層 を異 にす る 従 っ て立 場 も異 る 一 い くつ か の グ ル ー プ

が あ り、さ らに管 理 層以 下 につ い て は事 務 系 、技 術系 とい う区 分 も多 分

必 要 であ ろ う。 また 、 一層 きめ細 か く立 場 を分 け るな らば 、 コ ン ピ ュー

タ担 当 者 もす くな くとも システ ム ・エンジニア とプ ログ ラマに、 管 理 者 以

下 の 職 員 もそ の専 門 な い しは担 当 機 能 別 一 た と えば 営 業 マン 、経 理 マ

ンな どの よ うに と区 分 す る こ と が 考 え られ る。 この よ うな立 場 の

相違 に よって 、 コ ン ピュータ教 育 の 目的 も、従 って 内容 、方 法 も異 な っ

て くるべ き こ とは い うまで もな い 。 まず 、 コン ピ ュータ担 当 者 に つ い て

は 、 専門 家 として必 要 な詳 細 か つ 専 門 的 な コン ピ ュータ の知 識 と技 術 を

身 に つ け る必要 が あ り、 そ の内容 は コ ン ピュータ 自体 の知 識 お よび プ ロ

グ ラ ミン グの技 術が 中心 とな るで あ ろ うし、 また 、 一般 の技 術職 員(設
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計 者 、生 産技 術者 、研究 開発 員 な ど)に つい て は 、業 務 の 中心 であ る技

術 計 算を コン ピュー タを 用 い て処 理 し うる よ うに な るた め に 、科学 技 術

計 算処 理 の た めの プ ・グ ラ ミング技 術(例 えばFORTRAN)を まず教

育 し、さ らに生 産 面や 開発 面 に役立 つORを 中心 として の コ ン ピュータ

利 用法 の教 育 が次 に考 え られ るべ きで あ ろ う。 一方 、経 営 者や 管 理 者 、

お よび 一般 の職 員 につ い ては 、 あ くまで も コン ピュータ の間接 利 用 者 で

あ っ て 、それ ぞ れ の職 務遂 行 にい かに コ ン ピュ ータを役 立 て てい くべ き

か を明 らか にす る こ と こそが この教 育 の 目的 であ る とい える の で 、 コン

　 　

ピュ 一夕 自体 の理解 とか あ るい は そ のた め の プ ・グ ラ ミング技 法 の実 習

コ む

とか が主 た る内容 や 方法 で はな くて 、前述 した よ うに コ ン ピュ ー タ活用

の知識 を 中心 とした教 育 で なけ れ ば な らな い筈 で あ る。 とこ ろが 、 コン

ピュー タ自体 の知 識 の供 与 な い しは 習得 は 必 らず し もそ う困 難 で は ない

し 、その ため の教 育 内容 や 方法 も大 体 明確 にな っ てい るが 、 コ ン ピュー

タ活 用 の知 識 とな る と、そ の 内容 は そ う明 確 で もな く、実 際 の カ リキュ

ラムを 考 え る場 合 、 困惑 す る こ とが多 い の が実情 で あ る。 そ こでつ ぎに、

コ ン ピュー タ活 用 の知 識 を 中心 と した カ リキ ュ ラムのひ とつ の案 を提 示

して 、 その 方 向を 示 す よす が と した い。

1.2コ ン ピ ュー タ活 用の 知 識 の た め の カ リキ ュラム案

D

別

3

勾

5

θ

力

別

別

ハー ドウ ェア の基礎 知 識

ソ フ トウ ェア の基礎 知 識

ア プ リケー シ ョンの 基礎 知 識

コン ピュー タ利 用の 基礎 知 識

システ ム分析 の 基礎知 識

オ ペ レー シ ョンズ ・リサ ー チの基礎 知 識

対 象別 適 用事例

フ ァ イル処 理 機 能 理解 実 習

ビジ ネス ゲ ー ム
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＼

ハー ドウェ ア の基礎 知 識 では 、 コン ピュ ータ とはい か な る性 格 の機械

で何 が で きる か とい う、 その本 質 と基本 的 な機 能 を 説 明 し、原 理 ない し

構 造 は これ らの理解 の た めに必 要 な もの に 限 る もの とす る。

ソ フ トウ ェアの 基 礎知 識 としては 、 コ ソ ピュ=タ の プ ログ ラムの意義

と重 要 性 、 プ ログ ラムの 基本原 理 、 プロ グ ラムの体 系 、EDPシ ステ ム

分析 と設 計 の意 味 と重 要性 な どを 、 ソフ トウェ ア とは い か な る もの か、

なぜ 重要 か を 正 し く理解 させ る こ とを 目的 と して解 説 し、 プロ グ ラムの

言 語 実 習 のみ を内容 とす る もの で もな く、む しろ 言 語実 習は 省 い て も よ

い と考 え られ る。

ア プ リケ ー シ ョ ンの基礎 知識 と しては 、 コ ン ピュー タ の あ らゆ る適 用

可能 性 を広 く説 くの で もな く、ま た、特 殊 な適 用 の み を説 くの で もな く

て 、企 業 な い しはそ の 他の 組織 体 での 適 用 の現 状 と将 来 の あ り方 に つい

て よ く整 理 して 解 説す る。

コン ピュ ータ利 用 の基礎 知織 と しては 、賃 借 の制 度 、費 用 、要 員 、計

算 セ ンター利 用 の問 題 等実 際 に コ ン ピュ ータを使 用 す る場 合 に必要 とな

る知 識 で 、 一般 人 が常 識 と して持 つ べ き ものを ひ と通 り理解 させ る もの

であ る。

シス テム分析 の 基礎知 識は 、EDPSを 中心 とす る企 業 の シス テ ム化

の 問題 、情 報 シス テ ムの分析 と設 計 の重 要 性 とあ り方 な どを 内容 とす る。

オ ペ レー ションズ ・リサーチ の基礎 知 識 と しては 、現 在実 用化 さ れ てい

る技 法 の概 略 とそ れ らの適 用面 を 、 と くに 後者 を 重 点 と して、す なわ ち

どの よ うな場 合 に応 用可 能 か を理 解 す る こ とを重 点 と して 解 説 す る。

対 象別 適 用事例 とは 、教 育対 象 者 の立 場 な い し担 当業 務 面 にお け る 一

般 的 な い し先 進 的 な組 織 においての適用の実例 を整 理 して紹 介 す る もの で・

例 えば経 営 者 に対 しては 経 営 面へ の適 用 の好 例 を 、営業 マ ンには 営業 面

の 、経理 マ シには経 理 面へ の実例 を とい うよ うに選 別 して紹 介 す る もの

で 、考 え 方 に よって は 、 これ こそが最 も重 要 な 内容 であ る と もい い うる
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で あろ う。

フ ァ イル処 理 機 能 理解 実 習 とは 、在 来 の プ ログラ ム言語 の実 習 では な

く、例 えば 在庫 の フ ァイル を コ ン ピュー タ内 に作 成 し、 これ を種 々の 目

的 に利 用 す る よ うな例 題 の実 習 を 内容 とす る もの で 、企 業 等 にお け る ご

く一般 的 か つ基 本 的 な コ ンピ ュー タの利 用 面 と機 能 を よ く理解 させ るた

め の もので あ る 。 また 、 ビジ ネス ゲ ームの参 加 実 習 は 、 と くに経 営 層 を

対 象 とす る場 合 に実 施 して も よ く、前 記 の ファ イル処 理 機 能 の実 習 と適

宜 選択 して いず れか を 用 い る こ とが よい と考 え る 。

以 上 の カ リキ ュ ラム案 は あ くま でひ とつ の案 に過 ぎず 、 これ に よっ て

ここに意 図 す る コ ン ピュー タ教 育 の あ り方 が理解 され る こ とが本 旨 であ

って 、 これ が理 想 的 な もの で あ る とい う意 味 では な い 。

NHKの コン ピュ ー タ講 座 の消 長 を慎 重 に見 るな らぽ 、 内容 が優 良 な

もの で あっ て も、 目的や ね らいが 要求 に よ く合致 しない もの で あれば 一

般 には 結局 は 受入 れ られ な い こ とが わ か る ので あ り、 この点 わ れわ れは

十 分に 心 しな け れ ば な らな い こ とで あ る。

以 下 の各章 にお い て 、 経 営 者 、 管理 者 、 専 門 要員 、 技 術 系 社 員お よび

事 務 系 社員 の 各 教 育 対 象者 ご と に、情 報処 理 教 育 の あ り方 を一 つ の試 案

と して、述 べ る こ ととす る。
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2.経 営者 ・管理者に対す る情報処理教育

情報処理教育の中で特に経営 者 ・管理者に対す る教育 を考え る場 合 、そ のニ

ーズと 目標 の明確化 、教育内容 、カリキュラム決定実施方式の検討 を進める こと

は 、情報処理教育の中で最 も重要 な領域 であると同時に困難iな問題 を含ん でい

る。すでにその重要性 あるいは現状 とその問題点にっいては述べ て きた ところ

であるので以下 、今後 のあ り方 について方向を示そ う。

また経営者 ・管理者に関 しては 、彼 らに対す る情報処理教育 の方 向を示す と

同時 に、さ らに重要 なことは企業内情報処理教育 全般にっいての必要性 を経営

者 ・管理者に理解 させ る必要 がある ことが あげ られ る。その理 由は情報処理教

育 に よ り有能 な人材が育成 されるか ど うかに よって、コンピュータ利用の高度

化 、効率化が初めて可能に なるか らである。

2.1ニ ー ズ の 把 握 と 目 標 の 設 定

経 営 者 ・管理 者 に対 す る情報 処 理 教育 に つ い て ア ンケ ー ト調 査 結 果 か ら、

現 状 の企業 サ イ ドに立 っ てみ る と 、教育 体 制 が極 めて 不 十 分 で あ りなが ら、

そ の重 要 性 に 対す る認 識 が高 くな って い る。 教育 の 目的 も経営 者 ・管 理 者

に 関 しては 、 「新 しい もの の考 え 方 、 シス テ ム思考 の 養 成 」、 「 コン ピ ュ

ー タ利 用 の促 進 」とい った情 報 処理 教育 に対す る積 極 的 な期 待 が 強 く、「コ

ン ピュー タ ・ア レル ギー の解 消 」と 「 コン ピュー タの限 界 に っい ての理 解」

に 対 しては 期待 が低 く示 され てい る。

また 、経 営 者 ・管理 者 に 対す る情 報 処 理教 育 の実 態 は 、 メー カー教育 へ

の依 存 度 が高 く、外部 講 師 に依 存 す る場 合 を除 き個 々の企 業 が独 自に教育

を実 施 して い る ケー スは 極 め て 少 ない 。 これ には 、対 象 が経 営 者 ・管 理 者

で あ る と ころか ら対 象数 が 限定 され る こ と。 内部 に講 師 と して適 任 者 が い

ない こ と。 教育 目標 ・内 容 ・方法 ・教 材 等 にっい て独 自 に検 討 す る体 制 に

ない こと な ど、幾 つか の 理 由が 考 え られ る。
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これ らの点 が 、経 営 者 ・管 理 者 に 対 す る情報 処 理 教育 の あ り方 を考 え る

場 合 の大 き な制 約 条 件 と な って い るが 、そ の結 果 と して 、経 営 者 ・管理 者

の ニー ズに合 致 した教育 か なされ ず 、 コン ピ ュー タの専 門 要員 の養 成 の 内

容 と方法 の ダ イ ジェ ス ト版 を一 律 に適 用 す る とい った結 果 を招来 し、教 育

効果 の 面 で も誤 解 や 曲解 や不 適 切 な理 解 、あ るい は コン ピュー タ拒 絶 症 な

どの 逆 効果 を生 じてい る場 合 が 多 くな っ てい る。

そ こ で 、経 営 者 ・管理 者 に 対す る情報 処理 教 育 の ニ ー ズ を把 握 し、 目標

を決 定 し よ うとす れば 、経 営 者 ・管理 者 が そ れぞ れ の職 務 を遂 行 す る上 で

必 要 と され る情 報 処 理 に 関 す る知 識 ・技 術 を明 らか にす る ことか ら始 め な

け れ ば な らない が 、経 営 者 と管 理 者 に つ い て共 通 の面 と個 有 な面 が あ る の

で両 者 を分 け て述 べ よ う。

まず 、 トップマ ネ ジ メン ト層 を含 め て経 営 者 に対 す る情報 処 理 教育 に っ

い てみ る と 、か な り消 極 的 な見 解 が あ る こ とに 注意 す る必要 が あ る。 す な

わ ち 、経 営 者 に 対 す る教育 とい う方 法 論 そ の もの に限 界 が あ る とい う こと、

ま た仮 に情報 処理 教 育 を行 な っ て も コン ピュ ー タは現 状 よ りも迅 速 ・正 確

・経 済 的 に 情 報 を処 理 す る技 術 と して受 け と られ 、そ こ か ら経 営 者 の強 力

な関心 を引 き出す こ とが で きず 、かえ って コン ピュー タに 対 す る ア レル ギ

ー を強 め る結果 さえ招 くこと 、 さ らには 、 コ ン ピュー タの利 用 は進 歩 した

技 術 革 新 の所 産 で あ り、技 術 的 に訓 練 され た専 門要 員 に委 ね るべ き もの で、

経 営 者 教育 の 必要 性 を認 め ない とい った意 見 に代 表 され る。

こ うした意 見 は す で に述 べ た よ うな現 状 にお け る教 育 内容 そ の もの に起

因 す る面 が 多い が 、経 営 者 に対 す る情報 処 理 教 育 の ニー ズを明 確 に す る上

で 十分 検 討 を要 す る もの で あ る。 今 日経 営 者 の置 か れ て い る経 営環 境 は 改

め て こ こで触 れ る ま で もな く、経 営 者 に急 速 に変 化 す る環 境 の もと で変 革

の時 代 に対 処 す る ため の専 門的 知 識 ・技能 を修 得 し、問題 解 決 能 力 と適 応

能 力 を高 め る ことが 要 請 され てい る。 ま た経 験 的 に知 られ てい る事 実 か ら

す れ は 、 コン ピュー タの利 用 に成 功 して い る企 業 では 、そ の導入 決 定 か ら
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利 用 ま で経営 者 の関 心 と支持 の有 無 が成 否 の 鍵 とな って い る。 そ れ は 、経

営 者 が コン ピ ュー タの利 用 に あ た って明 確 な 目標 の設 定 、経営 の問 題 領域

の明 確 化 、 さ らに そ の問 題解 決 へ の資源 の配 分 、 目標 達 成 へ の さま ざ ま な

障 害 の除 去 とい った ことが要 求 され るか らに他 な らない 。

した が っ て経 営 者 に対 す る情 報 処理 教育 は 、 こ うした 要 求 に経 営 者 が応

え得 るため に、 必要 とされ る知 識 ・技 術 に関 す るニ ー ズ を満 たす もの で な

け れ ば な らない 。

次 に ミ ドル マ ネ ジ メ ン ト層 を含 め て管理 者 に 対す る情 報 処 理 教育 に っ い

て み る と、経 営 者 に 対 す る教育 に比 して 、ニ ー ズ な り目標 な りかか な り具

体 化 され て きて い る。 しか しなが らそれ らが一 義 的 に定 義 で きない 点 に管

理 者 に対 す る情報 処理 教育 の もつ 問題 点 が あ る とい え る 。そ の理 由は 、今

日 コン ピュ ー タの利 用 が 、 よ り企 業 の ニー ズに 密着 し、適 用範 囲 が拡 大 し、

高 度化 し、 複 雑 化 した結 果 、管理 者に 対 す る コ ン ピュ ー タの影 響が 、経 営

者 に 対 す る場 合 よ りも 、 よ り直 接 的 で あ り、多様 化 して きた か らで あ る。

コン ピュ ー タの利 用 が 、大 量 、反復 業 務 の機 械 化 が殆 ん ど を占 め てい た

段階 で は 、 管理 者 の コン ピ ュー タの利 用に果 す 役 割 もそ れ ほ ど明確 化 す る

必要 は なか っ た し、 コン ピュータ ・アレルギーを 解 消 す る程 度 に コン ピュー

タそ の もの を理 解 させ る こ とで十 分 で あ った。 しか し、今 日の 段階 では 、

コ ン ピュー タの原理 や構 造 、 プ ログ ラ ミン グの 習得 、計 算 機概 念 偏 重 の教

育 は 、す で に そ の ニ ー ズに 合致 した もの で な くなって い る。 管 理者 に と っ

て必要 な ことは 、 コン ピュー タの本 質 は何 か 、 コ ン ピ ュー タは何 が で き、

何 が で きな い のか 、 コン ピュー タの 効 率的 な活 用 には どの よ うな役 割 を果

す べ きであ るか とい った ニー ズに 合 致 した情報 処 理 教育 が 用意 され なけ れ

は な らない。 したが って 、 コン ピ ュー タの原 理 や構造 、 プ ログ ラ ミング に

関 す る知 識は 、管 理 者 の 問題 解 決 に コン ピュー タが 果 す 役 割 を理解 す る こ

と が で きる程 度 の基 礎 知 識 で十 分 に そ の ニー ズ を満 たす ことが で きる 。

この よ うに経 営 者 ・管理 者に 対 す る情報 処 理 教育 の ニ ー ズは 明 白 で あ る
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し、爆 発 的 に増 大 して きてい るが 、個 々の企 業 が独 自の 目的 や 性格 を もち 、

また コ ン ピュー タの利 用 レベル も異 な るの で 、単 一 の カ リキ ュ ラ ムで解 決

で きる程簡 単 な問 題 では ない。 ニ ー ズ に合 致 した共 通 的 カ リキ ュ ラム を開

発す る努 力 は 今後 積 極 的 に 進 め る必 要 が あ るが 、そ の ため に まず コ ン ピュ

ー タの有 効利 用 に答 え得 る経 営 者 の イ メー ジ を も とに教育 目標 を次 の よ う

に要 約 す る こ とが で きる。

① 情 報 処理 シ ステ ムに対 す る理 解 と認 識 を高 め以 下 の項 目に つ い て問 題

解 決 能 力 を育成 す る。'

・企 業 内 に お け る情 報 処 理 計 画 の決 定

・情 報 処理 の 効率 化 の た め の管理

・問 題解 決 能 力 を もっ ス タ ッ フの育 成

・情報 処理 技 術 の活 用

② 経 営 者 と情報 処 理 担 当部 門 と の間 の ギ ャ ップの解 消 。

③ マ ネ ジ メ ン トの効 率化 の たの 、情 報処 理 シス テ ムの開発 。

管 理 者 に 対 す る教 育 目標 は 、そ れ ぞ れ の管 理 者 に 課 せ られ た職 務 と業 績

目標 に即 応 した よ り実 践的 な もの で なけ れ ば な らない 。経 営 者 に対 す る教

育 目標 が 、 コ ン ピ ュー タの活 用 に 関す る認 識 と理 解 に要 約 され る とす れ ば 、

管理 者 に 対 しては 、い か に コン ピュー タ を問題 解 決 に活 用す る か とい うこ

とに要 約 され よ う。

2.2教 育 計 画

情 報処 理 教 育 の ニ ー ズお よび 目標 が明 らか に な って も 、そ れ を実現 す る

手 段 が 用意 され なけ れ ば な らない。 経 営 者 、管理 者 に 対す る情 報 処理 教 育

がい か に あ るべ きか 、教育 計 画 そ の もの につ い て 、 あ るべ き方 向 を示 す の

が こ こ での 目的 で あ る。

教育 計 画 に包 含 さ るべ き一般 的 項 目を 整理 す る と次 の とお りで あ る。

・教 育 を 必要 とす る対 象
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・教育 目的 、 目標

・教 育 内容 、方法 、教 材

・教 育 提供 場 所

・教育 担 当者

・教育 時 間 、時期

・教 育 経 費

・教 育 の評 価 方 法

教 育 を 必要 とす る対 象は 、経 営 者 ・管 理 者 で あ り、 また教 育 目標 は 、す

で に 述べ た よ うに経 営 者 と管理 者 に課 せ られ た職務 と業 績 目標 の達 成 に あ

た って必 要 と なる コン ピュ ー タの活 用 と 、評 価 に関 す る知識 と技 術 を習 得

させ る こ とに要 約 で きる。

そ こ で 、 こ う した教育 目標 を達成 す る た め の教育 内 容 、方法 、教 材 な ど

教 育計 画 の 中心 テー マに っい て 、現 状 の教 育 内 容 カ リキ ュ ラ ムの実 態 を踏

まえ て そ の 方 向 を検 討 し よ う。

まず 、 トッ プ ・マ ネ ジ メン トを 対 象 とす る経 営者 教育 に つ い て 、 そ の殆

ん どが 、 メー カ教育 で あ る とい う現 状 を踏 まえ て 、 い くつ か の コー ス につ

い て 内容 を み てみ よ う。

(1)メ ー カ の教 育例

A社 、 トッ プセ ミナー は 、4日 間 と2日 間 の コー スに わ かれ て い る 。

この セ ミナー は 、企業 体 制 、 同業 種 団 体 別 、お よび企業 ・業 種任 意 の コ

ー スに 編成 され てい る。 コー ス別 の カ リキ ュ ラム内 容 をみ る と 、計 算 機

の 構造 ・原理 ・プ ログ ラ ミン グ の習得 を中 心 に 、導 入 の実 際 、 シ ス テ ム

設 計 、工場見 学等が 折込 まれてい る。 上 級 コー スで は 、 シス テ ム設 計概 論 、

マネ ジメン ト・サ イエンス 、ファイル 管理 を中心 に ケ ー スス タデ ィ、 グ ル

ー プ ・デ ィス カ ッシ ョン等 の教 育 方 法が 取 り入 れ られ て い る。
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Aコ ー ス

間

容

期

内

4日 間

1.電 子計 算 機 見学

2.電 子 計 算 機 の し くみ

3.電 子 計 算 機 製造 工程 見 学

4

5
.

6

7

8

9

プ ログラ ミングと仕事1

電子計算機実習 と討論

プ ログラ ミングと仕事 皿

電子計算機導入の実際

システ ム設計に あた って

電子計算機実習 と討論

Bコ ー ス

期 間2日 間

内 容1.

2.

3.

4.

5.

電子計算機 の しくみ

プ ログラ ミングと仕 事

企業 におけ るEDP化 の実際

電子計算機 の利用技術

電子計算機実習

上 級 コー ス

問

答

期

内

4日 間

1.シ ス テ ム 設 計 概 論

2.ケ ー ス ス タ デ ィ解 説

3.グ ル ー プ ・デ ィス カ ッシ ョンに よ る シ ス テ ム設 計 演 習

4.電 子 計 算 機 実 習 、検 討 評 価

5.企 業 経 営 と マ ネ ー ジ メ ン ト ・サ イ エ ン ス 概 説
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6

7

8

9

01

ネ ッ トワー ク手 法

数 理 計 画法

需 要 予測

プ ア イル管 理

電 子 計算機 実 習 、検 討 評 価 ・

B社 のEDPS卜 ・ップマ ネ ジ メン ト・コー スは 、3日 間 の コー ス で機 種

別 に 二 つ の コー スに分 か れ てい る。 トップ マネ ジ メ ン トに 電子 計 算 機 の

利 用 の新 しい分 野 を理 解 させ 、電 子 計 算 機 を経営 あ るい は 管理 の ソー ル

と して活 用す る場 合 トップ マ ネ ジメ ン トと して考 え るべ き要 点 ・問 題 点

な どを認 識 させ る こ とを 目的 と してい る。 カ リキ ュ ラ ムの 内容 をみ る と・

こ う した教育 目的 に 即 して編 成 され て はい るが 、特 徴 的 な こ とは 、す で

に 電 子 計 算 機 を導 入 して活 用 して い る企業 の トッ プ マネ ジ メン トに よる

「当 社 シ ス テ ムの推 移 」が加 え られ て い る点 で あろ う。

EDPト ッ プ マ ネ ジ メ ン ト コー ス(A)

期 間.

内 容

3日 間

1.情 報 処理 シス テ ムと手 段 の 発展

2.情 報 処理 シ ステ ムの形態

3.経 営科学 概 論

4.オ ン ライ ン ・シ ス テ ムの 概 説

5.デ ー タ ・ベ ー ス の概 説

6.新 しい電子 計 算 機 の 特長

7.シ ス テ ム設計 者 の育 成 と管理

8.当 社 システ ムの推移 、

ね らい トップ マネ ジ メ ン トに 対 して 、電 子 計 算機 利 用 の新 しい 分 野

に つ い て の理解 と、経 営 あ る い は 管理 の ツー ル と して活 用 す る
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場合に考 えるべ き要 点 と問題点 を認識させ る。

EDPト ッ プ マ ネ ジ メ ン トコー ス(B)

期 間3日 間

内容1.電 子 計算 機 の概 説

2.新 しい 電 子 計 算 機 の 紹介

3.プ ロ グラ ミング ・エ イ ドプ ログ ラ ムの 紹 介

4.電 子 計 算 機導 入 の 問題 点

5.電 子 計 算 機 導 入 の体 験 談

6.新 時 代 経 営 と電 子 計算 機

7.質 疑 応 答

ね らい コ ン ピ ュー タの あ らま しの理 解 、経 営 あ る いは 管理 に 活 用す

るに さ い して 、 トップ と して考 え るべ き要 点 と問題 点 を 認 識 さ

せ る。 ・

C社 の エ グゼ クテ ィ ブ ・セ ミナー は 、2.5日 間 の コー スで内 容 をみ る

と 、 コン ピュ ー タの構造 原 理 お よび ソフ トウェ アに 関 す る比重 は 低 く、

企業 の情 報化 を背 景 と した新 た な情報 シ ステ ムを 指 向 す る教 課 内 容 と し

て 、経 営 組織 と情 報 処理 シス テ ム、情報 処 理 システ ム化 、計 量 経 済 モ テ

ル 分 析 な どの テ ー マを取 り上 げ て い る。

エ グゼ クテ ィズ セ ミナ ー

期 間2.5日

内 容1.経 営 組織 と情 報 処 理 シ ステ ム

組 織 に おけ る情 報 シ ステ ム、情報 処理 シ ス テ ム、投 資 と効

果

2.情 報 処 理 シ ステ ム化(シ ステ ム分 析 と設 計)
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シス テ ム分 析 の 必要 性 、 シス テ ム分 析 と設計 、 シス テ ム化

の体 制 と役 割。

3.コ ン ピュー タ ・シ ス テ ム

コ ン ピュ ー タ ・シ ス テ ム とは 、 ソフ トウェ ア ・シ ス テ ム

ハー ドウェア ・システ ム、情 報 処理 とコ ン ピュ ー タ。

4.計 量 経 済 モ デル分 析

経 営 計画 シ ステ ムと計量 経 済 モ デル分 析 、分 析の 内 容 、 サ

ー ビス体 制 、計量 経 済 モ デル分 析導入 の際 の 問題 点 、経 営 計

画 に 利 用 で きる他 の ア プ リケー シ ョン ・パ ッケー ジ

5.企 業 とEDPシ ス テ ム

企業 にお け るEDPシ ス テ ムの あ り方 、企業 に おけ るED

Pシ ス テ ムの導 入 、企業vak－ け るEDPシ ステ ムの活 用 効果 、

会 社 のEDPシ ステ ム 、EDPシ ステ ム運営 上 の障 害 とそ の

排 除 。

D社 の エ グ ゼ クテ ィブ ・セ ミナ ー は 、複 数 の セ ミナ ーに 分 か れ て い る。

広 く問題 解 決 の場 に コ ン ピュー タ を活 用す る カ リキ ュ ラ ムが 編 成 され て

い る。

また 、それ ぞれ の セ ミナー が例 えば コン ピュー タそ の もの か ら学 習 し

た い場 合 と 、 コン ピュー タの 応 用 面か ら学 習 したい場合 に 応 じて、選 択 で

きる体 系 に な って い る。 特 徴 と しては 、 トップ マ ネ ジ メ ン トに 対す る教

育 を画一 的 な内 容 とせ ず 、 トップの関 心 の ある領域 を 中心 に教 育 内容 を

い くつか の カテ ゴ リー に グル ー プ化 してお り、そ れぞ れ の セ ミナ ーの ね

らい を明 確 化 して い る点 が あげ られ よ う。

ま た 、 セ ミナ ーそ の もの が広 く各界 の経 営 者 の ため に 有 料 で提供 され

て い る点 は 、 メー カの提供 す る経 営 者 教育 の 方向 を示 す もの と して高 く

評 価 で き よ う。
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トッ プ マ ネ ジ メ ン トセ ミナ ー1

問

春

期

内

4日 間

1

2

3

4

5

ね ら い1.

2.

コン ピュー タ との会 話 ・会 話の仕 方

仕 事 の 筋書 きの 与 え方(問 題 演 習)

仕 事 の実 行 一テ バ ック ー ・プ ログ ラ ムの話

コ ン ピ ュー タに つ い て

実 際 の 適 用 機械 化 例(社 外 講 師)

コ ン ピュー タ活 用 の し くみ

バ ッチ シス テ ム、 リアル タ イ ムシ ステ ム、 タイ ム シェ ア リ

ン グ シ ス テ ム の 構 成 と 設 備

3.シ ス テ ム設 計 の 仕 事

4.コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ムの 運 用 管 理

5.マ ネ ジ メ ン ト ・ア イ テ ム と コ ン ピ ュ ー タ ・マ イ ン ド

ト ッ プ マ ネ ジ メ ン トセ ミナ ー 皿

間

春

期

内

4日 間

1.企 業 活 動 の最 適 化

最 適 化 、例 題 、最 適 化 手法 と経 営 科学 、経 営 科学 手法 の 目

的 と役 割

2.生 産 計 画 の最 適 化

線 型 計 画 法 、 グ ラフに よる解 法 、計算 に よる解法 、 コン ピ

ュー タに よる解 法 、適 用 分野 、企 業 に適 用 され た例 。

3.日 程 計画 と プ ロ ジェ ク ト ・ス ケ ジ ュ ー リン グ

4.シ ミュ レー シ ョン

シ ミュ レー シ ョン と最適 化 、採 用 計 画 の シ ミュ レー シ ョン 、

採 用 計 画 の最適 化

5.企 業 活 動 の シ ミュ レー シ ョン(マ ネ ジ メ ン ト ・ゲー ム)
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内 容 ・.進 め 方 ・電子 計 算 機 の援 助

6.ま とめ

コ ン ピ ュー タの特 性 、 コン ピュー タの 有効 利 用 、問題 解 決

の た め の手 法 へ の コン ピュー タ利 用。

7.企 業 に適 用 され た例

線 型 計 画 法 、 日程 計 画

ね らい1.代 表 的 な経 営 科学 的 手 法 の実 際 問題 へ の適 用

2.企 業 活 動 上 の課題 と経 営 科学 的 手法 と の結 び つ き

3.コ ン ピュー タの機能 の発 展 と定 型 的 意 思 決 定領 域 の拡 大

4.マ ネ ジ メ ン ト・ア イテ ムと コン ピュー タ・マ イン ド

トッ プ マ ネ ジ メ ン トセ ミナ ー 皿

問

答

期

内

ね らい1

4日 間

1.は じめ に

2.企 業 活 動 の シス テ ムの把 握

3.企 業 活 動 の シ ステ ムの把 握(例 題 演 習)、

.4.企 業 活 動 の ,シス テ ムの把 握(タ イ ムシ ェ ア リング シ ステ ム

の導 入)

5.財 務 管 理 モ デル に よる シ ミュ レー シ ョン

6.身 近 か な問題 へ の適 用 の話(外 部講 師)

企 業 活 動 の把 握 とモ テ くレ化

2.問 題 解 決 の ため の 多数 の代 替 案 の試行 と コン ピュ ー タの 役

割 ,,

3.企 業 活 用 モ テ ル の利 用法

4.マ ネ ジ メ ン ト・ア イテ ムと コン ピュ ー タ ・マ イン ド

E社 の エ グ ゼ ク テ ィ ブ ・ブ リー フ ィ ン グ ・セ ミナ ー は 、1日 間 の コ一
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ス であ る。1日 で コン ピュー タの基本 知 識 を習 得 す る こ とに よ り、企業

に お け る コン ピュー タの 有効 利 用 に あ た って の マネ ジメ ン トの役 割 を理

解 させ る こ と を 目的 と して い る。教 育 目標 を重 点 的 に しぼ り、 カ リキ ュ

ラムを編 成 し、短 時 間 の教 育 で 目標 を達 成 しよ うとす る点 に大 きな特 徴

が あ ろ う。

エ グ ゼ ク テ ィ ブ ・ブ リー フ リン グ ・セ ミナ ー

問

答

期

内

1日

1

2

3

4

5

6

コ ン ピ ュ ー タ の 原 理 ・構 成

コ ン ピ ュ ー タ の適 用 業 務

チ ー タ ・ベ ー ス

デ ー タ通 信

実 演

トピ ッ ク ス

以 上 、 トップ マ ネ ジ メ ン ト層 を対 象 とす る経 営 者教 育 に つ い て 、 メー

カの提供 して い る もの に っ い てそ の 内容 を 中心 に述 べ た が 、 こ こでは そ

の全 て を網 羅 す る こ とが で きなか った が 、全体 の 傾 向 を知 る上 では十 分

と考 え る。

経 営 者 に 対 す る教 育 の殆 ん どが 、 メー カ依 存 で あ る とい う前 提 に立 つ

場 合 、 こ こで教 育 内容 そ の ものに っ い て コ メン トで きる性 格 の もの で あ

るか ど うか は若 干 疑 問 で あ る。 メー カ教 育 は 原 則 的 に は 、 メー カの販 売

政 策 の 一環 で あ り、 コン ピュ ー タの利 用 に直 接 関 連 を もつ プ ロ グ ラ ミン

グ言 語教 育 な ど情報 処理 技術 に関す る教 育 に っい ては 、 メー カの役 割 を

期 待 す る と して も、そ の範 囲 をSEあ るい は 経 営 者 、管 理者 教育 ま で拡

大 す る こ とは 無理 が あ る とい え る。

しか しあえ て ユー ザ ・サ イ ドに立 って教 育 内 容 に つい て論 ず る とす れ
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ば 、経営 者 教育 の 内容 は 、そ れ ぞ れ工 夫 の あ とはみ られ るが 、か な りの格

差 が 存 在す る ことは 否定 で きない 。教 育環 境 ・設備 ・教育 器 具 と して の コ

ン ピュー タお よび 視聴 覚 教 材 の利 用 に つい ては 、 メー カ以 外 の 教 育 機 関 と

は比 較 に な らない 程 充 実 して い る が 、教育 内容 に つ い て み る と、 コン ピュ

ー タ ・ア レル ギを解 消 す る程 度 に コン ピュー タその もの を理 解 させ る教育

内容 がほ とん どで あ る。 教育 の ね らい 、あ るい は テ ー マに は コン ピュー タ

の 効率 的 活 用 の理 解 を 目的 とす る もの も見受 け るが 、実 態 は 、 メー カ.が実

施 す る以 上 メー カの販 売政 策 あ るい は 自社 の ハー ド、 ソフ ト、 ア プ リケー

シ ョンが 中心 に な り、公 正 で片 寄 らな い教育 は期待 で きな い とい っ て よい。

経 営 者 に 対す る情報 処 理 教 育 の ニ ー ズが 、 コン ピ ュー タの 本質 ・役 割 を

認 識 さ せ 、そ れ ぞ れ の企 業 が 直 面 す る コン ピ ュー タ活 用 上 の 問 題 解 決 に 必

要 とす る知 識 ・技 術 を習 得 す る こ とで あ って み れ ば 、 当面 の課 題 は 、 い か

に して メー カ教 育 か ら脱 皮 し、独 自の教育 体 系 を樹 立 す る か に あ る とい え

る。

また 、電 子計 算 機 室 担 当管 理 者 の ための カ リキ ュ ラ ムと して 以下 の よ う

な コー スが あ る。

管 理 者 コー スの 目的 と考 え 方

・ 目的 デ ー タ処 理 部 門 を総 括 で きる管理 者 お よび 情報 処理 シ ス テ ムを 高

度 に活 用 で きる一 般 管理 者 の 養成 。

・方法 問題 解 決 能 力 の育 成 を主眼 と した実例 研 究 を 中 心 と す る研 修 。

・対象 デ ー タ処理 部 門 の管 理 者 お よび、 これ か らそ の立 場 に な る人 。

デ ー タ処 理 部 門 に 密接 な関連 の あ る部 門 の管 理 者 お よび これ か ら

そ の立 場 に な る人 。

カ リキ ュ ラ ム の 構 成

1.exPO方 式 約25単 位(1単 位=3時 間)
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2.

3

4

一貫 した実 例 研 究 で本 コー スの主 柱
、問 題解 決 の実 践 。

S方 式 約10単 位

ス ポ ッ ト的 実例 に よる討 議 ・研 究 でEXPO方 式 を補 うもの。

L方 式 約12単 位

講 義 を 中心 とす る情 報 の 提供 、基礎 知 識 と視 野 の拡 大 が狙 い 。

M方 式 約4単 位

コー ス運 営 お よび研 修 生 相互 ・研 修 生 講 師間 な どの コ ミュ ニ ケー シ

ョン を一 層 よ くす るた め の催 し。

5.F方 式 約4単 位 以 上

研 修 生 の 自主 運営 に よる研 修 お よひ発 表 ・討 議 ら

6.E方 式

研 修 生 の 水 準 を引 き上 げ る必要 の ある場 合 に 行 な う基 礎 研修 。

〔計 約55単 位以 上 … …5週 間 〕

この コー スの 基 本 と なる考 え方 は受 講 生 か広 く問題 を求 め て研修 お よび

討 議 に参 加 す る こ とに よ り、問題 の発 見 お よび解 決 策に っ い て有益 な示 唆

を得 る こと で ある。

また 、 コー スの 中心 は実 例 研 究 で あ り、 グルー プ別 に よる検 討 分析 とそ

の報告 に もとず く受講 生 中心 の 討議方 式 が採 用 され て い る。 各 コー ス開催

ご とに受 講 生 との 事前 の懇 談 に よ リカ リキ ュ ラ ム編 成 が行 なわ れ 、 カ リキ

ュラ ム 自体 が 固定 され ず 、毎 回検 討 して改 革 が は か られ てい る。 カ リキ ュ

ラ ムの 構 成 か らも明 らか な よ うに 、一方 的 な講 義に よ る知 識 の 切 り売 りを 、

極 度 に排 除 してい る点 に 特 徴 が あ る と い え よ う。

また 、 この管 理 者 コー スの カ リキ ュ ラ ムの 詳細 は公 表 され ない。 受 講生

に 対 して も 、研 修 終 了の 段階 で 、全 て が 明 らか に なる とい った仕 組 み で 、

そ の理 由 と し てこ の よ うな コー ス では 、 あ らか じめ 知 らせ てお くこ とに ど

ん な意 味 が あ る か とい う反 論 と カ リキ ュ ラ ムの 変更 、誤 った 先入 観 を排 除
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す る た め と説 明され て い る。

ま た 、管理 者教 育 にっ い ては 、財 団法 人 日本 経営 情 報 開 発 協会 が 昭和45

年 度 に 「一般 管 理 者 向け企業 内 コン ピュー タ教 育 標 準 カ リキ ュ ラム 」を作

成 してい る。'

そ の概 要 を示 す と次 の とお りで ある。

■

ス

問

答

一コ

期

内

A

29H

デー タ・プ ロセ シ ン グ概 説

コン ピュ ー タお よひ デ ー タ プ ロセ シン グに 関す る基礎 知 識

を習得 す る(5H)自 習(4'H)

2.プ ロジェ ク ト・マネ ジ・メン ト

プ ロジェ ク ト・ マネ・ジ メン トに 関す る各 社 の具 体 的 自例 の

研 究 を行 ない 、全般 的 基礎 知 識 を 習得 す る。(9H)

3.情 報 処 理 シ ステ ムの活 用(シ ス テ ム設計 ・)

情 報 処 理 ゾ ステ ムの 活 用 に関 す る基 礎 知 識 を習得 す る。

(7H)自 習(4H)

L

ス

問

答

一コ

期

内

B

14H

デ ー タ ・プ ロ セ シ ン グ概 説

デ 「 タ ・プ ロセ シ ン グ ・ シ ス テ ム に 関 す る具 体 的 事 例 を 研

究 す る。(3H). .

.2.マ ネ ジ メ ン ト ・サ イ エ ン ス の 応 用

マ ネ ジ メ ン ト ・サ イ エ ン ス に 関 す る 基 礎 知 識 を 習 得 す る 。

(4・H)、'・.'

3.カ レ ン、ト ・ トピ ッ ク ス
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コン ピュー タに関 す る最 近 の一 般 的 動 向 を研 究す る。(3

H)

L

ス

問

答

一コ

期

内

C

23～34H

プ ロジ ェ ク ト ・マネ ジ メ ン ト

プ ロ ジェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン トに 関す る 自社例 を研 究 す る。

(7H)

2.情 報 処 理 シ ス テ ムの活 用(シ ステ ム設 計)

自社 に お け る情報 処 理 シ ステ ムの活 用 例 に っい て研 究 す る。

(5～10H)

3.マ ネ ジ メ ン ト・サ イ エ ンス の応 用

マ ネ ジ メ ン ト・サ イ エ ンス の応 用 に 関 す る具 体 的事 例(自

社 例k・ よび各 社 の 事例)を 研 究 す る。(6～8H)

4.カ レン ト・ トピ ック ス

自 社 に関 す る コ ン ピュ ー タ関係 の 新 技術 を研究 す る。(3

H)

5.プ ログ ラム実 習

プ ログ ラムを実 際 に 組 む こ とに よって コン ピュ ー タの概 念

を具 体 的 に理 解 す る。(2～6H)

Aコ ー スは 、一般 管理 者 が コン ピュー タ時代 に 対処 して シ ス テム的 思考

態 度 を養 うため に 必要 とす る基 本 知 識 を習得 す る こ とをね らい と してい る。

Bコ ー ス では 、Ar－ ス です で に学 ん だ コン ピュー タお よひ チー タ処 理 に

関す る 具体 的 な事例 お よび技法 に つい て習得 し 、 さ らにマネジメン ト・サイ

エ ン スの応 用 に 関 す る基礎 知識 を習 得 す る こ と をね らい と して い る。

次 に 今 回 の調 査 研 究 に あ た って特 に 面接 調 査 を実 施 した企業 の うち 、企
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業 内 で独 自に ミ ドル マ ネ ジ メ ン ト対 象 の 教育 を実施 してい るF社 の事例 を

み る とそ の 内容 は 以下 の とお りで あ る。 教 育 対 象と しては 、希 望 者 が 多 い

た め ニ ー ズの高 い 者 を優 先 に 、特 に 部 課長 層 に しぼ ってい る。

F社 マネ ジ メン ト教育

期 間4日 間

内 容1.コ ン ピュー タの原 理 と構 成 す る機器 の機 能

2.コ ン ピュー タに一連 の仕 事 をや らせ るた め の こ とば とそ の

使 い方 。

3.デ ー タ処理 を行 な わせ る ため の考 え方 と コン ピュー タの 働

き。

4.コ ン ピュー タが どん な とこ ろに どの よ うに 活 用 され た か 。

5.情 報 シス テ ムの 必要 性 と コ ン ピュー タの役 割 、 シ ス テ ム設

計 に必要 な考 え 方 と問 題点 。

6.意 思決 定 の 手 法 、経 営 シス テ ムに組 み 込 まれ る コン ピュー

タの利 用技 術。

7.当 社 の コ ン ピュー タ リゼ ー シ ョンの紹 介 、討 論 。

8.各 種 の演 習討 議。

幽 △1.コ ン ピュ ー タお よび そ の利 用技術の 基礎 的 な知 識 を与 え 、

コン ピュ ー タに 親 近 感 を も って もら う。

2.研 修 の過 程 で シス テ ム的 思考 の訓 練 を行 な い 、 ま た 、そ の

必要 性 を理 解 して も ら う。

3.コ ン ピュー タ を利 用す る た め の必要 な考 え方 、作 業 を理 解

して も ら う。

4.こ れ らを もとに 、情報 シス テ ムの建 設 、 あるい は コン ピ ュ一

一 タ利 用 を積 極 的 に 推 進す る 力 にな って も ら う。
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教育 の実 施 結 果 の評 価 と しては 、情報 シス テ ムの 必要 性 の認 識 、 コン ピ

ュー タに 対 す る近 親 感 の増 加 な どの効果 が あげ られ る。

以 上 、現 状 の経 営 者 ・管理 者 に 対す る情報 処 理 教育 の 内容 、 カ リキ ュ ラ

ム等 を 中心 に見 て来 た が 、果 して教育 の ニー ズに 合 致 した もの で あるか ど

うか 、一 義 的 に結 論 は 下 せ ない 。 そ の理 由はす でに 述 べ て きた よ うに 教育

の ニー ズが 個 々の企業 の コン ピ ュー タの利 用 レベ ル 、適 用範 囲 に よ り多様

化 して きてい るか らに他 な らない。'

経 営 者 ・管 理 者 がそ れ ぞ れ に 課せ られ た職 務 と業 績 目標 を達 成 す る上 で 、

コ ン ピュー タ ・シス テ ムの可 能 性 を理 解 し、評 価 す る た めに 必要 な知 識 と

技 術 に つい て 、共 通的 な カ リキ ュ ラムの試 案 を示 す とす れ は 以下 に要 約 さ

れ よ う。

試 案 とい う意 味 は 、経 営者 、管 理 者 に っ い て 、情 報 処 理 教育 を必要 とす

る 対 象 を具 体 的 に決 定 す る ため の方法 論 が 作 りあげ られ て い ない とい うこ

と と 、教 育 を必要 とす る経 営 者 、管理 者 の情報 処 理 に 関 す る知識 、技術水

準 に 合 わせ て カ リキ ュ ラ ムを編成 、発 展 させ る余 地 が 残 され てい るか らで

あ る。

経 営 者 、管 理 者 に 対 す る情報 処理 教 育 試 案

1.コ ン ピュ ー タに関 す る基 礎 知 識

内 容 コ ン ピュ ー タの働 き 、能 力 、限 界 、可能 性 、入 出力 装 置 、 フ

ァ イル と メ ン テナ ン ス 、 イ ン プ ッ トと ア ウ トプ ッ トの ドキュ メ

ン テー シ ョン とデ ィス プ レイ 、最 新 技 術 と そ の発 展。

ね らい コ ン ピュ ー タの理 解 を深 め 、 コ ン ピュー タの働 き、能 力 、限

界 にっ い て理 解 させ る。

2.実 習

内 容 問 題 を解 くた め に 、実 際 に簡 易 な言 語 を用 い て プ ログ ラ ミン

グ してみ る。
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ね らい どん な問題 が コン ピュー タに よ り解 かれ るか 認 識 し理 解 させ

る。

3コ ン ビ;一ーー一夕の 活 用 の側 面

内 容 基礎 的 な利 用面 、高 度利 用 面 、将 来 の 利用 面

ね らい 経 営 者 、管理 者 の業 務 への コン ピュー タの活 用 の可能 性 と 、

そ の活 用 方 法 を理 解 させ る。

4企 業 に お け る情報 処理 シス テ ム

内 容 マ ネ ジ メ ン ト、情報 、情報 シ ステ ム計 画 、情 報 処理 シス テ ム

の た め の 費用 、 シス テ ム分析 ・設 計 ・評 価 技 術

ユ 企業 に お け る情 報処 理 に 関す る理 論 、技 術 を理解 させ 、 コン

ピュー タの 利用 に 関 す る シス テ ム計画 や 有 効 活 用 に参 加 させ る

よ うに す る。

5問 題 解 決 を 目的 と した情報 処 理

内 容 問 題 の把 握 と定 義 、 コン ピュー タに よる問 題解 決 ・問 題 解 決

技 術(LP、OR、 シ ミュ レー シ ョ ン等)、 問題 解決 事例

ね らい 経 営 者 、管理 者 に 問 題 を解決 す るのは 、 コン ピュ ー タで な く、

人 間 で あ る こ とを理 解 させ 問題 解 決 の ため の意 思決 定 能 力 を養

わ せ る。

6情 報 シ ステ ムと組 織

内 容 経 営 組織 に 及 ぼす 影 響 、情 報 処 理 担 当組 織 と要員 、要 員 の 教

育

ね らい 情 報 処 理 システ ムが経営 組織 に 及 ぼす影 響 を理 解 させ 、情報

処理 シ ステ ムの 効果 的 な発 展に 必要 な環 境 を積 極 的 に作 り出 さ

せ る。

この 教育 内容 は 、あ くまで一 つ の試 案 に過 ぎず 、 これ に よって経 営 者 、

管 理 者 に 対 す る情報 処 理 教育 の あ り方 、あ る いは 方 向 性 が理 解 され る こ と
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が本 旨で あ って 、繰 り返 して云 うまで もな く、理 想 的 な もの で ある とい う

意 味 では ない。 結 論 と して いえ る ことは 、企業 に お け る コン ピュー タの 利

用 が 普及 段 階 か ら、実 用 段階 に入 ってい る今 日、経 営 者 、管理 者 は 、 コン

ピュー タの高 度利 用 の 問 題 に 直接 、間接 タ ッチす る だけ で な くコン ピュー

タを中核 とす る情報処 理 シス テ ムの 効率 性 に つい て 、主体 的 に 評価 を下 す

立 場 に立 た され て い る。 したが って 、 こ うした問題 解 決 に必要 と され る知

識 、技 術 に つい て教育 とい う手 段 で カバ ーす る努 力 が極 め て重 要 で あ り、

そ れ ぞれ の企 業 が 、 さ ま さ まな障 害 が あ るに して も、経 営 者 ・管 理 者教 育

の重要 性 を認 識 し、ニ ー ズに 合致 した教 育 を独 自に 実 施す る こ とが必要 で

あ る と考 え る し、そ の 際 、教 育 機 材 、教 育技法 の上 では 、映 画 、 ス ラ イ ト、

VTR、 ビジネ ス ゲー ム 、 プ ログ ラ ム学 習 、CAIな どの活 用 が 必要 と な

ろ う。

2.3教 育 の 実 施

情報処理教育 は 、一般 的に必要 となる共通的 な知識技術 と同時に 、企業

あるいは教育 対象の ニーズに合致する よ うな知識 、技術 が充足 されなけれ

ばな らない。経営者 、管理者を対象 とする情報 処理教育 につい ては 、その

ニーズと目標 を明 らかにす ると同時に 、教育内容 ・方法等 につい て現状 を

中心にその方向に っい て述べ て きた。残 され た問題 は具体 的 な教育の提供

方法に関 してである。

メーカ教育に対す る依存度が高い ことはあ らためて述べ るまでもないが 、

そ うした実態が不可避な のか、 あるいは 、それで十分にそ の 目的 を達 して

いるのか、今後は いかに あるぺ きか、教育 の実施の問題 につ いて、教育の

提供場所 ・教育担当者 ・時期 ・期間等に焦 点を合わせ て論 じてゆ くこ とに

す る。

(D教 育 提供場所 ・教育 担当者

教 育内容に関 して述 べた ように 、経営者 ・管理 者教育 は 、そ の殆ん ど
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が 外 部 教育 機 関 に 依 存 して お り、 しか も メー カ依 存 が 主 で各 種 の民 間 団

体 に よる ものは 、 それ程 多 くない。 また教育 担 当者 に つい て も必然 的 な

結 果 と して メー カの教育 担 当 者 に依 存 す る結 果 と な って い る。

教 育 対 象 を経 営 者 と管理 者 に分 け てみ る と 、経 営 者 の場 合 、 こ う した

傾 向 は さ らに顕 著 で あ る。

ア ン ケー ト調 査 と面 接 調査 の結果 か らも経 営 者 に っ い ては メー カ講 習

会 に 出席 さ せ る こと が一般 化 して お り、面接 結果 か らは 、社内 研 修 計 画

の内 で 、 メー カ講 習会 への参 加 を スケ ジ ュー ル化 して い る と ころ も多 い

し、 メー カ教育 に 自社 に適 した 内容 を カ リキ ュラム ・の一 部 として 組 込 ん

で実 施 して い る ケ ー ス も見 受 け られ た。 わ ずか で は あ るが 、独 自 に経 営

者 教 育 を企業 内 で 実施 してい る ケ ー スが あ るが 、教育 担 当 者 の 選定 が困

難 な問 題 と な って お り、外 部 の学 識 経験 者 、著名 な実 務 家 か ら講 師 を選

定 してい る。

管 理 者 を対 象 と す る場 合 、企業 規 模 の 比較 的大 きい 企業 では 、教育 対

象 が 多 い ことか ら企業 内 情報 処理 教育 の一環 と して独 自の カ リキ ュ ラ ム

を編 成 してい る ケー ス も見 受 け られ る。 しか し、 これ は 例 外 的 で あ り外

部 の教 育 機 関 へ の 依 頼 度 が高 い の は経 営者の 場 合 と同様 で あ る。

た だ 、外 部 の教 育 機 関 の うち 、 メー カの場 合 、す で に述べ た よ うに 対

象 を 経 営 者 ・管 理 者 に 区分 して い るケー スは 少 な く、 同一 の カ リキ ュ ラ

ムの コー スに よる場 合 が 多い 。 この場 合 、果 して メー カ教 育 の 利 用 が 教

育 目標 中 ニ ー ズに 合 致す る もの で あるか ど うか検 討 の余 地が 残 され よ う。

管 理 者 に 対す る教育 に つい て は 、 日本 経営 情報 開 発 協会 の一 般 管 理 者

向 け企業 内 コン ピュー タ教育 標 準 カ リキュ ラ ムに見 られ る よ うに 、標 準

試 案 が示 され て お り、地方 では メー カ以 外 の教 育機 関 に よる教 育 コー ス

も開催 され て お り、積極 的 な活 用が 今後 の課題 とい え よう。

外 部講 習 会は 、企 業 におけ る教 育が 、企 業の ニー ズ に 合致 した もの で

あ るの で 、 そ の補 完 的 な位 置 づけ と して経 済性 ・効 果 性 ・継 続 性 等 を検
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討 した うえ でそ の採 否 を決 め るべ きで あ る とい う意見 が あ るが 、 経営者・

管 理者 に対す る情 報処 理 教 育 の 場合 は 、外 部 で実施 され る教 育 にそ の殆

ん どを依 存せ ざる を得 な いの が 実 態で ある 。 こ う した 実 態 を認 め る とし

て も、 外部 教 育 の 殆ん どが メ ー カ教育 であ る点は 、経 営 者 ・管理 者 に対

す る情 報 処理 教 育 に果 す メー カの役 割 を大 き く評 価 で き る反 面 、そ の デ

メ リッ トも直視 す る 必要 が あ ろ う。

メー カ教育 の特 徴 と して 、教育 の殆ん どが無 償 で あ り、 コー スの受 講

は 殆 ん どが見 込 顧客 あ る いは 、 ユー ザに 限定 され る こ と、 また教育 内容

に メー カの販 売政 策 が反 映 され て お り、公正 で 片 寄 らな い 教育 が 期 待で

きな い とい った 点 が あけ られ る。

メー カは 、販 売 競 争 の 激 烈 化 か ら見込 ユ ー ザの セ ミナー への 参 加 を販

売 戦 略 の重 点 事項 に加 え てい る 。

コン ビ一 夕化 に あ た って 経 営 者 ・管 理 者 に1人 で も多 くの理 解 を得 る

とい うこ とは 、 ユ ー ザサ イ ドに とって も重要 な こ とに は ちが い ない が 、

教 育 内 容 がか な り格 差 が ある ことか らす れ ば 、教 育 効果 の 点 で当然 マイ

ナ ス も想 定 され よ う。 また 、殆 ん どが無 償 で あ る こ とか らコーー ザの受 講

希望 者 がが 殺 到 し、経 費 的 に も、体 制的 に も応 じ切れ な くな って お り、

そ の結 果 、 メー カ教 育 の 質の 低下 を招い て い る こと も見 受け られ る。 こ

う した問 題 の解 決 方 向 と して教育 の 有償 化 も当然 一 つの 課題 とな る が 、

問 題 の 本 質 的解 決 には な らな い。

経 営 者 ・管 理 者 に対 す る情報 処 理 教育 は 教育 内 容 に つい て述 べ た よ う

に単 に コ ン ピ ュー タを理 解す る こ とでは な く、そ れ ぞ れ の企 業 の ニ ー ズ

に合 致 した 教 育 内容が 含 まれ る こ とが 必要 で あ る。 情報 処 理 に関す る経

営者 、 管理 者 教 育 の適 否 は 、そ れ ぞ れ の企 業 の コ ン ピュー タの効 率的 利

用の 成 否 を 決定 す る もの であ り、 借 り物 の教 育 です ま せ よ うといっ た 安

易 な考 え は 改 め る必 要 が あ る。そ のた め には 、 まず 第 一 に ニ ー ズ に合 致

す る教 育 もそれ ぞ れ の企 業の 努 力で 開発 し、実 施 す る体 制 が と られ てい
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なけ れ ば な らな い 。第 二 に仮 りに外 部 教育 に依 存せ ざる をえ な い と して

も、そ の ニ ーズ に合 致 した 教 育 が 、 メー カ以 外 の機 関 で選 択 、 受講 で き

る 基 盤が 確 立 さ れ なけ れ ば な らな い といっ た 点に 集 約 され よ う。

(2)教 育 の時 期 ・期 間

経 営 者 ・管 理者 に 対す る教 育 の実 施 時期 に っい て は 、 ア ン ケー ト調 査

の結 果 で も、計画 的 に 設定 され てい る ケ ー スは少 な く、そ の都度 決 定 し

て い るの が実 態 で あ った。 企業 外教 育 へ の 依存 度 が 高 い の で時 期 ・期 間

は あ らか じめ決 定 され て い る ケ ー スが 多い 。

原 則論 か らす れ ば 、教 育 期 間 は最 小 の時 間 で最 大 の 教育 効 果 が 達 成 さ

れ る こ とが理 想 で あ る。

教育 技 術 面 で も 「ビル デ ィ ング ・ブ ロ ック 方式 」 あ るい は 「モ ジ ュ ラ

ー 教育 」な ど新 た な試 みが な され てい る。 モ ジュ ラー 教育 は 教育 の 体 系

を講 座 単 位 に ま とめ あげ 、 さ らに各 々の講 座 をい くつ か の 科 目に 分割 し

て い る。

各 講座 お よび科 目は 実 践 的 で か つ具 体 的 な学習 目標 に よっ て規定 して

い る。 した が っ て 受講 者 は どの 講座 を 選択 す べ きか 比較 的 容 易 に 判 断 し、

必要 とす る部 分 だけ を選択 受 講 で きる もの で ある。

こ うした教育 が望 まれ る理 由は経 営 者 ・管理 者 に と って教 育 に さ き得

る時期 ・期 間 に は 大 きな制 約 が あ るの が実 態 であ る し、教育 の ニー ズ も

多様 化 して くる と 同時 に 、予 備 的 な知 識 ・技 術 の レベ ル も異 な るか らに

ほ か な らない 。 期 間に つ い て み る と経 営 者 の場 合1～4日 間 の もの が 多

く見 うけ られ 、 また 管 理 者 の 場合 は5週 間 にわた る もの ま で さ ま ざま で

あ る。 必要 とされ る情 報処 理 に 関す る技 術 ・知 識 の領域 は 拡 大 す る傾 向

に あ る とい え る。

また 、 受講 者 の 知 識 レベル ・年令 ・経 験 年 数 な どさ ま ざ まな要 因 に よ っ

て ち が って くる が 、 よ り進 歩 した教育 技 法 の 普及 と活 用 に よ って も よ り
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短期 間で教育 効果 を あけ得 ることに注 目すべ きである。

2.4評 価 と 改 善

経 営 者 ・管 理 者 に 対 す る 情報 処 理教 育 につ い て は 専 門要 員 の教育 等 に 比

して現 状 に 多 くの解 決 す べ き問題 点 が あ る と同時 に 、 これ ま で述 べ た教 育

計 画 お よび教育 の実 施 な どの あ り方 に つい て も最 終的 な結 論 を示 す 段階 に

い たっていない 。しか し 、少 な くと も、す でに述 べ た よ うに メー カ教育 か ら

脱 皮 し 、独 自の 教育 を実 施 してい くた め には 、今 後継 続 的 な形 で 、教育 計

画 の 開 発 、実施 、評 価 、改 善 が加 え られ てい くこ とが 課題 であ る といえ る。

そ こで まず 、経営 者 ・管 理 者 に対 す る情報 処理 教育 に 関 して 、 どの よ う

な プ ロセ スでそ の 開発 、実 施 、評 価 を行 な う必要 が あるか に つ い て述 べ よ

う。

図 に示す よ うに変 化 す る経営 者 ・管 理 者 の環 境 に 応 じて教 育 の ニー ズが

把 握 され 、次 に この ニ ー ズに 合致 す る 目標 が具 体 化 され なけれ ば な らない 。

しか し、経 営 者 ・管 理 者 に 対 す る教育 ニ ーズの 全 て を充 足す る ため の教 育

目標 の具体 化 は 不 可能 では な い が 、非 効率 的 で あ る。優 先 度 の 高い もの か

ら 、重 点的 に と りあげ る ことが現 実 的 で あ る。 教 育 目標 の 具体 化 とは 、教

育 目標 を達 成す る た めの 知 識 ・技 術領 域 を明 らか に す る ことで あ り、次に

具 体 的 な教育 内 容 の カ リキ ュ ラ ムの決 定 、教育 方 法 、教材 、機 器 の決 定 、

教 育 の 実施 、評 価 の プ ロセス を経 る。教 育 内容は 、視 聴 覚 利 用 方式 、CA

I方 式 と直 接 関連 を もつ し、 コ ン ピュ ー タ活 用 の た め の 知識 、 技 術 に 関 し

て 具 体 的 な レベ ル と範囲 を規 定 した 上 で カ リキ ュ ラ ム と して 決 定 さ れ る。

も し、 こ う した基 本 的 な プ ロ セス を経 て 、教 育 が 実施 され る とす れ ば 、

教 育 に 対す る ニー ズに 合 致す る もの で あ るか ど うか 、有 機的 な フ ィー ドバ

ック が 可能 に な る とい え よ う。

経 営 者 ・管 理 者 に 対 す る情報 処 理 教育 の評 価 と改善 が この よ うな プ ロセ

ス を経 て 、行 な う ことが 可 能 であ る と して も、誰 が それ を分 担 す るか が 大
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き な課 題 で あ る。経 営者 ・管 理 者 の教 育 に 対す る ニ ー ズ が急 速 に 高 ま り

っある ととはさき にも述べ たが、今 日の段階 では特 定 の大企業 を除いて、

企業独 自で実施 する ことは 不可能 に近い ことが知 られている。

コン ビ.一 夕活 用 の た めの

知識 ・技 術

ハ ー ドワ ⊥ア の基 礎 知 識

ソ フ トウ,ア の

ア ブ リケ ー シ →ン ん

コ ン ヒ ー タ利 用 の

シ ステ ム分 析の

《〕Rの

対 象別 適 用事 例

フ.,イ ル 処 理 機械

ヒジ不 ス ケー ム

経営者.管 理者の環境

経営者 ・管理者に対す る
教育のニーズ

教育の実施 ・評価

教育万法・教材・機器の決定

教1'∫内 容 力・:呼・ラムの決 定

教 育ニーズ充足 の優先
度 の決定

教育 目標 の具体 化

教育 目標を達成するた

めにψ要 とされ る

知識.技 術 ・領域 の

決定

図2-1経 営 者 ・管理者教育の開発 ・実施 ・評価 サ イクル
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アメ リカにおいては・す でに情報処理教育 に関する ニーズを満たす ために

新 しい有効な教育 方法の開発 を政府 自体 が中心 テーマとして取 りあげてい

る。その理由は、政府 ・民間の両者 に とって情報処理技術 の必要性が極めて

高いことと、これ らの技術が両者にと って基本的に同一であるため、政府

に よる教育訓練 の開発が産業界において も応用で きる ことが あげ られてい

る。 さ らに情報 処理教育 につい て開発す る新た な方法は 、その他の分野 に

も広 く応用す ることがで きる としてその重要性 を指摘 してい る。

わが国に おいて も、政府 の情報処理教育の開発に対す る施策 はまだ緒に

ついた段階 であ り、今後 の一層の拡充 強化が要 請 され るべ きであろ う。
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3.専 門要員に対す る情報処理教育

5.1ニ ー ズ の 把 握 と 目標 の 設 定

(1)教 育 と業 務 分担

企 業 に おけ る教 育 は 原 則 と して 、 そ の教 育効 果が 業務 遂 行 の 能 力に反

'映 す る こ とを 目指 してお り
、 そ の 結 果 、 教育 を受け る社 員 の現 在 の担 当

業 務 や これ か らの担 当業 務 、 あ る い は キ ャ リア ・パ ス(CareerPass)

と密 接 に結 び つ い て い る。 この こ とは 今 回のア ン ケ ー ト調 査 で も多 くの

回答 者 が 「ローテ ー シ ョンの 必要 性 」 、 あるい は 「処 遇 、 モ ラル の 問題 」

と して訴 え てお り、 さ らに は 教 育 効 果 の 面 で も言及 さ れ て い る。

今 回 面接 を行 なった ユ ー ザでは 大 多数 が 、

新 人 → オ ペ レ ー タ → チ ー フ1オ ペ レ ー タ

Lプ 諺 マ →シーア.プ。グラマ

Ls↓,
(一 部 、部 外 との転 入 ・転 出を含 む)

とい うパ ター ン を採 用 して お り、 また 情報 処 理学 会 が行 な った 「企業 内

情報 処理 教育 の 動 向調 査(47年5月)」 でも同様 の傾 向 が見 られ る。

以 下 に お い ては 一応 上 記 パ タ ー ンに 対応 して 、段階 的 な教育 目標 を 整

理 した が 、 ア ンケー ト対 象 と なっ た よ り広 範 な ユー ザ では 、次 の 諸 点 を

考慮 して適 宜 修正 を加 えて 見 て 戴 きた い。

(D職 務 分担 が業 務 別(タ テ割 り)で 、業 務 毎 に オ ペ レー シ ョ ン、 プ ロ

グ ラ ミン グ 、シ ステ ム設 計 を 同 一人(ま たは グルー プ)が 担 当 して い

る場 合 。

(IDマ シン規模 か らい っ て給 与 計 算 な どの特 定業 務 に 専用 化 して い る場

合 、 あ るい は定 常 的大 量 処 理 業 務 に定 着 し 、高度 利 用 へ 発展 し ない場
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合。

(川 部外か ら直接SEや プログ ラマへ転属 した場合、あるいは新規導入

で全員が未経験 者の場合。

上 記 の ケ ー スでは 前 記 キ ャ リア ・パスの 先行 職 種 に お け る 「通 常 レ ベ

ル 」(後 述)の 部 分 を 中心 に補 完 し、当該 職 種 の教育 内容 を 習得 す る方

法 が適 当 で あ ろ う。

なお本 委 員 会 の検 討 会 に おい て 、 オ ペ レー シ ョン業 務 な どの 外部 委 託

(フ ァシ リテ ィー ・マ ネ ジ メ ン ト)や 開 発型 シス テ ム(後 述)に おげ る

SE機 能 を企 画部 や業 務 開発 部 な どの 名 称 で別 部 門 へ移 す 傾 向が 出て 来

てい る こと も指摘 され た。

企業 内 に おい て コン ピュー タ ・シ ス テ ムの果 す 役割 が 高 度化 し、多 様

'化 す る に 伴
っ て 、 専 門 要 員 に要 求 され る知 識 ・技 能 もます ます 広範 に

なって 来 てい る。 この こ とは ア ンケ ー トで示 され た現 行 の教 育 内 容 が 極

め て広範 な項 目を含 み 、か つ よ り一層 の教育 の必要 性 が 訴 え られ てい る

こ とか らも明 らか で あ る。

一 方 、同一人 物 が これ ら教育 内 容 を 全て 習得 す る ことは 不 可 能 に近 く、

か つ本 報告 の 冒頭 に 指摘 し た通 り、本来 、教 育 内 容 はそ の対 象者 の職 種 、

レベ ルに 対応 した もの で な け れ ば な らない。 上 記 事 情 にか ん がみ こ こで

は 、

(1)当 該 職 種へ 配 属 直後 の 者 が 、 ア シ ス タン トと して補 助 的業 務 を果 す

た め の教育 δ

(2)上 記 期 間 を 経 た者 が通常 の業 務 システ ムを処理 で きる よ う養成 す る

た め の教育 。

(3)一 部 の企 業 では 、計 画業 務 の機 械 化 や各 種業 務 シ ステ ムの総 合 化 な

どご従来 存 在 しなか った処 理 内容 、 あ るい は高 度 か っ専 門的 なSE技

術 を要 す る シ ステ ムが 出現 しっ つ あ る。 この種 の 「開発 型 シ ステ ム 」
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の た め のベ テ ラ ン層 対 象 の 教 育 。

の 三 つ の レベル に 分け て 考 え た。(D、(2)の レベ ルは 一人 前 の専 門要 員 へ

追 い つ くた めの い わ ば 「キ ャ ッチ ・ア ップ型 教育 」と いえ る 。

これ に 対 し(3)の レベルは 「開 発型 教育 」と もい え る もの で 、前 者 と比

してそ の 内容 も企業 に よ りま ち ま ちで あ る。 ただ 今 回の ア ン ケ ー トや 面

接に おい て も 「幅 広 い業 務 知 識 」とか 、 「新 しい もの の考 え方 」とい う

形 で その 必要 性 が数 多 く指摘 され てお り、わ が 国が 知識 集 約型 先進 国へ

脱 皮す るた め の前 提 条 件 と もい え よ う。

た だ この 分野 の ニ ー ズは 具 体 的 には 、 そ の企 業 の 業種 ・規 模 に よって

左 右 され る し、 さ らに使 用 す る コン ピュー タの 規模 に よ って も制 約 を 受

け る。 以下 に お いて は 今 日既 に一 部 先進 ユ ーザ で実現 しつ つ あ る業 務 シ

ス テ ム をで き るだ け 一 般化 した 形 で 取上 げ た 。各 ユー ザ に お いて は そ の

企 業 の特 性 に 応 じて必 要 部 分 を参 考 に して戴 けれ ば 幸 で あ る。

(1)オ ペ レー タ教 育 の ニー ズ と 目的

オ ペ レー タの執 務 は機 械 シ ステ ムを 円滑 か つ効率 的 に運 営 す る こと

に あ る。 そ して この能 力を 養 成す るに は 、対象 者 の 経 験 に応 じて下 記

の よ うなニ ー ズが ある。

(i)新 人 層 に 対 して は現 行 シス テ ムにつ い て 、そ の デ ー タの 流 れ や 処

理 内 容 を理 解 し、定常 的 オ ペ レー シ ョンを マス ター で きる よ う教 育

す る必要 が あ る。

(ii)定 常 的 オ ペV－ ション を習得 した 者 に対 して は 、 オペ レー シ ョン

・ミスや簡 単 な マ シン ・エ ラーに 際 し、オペ レー タ と して どの よ う

に対 処 す べ きか 、 あ るい は 必要 な回復 措 置が 取 れ る よ う教育 す る必

要 が あ る。 さ らに この よ うな ノ ウハ ウを標準 化 し、後継 者 に 伝 え ら

れ る よ う、体 系 的 な ラン ブ ック が作 成 で きる能 力 を つけ る教 育 が必

要 で あろ う。
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(iii)チ ー フ ・オペ レー タ的 立場 に あ る者 に 対 しては 、オ ペ レー タの モ

ラル向上 の た めの施 策 や 、機 密保 護 ・機 械 シス テ ムの効 率 的 運営 な

ど、全般 的 管 理 能 力を 習得 せ しめ る教育 が必 要 と な ろ う。

以 上の 教育 ニ ー ズに 対 応 して 、 オペ レー タ教育 の 目標 を整 理 す る と

次 の 通 りであ る。

O定 常 的 オペ レー シ ョン能 力 の習得 。

O異 常 時 の 対 応 能 力 の養 成 。

Oド キ ュメ ン テ ー シ ョン能 力(ラ ンブ ッ ク)の 習得 。

O機 械 室 の 管 理 能 力 の習 得 。

(2)プ ログ ラマ教育 の ニ ー ズ と 目標

(i)の レ ベ ル

}㈲ の レベル

㈹ の レベ ル

プ ログ ラマの職 務 は そ の ユー ザ が使 用す る コン ピュー タな らび に対

象業 務 に適 した プ ログ ラ ム言語 に よ り、SEが 設 計 した シ ステ ム仕 様

を満 足す る プ ログ ラムを作 成 す る ことに ある。 た だ ア ンケ ー トそ の他

か らみ る と、 その 教育 ニ ー ズは か な り多岐 に わ た って お り、かつ オペ

レー タ教育 と も一部 重 複 してい る。・

以下 に おい て は一応 オ ペ レー タ経 験 者 を対 象 に 、段階 的 な教育 ニ ー

ズ を記 した が 、 よ り具 体 的 に は本 人 の経験 や マ シン規模 に応 じて一部

を補 充 または 省略 して考 え て戴 きたい 。

(i)プ ログ ラ マに配 属 直後 の 者 に は 、 まず プ ログ ラ ム言語 に習 熟 し、

'先 輩 プ
ログ ラ マの作 成 した フ ローチ ャー トか らコー テ ィン グが で き

る よ う教育 す る必要 が あ る。 つ い で 、現 行業 務 の プ ログラ ム仕様書

を理解 し、そ の 修正 用 プ ロ グ ラムが書 け る レベ ル まで教 育 す べ きで

あ ろ う。

㈲ コ ー デ ィ ン グ作業 を マス ター した者 に 対 して は 、一人 立 ちの プ ロ

グ ラ マた るべ く教育 す る必要 が あ る。 この ため に は単 にSEの 作 成

した シス テ ム仕 様 書 に よ リプ ログ ラムがか け る とい うだけ では 不 充
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分 で あ る。 す なわ ち プ ロ グ ラ ム作成 の 所要 工数 の見 積 、あ るい は業

務 内容 ・処 理 時 間 ・コア容 量 ・ファ イル容量 な どに応 じて 、 どの言

語 を用 い るか。 プ ログ ラ ムの 分割(モ ジュー ル化)を ど うす るか な

どの判 断 能 力 を養 成 す る必要 が あろ う。

さ らに また、後 継 者 に対す る引 き継 ぎや・プ ログ ラム間の イン ター フ

ェ ー ス を明確 に す るた め 、そ の ノ ウハ ウを プ ログ ラム仕 様書 とい っ

た もの ヘ ドキ ュ メ ン ト化 す る 能力 も要 求 され る。

㈲ 定 常 的 な事 務 処 理 シス テ ムの場 合 に は上 記 の プ ログ ラマ で大 部 分

処 理 で きる。 しか しその企 業 が後 述 の ご と き 「開発 型 シス テ ム 」を

目指す 場 合 には 、 よ り高 い 教育 へ め ニー ズ が生 じる。

た だ こ うい った領域 は コン ピュー タ以 前の 基礎 知識 と も密 接 に 関

連 して い るの で 、本 人 の適 性 ・能 力に応 じて専 門分 野 別 に教育 す る

方 が よ り効果 的 で あろ う。

㈲ 計 画 業 務 の機 械 化 を実現 す る には 、 プ ログ ラマ側 に おい て も各

種 の ア プ リケ ー シ ョン ・プ ログ ラムを 理解 し、稼 動 で きる人材 が

必要 と な る。 あ るいは 既 存 の適 当 な プ ログ ラ ムが ない場 合 に は 、

SEの 作 成 した分 析用 モ デ ル を プ ロ グ ラ ム化 で きる よ うにす る教

育 も必要 と なろ う。 この ニ ー ズは ア ンケ ー トの 中 で も 「高度 利 用

技 術 」とか 「OR手 法 」そ の 他 と して 指摘 され てい る が 、今後 、

よ り一層 そ の ニー ズが 高 まる と思わ れ る。

㈲ 各 種 個別 業 務 の 有機 的 結 合(総 合 化)や 社外 業 務 と連 係 す る情

報 シ ステ ムを 目指す ユ ー ザの場 合 に は 、 プ ログ ラマ と して も現 状

の業 務 知 識 を越 え た よ り本質 的 な各業 務 間 の 間連 性 とか 、体 系 と

い っ た 知識 が 必 要 とな る。 この こ とは ア ンケ ー トで 「幅 広 い 業務

知識 」 とか 、 「会 計 ・情 報 ・組織 に 関す る知識 」 と して 必 要 性が

指摘 さ れ て お り、SEに 近 い 教育 領域 とい え よ う。

(c)こ の他 ア ンケ ー トの少 数意 見 と して 、OSの ス ペ シ ャ リス.Fを
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を 養 成 し 、L－ ザ ・サ イ ドか ら プ ロ グ ラ ム の 効 率 化 やRAS

(Reliability,Availability,Serviceability)の 向 上 を 図 る

こ とが ニ ー ズ と し て 指 摘 さ れ て い た が 、 こ れ は 特 殊 な ケ ー ス で あ

る の で こ こ で は 省 略 す る 。

以 上 の ニ ー ズ に 対 応 して 、 プ ロ グ ラ マ に 対 す る 教 育 目標 を 整 理 す る

と 、次 の 項 目が あ げ られ る。

蕪li三三ll磐⇒z㌘
O自 社 未機 械 化業 務 の 理解

o業 務 プ ロ グ ラムの 設 計 ・評 価 能 力 の養 成 。

Oド キ ュ メ ンテー シ ョン(プ ログ ラム仕 様 書)

の作 成 能 力 の習 得 。

(計 画 業 務 関 係)

oア プ リケー シ ョン・プログ ラムの 習得 と評価 能 力の習得

o分 析 ・計 画用 モ デ ルの プ ログ ラ ム開 発 能 力 の習得 。

(業 務 総 合 化 関 係)

O各 種業 務 の 体 系 的理 解 。

oデ ー タ ・ベ ース 関 係 プ ロ グ ラムの 習得 、 また は 作 成

能 力の養 成 。

(3)SE教 育 の ニ ー ズ と 目標

通常 レベル

開 発 レベ ル

情報 処理 シ ス テ ムに お け るSEの 重 要性 は い うまで もない が 、現 実

にはSEと い う名 の下 に 、 きわ め て 多様 な職 能 の者 が含 まれ て い る。

一般 に 主 と して現 行 業 務 の 省 力化 を 目標 とす る定 常的 な大 量処 理 の

システ ム設 計 を行 な うSEと 、計画 業 務 そ の他 の 開 発型 シス テ ムの設

計 を行 な うSEで は そ の教育 ニ ーズ も大 き く異 な る。 この こ とは ア ン

ケ ー トで も外 部教 育横 間 の評 価 に対 し一 見 全 く相反 す る回答 が寄 せ ら
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れた り、その教育ニーズが一般購 を初め極めて広 範囲 にわたって い

ることな どに も表われ てい る。

以下に おいては教育効果 を考慮 して一応 上記 二つの タイプのSEを

区別 して述べ るが 、現 実には プログラマ職制 を兼ねたSEや ・上記の

二つの タイプの未分化 のSEも 多いので、企業の実状に応 じて参考 に

して戴 きたい。

(Dプ ログラマそ の他か ら新 し くSEに なった専 門技術者 に対 しては 、

先 づ現 行機械化業務 の維 持 ・改善 を行 なえる能力が要請 され る。 こ

のためには既存 システムの システム仕 様書を理解 し、そ の部分的修

正や更新のた めの教育 ニーズがある。っいでベテ ランSEの 設定 し

た条件下 におい て、詳細設計 を行ない、 ドキュメン ト化す る能力養

成の教育 も必要 となろ う。

舶 上記の ようなシステム設計の作業 的側面に習熟 した者 に対 しては 、

主 と して省力化 を目的 とす る未機械化業務の プランニングを行 な う

能力が要求 され る。 このためにはまず、現行手 作業 業務の調査 ・分

析の能力 、そ の業務に最 も適 した処理 方式 を決定 で きる思考 ・判断

能 力を習得 せ しめる教育 が必要 となろ う。

さ らに今後 もっともニーズが大 き くなる領域 と しては 、入 力の容

易化 とそ の信頼性 の向上 、出力情報の有効活用 を促進で きる能力 の

養成 であ り、このた めには人 間工学 的思考や 、説得 力な どの教育 ニ

ー ズが ある。

Oii)省 力化のための定 常的業務 システ ムに止 ま らず 、 より一層高度 な

「開発型 システム 」を 目指す ユーザに あっては 、これ を実現 で きる

「開発型SE」 のための教育 ニーズが生 じる。 ただ この領域 は企業

の業 種 ・規模 に左右 される部 分が大 き く、その会社 の経営方針 に依

存す るので 、自社 の要請に応 じて必要領域 を選択 して実施す る こと

となろ う。
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な お以下 の シス テ ムは 面接 した ユー ザ で 多 く見 られ た 開発 型 ア プ

リケー シ ョン例 を もとに 、これ を パ ター ン化 した形 で教育 ニ ー ズ と

対応 させ た。

㈲ 各 個 別 業 務 の 相互 関連化(総 合 化)

主 と して大企 業 では 、人 事 ・経 理 ・資 材 な どの業 務 が順 次 個別

的 に 機 械 化 され て来 てお り、主 要業 務 の機 械 化 が 一 巡 した段 階 に

おい てそ れ ら業 務相 互 間 の情 報 関連 化 、総 合 化 が 必要 となる こ と

が 多 い 。 この た め にはSEと して も現 状 か ら離れ て 全社 的 な立 場 か

か ら見 た業 務 体 系 とそ の 再編成 、あ るい は これ に 即 した組 織 の あ

り方 とい った見 識 と体 制 作 りの 能 力 を身 に つ け る教 育 が 必要 と な

る。

㈲ 計 画 業 務 の 機械 化

そ の企業 が 大 量 事 務の 処 理 シ ステ ムか ら得 られ る 社内 デ ー タや 、

社 外 デ ー タを用 い 需要 予 測 ・投 資 計画 ・資 金配 分 な どの計画 業 務

を機 械 化 せ ん とす る場 合 に は 、従来 と異 な った タ イ プのSEを 必

要 とす る こ とが 多い 。

この た め に は単 な るOR手 法 自体 の 理 解 に止 ま らず 、そ の 具 体

的業 務 へ の適 用能 力 、 あるい は 思考 過 程 や意 志決 定 の プ ロセ スに

特 有 な緊密 な マ ン ・マ シ ン ・イン タ ラク シ ョ ンの実 現 技 術 に つ い

て の教 育 が必要 と され る。'

(c)業 務 拡 大 に っ なが る情報 シス テ ム

最 近 あ らゆ る業 界 で 、在来 か らの 商 品 に情 報 的 要 素 を付 加 す る

こ とに よ り、商 品 自体 の魅 力 や 使 用価 値 を高 め る とい った 商 品計

画 ない し営業 政 策 を と る企業 が現 われ 始 め てい る。 従来 の 省力 型

機 械 化 を コス ト・セー ビン グ型 とす れ ば 、 この 脱 商 品型 の 機械 化

は 商 品 や サー ビスの情 報 化 を通 して の マ ネー ・メ イ キ ング指 向 と

い え よ う。
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こ .うい っ た新 商 品 ・新業 務 の 開発 に 参加 す るSEに あ っては 、

自社 の 商 品 ・サ ー ビス の将来 像 とか 、市場 構造 の 変化 とい った も

の を洞 察 し、法 的 ・制 度 的 な規 制 と整 合 させ られ る よ うな能 力 開

発 の教 育 が 必要 と なろ う。

(d)多 様 な情報 形態 を含 む シス テ ム

今後 適 用業 務 の 多様 化 に つれ て ご従来 の デ ィ ジ タル情報 のみ で

な く、画 像 ・音声 ・計 測 ・制御 な どの 多様 な情 報 形態 を含 ん だ シ

ス テ ムを 採用 す る企 業 が ふ え つつ あ る。

あ るい は銀 行業 の 現 金 支払機(CashDispenser)、 流 通業 のP

OSや 無 人 倉庫 、 運輸 業 での物 流 シ ス テ ム な ど、事 務 処理 と現 物

処 理 とが 混 在 ・統 合 した シス テ ム も出現 しつ つ あ る。

こ うい っ た シス テ ムの建 設 に 対処 し うるSEを 養成 す るに は 、

家 電 品 や事 務 機 器 そ の他 の広 義に お け る情 報 機 器 に対 す る教育 と 、

これ らと コン ピュ ー タ ・シス テ ムとの 関連 性 や 機 能 分担 を教育 す

る 必要 が あ ろ う。

(e)そ の他

このほ か 、 業種 に よっ ては 医療 ・教 育 ・公 害 とい っ た 社会 的 シ

ステ ムあ るいは 全 国 的 ネ ッ トワー ク を前提 とす るNISな どへ の 加

入 とい った シ ス テ ムに特 有 な シス テ ム設計 の た め の 教育 ニ ー ズ も

あ り うる。 た だ これ らの シ ステ ムは平 均 的 な ユ ーザ レベル で見 る

限 り未 だ あ ま り顕 在 化 して い ない の で 、ここ で は割 愛す る こ とと

した。

以 上 の ニ ー ズに基 づ い てSE教 育 の ニー ズ を整理 す る と次の 通 りで

あ る。

O現 行 機械 化業 務 の シス テ ム仕 様 書 の理 解 。

o上 記 の修 正 ・更 新能 力 の養 成 。
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O概 略 設 計 を与 え られ て詳細 設計 ヘ ブ レー ク ・タ=ウンす る能 力 の養

成。

O上 記範 囲 の ドキ ュメ ン テ ー シ ョン能 力 。

O未 機械 化 業 務 の 調 査 ・分析能 力 の養 成 。

O同 上 全体 的 な シ ス テ ム設計 能 力 の養 成 。

O人 間的要素を含 む システ ム評価能 力の養成。

(a)業 務総 合 化

O各 業 務 の関 連 付 け と全 体 的 体 系 化能 力 の養 成 。

o組 織 論 の理 解 と 自社 へ の適 用能 力 の養 成 。

(b)計 画業 務

O経 営 管 理 技法 の適 用 能 力 。

Oマ ン ・マ シ ン ・イン タ ラク シ ョンの最 適 化 を図 る シス テ ム設計 能

力 。

(c)業 務 拡 大

o自 社商 品 ・業 務 の将来 像 作 成 とそ の シス テ ム化 能 力 の養 成 。

O関 係 規 制 条 件 の把 握 と 自社 計画 との 調 整能 力 の養 成 。

㈲ 多様 な情報 形態

O多 様 な情 報 機 器 の体 系 的理 解 と、それ らの業 務 ニ ー ズへの 対 応 化

能 力 の養 成。

o事 務 過 程 と現 物 過 程 の総 合 化 能力 の養 成 。
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5.2教 育 計 画

専 門技 術 者 に 対す る教 育計画 は 、そ の 対象 者 の現 行業 務や 今後 担 当す べ

き業 務 に 対応 して 、そ の ニー ズを 満 たす もの で なけ れ ば な らない。 そ して

専 門 技 術者 教育 に おけ る この 「業 務 直結 指 向 」の要 請は 、そ の標準 的 カ リ

キ ュ ラ ム編 成 を著 し く困 難 に してい る。 す なわ ち① 使 用 す る コン ピュー タ

に よる教 養 科 目の範 囲 と深 さの 相 違 、② 対 象 業 務 や処 理 形態 に よる相違 、

③ 要 員 の キ ャ リア ・パス に 関す るそ の企 業 の 方針 、 な どに応 じて具 体 的 カ

リキ ュ ラムは 大 き く相 違す る。

今回 の調 査 に おい て専 門技 術 者 教育 の た めの カ リキ ュ ラ ムを寄 せ られ た

実例 にそ っ て 、そ の 現 状 を見 る と 、次の 通 りで あ る。

A社 の 例

主 と して シー ト ・リザ ー べ ー シ ョン業 務 を中心 と した 、 大 規模 オ ン ラ

イ ン ・シス テ ムの ユ ーザ で あ るが 、 こ こでは 専 門 技術 者 を 次 の ご と く分

け て い る。

姦ログラづ

ぼ ム分析
システ ム

アナ リス ト

信 書ウーア)

(OR教 育)

ハー ドウエア

スペシャ リス ト

ORワ ー カー
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そ して各要員に対す る教育 内容は 図3-1の ような内容 を含 んでい る。

この カ リキュ ラ ムでは 一応 オ ペ レー タ、 プ ログ ラマ 、SEと い った コ

ー スに分 け て あ る が 、各 職 種 の専 門 コー スを重 ん じてい る こ と 、 またO

Rワ ー カや ハー ドウェ ア ・スペ シ ャ リス トは上 記 コー ス と別 ル ー トに な

って い る点 が特 徴 で あ る。

B社 の例

こ こでは他 企 業 の た め の デ ー タ通信 シス テ ムを建 設 す る とい う意味 で 、

一 般 ユー ザ とは か な り異 な る が 、そ の 電算 機 訓 練 の 体系 は 次 頁 に示す 図

3-2の よ うに な っ て い る。

そ して入 門 課 程 は 全職 種 共 通 で コン ピュー タの 基 本 的知 識 で あ るが 、

基 礎 ・応 用 課 程 は プ ログ ラマ とSEと では 別 の 内 容 で あ り、上 級 課程 は

SEの み を対 象 と してい る。 各 教 課 の 内容 は きわ め て 高 度 な内容 を含ん

でお り、必 らず し も一般 ユー ザ の参 考 に な り得 ない の で 、 こ こでは 基礎

・応 用 の部 分 の み を紹 介 す る。 なお この コー スの特 徴 は 視聴 覚 教 材 の 大

幅 な活 用 であ リテ ィ ー チ ング マ シ ン、VTRそ の他 自学 自習 用 の教材 が

豊 富 に 用意 され て い る。
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電算機関係
要員管理者
等

電算機部門

以外の

管理者等

)

実
務
墓

碑(

システ ム設計担当者

プログ ラマ

保守担 当者
その他

設計1指導者
プロ宿 歳

図3-2現 在 の 電 算機 訓 練 の 訓 練体 系(B社 の例)



基礎 科 シ ステ ム班

デ ー タ通 信 シス テ ム概 論

ア セ ン ブ ラ ・講 義 と琴 習

OS概 要

シ ス テ ム設 計 技法 、 同演 習

フ ォー トラ ン概 要

同上 プ ログ ラ ム班

デ ー タ通信 シス テ ム概 論

ア セ ン ブ ラ

フ ォー トラン

コボ ル

コン パ イ ラ言 語 実 習

OS概 要

プ ログ ラ ミン グ設計 演 習

プ ログ ラ ミング実習

応 用 科 シ ス テ ム設計 班

シ ス テ ム概 論

オ ン ライ ン ・ リア ル タイ ム ・シ ステ ムの 設 計

ハ ー ドウェ アの 設 計

シス テ ム設計 演 習 実習

デ ー タ通信 の将来 動 向

(そ の他)

同上 プ ログ ラ ム専 門班

OS概 論

プ ログ ラ ム言 語 概 論(PL/LGPSSな どを 指す)

処 理 プ ログ ラム概 論

プ ログ ラ ミン グ技法
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オ ン ラ イ ン ・プ ログ ラ ミ ン グ設 計 演 習

同上実習

デ ータ通信 の将来 動向

C社 の実例

〈1の レベル〉

要 員 全 員 (基 礎 コ ー ス

〈 皿の レベ ル〉

、

_コ ン ピュー タ

運転管 理者

一(

シ ステ ム

デ ザ イナ
一(

ノ

一
コ ン ピ ュ ー タ

技 術 者
_(

(実 務 コー ス1)

(実 務 コー ス2)

実 務 コー ス3)

〈 皿 の レベ ル〉

(専 門 コー ス)

と な っ て お り 、用 語 は異 な るが オ ペ レー タ ・SE、 プ ログ ラマの職

種別 コー スを 設 け て お り、 また 専 門 コー スはそ の 内 容 か ら見 て上 級S

Eを 主た る対 象と してい る と推 量 さ れ る。 各 コー スの 内 容 を見 る と以

下 の 通 りで あ る。

1基 礎 コー ス(入 門編)

当 社 に おけ る コン ピュー タの活 用

電 子 計 算 機入 門

COBOL入 門 及 び実 習

事 務 計 算 の し くみ(入 門)

技 術計 算 の概 要

フ ロー チ ャー トの見 方 ・作 り方

FORTRAN(入 門及 び実 習)

シス テ ム/360入 門
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OSの 機 能

同 使 い 方

同 オ ペ レー シ ョン

オ ペ レー シ ョン(実 習)

シス テ ム設 計(入 門)

デ ー タ通 信(入 門)

統 計(入 門)

皿 実 務 コー ス

この コ ース は 前述 の ご と く対 象 者 別 に三 つ の コ ース に 分か れ て い

るが 、項 目上 か ら見 る と重 複 す る教 課 も多いの で 、 表3-1に 一 覧

表 形 式 で 示 す 。

表 中○ 印 の所 が 各 対象者 へ の 該 当項 目を表 わす 。 また 項 目名 は 同

一 で も対 象者 別 に 多少 の 精 粗 を もたせ てい る部 分 もあ る と見 られ る

の で 、そ の 点 を含 ん で参 考 に され たい 。

皿 専 門 コ ー ス

こ の コー スは か な り広範 囲 で 高度 な内 容 を含 ん でい るの で 、 か な

りの ベ テ ラン層 とい え ど も、同 一人 が 全 コ ー スを修得 す る こ とは 疑

問 が あ り、む しろ各 人 の必 要 に応 じて モ ジュー ル的 に選択 して履 習

す る のに適 してい る。

経 営 組織 ・マ ネ ジ メ ン ト

利 益 管理 シ ステ ム(管 理 会 計 ・予 算 統 制 を含 む)

財 務 管 理 シ ス テ ム

マ ー ケ ッテ ィ ン グ ・シ ステ ム

人 事 管理 シス テ ム

生 産管 理 シス テ ム(プ ロセ ス解 析 を 含 む)

プ ロ セ ス ・コン トロー ル及 びN・C

購買 管理 シ ス テ ム
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表3-1C社 皿 実 務 コ ー ス の 一 覧

コー ス 対 象 者 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム コ ン ピ ュ ー タ

名 称'種 運 転 管 理 者 デ ザ イ ナ 技 術 者

事務計算 の し くみ ○ X ×

ア セ ン ブ ラ(入 門) ○ ○ ○

同 上(実 習) ○ ○ ○

OSコ ー デ ィ ン グ ○ ○ ○

事務改善 ○ ○ ×

シ ステ ムの 生成 ○ × ○

計算機管理 帳票設計
コー ド設 計

対 象者 別 個 別 コー ス TYPE皿 プ ロ グ ラ ム TYPEI[プ ロ グ ラ ム

同上実習 BTAM/QTAM

R/Tシ ス テ ム設計 R/Tプ ログラム実習

シ ス テ ム設計(中 級) PL/1

数値計算法(中 級) 同上 ア ドバ ン ス

事務 計算 の しくみ(中 級) RPG

科学的 管理技法(初 級) コン ピュー タ導 入設 置

信頼性工学



情 報 の 蓄積 と検 索

科 学 的 管 理技法(上 級)

数値 計 算法(上 級)

人 間工 学 ・行 動 科 学

記 号論 理 学

1・E

英 語(EDPS資 料 の理 解 及 び会 話 能 力 を 目指す)

計 量 経 済学

コン ピュー タの導 入 設 置(上 級)

発 想法

コ ン ピュ ー タ ・ハ ー ドウェア(上 級)

そ の他 必要 科 目

以 上 の三 つ の例 は いず れ もオペ レー タ、 プログ ラマ 、SEと いった職種別 コ

ー スを設 け て い るが 、 キャ リア ・パ スの 面 では 順 次 に移 って行 く方式 と プ

ロ グ ラ マとSEを 中途 か ら分 岐 して 進 ま せ る 方式 が 見 られ る。

これ に対 し職 種別 よ りもむ しろ技 能 レベル ない し経 験年 数 別 に コー ス設

定 を行 ない 、専 門 コー ス ・レベ ルで 担 当業 務別 に分 げ る方式 も見 られ る。

この 例 と しては圃 日本情 報 処理 開 発 セ ン ターで 作 成 され た教 育体 系 が あ

る。 この 例 で は情 報処 理 技 術 者 を初 級 ・中 級 ・上 級 の3段 階 に 分け 、 下 記

の ご と きキ ャ リア ・パス を経 る こ と と して い るが 、 より具 体 的 には企 業 内

に お け る担 当職 種 に 応 じてOJTな どに よる補 完 が 必 要 とな ろ う。 なお 、

各 レベ ル に おけ る担 当職 務 は 次 の ご と く規 定 され て い る。

上 級 技 術者 シ ステ ム分 析 ・調 査 ・計画 ・開発 ・手 法 の評 価 ・選択 ・

新 機 種導 入 シス テ ムの改善 な ど。

中級 技 術者 上 級技 術 者 の 指導 の 下 で 、上 記業 務 の部 分 的 分 担;サ ブ

シス テ ムの 開発 、 シ ス テ ムの 運 営(メ イ ンテ ナ ンス)、 初
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、

級 技術者 の技術指導 、プ ログ ラムの作成 と工程管理な ど。

初 級技術者 中級技術者の 指導 の下 で 、補助 者 として上記業務の部分

的分担;プ ログラムの作成(適 当な技術指導 の下 で、独力

で作成)な ど。

L級 情器_育1」 ㍗
中級技術者

1中級情㌶ 鑓 鑑 育1↑
初級技術者

r_讃 欝 蕊 教育1↑
高校普通科
2年 の学 力

|この方式 で特に注 目す べ きは上級技 術者 を、①計画 お よび管理 ② 調査

お よび予測 、③ 計算制御 、④ 技術計算 と設計 、⑤ コン ピュータ総合 、とい
ぶ

った専 門分野別に分けてい る点 であ り、将来 における高い レベ ルの教育の

多様化 を示 してい る。

な お こ うい った非 職 種 別 の教育 体 系 の 実 例 は 比較 的 少 ない が ・ こ こでは

そ の 一 つ と してD社 の 例 を あげ て お く。(図3-3)

さて 専 門技 術 者 教育 の カ リキ ュ ラムは 以 上 に見 た通 り基本 的 には そ の キ

ャ リア パ スに応 じて分 れ るが 、今回 の 調査 では 職 種別 の ア ン ケ ー ト形 式 を

と って い るの で 、そ の方 式 に した が って 整 理す る。

(1)オ ペ レー タ教 育 の プ ログ ラ ム

① ア シス タ ン ト ・レベル

入 門

EDPSの 概要

自社 適 用業 務 の 概 要

ハ ー ドウェ ア(自 社 導 入機 種 中心)
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中央 処 理 装 置 そ の他

ソ フ トウェ ア(自 社 使 用分 のみ)

各 種 言 語

そ の 他

ラン ブ ックの 見 方

現 行 の デ ー タ ・フ ロー

入 出力 媒体

定 常 的 オ ペ レー シ ョン実 習

② 通常 レ ベル

ソ フ トウ ェア

OSの 概 要 と使 い方

サ ー ビス ・プ ログ ラ ムの概 要 と使 い方

そ の他

ドキュ メ ン テ ー シ ョン 技術(ラ ン ブ ック作成 法)

デ ー タ ・エ ラーの 種類 と対応 措 置

シ ステ ム ・エ ラーの 種類 と対応 措 置

上記 オペ レー シ ョン実 習

③ チ ー フ ・レベ ル

現 行 定常 的 ア プ リケー シ ョンの 詳細

機 械 室 の ス ケ ジ ュー リン グ

要 員 管 理 ・機 械室 管 理 ・資材管 理 な ど

シ ス テ ム ・フ ァイ ルの種 類 と配 置

デ ー タ ・フ ァイ ルの 種類 と配 置

この他 オ ン ラ イ ンを導 入 してい る場 合に は 上 記 レベル で の オ ン ラ イン

用 ハ ー ド・ソ フ トと端末 オ ペ レー シ ョン関係 が含 まれ る。

一138一



(2)プ ロ グ ラマ教 育 の プ ログ ラ ム

① ア シ ス タ ン ト ・レベ ル

各種 言 語 の 詳 細 と ラン ゲー ジ ・プ ロセ ッサ

同上 実 習

プ ログ ラ ム仕 様 書 の見 方

現 行業 務 プ ロ グ ラ ムの詳 細

現 有 フ ァイル の種類 と構 造

② 通常 レベル

ドキ ュメ ンテ_シ ョン技 術(プ ログ ラム仕様 書 の 作成)

現 行 オ ペ レー テ ィン グ ・シ ス テ ム

業 務 プ ログ ラ ムの 作業 見 積 と工程 管理

同上 モ ジ ュー ル化 と イン ター フェー ス条 件 の設 定 技法 。

同上 評価 能 力

シ ステ ム設 計 入 門

③ 開発 レベル

④ 計 画業 務 関係

OR基 礎(確 率 ・統 計 そ の他 応 用数学)

OR技 法(LP・ シ ミュ レー シ ョンそ の他)

IE手 法

各 種 ア プ リケ ー シ ョン ・プ ログ ラム

同上 実習

◎ 業 務総 合化 関係

業 務 間 の情 報 関 連 性

デ ー タ ・ベ ー ス用 ソフ トウェ ア

畠同上 実 習

シ ス テ ム ・プ ロ グ ラムの構 造

IR理 論入 門
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なお オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム導 入企 業 では 上 記 プ ログ ラムの 中に 、通信

制 御 関 係 の プ ログ ラ ムや 、伝 送手 順 な どを 含 め る必要 が ある。 また プ ロ

セ ス コン トロール や 、設計 計 算 の プ ログ ラ ムを も しEDP部 門 で行 な う

場 合 に は 、別 項 の 技 術 系 社員 の 所 を参 照 して戴 きたい 。

(3)SE教 育 の プ ログ ラム

① ア シ ス タ ン ト・レベル

シス テ ム設 計 技法 の詳 細

(帳 票 設 計 、 コー ド設計 、 フ ァイル設 計 、 チ ェ ック ・シ ステ ムな ど)

同 上 演 習

現 行業 務 シス テ ムの 詳細

業 務移 行 作 業 計 画 とそ の実 施法

ドキュ メ ンテ ー シ ョン技 術(シ ステ ム仕 様 書 の見 方 ・作 り方)

② 通常 レ ベル

シ ステ ムの 調査 ・分 析法 詳 細

(説 得技 術 ・面接 技 術 を含 む。)

シ ステ ム評 価 法(メ リッ ト計算 を含む)

多様 な周 辺端 末 知 識(未 導 入 機 種 を含 む)

発想 法(KJ法 、 ワー ク ・デ ザ インな ど)

人 間工 学 ・行動 科学

現 行業 務 シス テ ムの問題 点 と 今後 の 方 向

③ 開発 レベル

開発 レベル のSE教 育 プ ロ グラ ムは 、そ の 対 象業 務 や企業 特 性 に よ

って大 き く異 な るの で 、そ の 標 準 的 内容 設定 は特 に 困 難 であ る。 一応

こ こで は今 回 の 面 接 調査 事 例 を 中心 に 、 シ ステ ムの領域 別 の例 示 と し

て掲 げ る 。

④ 業 務総 合化

自社 の各 職 制 とそ の 機能 の詳 細
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図3-3 事務管理部門職能訓練体系表

(D社 の例)

研修 区分 講 座 研 修 課 講

定 型 研 修 題 師

コ ー ス 名 電 子 計算 機概 論 マ ネ ジメ ン ト ・シ ス テ ム
シス テム ・プランニング&
アナ リシス ・テクニ ック

特
別

研 担

研 修名 受 講 期
対象者 間 オペレーション

ハ ードウェア

&
ソフ トウェア

生産 システム 販売 システム 経理 システム
シス テム ・

プランニング
ア ナ リシス
テク ニ ック

研

修 修 当

1.5カ 月

導 入 配属 時 点 連続 集 合 機械室の仕事 コンビ プ ログ 当 社に おけ る機械 化の現 状 シ ス テ ム 入 門

研 修 ユ一夕
の裏漉 ラミング

基 礎

大卒
2～3年

高卒 ・
4～6年

1講 座

2日 コース

3～4カ 月

ソフ トウェア

の 基 礎

材 料 の

シ ス テ ム

製 品 の

シ ス テ ム

経理 システム

の 基 礎

インプッ

ト・シス

テム

シスラム

設計 の
基礎

統 計 の

基 礎

.

プ ログ ラム

技 術

・

毎 に1講 座

大卒4年 ～ ずつ受講 プアイル構造 生産 管理 販売 管理 経 理側 面 シ ス テ ム シ ミ ュ レ

中 堅
高卒7年 ～ 機械室管理

と処理技術 シ ス テ ム シ ス テ ム
か ら の
情 報処 理 分 析技 法 一 シ"ン

OR

S5 経理規程と 選 択 式 ・
中 堅 上 級

2年 目以上 1年 間 (年 度 別 に 設 定)
経理 制 度 指定テ ーマ

ア ド バ ン ス ド

主 任 職
F2

2年 目以 上
コ ン ピ ュ ー タ ・ 経 営 と 情 報 シ ス テ ム シス テムズ ・アプ ローチ 自主 テーマ

基 礎

中堅研 修
テ ク ニ ッ ク

講 師担 当

選 択 式 ・
F2

主 任 職上 級
C-4

1年 間 (年 度 別 に 設 定)
指定テーマ

■



●
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同上 職 制 間 の情 報流 通 の 体系(会 議 ・電 話 な ど非 文章 情報 を含 む)

経 営 組 織 論

企 業経 営 と情 報 シ ステ ム(MIS)

IR理 論

各 種 デー タ ・ベ ー ス用 ソフ トウェ アの機能 比 較

◎ 計画 業 務(予 測 業 務 の例)

各 種 ア プ リケー シ ョン ・ソフ トの 機能 比較

各種OR.IE手 法 の ケー ス ・ス タデ ィ

マ ン ・マ シン ・イン タ ー ラク シ ョンと思考 過 程

(以 下 の項 目は業 務 に よ り異 な る。)

市場 調査

市場 構造 の 推 定

市 場 分 析

産 業 連 関 分 析

計 量 経 済 分 析

生 産 と費用 分 析

投 資 決 定 の 財 務 政策

広 告 と マー ケ ッテ ィ ン グ

◎ 業 務 拡大

産業 構 造 論

市場 構造 論

情報 化 社 会論(商 品の情報 化)

シ ス テ ム産 業 論

自社 の長 期 計 画 の詳 細

各 種 産業 規 制 法

マ ー チ ャン ダ イ ジ ングの手 法

消 費経 済 学
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⇔ 多様 な情 報 シス テ ム

音 声 応 答 装 置 とそ の 使 用例

画 像 応答 装 置 とそ の 使 用例

画 像 伝送 と各 種 の画 像 フ ァ イル(VTR、 ラン ダ ム検 索の マ イク

ロ ・フ ィ ッシ ュ ・ピュア ー な ど)

関係 計 算 機 の機 能 と使 用例

関 係 制御 装 置 の機 能 と使 用例

フ ィー ド・パ ック理 論

リモ ー トバ ッチ等 の 各 方式 に応 じて 信 頼性 、待 合せ 理 論 、 ネ ッ トワー

ク設計 な ど追 加 す る必 要 が あ る。

5.5教 育 の 実 施

＼ 専 門 技術 者 に 対 す る教育 内 容 は 上記 の ご と く きわ め て広範 な 内容 を含み
、

長 時 間 に わ た るの が 普通 で ある。 しか も対 象者 の 職 種 、経 験 に よっ て もそ

の 内 容 が異 なるの で 、統一 的 な実 施方 法 を規 定 す る こ とは で き ない 。

今 回 の ア ン ケー トか ら見 る と現 在 採用 され てい る教 育 方法は 、大 別 して 、

④講 師 に よる 指導 一約45%、 ◎ 自習 一 約21%、 ◎OJ.T-34%と な

ってい る。 この実 状 に もと つい て以下 に お い ては 主 と して 教育 対 象者 の 職

種 、経 験 に対 応 さ せ て主 に どの よ うな教育 方 法 が適 して い るか をの べ る。

さ らに 各 種 の 教育 方 法 に おい て 、講師 を どの よ うにし て確保 す るか(社 内

講 師'社 外 講 師 の 別)、 場 所 は 社 内か 社 外 か 、 テ キ ス トは どの よ うな もの

が良い か とい った 点 に つい て も、で きる だけ 論 及 した。 た だ教育 ス ケ ジ ュ

ールや時 間数 は 使 用 す る コン ピ ュー タ規 模 に よって大 幅 に異 なるの で画 一

的 に 規定 す る ことは 避 け た 。 ユー ザ各 社 の実 状 に 応 じて 、適 宜参 考 に して

戴 きた い。

(1)オ ペ レ ー タに 対す る教育 方 法

オ ペ レー タの職 務 は そ の性 格 上 、直接 作業 が大 きい ウェ イ トを 占め る
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の で 、 ア ン ケー トの 回答 か ら も明 らか な通 り、実 習 教育 が 中心 に な る。

た だ 新人 に対 す るEDPS概 要 や 自社 導 入 機種 を 中心 とす る ハ ー ドウ

ェア 、 ソ フ トウェ アの 知識 に つ い ては 、 社 内講 師に よる講 義 、 あ るい は

メ ー カ に よるそ れ が必 要 となろ う。 この 場 合 簡 単 な バ ッチ ・シス テ ムな

らば メ ー カの テ キス トで充 分間 に合 い 、 かつ 経 済的 で あ る。 しか しシス

テ ムが 大 規 模 オ ン ラ インそ の 他 で複 雑 な 機器 構 成 な らば 、 自社 の構 成 に

そ った 独 自の テ キ ス トが望 ま しい。 ま た 自社 適用 業 務や ラン ・ブ ック・デ

ー タ ・フ ローな どは 各社 の独 自性が 強 い の で 、内 部講 師に よる講 義 と、

OJTと の併 用 が 適 当 で あろ う。

通 常 レベル の オ ペ レー タ対 象の 教育 では 実 務に 即 した キ メの細 か い 内

容 が 中心 に なるの で 、 ど うして もOJT中 心 に なる。 た た エ ラー時 の 対

応 措 置 にっ い て は 、機 器構 成 や処 理 方 式 と密 接 にか らん でい るの で 、 ベ

テ ランSEや プ ロ グ ラマに よる 講i義 も必要 となろ う。

テ キ ス トと して は現在 使 用 中 の ラン ブ ック な ど 「資料 現 物 」を用い る

の が普通 で あ るが 、場 合 に よっては 類似 シ ステ ムを もつ他 社 の もの を参

考 と して 、グ ルー プ ・デ ィス カ ッシ ョンの テ ー マとす る方法 も有 効 で あ

ろ う。 な お 、 メー カ提供 のOSや サ ー ビス ・プ ログ ラ ムに つい て は メー

カの テ キ ス トを使 用 し、 社内 または 社 外(メ ー カ)で 講義 を受 け る方法

が普 通 で あ る。

チ ー フ ・レベ ルの オ ペ レー タでは 現 状把 握 と管 理 とが 中心 とな るの で 、

OJTに 頼 る部 分 が 多い が 、管 理 の一 般 的 手法 や ケ ー ス ・ス タデ ィな ど

に つい ては 、外 部 教育 機 関の 講 義 に 出るの も有 効 で あ る。

(2)プ ロ グ ラマに対 す る教育 方 法

プ ログ ラマに 対 す る教 育 は 現 状 では 各 種 プ ログ ラ ム言 語 な どの メー カ

提 供 ソ フ ト ウ ェ ア の 講 習会 と実 習 とが基 本 的部 分 を 占 めて い る。 この

こ と は ア ン ケー トで 回 答 を 寄 せ た358社 中、 メー カに よる教育 へ

出席 が 第1位 の344社 をか ぞ え 、か っ現 在 の メー カに よる要員 向け 教
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育 が 主 と してそ の 製 品中 心 で あ る こ とか らも推 察 され る。

しか もこの 種 の メー カ製 品紹 介 と しての ソフ トウェア教 育 に つ い ては

テ キ ス ト・講 師 ・.教 育 方 法 な どの 面 でか な り整備 され てい るの で 、以 下

に お い ては それ 以外 の 部 分 を 中心 と して 述 べ る。

Oア シス タ ン ト ・レベ ル

言 語 教育 以 外 の ものの うち、現行 の業 務 プ ログ ラ ムやそ の仕 様 書 、現

有 フ ァ イルの 構造 ・種類 とい った領域 は 、現 状把 握 を 目的 と し、か つ

各 社 の独 自性 も強い 。 これ らは 始 め か らOJTに 委 ね る よ り、で きる

だけ 整 理 した 形 で 社 内講 師に よる講義 が 望 ま しい。ただそ の 内容は通常

変化 が激 しい の で固定 的 なテ キス トを作 る よ りも 、社内 資料 の現 物 を

使 う方 が実 際 的 であ ろ う。 最 後 に フ ローチ ャー トの書 き方や 実 際 の業 務

プ ログ ラムの作 成 は 実 地 経験 が もの を い うの で、OJTを 中心 とす る

の が適 当 で あ ろ う。

o通 常 レベル

OSや シス テ ム設 計 の 理 論 的 な 部 分 は メ ー カ の テ キ ス トもあ り、

外部 講 師に よる 講義 を利 用 す るの が通 常 で あ る。 しか し大 規模 オ ン ラ

イ ンな ど複 雑 な機器 構成 の 場 合 は 社 内講 師 に よる 自社 独 自の 内容 の講

義 も必要 で あ ろ う。

プ ログ ラ ミン グに 関す る技 術 に つ い ては 、通 常の 業 務 処 理 プ ログ ラ

ムの場 合 、 余 りに も名 人 芸 的 レベ ル に走 るのは む しろ マ イ ナス 面 もあ

るの で 、そ の企 業の 実 状 に合 わせ たOJT方 式が 一 般 的 で あ る 。 ただ

し特 殊 な場 合に は 作 業見 積 ・管 理 の た めのPERTや 、 評 価 の た めの

シ ミュ レー シ ョン な ど を講 義 と実 習 を併 用す る必 要が あ ろ う。

O開 発 レベル

⑦ 計画業 務関係の プログ ラマは既に学校 で理数系の教課を習得 した

者が望 ま しいが 、そ うでない場合は基礎 的部分 を自習や通信教育 な
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どで補 う必要 が あ ろ う。 この場 合 対 象者 の前 提 知 識 の レベ ルに か な

りの差 が あ る の が普 通 で あ るの で 、 テキ ス トや コー スの 選 定 には 経

験 者 の ア ドバ イ スが 必要 であ る。.各種OR技 法 やIE手 法 な どは 主

と して外 部 教 育 機 関 の講義 に よるの が 通 常 であ る が 、単 なる理 論 や

プ ログ ラ ムの 受 講 だけ では 実務 に活 用 し難い 。 今後 は ユ ーザ 内 での

具 体 的 プ ロゼ ク トに 即 して外部 経 験 者 の 指導 に よる ケー ス ・スタデ ィ

やOJTを 採 用 して ゆ くべ き で あ ろ う。1

◎ 業 務 総 合化 関係 の プ ログ ラマの 教育 で メー カ提供 の ソフ ト以 外 の

ものの うち 「情報 の 蓄積 と検 索 」に つ い ては か な り理論 化 が進 ん で

い る の で 、外部 教 育 機 関 の 利用 や 外部権 威 者 の 指導 に よる研 究 会 な

どが 有効 で あ る。

業 務 間 の情報 関 連性 に つ い ては 、そ の 情報 処 理 が通 常 未 だ 機械 化

さ れ てい ない た め 、EDP部 門 では把 み 難い 部 分 もあ るた め 、ED

P部 門 以外 の 業 務 担 当者 を呼 ん で 講義 を受け た り、 デ ィス カ ッシ ョ

ン を開 く方法 が 適 当 であ ろ う。 この場 合体系 的 な テ キ ス トは 通 常 見

出 し難 く、む しろ各業 務 部 門の 帳 票 や 執務 規 則 な どの現 物 資料 を整

備 し利 用す る の が 実際 的 で あ る。

3)SE教 育 の 方 法

SE教 育 では プ ログ ラ マやオ ペ レー タ と異 な り、そ の教 育 内 容 が 理論

的 な知 識 体系 とな って い る部 分 は極 め て少 な く、大部 分は 自社 の 業 務 知

識 を素材 と してそ の 上 に 創造 的 思 考 とか 、 もの の考 え方 を加 え る ことに

依 存 してい る。 この た めSEの 場 合 は 特 に単 なる知識 の 理 解(Under-

stand)と 、それ を実 務 に活 用 で きる レベル での 習得(Master)と の

間 に ギャ ップ を生 じ易 い。 この点 を 充分 考 慮 して真 に実 務 に反映 で き る

能 力 を習 得 で きる教 育 方 法 を 選ぶ べ きで あろ う。

oア シス タ ン ト・レベ ル

この グル ー プの教 育 内 容 の 中 で 、 シス テ ム設 計 や移 行 計画 に 関 す る
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技 法 は 比較 的 理 論 化 され て お り、 メー カに よる テ キス ト、講義 が 利 用

可 能 であ る。 た だ 、 ドキ ュ メン テー シ ョン な どは単 な る講 義 だけ では

な く実 習 また はOJTに ょ り補 うべ きであ る。 このほか 現 行 業務 シス テ

ムの詳 細 に つ い ては 、社 内講 師に よ り、現 実 の 資料 を テ キス ト代 りと

した講 義 形 式 が適 当 で あ る が 、場 合 に よ っては 条件 を仮定 してそ の部

分 的 修正 な どの実 習 を行 な うべ きで あろ う。

o通 常 レベル

このグループでは ハー ドウェア、ソフ トウェア な どの コンピュータ知 識 と現 行

業 務 知識 は 一 応 修 得 して い るの で 、教育 の 主眼 は これ ら知 識 をい か に

活 用す るか と い った 点に あ る。 この教 育項 目の うち 、発 想 法 や 面接技

術 な どに っい ては 各 種団 体 に よる講 習会 もあ るの で利 用 で き よ う。 ま

た各 種 の周 辺 端 末装 置 に つい て は最 近 多 くの 展 示 会 、発 表 会 が 開か れ

てい るの で これ へ の 出席 とそ の フォ ロー ア ップな どが 有効 で ある。

シ ス テ ム評 価 法 や業 務 の 問題 点 と今後 の方 向 とい っ た分 野 に つい て

は 講義 形 式 よ りも、む しろOJTを 主 と し、時 に は 、 プ ロ グ ラマ 、オ

ペ レー タあ る いは 他部 門 の人 間 を混 え たKJ法 な どに よ り、各企業 の

実 体 に 即 した 知識 を身に つけ る ことが望 ま しい 。

ろ.4評 価 と 改 善

専 門技 術者 を 対 象 とす る情 報 処理 教育 は 、 あ くま で もそ の 日常 業 務遂 行

に 直接 反映 す る こ とを 第一 義 と してい る。 しか も専 門 技 術者 と して修 得す

べ き教 育 内 容は 、そ の種類 も多 くか っ程度 も高 い の で 、充 分 そ の担 当職務

の 内容 を分 析 し 、真 に ニー ズに適 合 した内 容 に 的 を焦 って 行 な う必要 が あ

る。

しか も一 方 この よ うな専 門 レベ ルの教 育 に っ い ては 一般 に 確立 され た 明

確 な教育 評価 の 基 準 な り、方 法 な りとい った もの は まだ ない に近 い の で 、

以 下 に お い ては 主 と して 改善 方 法 に 主眼 を置 い た 。
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教

育

の

評

価

「 一一ー ー－F=二=一;二

評 価 の 目的 を 設 定

↓

評 価 の 手 段 を 選 定

↓『
国 育の実郵

↑

一

一

評 価 結 果 の 検 討

↓

次 の 教 育 計画 に反映

… 一 一 ー 一 －L-一 ー 一

匡 育計画
↑

ー

」

i)評 価 の 目的

評価 の 目的 は い うま で もな く、教 育 終了 後 、対 象者 が 所期 の 目標 に ま

で達 した か ど うか の判 定 に あ るが 、この 際 も っと も問題 なのは 、教 育 自

体 の 目的 を 明確 化 せ ねば な らない とい う点 で ある。

専 門技 術 者 の教育 目的 は大 き く分け て 三 通 りあ る。 そ の第 一 は 新入 社

員 そ の他 に対 す る基礎 知 識 ・技 術 の教育 で 、 これ は 比較 的 に明 確 化 しや

す い。 第 二 は 現 行業 務 を遂 行 す る上 で 、当 人に欠 け てい る所 を補 強 す る

た め の教 育 で あ る。 この た めに は現行 業 務 の内容 を分 析 した り、本 人 の

これ 迄 の職 歴 を考 慮 して そ の欠 所補 完 を 目的 とす る教育 が 必要 と な ろ う。

第 三 の タ イ プは 本人 の適 性 を考 え て これ か ら新 しい 職 務 に つけ る 目的 で

能 力領域 を 拡 げ る た め の教育 で あ り、と くに ベテ ラン層 を対 象と す る場

合 には 、そ の 動機 付 け を充 分 配 慮す る必要 が ある。

以 上 三つ の タ イ プに応 じて 教育 結果 と所 期 の 目的 との 照 合 を行 ない 、

必 要 に 応 じて脱 落 者 の救 済 処置 を考 え る と共に 、他 方、教育 方法 、テキス

ト、講 師 な どの再 検 討 の 資 とす る ことが 評 価 の 目的 といえ る。

lD評 価 の手 段

評 価 の手 段 は そ の 教育 方法 や 内容 と密 接 に リン ク してい るの で 、一概

に は規 定 で きない が以 下 の方 法 を組 合 わ せ て行 な うべ きであ ろ う。
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oペ ー ハ ー ・テ ス ト

主 と し て新人 対 象 の基 礎 知 識 に適 し、 また 集 合形 式 の 講義 に 対 応す

る。

o実 技 テ ズ ト

上 記 の補 強型 教育 の場 合 オ ペ レー シ ョンや プ ログ ラ ミン グ等 の技 術

教育 に 適す る。 特 に専 門 技 術 者 の場 合 は テ ス ト内容 も本 番 に近 い テ ー

マ を 選び 、 で き るだけ 標準 値 を 明確 に して く り返 し行 な うべ き で ある 。

o配 属 後 の 評 価

実 務 遂 行 の 実績 や 観 察 に よる評価 で あ るが 、や や もす る と本 人 の評

価 に な って しまい 、教 育 の評 価 に な らない の で 、 この点 特 に 注意 す べ

きで あ る。 特 に オ ペ レー シ ョンやプ ログ ラ ミン グに っい ては 日常 の 作

業 管理(工 程 管理)の デー タを集 積 ・分 析 し本 人 が納 得 し易い 評 価 値

を提 示す べ き で あ る。

oそ の他

教 育 の 評価 と して は この他 レポ ー トの提 出 とそ の 発 表 会 、 ロー ル ・

プ レイン グや ケ ー ス ・ス タデ ィな どが あ る。

これ らは 教育 内 容 、方 法 な どに 対 応 して 選ぶ べ きであ り、特 にSE

教 育 に つ い ては 、 こ うい った 各 種 の評 価 方 法 を援 用 す べ きで あろ う。

以上の よ うな評価 を行 ない 、その結果 を検討 して 「教育計画 」や 「教育

の実施 」に 充分反 映 させ る ことに よ り、 よ り実務に密着 した情報処理 教育

を行な うことが可能 となろ う。
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4.技 術 系社員に対す る情報処理教育

「企業 は入 な り 」とい わ れ る。 そ の企 業 の大 多数 を占め る一 般 社 員 の能 力 を

高 め る入 づ く りは 、将 来 の 企業 を決 定 す る人 的投 資 と して 大 きな意 義 を もつ も

の で あ る。以 下 、 技術 系 社 員 に対 す る情 報 処理 教 育の あ り方 に っい て述 べ よ う。

4.1ニ ー ズ の 把 握 と 目 標 の 設 定

一 般 に 教 育 の ニ ーズ を考 え る と き、 当 然そ の対 象(こ こで は 技 術 系 社

員)が 置 か れ て い る、 あ るい は 置 かれ るで あろ う環境 を初 め に 十 分把 握 し

なけ れば な らな い。 そ こ で、 将 来 の社 会 を どの ように と らえ る か、 職場 は

どの ようになるかな どこ の予測 は か な り困難 で あ るが、 た だ情 報 処理 教 育 の

ニ ー ズか ら、 そ れ を考 え た時 、将 来 の 社会 は現 在想 像 も で きない ほ ど コン

ピュ ー タ化 され て い る こ とは 間違 い ない だ ろ う。 もちろん 職 場 に お い て も

同様 で、何 か一 つ開 発 研究 す るに して も、 そ の 際考 慮 す べ き条 件は 、 数 も

きわ め て多 く 多様化 され て、 しか もそ れ らは 環境 の変 化 に影 響 され やす

い の で、従 来 の よ うな経 験 や カ ンに頼 る とい うこ とは 不 可能 に な り、 しか

も大型 プ ロジ ェ ク トと もなれ ば 、開 発 結果 の 出来 、不 出 来 は 企 業 に大 きな

影響 を一与え ず に は おか な い。 そ の 他、 生産 、 輸 出計 画 な どに も、科 学 的、

数 学 的 な手 法 を用 い て モ デ ル を 作 り、 そ の モ デルの 解析 に よ って最 適 な計

画 を決 定す る こ とが 日常 の こ とに な るだ ろ う。 そ こで、 直 接 、情 報 処 理業

務 に たず さ わ らない技 術 者 とて も端 末 機 を介 して コン ピュー タを使 った り、

コン ピュ ー タを指 向 した 考 え方 が好 む と好 ま ざる とにか か わ らず要 求 され

るこ とに な るだ ろ う。

ひ るがえ って一 般 技 術 知 識 を考 え て も、 現代 の技 術 は 非 常 な急 ピ ッチ で

進歩 してい る。 そ れは 加 速 度 的 で あ る とさえ いわ れ てい る。 技 術知 識 が1

年 に5%つ つ 陳 腐化す る と単純 に考え て 、そ の結果10年 の間 に 、 何 も勉 強

しなけれ ば 、 必 要 な知 識 の60%し か 持 ち合 わせ ない こ とに な る。 しか も、
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必要 と され る最 新 の技 術 知 識 が、10年 毎 に2倍 に増 加す る とす れ ば 、技

術 者 に 必 要 とす る知 識 は 、10年 の うちに30%に な り、技 術 的に は 全 然

使い もの に な ら な くな って しま う。

こ の よ うな計 算 をす る ま で もな く、企 業 が激 しい技 術 革 新 に勝 ち抜 くた

め 、技 術 者 に要 求 す る能 カー 般 にっ い て ま とめ る と

① 変 化 に 適応 す る知 識 ・能力 の育成

急 速 な技術 革 新 の た め、 昨 日の知 識 は 今 日の知 識 では な くな る変化 の

時代 で あ る。 そ の変 化 に 対 して、 新 しい 情 報、 知 識 を キ ャ ッチ して、 そ

れ を活 用 して行 く能 力 が必 要 で あ る。

② 各専 門分 野 に また が る知 識

現 代 の技術 革新 は 、単 に一 つ の分 野 に と どま らず 、 複数 の分野 の相互

作用 に よ って もた らされ る もの で、 技術 者 には 各 専 門 分野 に また が る イ

ン タ ーデ ィ シプ リナ リー な知 識 が大 幅 に要 求 さ れ る。

③ 深 い 専 門知 識

前述 の知 識 とは 逆 に 、 ます ます 技術 革 新 が 進 む に っれ て、 専 門 の分化

が 激 し くな り、 スペ シ ャ リス トと して の人 間が 求 め られ て い る。

とい うこ とに な る。

さて 、 教 育 の 目標 に つ い て考 察 す る前 に、 考 え な くては な らない こ とが

あ る。技 術 系 社員 とい って も、そ の対 象 は 幅 が広 い 。そ れ を経 験年 数 に よ

って分 け る と、 新 入 社 員 と入 社後 の社 員 が あ る。 職 能別 に よ って 分け る と、

企 画 調 査 、 研 究 開発 、 設計積 算、 生 産建 設 、 設備 保 全等 が あ る。 さ らに業

種 別 に よって分 け ると、繊 維 工業 、 化 学 工業 、鉄 鋼 業 、建 設土 木等 が あ る。

これ に よって 、技 術 系 社員 の対 象 がは っ き りして くる し、 そ れぞ れ教 育 目

標 が定 ま って くる こ とに なる。 しか し、 そ れ ぞれ の組 合 せ に つい て 教 育 目

標 を述 べ る のは 、 きわ めて 困 難 で あ る の で、 こ こでは 、 新 入 社員 と入 社後

の 社員 に わ け て 教 育 目標 を述 べ よ う。

まず新 入 社員 の教 育 目標 は、情 報処 理 教 育 とい え ども、 新 入 社員 の 全体
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教 育体 系 の一 環 と して と らえ るべ きであ る。 新入 社 員 に期待 したい こ とは 、

まず健 全 な良 識 を備 え た社 会 人 で あ る と と もに 、 旺盛 な向 上 意欲 と企業 意

識 を も った企 業 人 で な くては な ら ないか らで あ る。 新入 社 員 の ほ とん どは 、

入 社後 、短 期 間 の オ リエ ンテ ー シ ョンの後 に、 しか るべ き部 所 に 配属 され

る。そ こでは 、学 校 で学 ん だ技 術 知 識 は 直接 的に は 役立 た ない 。 つ ま り、

学 校 に おけ る教 育 は 、一 般 的 基 礎 知 識 で あ り、 企 業 に お いて 要 求 され る

の は 、 企 業 目的に そ った 利 用技 術 だか らであ る。 したが って、 オ リエ ンテ

ー シ ョン では 、 企 業 人 と して の心 得 、職 務 遂 行上 必要 とす る知 識 、 技能 を

付 与 す る教 育 の一 環 と して 、情 報 処理 教 育 を行 な う。 これ に よ って、 自 ら

なす べ きこ と、 自 らの位 置 づ け が わか り、 コン ピュー タに よる業 務 改善 の

ニニ ズ と意欲 が 生 まれ て くる。今 回の ア ンケ ー ト調査 の 中には 、学 校 教 育

に期待 す る意 見 も多 い が 、情 報処 理 教 育 体系 が 確 立 され てい ない 現 状 では 、

新 入社 員 の情 報 処理 知 識の ア ンバ ランス をな くす た め に、 入 社 直 後 の 集合

教育 は 必要 な こ とで あ る。 従 って 、 新 入社 員 の 教 育 目標 は

① 情 報処理 化 計 画 へ の理 解 ・協 力

② コン ピ ュー タ利 用 の 促進

③ シ ステ ム思 考 の養 成

と要 約 され る。

次 に入 社後 の社 員 の教 育 目標 で あ るが、 新 入 社 員 のそ れ とちが って、 教

養 的 な コン ピ ュー タ教 育 とか、 コ ン ピュー タ導 入 へ の 良 き理 解者 に なる た

め の教 育 では ない 。 まず 第一 は 、 極端 ない い 方 をす れ ば 、 コ ンピ ュ ー タを

直接 、間 接 を問 わず 道 具 と して活 用 で きるま でに 、 能力 を 高 め る こ との で

きる教 育 で な くては 意 味が ない。もっ と広 範 な 表 現 をす るな らば、複雑化 す

る企 業 組 織 の 歯 車 に な りき らない で、 広 い視 野 を養 い、 鋭 い感 覚 と絶 え ざ

る問 題 意 識 を も って、 業務 改 善 を徹 底 的に追 求 す る能 力 と、 問題 を分析 、

解 明 す る ため の技 法 、 な らびに コン ピュ ー タを 高 度に 利 用 す る技 術 の習得

が 目的 とな ろ う。第 二 と して、 コン ピュ ー タを 直 接 的 に利 用 す る とい うの
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で は な く、 コ ン ピ ュー タや 情 報処 理 にお け る技 術 、考 え 方、 つ ま リシス テ

ム思 考 が 、他 の技 術 な り考 え 方 に大 き な影響 を与 え て い る現 状 か ら、 コ ン

ピュ ー タ技術 が もは や 専門 的技 術 と して の領 域 に 限定 す る こ とが で きな く

な って き てい る。 そ こで コ ン ピュー タ技 術 の 習得 が 、 一般 の 問題 解 決 を早

め る能 力 とな り うる とい う認 識 に立 っ て 、情 報処 理 教 育 を行 な うこ とで あ

る 。従 っ て 、入 社 後 の 社 員 の教 育 の 目標 は

① コン ピ ュー タの利 用 促 進

② シ ステ ム思 考 の養 成

と要 約 され よ う'。

最後 に、 新 入 社員 と入 社後 の社員 の教 育 目標 を単 純 に図 式化 す る と次 の

よ うに なる。
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図4-1情 報処理教育 の目標 とニーズの大きさ
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4.2教 育 計 画

ニー ズ が正 し く把 握 され、 目標 が きま った ら、 そ れ を達 成 す るた め の 教

育 計 画 を作成 し、 実行 に移 さ なけれ ば な らない。 こ こでは 、教 育計 画(試

案)を 具 体 的 に示 す とと もに 、現 在、 各 企 業 で実施 され て い る教 育計 画 の

実 例 を紹 介 す る。 一

(1)教 育 計画 の 作成

1)教 育 計画 作成 の考 え方

① 教 育計 画 は 、 そ の場 限 りで な く、 長 期 的、 体 系 的 な計 画 に も とつ

い て 行 なわ なけ れ ば な ら ない。

② しか し、 作 成 した教 育計 画 は 、時 代 のニ ーズ とと もに 変 化 す る も

の で、 不 断 の 見 直 しを行 な うこ とが必 要 であ る。

③ 新 入社 員 の教 育は 、 新 入 社 員教 育 の一環 と して計 画 し、 基礎 的 な

能 力 を養 成 す る。 将 来 、 学 校 教 育 に おい て、 情 報処 理 教 育 体 系 が 確

立 され た場 合 には 、新 入 社 員 教 育は 再 検討 され ね ば な らな い。

④ 入 社後 の社 員 の教 育計 画 は 、 直接 、間 接 を問 わず 、 コン ピュ ー タ

を手 段 と して使 え る こ と を 目 的 として 、 次の 事 項 を考 慮 す る。

ア 全員 を対 象 とす る教 育 で な く、 必要 な部 門 に 、 必要 な 時 期に教

育 を 行 な う。 全 員教 育 は 、 費 用が か か るば か りで な く、 教 育 効果

を減少 させ る こ とに な る。

イ ー般 教 育 で な く、 ア プ リケ ー シ ョン中心 の 実務 に 結 びつ くカ リ

キ ュ ラ ムを 作 成す る。

ウ 教 育効 果 を高 め るた め、 集合 教 育に先立 って、 基礎 知 識 は 自学

自習 で勉 強 して も らい 、 集合 教 育 の期 間 を短 縮 す る。

エ オー プン ・プログ ラマと しての 実効 をあげ る ため に 、 集 合 教育 の

ほ かにOJT教 育 を重 視 し、 必要 に よって は 、 引 き続 き、 コン ピ

ュ ー タ部 門 へ 社 内留 学 させ る。
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オ 教 育は1画 き りで な く、 そ の後 も フォ ロー し、 自己研 讃 を行 な

う よ う、 指導 、 援 助 を与 え る こ とが必 要 であ る。

2)教 育 計 画の 試 案

こ こでは 、 カ リキ ュ ラム、教 育 方 法 に っい て の試 案 を示 す 。 ただ、

注 意 しなけ れ ば な らない こ とは 、教 育計 画 の標 準 案 は な く、結 局は 各

企 業 の ニ ー ズ、 目標 に あ わせ て 、企 業 がそ れ ぞ れ独 自に 作 り上 げ てい

くもの で あ る。

〈 新 入 社員 教 育 〉

ケ ー スA… … 入 社後1回 限 りの 教 育

科 目 内 容 説 明
一

方 法

-

EDPSの 基礎 ・ハ ー ドウ エ ア概 説

ソ フ トウ ェ ア概 説

・システム化の重要性

。機 能を中心 とした説明

。プログラムの意義 ・

重 要性

・プログ ラムの体系

テキス トに

よる講義

〃

ア プ リケ ー シ ョ ン ・自社適用事例

。他社適用事例

。目的 ・メ リ。卜、問題

点 将来 の あり方

。同一業種で採用 され て

いる システ ムの事例

講 義 ・見学

講 義

コンピュータの利用 知識 。 コ ン ピ ュー タ の 導 入

・ コ ン ピ ュ ー タ の 運 用

。業務 の選定、分析、

費用

。組織、要員、運営管理

講 義

講 義

管 理 技 法 00R、PERT 、1、P

l統 計 手 法 な と

。技術者 として業務 に役

立つ もの

講 義

ね らい

`

EDPSに 関 す る基 礎 知 識 を重 点 的に 習得 し、 コン ピュ

ー タ利用 とシ ス テ ム化 推進 能力 を養 う。
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ケ ー スB… …入 社 時の 教 育 を、 実 習 期 間(新 入 社 員教 育 の一 環)を

中に お いて 、2回 に分 け る。

科 目 内 容 説 明 方 法'

EDPSの 基 礎 。 ハ ー ドウ ェ ア概 説 。シスデム化 の重要 性 テ キ ス トに

よる講義

前 ・機能 を中心 とした説明

。 ソフ トウ ェア概 説 。 プ ロ グ ラ ム の 意 義 ・ テキス トに

重要性 よる講義

・ プ ログ ラ ム の 体 系

ア プ リケ ー シ ョン 。自社適用事例 。目 的 ・メ リ ッ 十 問 題 講義 見学

期
点 将来のあり方

。他社適用事例 。同一業 種で採用 されて 講 義
いる システムの事例

実 。 プ ロ グ ラ ム学 習 に よ り テ キ ス トに

習
期
間

プ ログ ラム言語 Dフ ォ ー ト ラ ン フォー トランの基礎 を

理 解

よる自習

プ ロ グ ラ ミ ン グ 。 テ ス ト 。プログ ラム学習 の成果 実 習 ・講義

を測 定 し、補講 を行 う

後
。 フ ォ ー ト ラ ン'プ ロ

グ ラ ミン グ

コ ン ピ ュ ー タ の 。 コ ン ピ ュ ー タ の 導 入 。業 務 の 選 定 、・分 析 、 講 義

利用知識 費 用'

。コ ン ピ ュー タ の 運 用 。組織 、要員、運営管理 講 義

期 高度利用技術
。TSS、 デ ー タ通 信 。背景、技術、動向、

問題 点

講 義

管 理 技 法 。OR、PERT、LP 。技術者 として業務 に 講 義

統計手法な ど 使え るもの

ト

.

,

ね らい:前 期 は 基礎 知 識 の 習得 と自社 シ ステ ム を理 解 し、現 場 配 属

に そ なえ る。

現 場 実 習 期間 中 には 、 プ ログ ラム学 習 に よ り、 フ ォ ー ト ラ
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ン言 語 を 自学 自習 し、 後 期 にの ぞむ 。 後 期 は 言語 実 習 を行

な うが 、 テ ス トに よって プ ログ ラム学 習の 成果 を測 定 し、

必 要 に よ り講 義 を行 な う。 科 目は利 用 知 識 、 利 用技 術 を中

心 と した カ リキ ュ ラ ムで構 成 し、 オ ー プン ・プ ログ ラマの

養成 をめ ざす 。

〈入 社後 教 育〉

集合 教 育に 先立 って 、 自習 または通 信 教育 に よ り、基礎 知 識 を習得

させ て お く。

ケ ー スC… … オ ー プ ン ・プ ログ ラマ 指向

1

科 目 内 容 説 明 方 法

事

前

学

習

EDPSの 基礎 。ハ ー ドウ ェア 基 礎

。 ソ フ トウ ェ ア基 礎

事 前は配布

されたテキ

ス トに より

自習プ ログ ラム言語 ・ フ ォ ー ト ラ ン

。プ ログ ラ ム学 習 に よ り

フォー トラン の基礎 を理 解

集

合

教

育

,

テ ス ト ・EDPSの 基礎、 プログ

ラム言語 のテス トお よび

補講

・事前学習の成果を測定す

る

ぺ_パ

テ ス ト

フ ォ ー ト ラ ン 。プ ロ グ ラ ミン グ ・業務に関係 の深い問題 を

演習 のテーマにす る

実 習

コン ピュー タの

利用知識

・ コ ン ピ ュー タの 導 入

。 コ ン ピ ュー タ の運 用

・業務の選定、分析、費用

。組織、要員、運営管理

講 義

講 義

システム設計 。システム概論

。現状分析

・概略設計

。システム設計演習

。自社のシステム設計例、

同一業種 のシステム設計

例 をもとに、分析、評価

する。

講 義

実 習

管理 技法 00R 、PERT、LP

統 計手法 な ど

。技術者 と して業務に使え

るもの

講 義

高度利用技術
`

。TSS、 デ ー タ通 信 。背景、技術、動向、問題点 講 義
事
後
学
_習

現 場 実 習

1

。コ ン ピ ュ ー タ部 門 へ 配 置

。OJT教 育 に よ りオ ー ブ

ン ・プ ログ ラ マ を指 向
実 習
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ね らい 集 合 教 育 では 、 基礎 教 育は 行 なわ ない。 コン ピ ュー タ利 用

を 重 点 とす る。 実 習、 演 習 を主 体に組 み 、 あ くまで実戦 的

な教 育 をす る。 集 合教 育 後 は 引 き続 き、 コン ピ ュー タ部 門

へ、 現場 実習 に 出す。

ケ ー スD… … オ ー プ ンSE指 向

テ

科 目 内 容 説 明 方 法

事 EDPSの 基 礎 。 ハ ー ドウ ェ ア基 礎 事前に配布

前 。 ソ フ トウ ェア基 礎 。 プ ロ グ ラム学 習 に よ り された テキ

学 。 フ ォ ー ト ラ ン フ ォー トラン基礎 を理解 ス トに よ り

習 自習

'

テ ス ト 。EDPSの 基 礎 、 プ ロ グ 。事前学習の成果を測定す ぺ_ノ こ

ラム言語 のテス トお よび る テ ス ト

補講

集 システム理 論 。システム論の重要性

・問題解決の手順

。システム分析 技法 講 義

合 。 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

・ シ ス テ ム評 価

システム設計 。業務分析 ・自社の システム設計例、

教
。概略設計 同一業種の システム設計 講義、実習

。システ ム設計演習 例 を もとに分析 、評 価

育 コ ン ピ ュ ー タ の 。 コ ン ビ 、・一 夕 の 導 入 。業 務 の選定、分析 、費用 講 義

利用知識 ・ コ ン ピ ュー タ の 運 用 。組織、要員、運営管理

高度利用技術 。TSS、 デ ー タ通 信 。背景、技術、動向、問題点 〃

事
後 oコ ン ピ ュ ー タ部 門 へ の ・OJT教 育 に よ りオー プ

実 習学
習

配置 ンSEを 指 向
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ね らい:オ ー プン ・SEの 育成 を 目的 とす る。

プ ログ ラ ミング重 点主 義 を排 し、 シ ス テ ム理 論 、 システ ム

設 計 を主 体 に組 む。 集合 教 育後 は 引 き続 き、 コン ピュ ー タ

部 門 へ現 場 実 習 に出 す。

(2)教 育計 画 の実 際例

事 例1(繊 維 会社)

技術 系学 卒 新 入 社員 コー ス(6日)

1

2

3

4

5

EDPSの 基礎

シス テ ム設計 と解 析

フ ォー トラ ン ・プ ログ ラ ミン グ

注
SSP他 汎 用 ル ーチ ン

自社 技 術 計 算 の概 要

注、SSPと はIBMで 開発 した 科学技 術計算関係のサブルーチン

技 術 系 コ ン ピ ュ ー タ 活 用 コ ー ス(3日)

1.他 社 活用 事 例

2.社 内 活 用 事例

3.FORTRAN活 用 の新技 法

技術 系 社 員 には 、 フォ ー トランの基 礎 、 応用(技 法 中心)を 通 じ、 オ

ー プ ン ・プ ログ ラ マの育 成 をね ら って い る。 今後 は 経 営 科学 の技 法 や プ

ログ ラ ミング技 法 も と り入 れ 、 実務 に生 か して ゆ くこと を考 慮 中 で あ る。
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事例2(電 力会社)

新 入 社 員 コ ー ス(7.5日)

科 目 内 容 時 間 方 法

総合業務機械化の現状
。業務機械化の現状とその重要性

。業務機械化の今後の方向と問題点
2講 義

EDPSの 基 礎

。EDPSの 基 礎

已 ㍍:嚇 管 。ア概説)
6講 義

シ ス テ ム 設 計
。システム設計の手順

。システム設計の手法
13講 義

プ ロ グ ラ ミ ン グ

。 フ ォ ー ト ラ ン ・ プ ロ グ ラ ミ ン グ

・ ラ ン チ ス ト
46実 習

フ ォ ー トラ ン コ ー ス(6.5日 、25人/回)

科 目 内 容

総合業務機械化の現状
。業務機械化の現状とその重要性

。業務機械化の今後の方向と問題点

シ ス テ ム 設 計

。現 状 分 析

。概 略 設 計

。詳 細 設 計

。システム設計の概要例

科 学 的 手法 の解 説 。PERT.LP

プ ロ グ ラ ミ ン グ

。プ ログ ラ ミ ン グ ・ラ ン チ ス ト

。デ バ ッ ギ ン グ の 手 引

フ ォ ー トラ ン ・ア ドバ ン ス コ ー ス(3日25入/回)

科 目 内 容

プ ログ ラ ミ ング技 法 。OVERLAY等 の技法 の解説 と利用方法

ジ ョ ブ コ ン ト ロ ー ル 。JCLの 解 説 と利用 方法

プ ロ グ ラ ミ ン グ 。 プ ログ ラ ミ ン グ と ラ ン チ ス ト
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技 術 系社 員 に は、 オ ー プン ・プ ログ ラマ として 活 躍 して も ら うこ とが

ね らい で あ る。 プ ログ ラ ミン グ を させ 、 実 際 に機 械 を操 作 させ る こ とが

最 も効 果 が あ る、 と考 え てい る。

事 例3(石 油 会 社)

新 入 社 員 コー ス(5時 間)

1

2

3

EDPS入 門

自社 のEDPS

管理 手 法(ORな ど)

オ ー プ ン ・ プ ロ グ ラ マ コ ー ス

課 程 内 容 期 間 方 法

ス テ ッ プ1 。テキス ト 「FORTRAN手 法 」第1～4分 冊

}独 習「電子計算組織の基礎」第1分 冊
自 習

。試験 「FORTRAN手 法 」(2時 間)

。補講3日 間
約45日 試 験

第1日 試験問題の解説
補 講

第2～3日 練習問題に よる実習

ス テ ッ プ 。プログ ラミング実習(演 習問題4題)

作成プログラムを電算機に実際にかける
実 習

。テキス ト 「電 子計算組織の基礎 」第2～5分 冊 独 習
約30日 自 習

。試験 「電子計算組織の基礎」(1時 間)
試 験

ス テ ッ プ3
。担当業務の中か ら対象 を選 び、実用に供 し得 るプログ

EDPS部 門

の担当者 が

約60日 マ ン ツウマン

ラムを作成 する で実地訓練
す る。

ステ ッ プ3に 最 も力 を注 ぎ、 実用 に 供 し得 る プ ログ ラムが完 成 しな

け れ ば、 全課 程 の終 了者 とは 見 な さ ない。
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`

事 例4(鉄 鋼 会社)

管 理技 法 基礎 講 座(新 入 社 員 コー ス40人/回)

1

内 容 期 間 方 法

管 理 技 法 概 論 、 工 程 分 析 自
2カ 月

動作 分析、時間分析、事務 分析
学

管 理 図 、 検 定 、 推 定 、LP
ただ し

集合教育 自
相 関分析、回帰分析 、PERT は4日 間

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 習

業務 の合理 的遂行能力お よび科学的思考 力の向上 をは かるとともに、

今後 の自己研鐵に資することをね らってい る。

EDP基 礎講座(40名/回)

課 程 内 容 期 間 方 法

第1回

集 合 教 育

。システム化の重要性 とEDPSシ ス テム

・自社シス テムの システム化 推進 につい て
1日 講 義

電算機の基礎、問題の定義 、問題の分析

フローチャー ト、問題 のプ ログ ラム化
15日

自学 自習

(PI方 式)

第2回

集 合 教 育

・自社 システ ムに おけるEDP化 推 進の手順

・自社 システムのハー ドお よびソフ トの現状

。自社 システ ムのEDP運 営 管理手続

1日 講 義

問題の解決、問題の文書化

全体の復習とまとめ
10日

自学 自習

(PI方 式)

第3回

集 合 教 育

・テ ス ト

・質疑応答、 テス ト結 果の講評

・自社 システムの実習、機械 室見学

1日 講 義

|

自社 シス テ ムを 中心 に して、EDPに 関 す る基 礎 知識 、運 用 管 理技

術 を養 う。
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フォ ー トラン講 座(30名/回)

課 程 内 容 期 間 方 法

第1回

集合 教 育
。自社 システムの技術 ・経営計算(汎 用プロ含 む)

半 日 講 義

テ キ ス トお よび テ ス ト 20日
自学 自習

(PI方 式)

第2回

集 合 教 育

。自社におけ るフ ォー トランの機種別使用体系

。技術計算手続、処理方式等 の説明

・演習、計算実習、実習評価

3日 講 義

オ ー プ ン ・プ ロ グ ラ マ を 育 成 す る た め 、 フ ォ ー トラ ン プ ロ グ ラ ミン

グ の 実 践 能 力 を養 う。

4・3教 育 の 実施

教 育計 画 が で きて も、 す ぐ実 施 に移 す わけ には ゆか ない。 な お事 前 に 準

備 しなけ れば な らない こ とが沢 山 あ る し、 教 育後 の フォ ローア ッ プ も重 要

で あ る。 こ こでは 、 次 に あ げ る よ うに、 事 前 の準 備 か ら、 教 育 後 の扱 い ま

で に つい て述 べ よ う。

実施 時期 ・期間

教 育対 象 の選抜

教 育対 象 の編成

教 育 担 当 者

教 育 提 供 場 所

教 育 後 の 扱 い

(1)実 施 時 期 ・期間

教 育 には タ イ ミン グが 大 切 で ある。 教育 を受 け る側に 、 教 育 を受け る

ニ ーズ な り、 目標 が は っ き り、 強 く意 識 され て い る こ と、 教 育 対象 者 の

受け 入 れ 体制 が 出来 てい る こ とな どが 重要 なポ イ ン トで あ る。
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新 入 社 員 の 教 育は 、 現 在 で はほ とん どの企 業(ア ンケ ー ト調 査 では 、

約80%の 実 施率)で 行 な わ れ て お り、 入社 直 後の 集 合教 育 で実 施 され

る。 こ の時 期は 、 社 会 人 と して の期 待 で、何 ん で も知 って や ろ うとす る

貧欲 な知 識 欲 を 有 し、 しか も海 綿 の よ うな柔 らかい 頭脳 で、 知識 を吸 収

で き る能 力 を持 ってい る。 し・か し、 企 業 の経 営方針 とか、 企 業 実態 の理

解 が不 足 してい るの で、 情 報 処理 教 育 の ニー ズ な り目標 は、 必ず し も確

か で ない 。 した が って、 入 社後 の オ リエ ンテ ー シ ョン教育 の 中で、 情 報

処理 の教 育時 間 の ウェ イ トを高 め て も実 効 が上 る とは 思 え ない。 事 実 、

ア ンケ ー ト調 査 の 結果 にお い て も、 各 企業 の平 均的 教 育 時 間 は、10～

20時 間 で ある。なか に は、200時 間以 上 とい うの もあ るが 、 多 くて も

50時 間 とい った と ころ で ある。

新 入 社員 教 育 を、 前 期 と後 期 に分 け て や ってい る と ころが 、 大企 業 に

お い て、 み られ るが 、 この よ うな教 育 体系 では 、前 期 と後 期 の間 の現 場

実 習 期間 に、 情 報処理 知 識 を 自学 自習 させ る と、そ の 分 だ け 教 育 時間 が

多 くなる。 しか し、 そ の後 の後 期の 集 合 教 育 では、 新 入 社 員 に と って教

育 目 標 が は っ き り理 解 され て きて い るの で、 教育 の密 度 を高 く して、

教 育時 間 は短 時間 で も良 い はず で あ る。

要 す るに、 新 入 社員 教 育 では 、 社員 は 企業 の実態 を知 ろ うとす る要 求

が 強 い 。一 般 的 な情 報 処 理 教 育 な ら、 む しろ、 レベ ル合 せ とい った感 じ

で、 さ ら りと短 時 間 に や るの が適 当 で あろ う。

次に 、入 社 後 の教 育 に っ い て、 触 れ よ う。 ア ンケ ー ト調 査 の 中 で、 社

員 教 育が一 巡 して しま って 、 次 に何 をや る か思案 中 だ とい うのが あ った。

この よ うな全 員 教 育 は、 あ ま り意 味 が ない。 必要 な時 期 に 、 必要 な対 象

者 だ け を、 重 点 的 に 教 育す るのが 最 も効果 が期待 で きる。 そ の必 要 な時

期 とは 、 い つ な のか 、企 業 の事 情 に よって も異 な る と思 うが、

① 新 た に、 事務 の コン ピ ュー タ化 計画 が あ る。

② す で に、 コン ピュ ー タが 入 って い るが、 オ ー プ ン・システ ム を採 用 す
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る こ とに よ り、 利用 者 の層 を も っ とふ や したい 。

③ シ ステ ム思考 を養 い、 業 務 の改 善 をは か りたい。

等、 企 業 に教 育 の ニ ーズが 出 て来 た 時 で あ る。 何 ん で も良 いか ら、 教育

を して 教育 済 社 員 を多 く して も、は じま らない。

そ の よ うな教 育 ニ ー ズが 出 て来 た 時 に、 で きるだけ 早 めに、 教 育 カ リ

キ ュ ラム を準備 し、 教 育計 画 を実行 す る ため の準 備 を しな くては な らな

い。 後 に述 べ るが 教 育対 象 の選 抜 、 部外 の機 関 で教 育 す るな ら、 そ の ス

ケジ ュ ー ルは ど うか、 部 内 の 機関 で教 育す る な ら、教 育担 当者 や教 育提

供 場 所 の 都 合は ど うか、 な ど総 合 的に 考 え な くては な らない。話 の 下手

な講 師 か ら、 冷房 の きい てい ない蒸 し暑 い部 屋 で、 教 育 を受 け て も決 し

て効 果 は 期 待 で きない。

最近 、 情 報 処理 技 術 、 関連 知 識 は年 々増 加 して い るの で、教 育 時 間 は

欲 張 る と増 加 して しま う。 しか し、 集合 教 育 に 先立 って 、 配布 され た資

料 を十分 に学 習 して い れ ば、 集 合教 育 は 、 実 習 、演 習 を 中心 と して、1

～2週 間 で十 分 で ある。 す でに 、早 くか ら情 報 処理 教 育 を計画 、実 施 し

て い る企 業は 、 集 合 教 育 の 期間 を短 くす る方 向 で、 修正 してい るの が実

態 で ある。

② 教 育 対 象 の選 抜

新 入 社 員は 、全員 教 育 なの で選 抜 の 必 要性 は ない が 、 入 社後 社 員 の教

育 には、 何 ん らか の選 抜 が 必 要 に な ろ う.

企 業 の必 要性 に も とつい て 、教 育 対 象数 の 枠 が きめ られ 、 そ れぞ れ の

部 門 に割 当 て られ る。 所属 長は その 割 当数 に対 して、 適 当 な社員 を人 選

す るの が 普 通 の方 法 で あ る。 そ の適 性者 を人 選 す るの に要 す る判断 は 、

所属 長 に まか され てい る。 中には 、決 ず し も適 性 者 で ない社 員 もい るだ

ろ う。 同一 判 断 で 選 出 す る には 、個 人差 が 入 らない とい う意 味 で適 性 検

査 が 良い 。 しか し、適 性検 査 の結果 と実 際必 要 な 資質 との 相 関関係 は 、

決 ず し も一 致 しない。 単 純 な反 復 繰返 しの忍 耐 力 を要 す るキ ー パン チ ャ

ー166一



の よ うな資 格検 査 に は 、適 性 検 査 は有 効 で あ るが、 プ ログ ラマ やSEに

は問 題 が あ ろ う。

一一般 に考 え られ る 資質 と しては
、鋭 い 分析 力 、 洞察 力 、 幅広 い綜合 力

=豊か な協調 性、 強靭 な体 力な どで あろ う。教 育 計画 を進 め る責 任者 は、

適 性 者 の選 抜 に必 要 な判 断 の仕 方 を、 十分 に 所属 長 に周 知 し、 所属 長は

日常 の業 務 管理 の 中 で、 観 察 してい る情報 を あわせ て慎 重 に 判断 しな く

ては な らない 。

(3)教 育 対 象 の 編 成

情 報 処理 教 育 の 中 で、 例 え ば 、EDPSの 基礎 知 識 な どは 、 大 勢 の訓

練生 を対 象 と して講義 が 可 能 であ るが 、演 習 や実 習 とな る と、 講 師 が訓

練 生 に細 かい 配 慮 が で きない し、訓 練生 は マ シ ンに ふ れ る時 間 が ど う し

て も不足 し、 学 習モ ラー ルの 低 下が 起 りや す い。

ま して、OJTに な る と、 マ ン ツ ウ マン方 式 が理想 とな る の で、 オ ー

プン ・プ ログ ラマや オ ー プ ン ・SEを 指向 す る教 育 は 、 どん なに 多 くて

も、20～30人 が 限度 とな ろ う。

した が って、 多数 の訓 練生 を教 育す る時 には、20入 程 度 を1グ ル ー

プ と して、 数 グ ル ー プに 分け て、実 習、OJTが 重 なる こ との ない よ う

に 、 教 育 時 間 を シ フ トす る こ とが 必 要 とな ろ う。

(4)教 育 担 当 者

情報 処 理 教 育 を、 どこの部 門 で担 当す る かは、 企 業 の トッ プの考 え 方

に よって き ま る。EDP部 門 、 人事 部門 、 一般 教 育 部門 さ ま ざま で あ る

が 、 と りわけEDP部 門 で担 当す るケ ー ス が 多い 。

と ころ で、 優 秀 な専 門要 員 が教 育担 当 者 として優 秀 で あ るか ど うかは

疑 問 であ る。 教 育には 、 若干 の経 験 と技 術 が必要 で あ るか ら、 日常、 教

育担 当者 を育 成 して お くこ とは 重要 で あ る。

教育 担 当 者 は 、 実務 経 験 の豊 富 さばか りで な く、 社 会 、 経 済 、 経営 全

般 に広 い 視 野 を持 って、 将 来 動向 を示 唆 で きる人物 で な くて は な らない。
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10年1日 の ご と き教 育は 、 弊 害 が あ り、 今後 の業務 改 善 へ と結 びつ か

ない。

例 え ば 、将 来 動 向 な どの講 座 は 、 外 部 の 有識 者 を招 い て講 義 す る こ と

も、 訓練 生 に と って は 良 い刺 激 と な る。

要 す るに、 教 育の 成果 は、 ひ とえ に 、教 育担 当者 に か か ってい る と云

って も過 言 では ない だ ろ う。

(5)教 育 提 供 場 所

技 術 系 社員 の教 育は 、 社 内 教 育 が 多い こ とは す で に説 明 した。 教 育提

供場 所 といえ ば 、 ま ず始 め に 教 室 の よ うな もの が思 い浮 ぶ 。 情報 処 理 教

育 の 実効 を あげ るた め には 、 静 か な環 境 、 広 い机 、 よ く整備 され た機 材

(TMOHP、 ス ライ ド、16ミ リ)、 教 材 、 資 料 が条 件 とな るが 、そ れ

よ りも重 要 な こ とは 、単 に机 上 教 育 で な くて 、実 習 本位 に環 境 を考 え な

くて は な らない 。 教 育後 、 す ぐに 機 械操 作 した り、 ラン チ ス ト、 デバ ッ

クな どや らせ るた めに 、 講義 室 は コ ン ピュ ー タ室 に近 い こ とが 望 ま しい。

さ らに 、 集合 教 育 、 実 習教 育 のほ か に 、OJTも 重要 で あ るの で、

OJT期 間 中 も勉 強 に い そ しむ夢 境 を提 供 して や らなけ れ ば な ら ない。

(6)教 育 後 の 扱 い

教 育 して も、 そ の後 そ の ま ま放 置 してい て は 、教 育は 完 結 しない。 教

育後 も、 教 育担 当部 門 と現 場 との連 携 は 、教 育 効果 を高 め る重 要 な要 素

であ る。 っ ま り社 内留 学 中は もちろ ん の こ と、 所属 部 門へ 復 帰 後 も、 フ

ォ ロー ・ア ッ プが 必要 で あ る。 実 際 に は 、教 育 後 の フォ ロー ・ア ップは

立 消え に なる ことが 多 い。 オ ー プ ン ・プ ログ ラマ が育 つ 割合 が、 教 育後

で1～2割 と云 うこ とは 、教 育 後 の フォ ロー ・ア ップが 十 分 で ないか ら

で あ る。

所 属 部 門 へ復 帰 後 の 教 育 は、 社員 の 自 己啓発 が主 体 と な る。 教 育担 当

部 門は 、 社員 が勉 学 す る の を指 導 、援 助す る こ とが 必要 で あ る。

具 体 的に は
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① 教 育担 当部 門か ら所属 部 門へ 、 指導 計 画書 を提 供 し、 所 属 長 も協 力

して 育成 指導 に あた る。

② 教 育担 当部 門は 、 情報 処 理 に関 す る技術 情 報 、 社内 で新 た に開 発 さ

れ た プ ログ ラムの 情 報、 講 習会 な どの開 催 情報 な どを連 絡 す る。

③ 教 育 され た社 員 が 中心 とな って 、所 属部 門 で講 習 会 を開 く場 合 には 、

資 料 、教 材 の提 供 な ど協 力す る。

④ 教 育終 了者 名 簿 を 作成 して、 社 内 に発 表 し、 オ ー プ ン プ ログ ラマの

活 用 を制 度化 す る。

の方 法 が考 え られ る。

教 育 には 終 りが ない。 重要 な こ とは、 繰 り返 し、繰 り返 し教 育 すべ き

こ とを、 教 育担 当 者 と、 教 育 され る側が 常 に意 識 す る こ とで ある。

4.4評 価 と 改 善

企 業 内 教 育 の評 価 は 、 経営 目的 を達 成 す る ため の 職務 の遂 行 能 力 が、 教

育 前 と教 育 後 に どの くらい高 め られ たか、そ の 実績 に よ って 行 なわれ る。

教 育 の 評 価 を実 施 す る場 合 には 、 次の よ うなPlandoseeの 手順 を

とる のが 普 通 で あ る。

一ーーーーー －F二 二 二 二「 一 一 一 一 一 寸

已 価 の 目 的 を 設 定ll1
教 ↓1

㍉ 匡 価の鍛 品 定ll教 育の実施

のil評 価 ま 実 施 －l
l↓1

評ll評 価 結 果
の 検 討1:

価i
l－ 睡 ≒L

_一 一」
図3-2

1
1教 育 計 画1

今

一169一



まず 、評 価 の 目的 が どこに あ るか、 そ れ をは っ き りす る必 要 が あ る。 目

的 と しては 、

。学 習者 値 入 の 能 力 が初 期 の 目的 まで高 め られ た か。

。教 育計画 、 教 育方 法 が適正 で あ ったか 、改 良 の余地 は ない か。

。学 習者 を新 た な職場 に 配置 す るた めの 適正 の チ ェ ック。

な どが考 え られ よ う。 しか し、 評 価 の 目的は 、教 育 の 目的 と一 致 す るの が

一 般 的 で あ る
。 したが って、 「学 習者 個 人 の能 力 が 初期 の 目的 まで高 め ら

れ たか を測 定す る 」のが、 評 価 の 目的 と考 え て 良 い だ ろ う。

評 価 の手 段 とは、 評 価 の 目的 にそ って、 そ の達 成状 態 を測 定 す る方 法 で

あ る。 評 価 の手 段 と して は、 一 般 に

(1)ペ ーパ テ ス ト

実 施 時期 に よ り、学 習前 テ ス ト、 中間 テ ス ト、終 了 時 テ ス トが あ り、

テ ス ト形 式 に よ り、論 文式 、○ ×式、 選 択 式 な どが あ る。 これは 良 く

使 われ る方 法 で あ るが 、知 識 の理 解 度は 測 定 しやす いが 、技 能 の測 定

には む ず か しい。 新入 社員 の教 育 評 価 には 使 用 され よ う。

(2)実 技 テ ス ト

コン ピュー タの オペ レー シ ョンや プ ログ ラ ム作成、 ラ ンチ ス ト、 デ

バ ック な ど実際 にや らせ て測 定 す る。

(3)配 置後 の 実績

仕 事 の実 績(出 来 高 、能 率)あ るい は上 司 に ょる 作業 中 の観 察記 録

に よ って 測 定 す るが 、 学 習者 を一 斉 に 評 価 で きない の で、 客 観 性 に欠

け る き らい が ある。

(4)ア ン ケ ー ト ・レポ ー ト

これ は 値 入 の能 力 の評 価 とい うよ りは 、 教 育 計画 、 教 育 方 法の 評 価 、

改 善 の た め に 使 うこ とに なろ う。

以 上 に よ り評 価 を実施 し、 そ の結果 を 検討 して 、 そ れ を今 ま で述 べ て き

た 「教 育 計画 」や 「教 育 の実施 」の立 案 に十 分 に 反映 させ れ ば 、 情報 処理
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教 育の効 果 は あ が り、 大 き な意 義 を持つ こ と と なろ う。
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5.事 務系社員に対す る情報処理教育

5.1ニ ー ズ の 把 握 と 目標 の 設 定

言 うま で も な く、 コンピ ュー タ リゼ ーシ ョンの波 は ま たた く間 に社 会生

活全般 を覆 いつ くし、コ ン ピ ュー タは い まや企業 に と って は な くては な らぬ

ツール と して の位 置 を確 保 して しま った。

そ の要 因 の一 つ に情 報 量 の爆 発 的 増 大 が あ る。企 業 が 直面 させ られ てい

る情報 量 は もは や 手 作業 の 限 界 を越 え 、 コン ピュ ー タに よる情 報 の大 量 処

理 は 企業 に と って 不 可避 であ る。

第二 の要 因 と しては 世 の 中の急 激 な変化 が挙 げ られ る。 従 来 の企 業活 動

は おお むね カ ン と経験 に 立 脚 して いた 。 カ ンは経 験 の 産 物 で あ り、 経 験 は

時 間 的経 過 と不 可 分 で あ る。 経 験 を積 む い とま を与 え ない 急 激 な 変化 は 、

もは や 人 為的 対 応 を不 可能 化 た ら しめ た。 コ ン ピュ ー タ を駆 使 した迅 速 な

情 報処 理 に よ らなけ れ ば 、 現 代 の急 激 な 変化へ の 対 応 は 不 可能 で あ る。

第三 の要 因 は経 済 の高 度 成長 に伴 う労働 入 口の 相対 的不 足 で あ る。 労働

力 の不 足 は生 産 性 の低 下 となる。生 産性 向上 のため最 も端 的 な手 段 が 機 械 化

で あ る。 事務 の世 界 に お い て も、 機 械化 は 企 業 の 至 上 命令 とな っ た。

さて 、人 力に よ る情 報 処 理 と機 械 に よる情 報 処理 は根 本 的 に異 な る。 入

間 に よる情 報 処 理 は発 見 的 、反 省 的で あ り、 たえ ず情 報 の追 加 と フ ィー ド

バ ック を行 な うこ とに よって 、 目標 の確認 と結果 の 評 価 を行 ない なが ら進

む。 従 って、 あい まい な部 分(不 確 定 性)が い か に 多 くと も、途 中 で誤 行

為 や誤解 を生 じて も、軌 道 修正 に よって 大 過 な く処 理 して しま う。

一 方
、 機械 に よる情 報 処理 は 確 定 的、 絶 対 的 で あ って、 初 め に 全 て を定

義 し、 そ の 定義 を確 実 に 実 行 す る方式 なの で、 あ い まい さは 許 され ず 、誤

行 為 や誤 解 は す ぐさま致 命 傷 と な る。

機械 化 には 機械 化 に合 った機構 や 考 え 方 が必 要 で 、人 力 時代 の 機構 や考
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え 方 をそ の ま ま使 ったの で は効率 が悪 く、 第 一 危 険で あ る。 人 と馬 しか通

らなか った 昔 の街 道 と昨 今 の 高速 道路 を 自動車 で走 っ た時 の こ とを想 え ば

これ は す ぐ判 る。 また 、 道 を足 を使 って 歩 い て るの と 同 じ意識 で 自動 車 を

運 転 した時 の こ とを考 えて みて も よい 。

企 業 内 情報 化 を進 め る上 でまず 必要 な こ とは 、 社員 の意 識 の 変革 で あ る。

コ ン ピュ ー タを錦 の御 族 に 見た てて 、 こ っ ちは 官軍 、 従 わ ぬ ものは み な

賊 軍 とお どか して、 無 理 や り協 力 させ た り、 コン ピュ ータ部 門 が や た らに

媚 び を売 って 、 コン ピ ュー タに妙 な親 近 感 を 湧 かせ 、 コン ピュ ー タに対 す

る警 戒 心 を柔 らげ た りす る のは いず れ も誤 りで あ る。 コン ピ ュ ー タの持 つ

利 点 と欠 点 を正 し く認 識 させ て、 情報 化 社 会に おけ る新 しい処 世 術 を身 に

つ け させ る。 これ が一 般 社 員 に 対 す る情 報 処 理教 育の 目的 で あ ろ う。

コン ピュ ー タは 現 代 の利 器で は あ るが 、 決 して、 誰 に も使 い こなせ る無

害 な道具 では ない。 い わば 自動車 の よ うな もの であ って、 行動 半 径 を著 し

く広 め る反 面、使 い方 次第 では走 る 凶 器 と も な る。 走 った後 には 情 報 公 害

も残 す。 コ ンピ ュ ー タ リゼ ー シ ョンを 広げ る ため には 、 そ れ な りの道路 網

(な かん ず く高速 道路)も 必要 だ し、 運 転技 術 も、 運 動神 経 も、 交通 法規

も、 道徳 観 念 も 必要 であ る。

こ の場 合 、道路 網 の 整備 を コー ド化 、標 準 化 、文 書 化 、 ルー ル化 な どの

事務 機構 の整 備 とす る な らば、 運 転 技術 は シ ステ ム技 法 や マ ネ ジ メ ン ト、

サ イ エ ンス、 運 動 神 経 は シ ステ ム ・マイ ン ド、 交 通 法規は 情 報化 に 関 す る

社 規 社 則 の 類、 道徳 観 念 とは 情 報犯 罪 や 情報 公 害 を起 さ ない 公徳 心 とい う

こ とに な る。

事 務系 一 般 社員 に対 す る情 報処 理 教 育は 従来 二 っ の方 向か ら行 なわ れ て

い る よ うに 見受け られ る。 そ の 一 は 、 コ ン ピ ュ ー タ ・ア レル ギ ーの解 消 、

コン ピ ュ ー タ利用 の 促 進 とい う言 葉 に 見 られ る よ うな、 機 械 化 の露 払 い 的

な教 育、 とに か く抵 抗 を柔 らげ て なん とか 協 力 させ よ うとい う、 コ ン ピュ

ー タ部 門独 善 の姿 勢 で あ る。
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そ の二 は 、 専 門 要員 へ の ロー テ ー シ ョ ン、端 末 オペ レー シ ョン修 得 な ど

と い う、 コン ピ ュー タ要 員 の 予備 軍 、 あ るいは 準 要員 育 成 とい う方 向 であ

る。

コン ピュー タ利 用 の 初 期 の段 階 で は 、 この二 つは お そ ら くや む をえ ない

方 向 であ ろ うと考 え られ るが、 もは や黎 明 期 では ない 今後 の情報 処 理教 育

の あ り方 と しては 、 この よ うなEDP部 門 オ リエ ンテ ッ ドな 方 向では な く、

利 用部 門 オ リエ ン テ ッ ドな考 え方 が 望 ま しい。 た とえ ば 、

コ ン ピュ ー タの誤 った導 入 を避 け る ため に とか、 コン ピュー タ的思 考 に

毒 され ない た め に、 あ るい は、 コン ピュ ー タや コン ピ ュー タ部 門の行 動 を.

監査 で きる社員 を育 成 す る ため に な どとい った項 目 も 目的に加 え られ て よ

い だ ろ う。

5.2教 育 計 画

ニ ー ズの把 握 と 目標 設定 に続 い て、 い よい よ教 育 計 画 とい うこ とに な る

が 、 こ こでは 、 事務 系社 員 に対 す る情 報 処理 教 育 の あ り方 を試 案 と して ま

とめ てみ た。

教 育 計画 は 「期待 され る入 間像 」の 設定 に初 ま る、 ど うい う人間 を 作 り

あげ る のか、 まず 、 そ の点 が 明確 で なけ れば な らない 。 この点 が あい まい

だ と、教 育の ため の教 育 に終 始 して しま い 、効 果 は 初 め か ら期 待 してい な

い な どとい う暴 論 が 出た りす る。

次 の 問題 は 教 育担 当 者 、 あ るいは教 育 担 当 部 門 の確 保 で ある。 教 育 では

教 え る側 と教 わ る側 との 交流 、 な かん ず く対 話 に よる相 互理 解 に意 義 が あ

る。 テ レ ビ、 新 聞、 参 考 図 書等 に よる よ うな一 方 通行 的教 育 では 自習 と何

ら変 りな く、 集 合 教 育 と して 行 な う意 味 が ない。 そ の た めに は講 師 と して

の 資質 や レベ ルが 問 題 で、 講 師 の場 当 り的 な選 定 や二 線級 の 充 当 は い ま し

む べ きで あ る。

も っ と厳 し く言 え ば、 教 育 とは 知 識 と人 格 の付一与 であ り、 教 育 者 には そ
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れ な りの人格 が 必要 だ とい うこ とで あろ う。 で きれ ば 専 門職 と して の教 育

担 当者 を常 備 すべ き で あろ う。

次 の 問題は 教 育 カ リキ ュ ラ ムの作成 であ る。

ア ンケ ー トに よれ ば 企業 の約 半 数 が カ リキ ュ ラ ムを メ ー カに依 存 してい

るが 、 メ ー カの期 待 す る人間 像 とユ ーザの 期 待す る人 間 像 とは 当然 異 る わ

け で、 メー カの カ リキ ュ ラム をそ の まま使 用 す る こ とは 、 対 象が 一般 社 員

の場 合 に は特 に問 題 が 多い。 カ リキ ュ ラムには 自社 の 適 用業 務 の紹 介 や 将

来 計画 、 同 業 他社 の 動 向 な どを加 え て 自社 な りの もの を 作成 す べ き であ ろ

う。

カ リキ ュ ラ ムが で きた ら次 は 教材 や器材 の 選 定、場 所 の 確保 、 日程 計画 、

そ して実 施 とな る。

今後 、 企 業 内 に お け る コ ン ピ ュー タ利 用 が 進 む にっ れ 、 入 間 と コンピ ュ

ー タの分 化 が 進み 、 機 械 に適 した処 理は 機 械 が 行 ない 、 入 間 は よ り入 間 的

な 作業 に従 事 す る、 い わゆ る マ ンマ シ ン情 報 システ ムが確 立 され るで あろ

う。

暗 記 、 計 算、 判定 、 転 記 な どの標 準 化、 ル ー ル化 、.手順化 され た事務 は

機械 が行 ない 、人 間は よ り高 度 な頭脳活 動、 た とえ ば 問題 発 見や 創造 活 動 、

総 合 判 断 や 例外 処 理 な どを扱 うよ うに な る。

と ころが 、 こ こで一 番問 題 に な るの が コン ピ ュー タ と入 間 との イ ンタ ー

フ ェース で あ る。 コ ン ピュー タに あ らか じめ 定 義 され た 情 報、 す なわ ち コ

ー ド化 され た 情 報 しか扱 え ない。 つ ま り取 扱い デー タ と処理 手順 の コ ー ド

化が 不可 欠 で 、 イン プ ッ トとプ ログ ラ ミングが 処 理 の 前 提 にな る。

こ の作業 は 人間 で ない と で き ない が 、 作業 と しては 単 調 で、 比 較 的 ロ ー

レベ ルの 社員 で こ な し え る。

一 方 、 コ ン ピ ュ ー タに何 を や らせ るか を決 め た り、 コン ピュ ー タの ア ウ

トプ ッ トに よって経 営 上 の意 志 決 定 を行 な った りす る には 、 か な り高度 の

知 的活 動 が 必 要 で 、 比較 的 ハ イ レベ ルの 社 員 で ない と こ なせ ない。
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つ ま り、 人 間 に残 さ れ た 作業 と しては 、 真 に 人間 的 な 作業 と、 マ ン マ シ

ン イ ン ター フ ェ ー スに 関す る もの とが あ るわ け で、 事務 系 社 員 も この い ず

れ かに 分 類 され る わけ で あ る。

従 って 教 育 計画 も この二 者 を同一 には 論 じえない。

ここ では 、 コン ピ ュー タ部 門の周 辺 業務 を受 け持 つ層 を対 象 と した教 育

初 級 コー ス と し、 コン ピ ュー タ部 門 に 作業 を依 頼 した り、 コン ピュ ー タの

ア ウ トプ ッ トを活用 す る層 を対 象 と した教 育 を中 級 コー ス、 更 に、 各 部 門

内に あ って コン ピ ュー タの活 用 計 画 の立 案 や 、 シ ス テ ム設 計 、 シス テ ムの

改 善 な どを行 な うセ ク シ 日 ン ・プ ランナ ー を対 象 と した教 育 を上級 コー ス

と した一 般 社 員 向け の 教 育計 画 を 作成 してみ た。概 要 は 下記 の とお りで あ

る。

① 集合 教 育 に よ り、 コン ピ ュー タの機 能 と原 理 、基 礎 用 語 解 説 を中心 に 、

コン ピュ ー タのABCを 講 義 す る。

② ス ラ イ ドや映 画 な どの視 聴 覚 教 材 を多用 して、 コン ピュー タの働 き、

各部 の名称 、 入 出 力装 置 の種 類 、 処理 の手 順 な どを解 説 す る。

③ コン ピュ ー タ室 を実地 に 見学 させ、 そ の後 で質 疑 応答 を行 な う。

④ 特 定 の言 語(FORTRANかCOBOL)を 決 め て 、 プ ログ ラムの

ABCを 講 義 し、 掻 く簡 単 な プ ログ ラ ムを 自分 で 組 ませ て、 コン パ イル

し、 最終 的 に ランす る と ころ ま でや らせ てみ る。

〔実 習 内容 〕

a.1/0レ イ ア ウ ト

b.フ ロー チ ャ ー ト

C.コ ー デ ィン グ

d.コ ンパ イル

e.デ バ ック

f.ラ ン

⑤ メ ー カの プ ログ ラ ム入 門 コー スに出 す。
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、

⑥ メー カの プ ログ ラ ム入 門 コー スで出題 され た程 度 の 練 習 問題 を も う一

度 組 ませ て、 専 門要 員 が チ ェ ックす る。

⑦ 集 合教 育 に よ り、 シ ス テ ム設 計 の手順 と経営 科学 手 法 のABCを 講 義

す る。

⑧ シ ステ ム設 計 の ケ ー ス ・ス タデ ィを行 な う。

⑨ ア プ リケ ー シ ョン ・パ ッケー ジの解 説 と、そ れ を用 い た プ ログ ラム実

習 を行 な う。

⑩ 何 人 か で プ ロ ジェ ク ト・チ ー ムを組み 、 実 戦 的 テ ー マに よる システ ム

設計 を実 際 に 行 な って,成 果 をあげ てみ る。

⑪ コン ピ ュー タ部 門 に 一 定 期 間 留学 して、 そ の間 に、 自分 が関係 した シ

ス テ ムの 定着 と改 善 を計 る。

⑫ 外部 の教 育機 関 や参 考 文献 に よ り、 システ ムの高 度 利 用 に関す る研 究

を行 ない 、 そ の研 究 結果 を論 文 に ま とめ 、 社 内発 表 す る。

事務系社員向け教 育のク ラス分け

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

EDPSの 機能 と原 理(1日)

㌧1曇霞i
プ ログ ラ ム入 門 コ ー ス(5日)

フ ォ ロ ー ア ッ プ 教 育(2日)

シ ス テ ム 設 計 、 経 営 科 学(5日)

ケ ー ス ・ス タ デ ィ(1日)

ア プ リ ケ ー シ ョ ン実 習(2日)

プ ロ ジ ェ ク ト ・チ ー ム(3～6ケ 月)

社 内 留 学(3～6ケ 月)

研 究 論 文(1～3ケ 月)
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集 合 教 育 の 科 目 例
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1

1

1

1

1

1

コン ピ ュ ー タ概 念

コン ピ ュ ー タ利 用 の 必 然性

コン ピ ュ ー タの 歴 史

コン ピ ュー タの 定義 と分類

コン ピ ゴ ー タ業 界 の現 状 と将来

ソ フ トウェ ア産 業 と情 報 価値 につ い て

我国 に おけ る コン ピ ュー タ利用 の現 状

自社 に おけ る コ ン ピュ ー タ利 用 の概 況

同 業 他 社 の 動 向

適 用 業 務 の解 説

コ ン ピ ュ ー タと人 間 の 相似 点 と相異 点

コン ピュ ー タの採 算性 と シス テ ム の評 価 基 準

コン ピ ュー タ利 用 の あ り方

コン ピ ュー タの持 っ危 険 性 と利 用 上 の問題 点

適 用 業務 の選 定 基 準

コ ン ピ ュー タ要 員 に ついて

コ ン ピュ ー タ部 門が 直面 して い る問題 点

コー ドに つ い て

コン ピ ュ ー タ導 入 の 手順 と要 点

経 営 情 報 シ ステ ムに つい て

2.ハ ー ド ウ ェ ア

2.1コ ン ピ ュ ー タ の 基 本 機 能

2.22進 法 原 理 と ビ ッ ト概 念
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1

1

1

1
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2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

論理 素子の働 きとデジ タル回路

情報の表現 の仕方(コ ー ド)

入力装置 と入力媒 体

出入装置 と出力形式

補助記憶装置 と補助記憶媒体

インプ ッ ト手法のい ろい ろ

命令 とプ ログ ラム

制御装置 と自動逐次制御 方式

主記憶装置 とプ ログ ラム内蔵方式

デー タ通信 と端末装 置

新 しい技術動向

5.ソ フ

3.1

3.2

3.3

3.4

3.5

3.6

3.7

3,8

3.9

3.10

ト ウ エ ア

プ ロ グ ラ ム概 念 と フ ロー チ ャ ー ト

FORTRAN入 門

COBOL入 門

プ ロ グ ラ ム言 語 の 種 類 と特 徴

プ ロ グ ラ ミ ン グ の 手 順

オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム

サ ー ビ ス ・プ ロ グ ラ ム

ジ ョ ブ ・コ ン ト ロ ー ル

ア プ リケ ー シ ョ ン ・パ ッケ ー ジ紹 介

ソ フ トウ ェ ア 体 系

4.シ ス テ ム 技 法

4.1現 状 調 査 の 進 め 方

4.2シ ス テ ム分 析
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H

12

13

14

15

16

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

特 性、要因分析

機 能 分析

費用、効用 分析

代替案 の評 価

ン ス テ ム設 計

KJ

ワー ク デ ザ イ ン

デ シ ジ ョン ・テ ーブ ル

統 計

確 率 論

情 報 理 論

回帰 分析 、分 散 分析

相 関 分 析

周 期 解析 、 時系 列 分析

多変 量解 析 、数 量 化理 論

ネ ッ トワー ク手 法(PEPT等)

数 理 計 画 法(LP等)

実 験 計 画 法

原 票 設 計

コ ー ド設 計

イ ン プ ッ ト方式 設 計

イ ン プ ッ ト媒 体 設計

レポ ー ト設計

フ ァ イルi設計

プ ロセ ス設計

チ ェ ック ・シス テ ム設計

プ ログ ラム設 計

法
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4.17待 合 せ 理 論

4.18シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

4.18.1GPSS

4.18.2SIMSCRIPT

4.18.3DYNAMO

419ゲ ー ム の 理 論

420在 庫 理 論

4.21需 要 予 測

4.22デ ー タ構 造 と デ ー タ ベ ー ス ・マ ネ ジ メ ン ト

4.23ヒ ュ ー リス テ ィ ッ ク ・ア プ ロ ー チ

4.24経 営 科 学 体 系

5.関 連 知 識

5.1コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技 法

5.1,1

5.1.2

5.1.3

5,1.4

5.1.5

5.2心

5.3整

5.4情 報 機 器 の 活 用 法

5.4.1テ ー プ レ コ ー ダ ー

5.4.2視 聴 覚 教 材

5.4.3カ メ ラ

5.4.4VTR

5.4.5マ イ ク ロ フ ィ ル ム

文 章 の書 き方

発 表 の 仕 方

会 議 の進 め 方

リー ダ ー シ ッ プの取 り方

説 得 の仕 方(セ ール ス話 法 な ど)

理 学

理 学(フ ァ イ リング手法 な ど)
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5.4.6電 卓

5.4.7電 話

5.5法 律

5.6経 済

5.7会 計 学

5.8経 営 学

5.9初 等 数 学

5.10ビ ジ ネ ス 英 語

5.11論 理 学

5.12編 集 、 デ ザ イ ン
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教 育 計 画 の 実 例

事 例1(繊 維 会 社)

教 育 の基 本 方針 と して、 全 社 員 を対 象 に、 総合 的 な教 育体 系 に よ り、

継 続 的 に実 施 す る こと を うた って お り、 事務 系 社員 に対 す る情報 処理 教

育 は 、 大卒 新 入 社 員 に対す る 一般教 育 と、 中堅 社員 層 に対 す る一般 教 育

に 分 か れ て お り、 下記 の よ うな内 容 であ る。

(1)中 堅 社 員 層 に対 す る一 般 教 育

〔教 育 内容 〕

1コ ン ピュ ー タ使 用原 理

2.シ ステ ムデ ザ イ ンに 対す る理 解

3.適 用 の方 法

4実 習 並 び に討 論

〔教 育期 間 〕

24時 間(3日 間合 宿)

(2)大 卒 新入社員 に婿 る一般教育

〔教 育 内 容 〕

1,コ ン ピ ュ ー タ 使 用 原 理

2.当 社 の 適 用 業 務

3.実 習

〔教 育 期 間 〕

100時 間(2週 間)

事 例2(電 力 会 社)

コ ン ピ ュ ー タ教 育体 系 と して

1新 入 社 員 コー ス

2コ ン ピ ュ ー タ基 礎 コ ー ス
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・3.ハ ー ドウ エ アi基 礎 コー ス3日

4.プ ロ グ ラ ミ ン グ 基 礎 コー ス(FORTRAN)5日

5.プ ロ グ ラ ミン グ基 礎 コ ー ス(COBOL)6日

6.プ ロ グ ラ ミ ン グ拡 充 コ ー ス(FORTRAN)3日

7.プ ロ グ ラ ミ ン グ応 用 コ ー ス2日

8,LP、PERT、 シ ミ.ユ レ ー シ ョ ン、 数 値 計 算 、

電 気 計 算 な どの 手 法 別 コ ー ス

9.シ ス テ ム 設 計 基 礎 コ ー ス

10.シ ス テ ム 設 計 応 用 コ ー ス3日

11.マ ネ ジ メ ン ト ・ コ ー ス3日

12.ト ッ プ マ ネ ジ メ ン ト ・ コー ス4日

が 用 意 され て お り、 大 卒 新 入 社 員 に 対 して は 新 入 社 員 コ ー スが 、 そ の 他

の 事 務 系 社 員 に 対 して は 、 コ ン ピ ュ ー タ基 礎 コ ー ス 、 プ ログ ラ ミン グ 基

礎 コ ー ス、 拡 充 コ ー ス 、 シ ス テ ム設 計 基 礎 コー ス 、 応 用 コー ス 、 手 法 別

コ ー ス が 開 放 さ れ て い る。

こ の うち 、 コ ン ピ ュ ー タ基 礎 コ ー ス と シ ス テ ム設 計 基 礎 コ ー ス は 社 外

の 通 信 教 育 を 利 用 し て お り、 プ ロ グ ラ ミ ン グ ・コ ー スは 社 内 の 集 合 教 育

と 自 習+実 習 方 式 の3本 立 て 、 手 法 別 コー ス は 社 内 の 集 合 教 育 、 シ ス テ

ム設 計 応 用 コ ー ス は 合 宿 方 式 の 集 合 教 育 と して い る
。

事 例5(鉄 鋼 会社)

一 般 社員 に 対 す る教 育体 系 と しては

1.EDP基 礎 講座

2.管 理 技 法 基礎 講 座

3.フ ォ ー トラ ン講 座

4.EDP・C級 講座

5.プ ログ ラム活 用講 座(OR、 統 計 解析 、数 値 解 析)
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6,シ ステ ム設 計 講 座

7管 理 技 法 専 門講 座(OR、QC、IE)

を持 って お り、 主 な内 容 は下 記 の通 りであ る。

〔EDP基 礎 講 座 〕

〔管理 技 法 基礎 講 座 〕

〔システ ム設 計講 座 〕

1.経 営 管 理 と シ ステ ムの 機能

2,シ ス テ ム思 考 、 シ ス テ ム化 の必 要性

3.情 報 シ ステ ム、EDPシ ステ ム、 管理 技 法 と システ ム化

4.問 題 解 決 と シス テ ム化 推 進 の 手順

5.シ ス テ ム化 に おけ る問題 発 見、 分析 、整理 の手 法

6.シ ステ ム化 の方 針 決 定 と システ ムの基本 設計

7.関 連 シ ス テ ムの 調 整 と トータル シ ス テ ム

8.シ ス テ ムの評 価 方 法

9.シ ス テ ム評 価 と シ ス テ ム内容 の ま とめ 、文 書 化

以 上 を集合 教 育14日 、 自学 自習10日 の期間 内 で

講 義→ 値 入 研 究 → 発 表 → 討 議 → グ ルー プ研 究→ 発 表→ 討 議

の く り返 しに よ り、技 法 、 手 順 を理 解 す る。
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5.5評 価 と 改 善

教育 が 一 つ の 目的 に沿 って行 なわれ る以 上 、 結果 に対 す る評 価 と、 次 の 教育

計画 へ の フ ィ ー ドバ ッ クが 行 なわ れ るのは 当 然 で あ る。

1.目 的 に 沿 った 成果 が得 られ た か。

2.教 育 の 内容 が正 し く理 解 され たか。

3.受 講 者 に 不 平 や 不満 が なか ったか。

4.教 育 方 法 は妥 当 で あ った か。 どの よ うな方 法が 最 も高 い効 果 を得 たか。

5.教 育 期 間は 適 当 か 。 短 かす ぎた り長す ぎた りしな か ったか。

6.教 材 は どの程 度 活 用 され た か。 難 易 度 は ど うか。 量 的 には ど うか。

7.受 講 者 は 何 を希 望 してい るか。

8,受 講 者 の意 見の 中 に参 考 となる ア イデ アが な いか 。

9.受 講 者 の グル ー プ編 成 に問 題 は なか った か。

10.教 育 環境(特 に教 育 提供 場 所)は よか った か。

11,教 育 の 今後 の フォ ロ ーア ッ プを どの よ うに 進 め た ら よい か 。

教 育 の フ ィ ー ドバ ッ ク

ニ ー ズ の 把 劃

↓

已 標 の 設 定1

↓

1教 育 計 画 ト

↓

1教 育 の 実 施1

↓

1教 育 の 評 価1

↓

1教 育 の 改 善1

図4-2'
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12.講 師 に 対 す る評 価 は

13・ 教 育機 材 が不 足 してい ないか 。 また それ が十 分 に 活用 され たカ・。

14,受 講 生 の 母体(所 属 部 門)と の間 で仕 事 に関 す る トラブ ルは なか った か。

15.受 講生 の レベ ルや 、 知 識 や能 力 の個 人差 は ど うであ ったか。

16.ど の程 度 の 参加 が得 られ たか 。 途 中 で の脱 落者 は 出なか ったか。あった と し

た らそ の理 由は何 か 。

以 上 を何 らかの 方 法 で チ ェ ックす る。

チ ェ ックの 方 法 と して一般 に 行 な われ てい るのは 下記 で あ る。

1.ア ンケ ー ト調 査 や意 識 調 査

2.ペ ー パ ー テ ス ト

3.実 技 テ ス ト

4.レ ポ ー トの提 出

5,所 属 長 の 評 価

ア ンケ ー ト調 査 では 教 育方 法 や教 育内 容等 に対 す る受 講 生 の 評 価 や改 善 意 見、

それ に教 育 の成 果 に対 す る 自己 評 価 を問 う。

意 識調 査 も一 種 の ア ンケ ー ト調査 と考 えて よい が 、 こ こで は 心 理学 的手 法 を

用 い て、 教 育 を どの よ うに考 え てい るか 。 教 育 に何 を期待 して い るか 、 教 育 の

成果 を どの よ うに感 じて い る か等 を統 計 的に把 握 す る。

ペ ーパ ー テ ス トは教 育 の 最後 に行 な うのが 一 般 的 で あ るが 、 最 初 に 行 な って

受 講者 の レベ ル を測定 した り、 中間 に 行 な って教 育 の軌 道 修 正 を行 な った りす

る こ と も必 要 で あ る。

簡 単 なプ ログ ラ ムを実 技 テ ス トと して組 ませ る こ と も考 え られ よ う。

一 つ の コ ース を終 了 す る こ とに レポー トの提 出 を求め る こ と も、 評 価改 善 に

は 役立 っ場 合 が 多い。 単 なる感 想 文 程度 の ものか ら、 プ ロジ ェ ク ト・チ ー ム形

式 の シ ステ ム化 実 習 に お け る論 文 形 式 の報告 書 ま で幅広 く行 な われ て い るが 、

ア ンケ ー トや テ ス トと合せ て 総合 的 に行 な うこ とが 望 ま しい 。

事務系 社 員 に は ど う して も所属 長 の理 解 と協 力 が必要 で、 所属 部 門か ら遊 離
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した教 育は あ とあ とに しこ りを残 して まず い。 所属 長 の意 見 も尊 重 して 今後 の

参 考 とすべ きであ る。 最 も効 果 的 なのは 面接 調 査 だ が 、 ア ン ケー ト調 査 で行 な

う場 合 もあ る。
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三
口N.提





1.政 府 に対 す る提 言

情 報化 社 会 の実 現 や産 業 の知 識 集 約 型 化 な どは、 政 府 が 今 日強 い 関心 を

示 してい る問 題 で あ り、 またそ の た め の政 策 も逐 次推 進 され つ つ ある。 と

ころで 、 これ らの実 現 のた めに 中心 的 な役 割 を果 す のは 、究 極 的に は入 間

で あ る こ とは 明 白 で あ り、 したが って 人材 の育 成 こそが これ らを可 能 な ら

しめ る最 重 要 手段 で あ る と もい い得 る もの で あ る。 しか るに 一般 に 見 られ

る現 実 の 情 報 処理 教 育は 、最 重 要 手段 で あ る にふ さ わ しい もの とは な り得

てお らず 、 多 くの問 題 を含 む もの であ ると断 ぜ ざるを得 ない。 そ して この

重 要 な問題 の改 善 には 政 府 の積 極 的 な施 策 が 是非 と も必 要 で あ り、 また そ

れ は きわ め て 有効 であ る との判 断 に も とつい て 、産 業 界 に おけ る情 報 処理

教 育 に 関 す る調 査 の結 果 を前提 と しな が ら,こ こに政 府 に対 す る若 干 の 提

言 を行 な うもの で あ る。

(1)政 府 は 産 業 界、 と くにそ の 経 営 者 に対 して、 情 報処 理 教 育 の重要 性 を

強 く認 識 させ るため 、 必要 な 啓 蒙 の ため の施 策 を実施 す べき であ る。

すべ て 事 態 の改 善は 、 そ の必 要性 の認 識 が 徹底 す る こ とに よって は じめ

て 可 能 であ り、 認 識 の程 度何 如 に よ ってそ の結 果 の程 度 も左 右 され る。 ま

た、 産 業 界 に お い ては 経 営者 の認 識が 最 も重 要 な要 素 であ る こ とは い うま

で もない 。 と ころで、 情 報処 理 教 育 の 問題 に っ いて は 、 現 在 の と ころ、 経

営 者 が そ の 重 要性 、 必要 性 を よ く認 識 して い る とは いい が たい の で経営 者

に対 す る こ の点 の 啓蒙 が きわ め て 重要 であ る と考 え られ る。 そ の ため には 、

政 府 の積 極 的 な努 力が 最 も必要 で あ ろ う。

(2)政 府は 、 産 業 界 に おけ る情 報 処 理 教育 の 内容 お よび 方法 に つ いて の 研
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究 を行 な い、 そ の あ るべ き方 向 を示 す とと もに、 で き得 れ ば標 準 的 カ リ

キ ュ ラム を開 発 す る こ とが 望 ま しい。

情報処理 教育は比 較的最近起 って きた新 しい問題 であ り、その内容、方

法等にっいては、大部分の組織体 が未 だ試行錯誤 の手探 り的状態 にあるの

が実状 といえ る。従 って、か りに情報処理教 育の必要性は認めた としても

その内容 や方法が的確 でないために実施 を控 えている例 も多い。一方 、巷

間に存在す る専門団体等 の提供す る教 育内容あ るいは 各企業が主体 的に実

施 してい る教育内容 において も大 きなバ ラツキが認め られる。そ こで、現

在 必要 とされることは、政府が率先 してあるべ き教育内容 や方法 を研 究 し

(あ るいは研究 を委託 推進 し)、 準拠 し うべ き指標 のごときものを開発す

る必要 がある。

(3)政 府は 、 産 業界 が 広 く利 用 し得 るよ うな情 報 処 理 教 育 機 関 の 設立 に つ

いて、 早 急 に 検 討 し、 計 画 を推進 す べ きであ る。

情報 処理 教 育 の必要 性 を痛 感 しつつ も・ 自主 的に これ を行 な うだげ の 力

を有 しない 中堅 以 下 の企 業は 少 な くない 。 一方 、 既 存 の専 門教 育 機 関は 必

らず し も企 業 の 必要性 に よ く適 合 した教 育 を提 供 し得 る とは い い得 ない 実

状 に あ る。また 、わ が 国 の 場 合 、学校 の門 戸は この よ うな 対象 につ い て は閉

ざさ れて い る。この ような 実 状 に おい て 、政 府 は 多数 の 企 業 が よく利 用 しうる

よ うな 信 頼 すべ き教 育 機関 の 設立 にっ い て 、積 極 的 に これ を研 究 し推 進す

る ことが 望 まれ る。 そ の形 式 は 、純 民 間 ベ ースの 機 関 へ の援 助 監督 で あれ 、

公 的機 関 の新 設 で あれ 、 そ の い ず れ も可 能 であ ろ う。 な お、現 在 の情 報処

理 研 修 セ ン タ ーは 、 専 門要員 の 育 成 につ い ては 高い 評 価 を得 て い るが 、そ

の 収容 能 力が極 めて 限定 され て お り、 また専 門要 員 以 外 の多数 の 教 育対 象.

は 考 慮 され てい ないので、 同 センター の よ うな機 関 の増 設 もひ とつ の有 力 な

手 段 と考 え られ る。
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(4)政 府 は、 情 報 肌 理 教育 に関 す る資料 を収 集 保有 して 民間 の 利 用 に供 し

うる よ うな情 報 処 理 教 育 資料 セ ン ター を設 け る こと を研 究す べ き であ る。

情 報 処 理 教 育 の た め の 資料、 機材は 内外 と もに多数 存 在 してい るが 、 そ

れ らを利 用 しよ うと レて も適 切 な もの を実 際 に入 手 して 参 考 とす る こ とは 、

各 個 企 業 に と っては 甚 だ し く困難 な こと であ り、 また これ を行 な うため に

は 実 に 多大 な労 力 と費 用 を必要 とす る。 そ こで 、政 府 は これ らの 資料 を集

中的 に 収 集 し整理 分 類 して 一般 の 利 用に供 し うる よ うな資 料 セ ン ター の設

立 につ い て 、積 極 的 に 検討 実施 を 考慮す べ きで あ る。

(な お 、 強 力 な情 報 処 理 教育 の研 究機 関 を設 立 して 、2,3,4項 に提 起

した とこ ろ を一元 的 に 遂 行 す る と と もに、 さ らに標 準 的 な当 材 等 の 開 発 に

至 るまで情 報 処理 教 育 の 推進 と発 展 に関係 す る一切 の業 務 を行 な うとい う

方式 に つ い て も、併 せ て検討 する こ とが 望 ま しい)

(5)政 府 は 学 校教 育 に お け る情 報 処 理教 育 に つ いて、 そ の あ り方 を早 急 に

研 究 して 情報 処 理 教 育 の充 実 を は か るべき で あ る。

学校教育に おけ る情報処理教育 は、現在、高等学校 の一部(商 業高校 、

工業 高校 な ど)お よび大学教 育(理 工系 の相当部分お よび文科系 の一部)

において、 きわめて分散 的に(非 系統 的に)実 施 されてい るに過 ぎない。

一方、情報処理教 育はむ しろ初等教育か ら実施すべ きであ るとの声 もあ り

なが ら、 この問題は 十分強力に研究 されてい るとはいいがたい し、情報 処

理教育 の一 般化は遅 々として進んでい ない。そ の大部分は 各大学 の自由に

委 され てい るのみ であ るといえ よう。 この問題 にっいては、既に数種 の提

言 が各種 の団体 か ら出されてい るが、政府は学 校教 育におけ る情報 処理 教

育の重要性 を改 めて認識 し、必要 な施策 を早急 に推進すべ きである。
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2.産 業 界 に 対す る提 言

情 報化 の 推進 は 、 産 業 界 に と って の 今後 の 大 きな課題 であ り、 ま た、そ

の 中心 は 有効 で効 率 的 な コン ピュ ー タの活 用 に あ る ことは 明 らか で ある。

そ して、 これ らの 実 現 は 、 か か って入 にあ る とい うこ と も また事 実 であ る。

とこ ろが、 わが 国 の場 合 、学 校 に おけ る情 報 処理 教 育 が 未 だ きわ め て不

十分 で あ る現 状か ら、 情 報 化 推 進 の た めに は 、産 業 界に お い て の情 報 処理

教育 が 実 に 重要 な位 置 を 占め てい る といい 得 ない が 、 こ の面 に おい て も現

状 では 数 多 くの問 題 が存 在 す る とい え よ う。

これ らの 問題 を極 力解 決 して 来 るべ き情 報化 時代 に即 応 し うる た め に、

今 回の 調査 結果 に も とつい て、 産 業界 に対 して以 下 の提 言 を試 み る もので

あ る。

(1)企 業の経 営者は、 これか らの経営におけ る情報処理 の重要性お よびそ

の基礎 となる情報処理教育の重要性 をよ く認識すべ きであ リ、企 業内外

の情報処理 関係者は、経営者 の認識高揚のため に努力 を傾注すべ きであ

るo

企 業 の経 営 者 が 情 報 処 理 そ れ 自体 の重要 性 を必 らず しも十分 に 認識 して

い る とは い いが たい 現状 に あ る の で、従 業 員 の 情 報 処理 教 育 の必 要 性 を強

く認 識 してい ない こ とは 当 然 で あ る。 しか も、 この 結果 、 企 業 が 多 くの点

で不 利益 を蒙 ってい る こ と もま た 多 く指摘 され てい た こ とで あ る。

このような 状 況 にかんがみ、 経 営 者 、従 業 員 に対 す る情 報処 理 教 育 の重要

性 を再 認識 す る ことが 緊急 事 で あ り、 この た めに 、 担 当 者 が経 営 者 の啓蒙

に努 力 を傾 注 す る こ とが 今 日焦 眉 の重 要 事 で あ る とい え る。

(2)産 業界 は 所 属 員 の 情 報 処理 教 育 の 実 施 に つ いて 、 電 子 計 算機 メ ー カお

よび デ ィラー が 主 催 す る教 育 の み に安易 に依 存 す るこ と を反省 す る必要
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が あ る。

大 部分 の企 業 が、 そ の要 員 お よび経 営 者 、 管 理者 の情 報 処理 教 育 を電 子

計 算 機 メー カな い しデ ィ ラーの 主催 す る教 育 行 事 に 全 面 的に 依 存 してい る

場 合 が 多 い。 しか しなが ら、 これ は あ くまで各 個 企業 の独 自性 や特 性 を 前

提 と した もの では な く、 普 遍 的 な もの で あ る こ とは 当 然 であ る。

したが って 、 各企 業 は 情 報 処 理教 育 の 重 要 性 を よ く認識 して 、 必要 に 応

じて独 自 の教 育 を実施 す べ く、 安 易 な依 存方 式 か ら脱 却 す べ きで あ る。

(3)各 企 業 は 、教 育 担当 部 門 な い し情報 処理 担 当部 門 に おいて そ れ ぞれ 自

社 に 適合 した独 自 の情 報 処 理 教 育 の 内 容 と方法 と を研 究 し確 立 す べ き で

あ る。 ま た、 こ の研 究 に はOJT(onthejobtraining)の あ

リ方 につ いて の研 究 も含 ま れ るべ きで あ る。

電子 計算機 メー カへの安易 な依 存か ら脱却す るためには、各個 企業に よ

く適合す る独 自の教 育内容、方法 をそれぞれ の企業 において十分研究す る

必要があ るが、それは教育担当部 門ない し情 報処理担 当部 門、 あるいはそ

の双方の協力 に よって実施 され る必要が ある。

(4)情 報 処 理教 育 の 実施 に つ い ては 、 大 規模 組織 に お いて は極 力 自主的 に

ご 九 を行 な い 中相 模以 下 の組 織 に おい て は 専 門の 外 部 機 関 を利 用 して こ

れ を行 な うこ とが 望 ま しい。

(5)情 報処理 専 門 担 当者 に 対 しては 一 般 的 な 管理 教 育 を実 施 して、 視野 の

狭 い ス ペ シ ャ リス トに な る こ と を防 ぐこ と を配慮 す る必要 が あ る。

情報処理教育を単 に専 門要員 のみ でな く上は経営者、管理者 か ら広 く一

般作業員 に至 るまで実施すべ きことは全て の企業 にと って極めて重要 な こ

とであるが、一方、情報処理 の専 門要員 に対 して、一般 的な管理 教育 を実

施す ることが今 日極め て強 く要請され る点 である。 これか らの情報処理 専
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門要員 は 、単 に専 門技 術 のみ で な く、 十分 な一 般 業務 知識 、 管理 知 識 を備

えた 広 い視 野 を有 す る者 で なけ れ ば 、 よき情 報 シ ステ ムの実 現 と維 持 は 望

むべ くも ない ことは 自明 の こ とで ある。 したが って 、教 育 担 当者 は これ に

必 要 な方策 を講 ず べ きで あ る。

(6)情 報 処 理 教 育 の 内 容 に つい て は、 と くに 情報 処 理 技 術 な い し機器 の知

識 のみ に偏 よ るこ とな く、 む しろ 情報 処理 技 術利 用 のた めの知 識 に重 点

を置 くべ き であ リ、 さ らに情 報 処理 技 術 に対 す る批 判力 を も付 与 し得 る

よ うな もの であ るこ とが 望 ま しい。

在 来の情 報処理教育の内容 や方法の多 くは、情報処理 機器 目体 の知 識や

処理技術 の知識 に関す るものであ り、一般 の業務や管理の効率化 のため の

情報処理 のあ り方にっいて、 あるいは有効 な情報 システ ムの実現に必要 な

知識については極めて不十分 である傾 向が 見 られ る。 まさに、教育対象別

の情 報処理教育 の 目的 を喪失 したものが多い といえる状況 であ った。 ただ、

い たず らに情報処理教育 を広 く実施 すれば よい とい うのでは ない ことは当

然であ り、そ の内容 と方法にっいては 、対象 に よく即応す る もの を研究開

発 す る必要 がある。
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V.付 緑





●

1.情 報処理教育に関す る視聴覚教材一覧

団体 ・企業 者 題 名 内 容 備 考

東 映 ビデ ィオ コ ン ピ ュ ー タ時 代 コンピュー タ講座 をは じめ るにあ た っての趣 旨の説 明、 な らびに コン ビ. 各編30分

東京都 中央区 ユ一 夕が どの よ うに使われ る かの説 明。
ビデ ィオ ー

フ イル ム

銀座3-2

(03)535-464 人材開発 コン ピュー タを動 かす には どの よ うな手 順に よる のか。 キ ャ リア ・イン

ペ ン トリー を例 に、 プログ ラ ミングの実 際 を解説。

人間の頭脳と 人間 の頭脳 と コン ピュー タとの しくみ は、 どんな点 が共 通 か、 また どの

コ ノ ビ ュ ー タ よ うな点 に ちがい が あるのか につい ての 解説。

.コ ン ピ
ュ ー タ

'

コン ピュー タは どの よ うに して生 まれて きたか。

の原理 コンピ ュー タの しくみは どの よ うに なってい るか の解説 。

シ ス テ ム ・ コン ピュー タ化をすす め るた めには 、 ンステム ・エン ジニア リン グに 大

エ ンジ ニア リング 切 な条 件で あ る。 システ ム設 計や システ ム分 析の解 説。

ハ ー ドウ エ アID コン ピュー タを構成す る四 つ の装 置 一記憶 装置 、演算 装置.制 御装置 、

人出 力装置 の解 説。

ハ ー ドウ ェ ア(2} 情 報処理 機器 と しての コン ピュー タが、 情報を入出力 す る場合 に、 どん

な手 段や装 置 を利用す るか を解説 。

ソ フ トウ ェ ア(U ソ フ トウェアの中心 を なす ものは プ ログ ラムであ るが、 その 種類は 多い

フ'ログ ラ ムとそ の周 辺にっ いて の解説 。

ソ フ トウ ェ ア(2) コボ ル、 フォー トランな どの プ ログ ラ ム言語は機械 にか け たと き、 言語

プ ロセ ッサー に よって機械 語に 変換 され る。その間 の システ ムを解説 。

.問題の把握 と分析 コンピュ ー タを使 う事務 処理 を例 に とって、 システ ム分 析、 シ ステ ム設

計 な どシス テ ム化 が どの よ うにすす め られ て行 くか を解説 。
.

フ ロ ー チ ャー ト プ ログ ラムをつ くる ときには 、 なるべ く詳細な フ ローチ ャー トを書 い て

お くことが大切 で ある。

フ ロー チ ャー ト作成 のポ イ ン トの解 説 。

.

コボ ル ・プ ロ グ ラ 一 次元 テー ブル のサー チの しか た、 テー ブルの作成 、 その利 用の実 際 の

ミング演 習⑩ 演 習。

コ ボ ル ・プ ロ グ ラ 2次 元 テー ブル のと り方 、そ の使 用例 、お よびそ の使 用上 の注意 点、 な

ミング演 習㈹ らびに バ イナ リー ・サー チに っいて の解 説。 ・

事務計 算 の一般的 事 務計 算に おけ る一般的 な パ ター ンを、 ゼネラル ・フ ローチ ャー トを中

パ タ ー ン 心 に解説 。

.

フ ォ ー トラン ・フ ロ フ ォー トランの コーデ ィ ングの基 礎、数 値 と文字 と計算 式 の書 き方 の演

グラ ミング演 習〔D 習 。
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団 体 ・企業 名 題 名 内 容 備 考

東映 ビデ ィオ
.

フ ォー トラン'プ ロ イ ン プ ッ ト ・ア ウ トプ ッ ト ・ ス テ ー ト メ ン トお よび コ ン ト ロー ル ・ス テ 各綱30分

東京都中央区 グラ ミノグ演習(2) 一 トメ ン トの 演 習 。

銀 座3-2

(03)535-4641
・

フォ ー トラン ・フ ロ スベ シプィケーション・ステ ー トメ ン トの演 習お よび タンクに水 を入れ る

グ ラ ミング演習(3} 例題 に よる コーデ ィングの実際 の解 説。

科学技術計算の考 フォー トラン ・フ'ログ ラムに よって処理 され 得 るさま ざまな科学 技術 計

え方 算の シ ステ ム解 説 。

コ ン ピ ュ ー タ と シ ミュ レーシ ョンは シ ステムの最 適設 計に は強力 な武器 とな る。そ の適

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 用分野 の解 説 。

コ ミュ ニ ケ ー シ ョ 最 新の情 報 を で きるだけ早 く処理 す るた めに、 オン ライン ・リアル タイ

ン ・エ ン ジ ニ ア リ ム ・システ ムが使 われ る。

ング〔D デ ー タ通信 ・伝 送 方式 を含 めて リア ル タイムの解説 。
1

コ ミュ ニ ケ ー シ ョ タイム・シ主ア リノグ の歴史 、そ の ソフ トウェアについ て実 例 に よる機能

ン ・エ ン ジ ニ ア リ そ の他の 解説 。

ン グ〔2)

オ ペ レ ーテ ィン グ ・ オペ レー テ ィン グ ・システ ムの 目的 、歴 史お よび構成 にっい ての解 説。

システ ム(D

オ ペ レー テ ィ ン グ ・

一

マル チ ・プ ロ グ ラ ミ ン グ 、 タ ス ク ・マ ネ ジ メ ン ト.ジ ョ ブ ・ マ ネ ジ メ ン

シ ス テ ム(2〕 ト、 デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン トの 解 説 。

コ ン ピ ュ ー タの コン ピュー タの これか らの社 会に 占め る役割 を中心1て、人 間、情 報 コ ン

高度利用 ビュ 一夕、そ れ ぞれ の位置 の解説 。

コ ン ピ ュ ー タ を使 情 報処 理 機械 と しての コンピ ュー タの機 能には 、 パッチ処理 、 オ ン ライ

い こなす には ン ・ リア ル タ イ ム処 理 、 タ イ ム ・シ ェ ア リ ン グ'な どが あ る。 そ れ らの 利 川

法 の解説 。.

,
記憶装置 ハ.一 ドウェ ア と.しての記 憶装 置は 、人間 の記憶 の メ カニズ ムに 似せ てっ

くられ てい る。 それ らの 種々の装 置 の機能 の解説 。

演算制御装置 コン ピュー タの演 算に は論理 回路 か使 われ る。論理 、論理 和 、 ・塙Lな

, どの論理 を どの ように して電気 回路 に組 み こん でい るかの解 説。

入出力装置 イ ン プ ッ ト ・ ア ウ トプ ッ トの ス ピー ドに よ っ て、 コ ン ピ ュ ー タ の 処理 速

度 は左 右 され る。美 人 コンテ ス トの フ'ログラ ムを実例 として人 出力 の解説 。

コ ボ ル ・プ ロ グ ラ コ ボ ル プ ロ グ ラ ミ/グ を コ ー デ ィ ン グ す る際 中 心 と な る の は 、 デ ーータ ・

ミング演 習ω デ ビ ジ ョ ン と プ ロ シ デ ュ ア ・デ ビ ジ ョ ン で あ る 。 デ ー タ ・デ ピ ジ コ ン の う
.

ち フ ァ イ ル ・セ ク シ ョン の コ ー チ.イ ン グ 演 習 。
. 一 口 ー一.

コボ ル ・プ ロ グ ラ デ ー タ ・デ ビ ジ ョ ン の う ち 、 と くKワ ー キ ン グ ・ ス ト レ ー ジ ・セ ク シ ョ

ミング演 習(2) ンの コ ーデ ィン グを人 事マ ス ターに よ り演 習。

コ ボ ル ・プ ロ グ ラ デー タ ・デ ビジ ョンの うち、 符号 付デ ー タの解説 と、編 集方 法 につい て

ミング演 習③ の演習。.
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団体 ・企業 名 題 名 内 容 備 考

東映 ビデ ィオ コボ ル ・ プ ロ グ ラ プ ロシデ ュア ・デ ビ ジ ョンの ステー トメ ン トのなかで、 動 詞は もっ と も 各編30分

東京都中央区 ミング演 習ω 重 要な 役割 を もつ ・入出 力動 詞、移動動 詞 につい ての 演習 。

(03)535-4641

コボ ル ・フ'ロ グ ラ メ インルー チン とサブル ーチ ンの考え方、・お よびそ れぞ れ のプ ログ ラム

ミング演習(5} のつ く り方 、両者 を接 続す る方法 の演習。

コ ボ ル ・プ ログ ラ メ インルー チ ンとサブ ルー チンとの間の 命令 の受 けあ た しをつか さ どる、

ミング演習㈲ パ フ オ ー ム ・ス テ ー ト メ ン トと エ グ ジ ッ ト ・ス テ ー トメ ン トの 演 習 。

コ ボ ル ・プ ロ グ ラ 少 量の デー タを入 出力す る ための命令、 アクセプ ト、 デ ィス プ レイに つ

ミング演 習σ) い ての演 習。
「

コ ボ ル ・プ ロ グ ラ フ ァ イル の ア ッ プ デ ー ト、 メ ン テ ナ ン ス の 演 習 。

「

ミング演 習㈲ 1

コ ボ ル ・プ ロ グ ラ プ ログ ラ ム ・スイ ッチの コー ディングの仕 方の演習 。

ミング演 習(9}
i

プ ロ グ ラ ム ・ フ ロ ー チ ャ ー トの 作 成 に は 、 ゼ ネ ラ ル ・フ ロ ー、 デ ィ テ ー ル ・フ ロ ー

デザ イン な どいろ いろ な段階が あ る。

シ ステ ムを フローにす る時 の注意 を解 説。

コボ ル入 門(D コボル ・フ'ログ ラムは 事務 計算 用に もっ とも広 く使 わ れてい る プ ログ ラ

ム言語 で あ る。

コボルの構 成、 記述法 な どの解説 。

コボ ル 入 門 〔2} コボ ル ・プログ ラムの なか で使 用 され る言葉 の分類、 ア イデ ンテ ィフ ィ
∨

ケ ー シ ョ ン ・デ ビ ジ ョン 、 エ ン バ イ ロ ン メ ノ ト ・デ ビ ジ ョン の コ ー ア ィ ン

グの しか たの解説 。

コ ボ ル 入 門(3) コボル ・プ ログ ラムの なか のデ ータ ・デビジ ョンの説 明 とコ ーデ ィン グ

の しかた の解説 。

コボル入門(4) コボル ・フ'ログラ ムの なか で実際 に問題 の処理 をす る部分 は プ ロシデ ュ

ア ・デ ビ ジ ョ ン で あ る 。

そ の 中で特 にステ ー トメン トを中心 に解説 。

コボノレ入 門㈲ コボル ・プ ログ ラムにつ いての 総ま とめ、動 詞の使い 方を 中心に プ ロシ

デ ュア ・デ ビジ ョンの コー デ ィン グを解説。

. 1

フ ォ ー ト ラ ン 科学 技術 計算に使 わ れ るプ ログ ラム言語 の代表 的な もの が フ ォー トラ ン

入門u) で ある。

フ ォー トラ ン ・プ ログ ラムの概要 を解説 。

7ォ ー トラ ン コボルは 事務計 算、 フォー トランは 科学技 術計算用の言 語 であ る。

入門 〔2) 両者 の共通 点、相 異点 の解 説。

フ ォ ー トラ ン プ ログラ ムは、 必ず し も一つ の言語 を使 って コーデ ィン グす るとい うも

入門③ の では ない。二 種の フ'ログ ラム言語 を用い るエンター ・フォー トランの解説 。

■

文明と情報 人 類の 歴史 を.道 具 や火 の使 用 とい う、物 質支配の過 程 と して と らえ る

だけ で な く、情 報 を如 何 に処理 して来 たか とい う立場 でなが め る。

一197ー

ー 一



団体 ・企業名 題 名 内 容 備 考

東 映 ビデ ィオ 情報化社会 と 来 たるべ き時代 は情報 化社会 とい われ る。 コ ンピュー タ中心 の情報時 代 各編30分
東京都中央区 企業経営 に企業経 営は どん な姿 をとるか 。

(03)535-4641

経営と コンピュー タ コン ピュー タが情報処理 の機械 だ とすれ ば経 営の合理 化 、新時代へ の対

処 には その利 用の如 何が大 き く影響す る。

コンピュータ未来学 肉体労 働か ら解 放され、物 質的 に恵 まれ る豊か な社会 の 到来に、 人間は

ど う対処 した ら真 の幸福 をつかみ とれ るか 。

.日立製 作所 情報 と制御 .情報 と制 御 の原理 に よって生み 出 された電 子計 算機 を、 ヨッ トやバ レー, 映 画 、 カ ラー

東京都千代田区 ボールの試 合 な どをま じえての人 間の行 動 な どに 結び つけ て解説 した。 27分

大手町2丁 目6

番2号 日立座席予約 国 鉄 と全 日空 の座席 予約 シス テ ムの 方法 を紹介 をした もの。 映 画、 カラー

(日本 ビル) システ ム 28分

(03)270-2111 借出 し無料

研究 と技術開発 新 しい枝 術開 発の ために個 人の 才能 を総合 化、 組織 化 して どの よ うに 社 映 画 、 カ ラー

会 に還元 され るか を紹 介 した もの 。 26分

あすの気象 現代の情報科学が気象に果す役割にっいてやさしく解説する。 映 画 、 カ ラー

33分

すでにある未来 生活 と情報のかかわり方を易しく情報の意味か らその伝わり方 も含めや 映 画 、 カラー

人間と情報 さ し く解 説 す る。 28分
.

電子計算機 情報化社会に決定的な役割を持つといわれる毛子計算機についてその原 映 画 、 カラー

理 と機能 を説明す る。 20分

日本生産性本部

東京都渋谷区

電子計算機 と

学 習 機

一般 ビジネ スマ ンむけ に毛 子計算 機 につ いて 解説 し、学 習の効 果に まで

言及す る。

77コ マ

18分

オー トスラ イ ド
渋 谷3-1-1

(03)409-1111 電子計算機の知識 電算 室の 見学 には じま り.い ろいろ な企 業で使 われ てい る実際 を紹介 し ス ラ イ ド

柘0 大 量処理 、 印書機 能 を従来理 解 しに くい とい われ てい る原理 をや さ し く解 73コ マ

説 す る。 19分

ハ ー ド ・ウ ェ ア(D 一 遍子 計算 機の本 体 ・主要 機器一

、

電子計 算機 は大 きな装 置 で簡単 に手に と ってみ る ことが で きませ ん。そ 35ミ リカ ラー
'

れに機構が複雑で高速度運転されているので実物があっても説明が困難で 112コ マ

す 。そ こで本 編は あた か も実物 を まの あた りにみ る よ うに 各種の装 置 をお 35分

目にかけ 、 さ らに 内部 の状 況 もで きるか ぎ りおみせ して、そ の働 きをわか 録 音 テー プ付

り易 く説 明 してい ます。

ハ ー ド ・ ウ ェ ア{2) 一 関 連 機 器 _

電 子計 算機は 弾力 的 で多能 な機械 だ とされ てい ます が、多 ψi的な用途 に 35ミ リカ ラー

適用させるには電子計算機に結合される多様な関連機器が必要です。した 94コ マ

がって電子計算機を上手に利用するには関連機器についてもじゅうぶん知 30分

ってい なけれ ば な りません 。そ こで本 編 は現在 な らび.に近い将 来の関 連機 録 音 テープ付
v

器 を可能 な限 り紹介 し、そ の機 能に つい てわ か り易 く説 明 してい ます 。

.
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団体 ・企業 名 題 名 内 容 備 考

日本生産性本部 ソ フ ト ・ウ ェ ア 一 シス テム設計 とプ ログ ラ ミングー

東京都渋谷区 どんな機械にも利用技術 とい うものが必要ですが、とくに電子計算機は 35ミ リカラー

渋谷3-1-1 用途不定の機械だけにそれが必要であるといわれています。そこで本編は 84コ マ

(03)409-1111 電 子計算 機 を活 用す る ために必要 な システ ムと プログ ラムに関す る知 識や 32分

技 術、つ ま リソフ トウェアについ て総括 的な知 識を与 える 目的 でっ くられ 録音 テープ付

て います 。

情報と経営情報 シ 本 編 では情報 とい うことの意味 と重要性 を まず説明 し、 さ らに経 営情 報 35ミ リカラー

ステ ム(MIS) システ ム、 つ ま りMISに っい て一般 的 な解説 を こころみ ます。 82コ マ29分

録音 テーマ付

電子計算機と 本 編 でと りあげ よ うと してい るのは、 「計算 」その もの では な くコン ビ 35ミ リカラー

数 学〔1〕 ユー タの進 歩 に とも なって発展 して きた新 しい数 学の応 用分 野、 と くに経 99コ マ

営 面への応 用に つい て です 。そ のために はまず 「経営 科学」 30分

(ManagementScience)に っ いて知 る必要 があ ります。 そ こで本編 は 録音 テー プ付

一般 ビジネ スマ ンに必要 な経営科学 の基 礎知識 と して、 どの よ うな技法 が

あるか とい うこ と、 それ が どん な 目的に使 われ るか とい うこ とをわか り易

く説 明 してい ます。

電子計算機と この ス ライ ドでは、 経営科学 の うちきわめ て多 く使 われ る代表的 な技 法、 35ミ リカラー

数学〔2〕 5つ を と りあげ て説 明 しています 。代表 的技法 とは第1は1.Pで 最 適 化の 100コ マ

問題 を解 く技法 、第2は 待 ち行列 の理論 で最適 化の問題 を解 く技 法、第3 40分

は モンテ カル ロ法 で予 測 の問題 を解 く技 法、・第4は 多 変量解 析 で予測 の問 録音テープ付

題 を解 く技 法、第5はPERTで 計画 の問題 を解 く技 法で す。

竜子計算機の基礎 現 在の コンピュ ー タは単 なる計算 機 ではな く、デー タ記録 装置 で あ り、 35ミ リカラー

知 識一入 門編〔D デ ータ分 類選別装 置 です。 そこでこのような 機能 を持 った コン ピュー タとは 79コ マ

ど うい うものか 、 また、 コン ピュー タは なぜ企 業に必要 なのか を明 らかに 21分

したのが本 編 です 。 録音テープ付

砂子計算機の基礎 コン ピュー タの3つ の機能 一 デー タの記録 、デー タの分 類選別 、 高速 35ミ リカラー

知 識一入門 編(2} 自動 計算 を深 く掘 り下 げ て解 説 したのが本 編 です。 81コ マ25分

録音テープ付

企業経営と コン ピュー タは 企業 経営 のあ らゆる分野 で利 用で きますが 、利用 分野 を 35ミ リカラー

竜子計算機 い くつかの カテ ゴ リーに分け 、 コン ピュー タの もっ機能 と関連 づけ て解 説 64コ マ19分

した のが本編 です 。 録音テープ付

電子計算機の導入 電子計算機は極めて高性能な新 しい道具ですが、そ れだけに費 用も多 35ミ リカラー

〈かか ります 。 したが って、電 子計 算機 を導入 する際に は余 程慎 重に検 討 87コ マ '

して正 しい機種を選定する必要があります。本編は電子計算機を導入に当 25分

って考慮 しなけれ ば な らない点 を整理 して解 説 してい ます。 録音テープ付

電子計算機の活用 電子計算機は用途不定の機械であるといわれます。このことは電子計算 35ミ リカラー

機が弾力的で多能な機械であることも意味 します。 したがって電子計算 81コ マ

機 を導入 したけれ ど予期 した効 果が あが らない とい う企 業が あ った ら、 そ 24分

れは使 う方の側に問題があるわげです。そこで本編は電子計算機を導入 し 録 音テープ付

た企業に多 くみられる問題点のうち主なものを取上げて、その原因 と対策

を考 察 してい ます。

㎡
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団体 ・企業 名 題 名 内 容 、 備 考

日本生産性本部 電子計算機の効果 電子計算機の導入や利用に際 してしば しば問題になるのが効果と採算で
.

35ミ リカ ラー

東京都渋谷区 と採算 す 。 しか し、実際 問題 と して効 果 と採算 はは っ き りつか みに くい ものです 82コ マ

渋谷3-1-1 し、 また どのてい ど厳 密に考 え るべ きか とい うこと もむず か しい問題 です。24分

(03)409-1111 そ こで本 編 では、 まず効 果 と採 算 とい う言葉 の概念 を明確 に し、両方 の関 録 音テー プ付

係を規定 したうえで、企業内諸活動の中での総合的 な評価が大切であるこ

と を示 してい ます。

電子計算機利用の 本編は電子計算機の専門家でない人たちが、基本的にもつべ き常識につ 35ミ リカラー

基本知識 いて解 説 して あ ります 。内容 は、 電子計 算機 の定 義 とそ の種 類、 コン ビュ 77コ マ

一夕・システムを、構 成す る機器 、電 子計算 機 の運 営費 用 と賃借 に関す る制度、27分

計算 セ ンター利 用の ための知 識、 要員 の問題 などです。 録音テー プ付

電子計算機の基礎 本 編は一般 の ビジネス マン を対 象に コン ピュー タの学 習 や利用 に必要 と 35ミ リカラー

知識一用語編 す る 「電子 計算機 関連 用語 」 を選定 し解 説 してい ます 。 ここで と りあげ た lOOコ マ27分

用語 は大 きな分類 で27あ ります。 録音 テー プ付

オ ン ラインを主 と 本 編は、 一般 の ビジ ネス マン、そ の他 の人 を対 象に 、 主と してデー タ通 35ミ リカ ラー

した各種のEDP 信 と結 び つい た各種 のデ ー タ処理 方式 に っいて つ ぎの よ うな実例 をあげ わ 71コ マ

シ ステ ム か りやす く解説 してい ます 。 17分

・ オ ン ラ イ ン と オ フ ラ イ ン ・シ ス テ ム 録 音チ ー フ'付

・ リア ル タ イ ム ・シ ス テ ム と バ ッチ ・ シス テ ム 等 で す 。

ハ ー ドウ ェ ア 皿 電 子計 算機 が各方 面 で広 く用い られ る ようにな り1本 体 に付属 して 用い

られる各 種の周 辺機器 の性 能 の問題 が重大 な意 味 を持つ ようにな り、適 切

な機器 の撰択と組合せが重要である。そこで本編は最近の新しい周辺機器

を とり上 げ て概要 を説 明す る。

日刊工業新聞社 NHKコ ン ピュ～ タ NHKテ レビで放映 した フォ ー トラン講座 を まとめ た もの。

東京都千代田区 講座 フォー トラン

九段 北1-8-10 入門

(03)263-2311

NHKコ ン ピュ ー タ NHKテ レ ビで放 映 した コボル講 座 をま とめた もの。 ビテオ 各60分

講座 コボ ル入 門 全26巻

販売のみ

日本電子計算機㈱ 選ばれた人々 電 子 計算 機利用 に よる人事 管理 システ ムは 、 どの よ うな手 順で行 なわ れ 14分

東京都千代田区 るか をや さ し く解 説す る。

丸 の内3-4-1

(03)216-368ユ 活躍する電子 い ろ いろ な メー カの 電子計 算 機がい ろい ろな講 座で どの よ うに使 われ て 31分

計 算 機 い るか 多 くの 実例 を紹 介す る。

電子計算機導入 電子計算機を導入するまでに考えるべきいろいろな問題について時の流 32分

日 記 れ とと もに解 説 して ゆ く。

電子計算機計画 電子 計算 機 とは ど うい う機械 で あるか を説明 し、 それ を ど う社内犀取 り 38分

から導入まで 入 れ てい くか をや さ しく解 説す る。 貸出 し制度 あ り

2,000円/日
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団体 ・企 業名 題 名 内 容 備 考

日本IBM TodaySoundOf 米 国 のUSSteel、InlandSteelに おけ るAdvancedApplication 17分 カラー

東京都港区 Steel. の紹 介、 ヨー ロ ッパの主要 鉄 鋼業 におけ るOrderEntryか らProduct 16卿

六本 木3-2 Shippingに 至 る一 連の シ ステ ムの紹介、 新 日鉄、 日本 鋼管 に おけ る高炉

(03)586-1111 転炉 制御 お・よび厚板 、熱 延工 程のOCSの 紹介 な どを中心 に、世 界 鉄鋼業

界 におげ る代表 的企 業の 現況 を紹 介 しつつ、今 後の コンピ ュー タ活 用の方

向 を示 唆 してい る。

ToMultiplyA 現 代 の小売 業 では、 商品 は急増 し、 好み、 デザ イン、色 は多 様化 して治 18分 カラー

Buyer り、 またそ れ らが絶 えず 変 動 してい る。 コン ピュー タの活 用 に よって、 こ 16顕

うした事態に対処 し効果 をあげている米国の小売業の姿を描いている。

RetailIMPACTの 事 例 も紹 介されて いる。 当 フィル ムは、IBMと

米国小売業協会との協同製作によるものですg従 って客観性という意味で

強 力なMarketingToo1'と しての 効果が 期待されま す。

Supply 米海軍の武器庫管理の実例をとりあげ、人手による在庫管理の限界を示 20分 カ ラー

Manager`s し、 コン ピュー タを活 用 した科 学的 在庫管理 の必要性 を アニ メー シ ョンを 16藺

1)i|enrna
駆使 して平 易に解 説 して いる。

R£searh
コンピュー タが研 究開 発の 分野 に用い られ ている例を紹 介 してい る。各 17分 カラー

AugmentedBy 種 の機器 とオ ン ライ ンで結ば れた コンピュー タを効 果的 に活用 す るこ とに 16藺

Computer よって、 研究者 は本 来の仕 事 のた めに十 分・な時間 を持つ こ とがで きる よ う

に なる。

PriorityOn 米 国 オ レゴン州 自動車 局 で、頻 発す る交通事 故お よび 交通犯 罪 に対 処 し、 21分 カラー

ProtecU《)n 州民 の治 安維 持、安 全管 理 をは かる ため、 システ ム/360モ デ ル40お よ 16卿

び2260に よ るATS(AdministrativeTerminalSystem)を 活 用

し車輌登 録、 ライセ ンス登録 、 そ して、 その 照会業務 を円滑 に遂行 してい

る実 例 を紹介 してい る。

OhioLEADS オ ハ イオ 州警察 に お・け るオ ン ライン警察情 報 システム 25分 カ ラー

(LawEnforcementAutomatedDataSystems)の 紹 介 で あ る 。 ワ シ 16噺

ン トンのFBI犯 罪情 報 セ ンター と結 ばれ た州警察の コンピ ュー タに は数

多 くの端末 装置 が接続 され て お り、 犯罪に関 す るすべ ての情 報 の記録 と照

合 に活 躍 してい る。 この シス テ ムに よる盗難 車 や指名手 配 の照会 、犯 人 の

追 跡 な どが 描か れ事件 の解 決 に如何 に役立 っ ているか が説 明 され てい る。

OfMenAnd この映 画は、 日本万 国博 アイ・ピー・エム館 で上映 され た もの で、 米国 の 10分 カラー

Demons 著名 な動 画作家 ジ ョン ・ア ン ド・フェイス ・ハブ レー夫妻 の製 作に よる も 16煩

考える人間と三匹 の であ る。ア イ ・ピー ・エ ム館の テー マ 「問題 を解 く人 間像」 を ユニ ーク

の鬼 な発想 でと らえ 、常 に進歩 を求 めて、 さま ざまな難 問を つ ぎつ ぎと解 い て

きた人 間 の歴史 を動 画に よって描 いてい る。

OnGuard この フ ィル ムは飛 行機 に装 備 された コンパク トな コン ピュー タの話 で あ 20分 カ ラー

る。 地上 の セン ターに ある コンピ ュータ との 交信 に よって空 と国土 の防 衛 16顕

に役 立 ってい る この機上 の コン ピュータは、熱 やあ らゆる条件 に堪 え なけ

れ ば な らない 。そ の開 発過程 も紹 介 されてい る。

ComputerAnd 複雑かつ膨大な情報を迅速に処理 し、多様化する読者層の要求にマッチ 15分 カ ラー

NcwspaperOf した新聞 や雑 誌 を作 るため に、 コンピュ ータがいかに 有効に 活用 され てい 16蹴

Tomorrow
るかに つい て紹介 して いる 。

Breakthrough 米海軍 が弾 道 ミサ イル計 画にPERTを 活 用 し、計 画の進 行 と、 その 評 27分 カラー

(PERT) 価 に効 果 をあげ た様子 を紹 介 してい る。 16奴

,
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団体 ・企業 名 題 名 内 容 備 考

'

(財)日本情報処 やさ しい FORTRANと して は最 もや さ しい3000レ ベルについ て問題、 例題 を ス ライ ド

理開発センター

東京都港区

FORTRAN 沢 山示す ことに よって、 わ か り易 く解説 してい る。
222コ マ

詳細な カ リキ
ュ ラム とテ キ

芝公 園3-5-8 ス トが ある。

機械振興会館 高校生か ら使

用 で きる。
(03)434-8211

や さ しいCOBOL とか く難解 と思 われ るCOBOLを 例.題を沢山 示す ことに よってわ か り易 ス ラ イ ド

く解説 す る情報 処理 学会 発表 のCOBOL65に 準 拠している テキ ス トつ き。 222コ マ

コ ン ピ ュ ー タに 近 やさ しい コン ピュ ー タ ・シ リーズの 第一 編。今 まで難 解な もの しか なか ス ライ ド

づ こ う っ た この種 の もの に、 は じめ て楽 しみ なが ら見 るこ との 出来るス ライ ドを 81コ マ

作 りま した 。 27分

人 間 と コンピュー タの関係 に つい て、漫 画を多 く用い て解説 してい る。

コ ン ピ ュ ー タ と や さ しい コ ンピュー タ ・シ リーズの第2編 。 コン ピュー タを動か すに は ス ラ イ ド

手 を握ろ う い ろいろ な人 々の 協 力が必 要で あ り、 段階 を追 って仕事が 進め られ る様 子 80コ マ

を面 白 く解 説す る。 27分

コン ピ ュ ー タ と コン ピュー タは プ ログ ラムが な くては動 か ない 。 では その プ ログ ラ ムと ス ラ イ ド

話 そ う は ど うして作 るのか 、COBOLを 例と して 説 明 してい る。 58コ マ27分

コンピュー タの原理 )私達の コンピュータシリーズ 中の1編 であ る。 数 の な りたち、2進 数、 半 ス ラ イ ド

加算 回路 な どにっ い て高校生 に も理 解 で きる ようや さし く解 説 した。 65コ マ30分

.

コ ン ピ ュ ー タの 私達 の コン ピュー タシ リー ズの1編 。 ス ライ ド

プロ グラ ム プログ ラムと コン ピュー タの関 係 を述べ る とと もに、 フローチ ャー トを使 67コ マ

って プ ログ ラムの組 立 て方 を説 明 す るが ほ とん ど言 語に ついては触 れ てい 30分

ない 。

コ ン ピ ュ ー タの 私達 の コン ピュー タシ リーズ中 の1編 。 ス ライ ド

し く み コン ピュータの構成 す るいろ いろ な装置 とそ の利用 範囲 について、 いろ い 54コ マ

う な企 業の沢 山の装 置 にっい て解説 す る。 20分

コ ン ピ ュ ー タ の 今 まで まとま った ものと しては、 ほ とん どふ れ られた ことの ない歴史 に ス ライ ド

歴 史 つい て、めず らしい 写真 を沢山 集 め、や さ し く解 説 する。 54コ マ20分

日本IBM TransformatiOns 人類発展のために人間は、その創造力を絶えず働かせてきたが、その創 貸出し無料

東京都港区 造 方 とは 、一体 何 であ るか とい う疑 問に この フ ィル ムは答 えてい る。 また、 18分 カラー

六本 木3-2 創造 の ためには 想像 力が 必要 な こと、人 類の一1曽の 発展の ために、今 後 も 16■

(03)586-1111 変 革 を続 けてい かね は な らない こと を示 唆 してい る。 なお、IBMが この

創造 力 を十二分 に発 揮 して、今 日の コン ピュー タ社 会の 出現を もた らした

こと も描 写 されてい る。

Twenty-fourHours ヨーロ ッパ最 大の 自動 車 レー スのひ とつで ある マン島 自動 ポレー ス 15分 カラー

AtLeMan (1966年)の ハ イラ イ トと レース の経過 お よび結果 の報告 に活超す る1401 16墳

システ ムが紹介 され てい る。

ViewFr㎝The この フ ィル ムは、 ニ ュー ヨー ク世 界博 覧 会のIBM館 で マルチ ・スク 14分 カラー

PeopleWaU. リー ンを使 って上 映 され た もの で ある、 コンピ ュー タに よる問題解 決 と人 16■

間 の果す べ き役割 りを描 いた もの で、 文明 の遠 歩 と人間 の主体性 につい て

問題 を提起 してい る。

一202一



団体 ・企業 名 題 名 内 容 備 考

日本IBM 新 しい 鉄 づ く り 新日本製鉄㈱君津製鉄所の建設から操業にいたる過程が描かれた もの。 35分 カラー

東京都港区 一君津製鉄所は挑 システ ム/360モ デ ル40に よる オ ンライ ン総 合生産管理 システ ムの様 子 16口

六本 木3-2 織す る。 も紹介 され てい る。

(03)586-1111

AutomaUonIn
"コ ンピ

ュータを設計 する ための コンピュー タ"を 使用 している技術 者 の 15分 カラー

Design 話 で ある。論理 の設 定お よび 回路 用 カー ド・レイアウ トを きめる ために使 16垣

用され てい るデザ イン ・オ ー トメー シ ョンの 過程 とハ ー ドウェアの 製造に

生か されてい る この 技術が紹 介 されて いる。

AreaOf アジア各国 の企業 が コンピュ ー タに よっ て、いかに経 営 の効率 をあげ て 29分 カラー

Action`い るか を描い てい る。例えば オー ス トラ リアの羊毛生産 、 日本 の銀 行、そ
i

16頒

の他台 湾や タイにお ける産業 が紹 介 され て お り、各国 が貿易 を通 じて世界

の平和 に寄与 してい る ことがわか る。

;
AMachineFor{イ タ リア におげ る下記の適 用業務 を紹 介 した ものであ る。 28分 カラー

AllMen'適 用 業 務 16栩

ア リタ リア航空 飛 行計 画、 座席 予約

iボ ローニャ市 役所 証 明書 発行
1ス イ

ップ電話会 社 電 話番号案 内 サー ビス

1南 イタ リア金 融公庫 投 融資事 業

i気 象 セ
ンター 天気 予報

社会保険局 年金支払

イタ リア放送 協会 フ ィル ム ライブ ラ リーの整 理、 分 類

イタ リア警察 盗難 車照 会

イタ リア政府 国 勢調査

イタ リア中央 銀行 全国 ネ ッ トワー ク,

ABetterWorld!い ち じる しく進歩 、発展 を続け る現 代社会 。産業 、教育 、文化 、科学 、 8分 カラー !

何 を見て もそ の進歩 には 目をみ は るものが あ ります。 この映画 はこ う した 16期

今 日の社会 の姿 と コン ピュー タの結 びつ きを説 明 してい る。

問題を解 く人間像

l

l970年 に行 なわれた 日本 万国 博"問 題 を解 く人間像"を テ ー マに ア イ 20分 カラー

・ピー ・エ ム館に おいて実 演 され た各 種の ショ ウやゲー ムお・よび 16房 ロ

lIBMEXPOシ ステ ム(シ ス テ ム/360モ デ ル50)が 紹 介 されてい る。
,

MedicalData 病院 管理、 臨床 の両面 にわ た りIBMコ ンピュー タ ・シス テ ムを活 用 し 20分 カラー

Processing 成果 を あげ てい る ヨー ロ ッパ の6病 院 の実 例 を紹介 して いる。 登場す る病 16口

Europe
院 とア プ リケー シ ョンは 次の とお りであ る。

病院名 ア プ リケー ン ヨン

マ リア ・デ ラ ・ス カ ラ病院 薬局 の運営 管理

ユー スダル病院 血液 の自動 分析

ボルネス病院"

フライエ大学 病院 核医学 の研 究

ウェス トミンスター病院 心臓手 術 、心臓生理 の研 究

ゲン トフテ病院 聴力 検査

ManAnd デ ータ処理 におけ る基本的 な要 素(入 出力 、記憶、制 御)に つ いて、 そ 20分 カラー

Computer-A れ らの機 能、役 割 を具 体的 に説 明 してい る。 また、 コン ピュー タの原理 、 16■

Perspective
二 進法 につい て もわ か りやす く解 説 してい る。 ・

ltWOrksAnd アメ リカの地 方 自治体、 警察 が地域 社会 におけ る交通、福 祉、 治安 在 ど 21分 カラー

That'sKey の諸問 題に対 して コン ピュー タを活 用 し、 住民 へのサー ビス向上 に役立 ち、 16■

好 評 を得 てい る実 例 の紹介 であ る。
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団体 ・企 業名 題 名 内 容 備 考

日本IBM Introduction.To フ ィー ドバ ック、 す なわ ち判 断、 評価 そ して修正 とい うサ イクルは い ま 12分 カラー

東京都港区 Feedback や科 学で あ り、 技術 となっ て きま した。 日常生活 の 中に もそ の重要性 が深 16卿.

六本木3-2 まって きた こと を描 い てい る。

(03)586-1111

Information 印 刷物 は私 た ちに とって知 識の宝 庫です 。印 刷物、情 報は 日々増 加 して 23分 カラー

Retrieval お り、 この中 か ら必.要 な もの をす ばや く入 手 し、有効 に活用 す るこ とが大 16卿

事 であ る。米国 アル 〔一工場 で、PCDPを 導入 し、こ うした情 報検 索に効

果 をあげ た例 が紹 介 されてい る。

Information ス トー リーは、遠 い古 代の人 類 の生 活 か ら始まる。他 の動物 に比 べ てず 10分 カラー

Machine っと頭の良 い人 間 は、 いろい ろ な もの を見、考 え、経 験 してだん だん生 活 16綱

を豊 かに して きた 。そ してY数 を発明 し、 ます ます便 利に なる。 社会 の発

達 とと もに扱 う数 字 もぼ う大 に な り、 そ れ を扱 う道具 も進歩 し、 つい に コ

.
ン ピュ一 夕をつ くりあげ た。 こ うした移 り変 りを アニ メーシ ョンで表現 し

た この フ ィル ムは、 デー タ ・プ ロセ ッシン グの本 質 を説明す る ツー ルと し

て有 効 な もの であ る。

Information 現 代人 は情報 の 渦の 中で生活 してお り、情報 の洪水 の中 か らど うや っ て 17分 カラー

Challenge 必要 なもの を取 り出す かは企業 に とっ て も重要 な問題 で ある。 16㎜

コン ピュー タをい かに活 用 して こ うした問題 に挑戦す るか が描か れ てい る。

現代 をひ ら く 中堅企 業数 社に おけ るモ デル20(カ ー ド・ペー ス)活 用の事 例 を紹 介 20分 カラー

した もの 。 ス トー リーの大半 は メル ボ株式 会社(紳 士 服製造 販売)の 事 例 16㎜

で、IAカ ー ドに よる効 果的 な商 品管理 が説 明 され てい る。そ の他 の 紹介

され る企 業は 、 フ ォー ムタイ岡部、 日本 団体生 命、宮 崎銀行 、 日本 ガス化

学 、山下 新 日本 汽 船 な どで、 それ ぞれ 独得の活 用方法 が描 かれ てい る。

Gemini8 ジ ェ ミニ 計画推進 の力 となっ た宇宙船 搭載 用のIBMコ ン ピュー タ。 ジ 20分 カラー

エ ミニカ ブセル を操縦す る宇 宙飛行 士は 、 この誘導 コンピュー タの助 げ に 16獅

よって順 調 に飛行 を続 けた。 この フ ィル ムは 、そ の時 の模 様 を記 録 した も

の であ る。

フェ ア レデ ィ"Z" 日産 自動車 の スポ ーツ タイプFAIRLADY"Z"の 開 発か ら完成 にい 15分 カ ラー

誕 生 たる過程 が描 かれ てい る。 なお、 シ ステ ム/360モ デル65に 接続 さ れ た 16卿

2250を 使 用 し、車 体構造 分析 お よびSteeringGeometryAnalysis

な どを行 なってい る場 面 も挿入 され てい る。

Computer フ ロ ー チ ャ ー ト、 論 理 回 路 、 情 報 検 索 、 シ ミュ レー シ ョ ン、 リニ ア ブ ロ 15分 カ ラー

Glossary グ ラ ミン グな ど初 歩的 な コン ピュー タ用語 を動画 を駆使 して、 平易 に解説 16卿

してい る。 また コンピ ュータの原 理、 役割 な どが描かれ てい る。
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団体 ・企業 名 題 名 内 容 備 考

(社)日本能率協会 あなた と協 働す る コン ビ 人 が コン ピュー タを使 い、 コン ピュ ータに指示 を与 え るため の プ 120コ マ

東京都港区 ユ ー タ ログ ラ ミング、 コンピュー タと人 間 の関係、 コンピュー タの能力 限 50分

芝公 園25号 地
一 機能 ・し くみ ・

界、 独 自の プ ログ ラ ム開発の 重要 性 と意義 な ど、基 礎知識 を分 りや

(協立 ビル) プ ログ ラ ミングー す く解説 してい る。

教育事業部

(03)434-6211 量 とス ピー ドへ の挑戦 多 種大 量業務 を即時 的に処理 してい くパ ター ンの実 例 を通 して、 100コ マ

一多種大量業務を
現実 には これ らが さま ざまに変化 され た り、組み合 わされ てお・り、 35分

処 理す る コンピューター 量 とス ピー ドに対 す る コン ピュー タの挑戦 を通 じて コンピ ュー タの

素 晴 しさが よ く理 解 で きる よう解説 してある。

設 計 ・計 画へ の挑戦 設計 ・計画 の業務 に、 コンピュー タが、威力 を発 揮 してい る。 ど 110コ マ

一質を革新する の実例1つ を もって も、 コンピュー タな しでは、仕 事の質 的革 新は 40分

コ ン ピ ュ ー ター 不 可能 であ る。 どの実 例 も"企 業経 営 の核心的諸 問題"に 取 り組ん

だ ものである 。

創造 活動 の メデ ィア この 作品は 、企業 への応 用 も容易 なグ ラフィック ・デザ インの作 75コ マ

一 デザ インに 参加す る 品例 とプ ロセス を中心に した もの で、人 間の考え 出す創造 的活 動 に 25分

コ ン ピ ュ ー ター コンピュー タが どの よ うな役割 を果す かを具体的 に説明 してい る。

'

IEと は あ る工場の現 場係 長の経 験 を生 か して、第一線 監督者 にIEの 定 78コ マ

義、IEの 各 種手 法を認識 させ、現 場 にIEを 導入 す る積極的 女姿 23分

勢を促進するために作られたもの。,

工程分析法 製品を主とした工程の分析法を解説 したもので、主体分析 と付帯 74コ マ

分析、 その基本 に 在る加 工、検査 、運 搬、停滞 の4工 程 ご とに調査 21分

の 目的 と分析 の手 法、記号 に よる表わ し方 などにっい て、実例 を中

心 に説 明 した もの 。

・

設計 と コス ト コス トは設 計段 階で決 ま るとい う基本 的 な考 え方か ら、材 料費 、 56コ マ

直接労 務費、 加 工費 左どの 引下げ 、経 費節減 など実例中 心 にわか り 20分

やす く説明 してい る。

ネ ッ トワークの作 り方 作業 の前後 関係 、相 互関係 を明 らかに し、所要 期間 を見 積っ た ア パ ッケージ ド・

クテ ィ ビテ ィ表 を使 って、 ネ ッ トワーク を作成す る方 法 を知 る。 プログラム方式

(机上演習) 指導用手 引書

・住宅建設工事日数計画の立案 ス ラ イ ド ・

・図示 記号 とル ール ・ネッ トワークの作 り方 テキ ス ト

・見 やす く実 用 的 なネッ トワークの 作 り方 演 習 シー ト

・総合演習

・ 日程計算と
.

ネ ッ トワー クの始点 と終点 を結ぶ最 も長 く時 間のか か るク リテ ィ パ ッケー ジ ド・

ク リテ ィ カ ル ・パ ス カル ・パ スを把握 す るため に、 日程 計算 の方法 を理解 す る。 プログラム方式

(机上演習) 指導用手引書

・最 早 日程 計算 ・最 遅 日程 計算 ・ユ トリ計算 ス ラ イ ド ・

・ク リティ カル ・パスの把握 テ キス ト

演 習 シー ト

ネ ッ トワー ク練 り直 し図 仕事の総所要期間の短縮と資源の効率的な配分をねらった最適日 パ ッケージ ド・・

上作戦 程計 画 をえる ために ネ ッ トワー クを練直 す。 ●
プログラム方式

(机上演習) 指導用手引書

・ユ トリ計 算 のため の アクテ ィビテ ィ表 作成 ス ラ イ ド ・

・最 早 日程 計画 の作成 ・最 適 日程 計 画の作成 テ キス ト

・最適 日程 計画 の作成 ・負荷山 積み・図の調整 演 習 シー ト

・総 合演 習
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団体 ・企業 名 題 名 内 容 備 考

(社)日本能率 協会

東京都 港区

芝公 園25号 地

(協立 ピル)

教育事 業部

(03)434-6211

.

KJ法 のすすめ方
一手順と留意点一

創造的問題解決の主力武器として、 また創造的な問題解決集団へ

と組織 も再開発するための主力武器として、自分たちがいま直面 し

ている問題を取 り上げ、 自分たちの手で体験を通 して、KJ法 を勉

強するために絶好の教材 となる。

パッケージ ド・

プログラム方式

第1、23部

探求 と創造 の方法

－KJ法 に よる

問題 解 決事例 一

グループでKJ法 の研 究 を始め るとき、職 場の会 議 で実際の 問題が

討議 される と き、 研修会 で 問題解決 の方法 につい て討 議 される と き

コ ミュニ ケー シ ョン、 チー ム ワー クな どについ て討論 され る と き最

適 の 教材 となる。

170コ マ

48分

好 きに なった勉強

一玉 出小学 校に おげ る

KJ法 導入の研究 事例一

KJ法 で問 題 を解 くこ とが、いか にや さ しくて楽 しいか を知 って

もら うもの 。一見 むず か しそ うな問 題に 見えて も、か な らず 道が 開

け る。企業 内教育 で新 しい学 習方法 を試 みてみ たい と きか、 チ ー ム

ワー ク、 コ ミュニケー シ ョンの改善 のた めの最適 の 教材 である。

176コ マ

35分

NM法 のすすめ方

一非論理的過程と論理

思考 を結合 した技法一

グルー プでNM法 の研 究 を始め よ うとす る と き、 グルー プか らユ

ニー ク なア イデ ア、 イ メー ジを引 きだ したい と き会 社独 自の新 製

品 を開発 したい と思 うと き、 ソフ トウェアの発明 、作 戦、 戦略の 考

案 ・会 議の生 産性 を高 めたい ときの 教材 となる。

102コ マ

25分

日本電気株式会社

東京都 港区芝

5-7-15

(03)452-1111

コン ピ ュ ー タ と は コンピ ュータの活 躍分野

コンピ ュータの歴 史

第 一世代

第二世代

第 三世代

コンピ ュー タの仕 組

ハー ドウェアの機能

ハー ト'ウユ アの構成

ソフ トウェアの構成

ソフ トウェアの発達

タ イムシ ェ リング

ワンマ シン ・コンセ プ ト
、

コンピュー タの特 長

時間

約30分

コン ピュー タの基礎

ハー ドウェ ア編

ハー ドウェアの構成

カー ド読取 装 置

紙 テー プ'入力装 置

マー クシー トリー ダ

中央 処理 装置

外部 記憶装 置

高速 製表 印字装 置

カー ド穿 孔装置

紙 テー プ出力装 置

デ ィス プ レイ装 置
'一ア一 夕 ス ァ ー シ ョ ン

キ ー セ ・ント ・ ター ミナ ル

コ ン ピ ュ ー タ に よ る 処 理 例TSSに っ い て

.

'

時間

約30分
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団体 ・企業 名 題 名 内 容 備 考

日本電気株式会社 流通業と 大西衣料の実例 時間
東京都港区芝 オ ンラ イン リアル 問題点(仕 入と販売) 約20分

.

5-7-15 タ イムシス テ ム オ ン ライン ・リアル タイ ム ・シス テ ムの説 明

(03)452-1111 大 西衣料 におけ るモ デル200の 使 用状 況

社長談話

導入動 機'導 入効果

NEAC選 定 の理由

15分 で わか る 電子計算機の発展過程 時間

電子計算機の話 電子計算機の機能 約15分

電子計算機の構成
.

プ ロ グ ラ ミ ン グ

・電子計 算機の利 用

コ ン ピ ュ ー タ 革 命 第1巻 コンピ ュータの働 きと機 能 時間

(全4巻) 第2巻 第三世代の主要 な概念 約25分

第3巻 主な利用 法 とMIS

第4巻 コンピュー タ革命 と ビジネス マ ン

明 日の市場 と 卸売 市場 におけ る コンピ ュー タ化 の必要 性 時間
コ ン ピ ュ ー タ コン ピュータ導入 に よる効果 約27分

東京荏原青果㈱

㈱大宮中央青果

㈱水戸木材市場

システ ム設計 とプ ロジ ェク ト制

竜子計算機 ンステ ムとは 時間
シス テ ムの 基礎 シス テ ム ・エ ン ジ ニ ア リ ン グ 範 囲 約33分

ピニ㌫ ▲
導入までの計画設計

導入後の計画設計

①目的の明確化

② システ ム ・エ ン ジニア リングの 問題

③SEの 具体 例

(日本 電気 を例 と して)

竜子計算機 プ ログ ラ ミングの すすめ方 時間

c;㌃ 竺:)
フ ロ ー チ ャ ー ト

シ ス テ ム フ ロ ー チ ャ ー ト

約42分

コー デ ィ ン グ

プ ログ ラ ミングの具 体例

(入出庫業務例)

ア セ ン ブ リ ・ シス テ ム

ア プ リケ ー シ ョ ン

電子計算機のは なし 電子計算機の基礎的な解説 時間

(商 業 高校、・一 般 向けで特 に フ'ログ ラ ミングを重視) 16分

富士通株式会社 札 幌 オ リン ピック 人 間の体力 と精 神力 を競い あ うオ リン ピ ック、 しか しこの オ リンピ カ ラ ー

東京都千代田区 ックは、 また数多 くの科学技 術に支 え られ た科学 の祭典 で もあったの 113コ マ

丸 ノ内2-6-1
■

です 。 17分

(03)216-3211 競 技 の結果 をた だ ちに知 らせ る デー タ通信 シ ステムー 札幌 オ リン ピッ

クの縁 の下 の力持 ち となった のは この シス テ ムです 。
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団体 ・企業 名 題 名 内 容 備 考

.

富士通株式会社 CATVの 今までテ.レビは特定の放送局から電波で送 られたものを見るだけで カラースライド

東京都千代田区 導入のために 内容 も広 く一般向けのものだけでした。特定の地域の人 を対象とした 20分

丸 ノ内2-6-1 CATVを 導入 す る ことに よって対象 をせ ばめ た き.め細 か な情報 を提

(03)216-3211 供す る こ とが で きます。
.

病院のFAOOM 病院には整理、記録、分類 して利用する患者 カルテ等の資料や保険 カラー スライ ド

点 数§†算、 レセプ トの作成 とい った膨大 な量の事 務処 理業 務、 さ らに 77コ マ

各 種生 体情報 の計 測や 血液 の分析 とい ったデ ー タ処理 等 があ ります。 24分

コ ン ピ ュー タ を 導 入 した ホ ス ピ タ ル ・イ ン フ ォ メ ー シ ョン ・シ ス テ ム

とは。

わが町の電子計算機 地方自治体の業務は多種多様であらゆる面に渡ってい ます。そ して カラース ライ ド

最 近 は市民 の求 め るサー ビス も増 々数多 くなって きました 。 90コ マ

こ うした事 に 迅速適 格に答 え、 さ らに よ りよい サー ビス を提 供 してい 26分

くこ とが 必要 と なって きてい ます。

明日の農協経営 農業構造の変化や貿易の自由化、食管会計制度の問題をひかえて、 カラー ス ライ ド

い ま農村 は大 き く変化 し よ うと してい まず 。 これに答えるためには、 農 26分

協 に よる農業 統合 管理 システムのもとでの合理 的で 、 科学的 な農業 を行

なって い くこ とが必要 です。 こ う した システ ム化 された 農協経営 が、

. 今 求 め られ てい ます。 ・

明日を創る教育 現代 の青年 達 は あふ れ る様 な情 報に囲 まれ て生活 しています 。 この カラース ライ ド

中か ら必要 な情報 を取 捨選 択す るため の道具 、 これ が コ ンピュー タで 26分

す 。今 日あふれ る情 報に 振りまわされずに暮 してい くために 情報 処理 の

仕組を知 りなが らその背景にある情報にっいて学んでい く事が大切に

な ってい ます 。

情 報伝送 シス テム 情 報 を十分 に利 用す る為 に は、そ れを ある地点 か らあ る地 点へ送 っ カラー スライ ド

た り、集 め た り、 また送 り返 した りす る事 が必要 です 。 このた めに郵 86コ マ

一'

便 、 電 話 を は じめ テ レ ッ ク ス、 フ ァ ク シ ミ リ、 コ ン ピ ュ ー タ に よる ア 32分

一 夕通信 、 画像通信 、会 議電 話、 さ らに集 中監 視制御 システ ム等1伝

送 システ ムの開発 に よって情 報化社会 が実 現す るの です。

医療情 報 システ ム 今 医療 は、 た だ疾患 の治療 か ら、 肉体的 、 精神的 に常 に健康 を維 持 16伽 映 画

してい くとい う方 向に 大 き く変わ りっっ あ ります。 「あ らゆ る人 々に 22分

よ り よい 医 療 を」 これ を モ ッ トー と し た トー タル ・メデ ィカル ・インフォ

メーション ・システム づ く りは情報処理 シス テ ムメー カの 大切 な使命 で

す 。

や さ しい コン ピュー タを ま った く知 らない人 に対 して.そ の原理 や し くみ、 カラース ライ ド

コン ピュー タの話 ハー ドウェ アや ソフ トウェ ア、 各種入 出力装 置に っい て と、 さ らに ど 60コ マ

の様 な とこ ろで利 用され てい るか を、 ご く簡単 に説明 しま した。 14分

あなたもいかがですか
B
コンピュー タの 導入 は どの ような メリットが あるのか 。 また、導 入時 16%映 画

小型 コン ピュー タの にはどのような問題があるの か。 コン ピュー タの 導入は実 際採 算 の合 う 21分

決 定 版 もの なのだ ろ うか 。 こ うした疑問が よく聞 かれ ます。 こ うした点 に つ

FACOM230-15 い て、考 え てみ ま した 。
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団体 ・企 業名 題 名 内 容 備 考

富士通株式会社 情報時 代 を 開く 社会が高度に産業化 していく中で物も情報も非常に多 くなってい き 16%映 画

東京都千代田区 富 士 通 ます。
・21分

丸ノ 内2-6-1 (情 報 処 理 編) こ うした社会 が有効 に機能 して い くため には 、必要 左情 報 を瞬時 に収

(03)216-3211 集 し、 処理 していか ね ばな りませ ん。大学 や 銀行、工場 、病院 、 出版、

水 処理 等社会 のあ らゆ る分野 で情 報処理 システ ムが活 躍 してい ます。

情報 時 代 を 開 く 現代社会のあらゆる分野で活躍する情報処理 システム通信回線を伝 16顎 映画

富 士 通 送 路 と して、 デー タ処理 装置 として コンピュー タを利用 した情 報 シス
72Pフ ィー ト

(製 造 開 発 編) テムの製造 とハー ドの開発、 ソフ トの開発 を追い、 これ か らどの よ う 20分

な ものが でて くる のか を見てみ ま しょ う。

「

プ

`

.

」.

◆

.

一209一



2.コ ン ピ ュー タ通 信 教 育 機 関

団 体 名

`

〒 住 所 TEL

日本電 子 計 算 学 園 160 新宿区左門町21 354-1756

㈱ 日本 経 営 協 会

通 信教 育 部 151 渋 谷 区 千駄 谷4-1-13 403-1331

産業能率 短期大 学

通信教育 部
158 世 田谷 区等 々 力6-39-15 702-4151

電子計算 機通信学院 140 品 川 区 北 品川4-8-15 445-1140

電気通 信協会

総 務 課
100 千代田区有馴 一・・新有竺 レ 201-7816

㈱ 日本 ユ ニパ ック総 合

研 究 所 教 育部
105
港 区芝西久保 明舟町20

(第18森 ビル)

(代)

503-9921
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3.面 接 調 査 、の 概 要

企 業 に おけ る情報 処理 教 育の調 査 研究 をす す め るに あた っては 、 ア ンケ ー ト

に よる方 式 をは じめ各 種 の調査 を実 施 した が、 そ の一 つ と して行 な った面 接調

査の結 果 を簡単 に紹 介 して お こ う。

対 象 会 社 は、 情 報 処理 教 育が 比 較的 す す ん でい る と思 わ れ る大 企業11社

(製 造 業 と して、 化 学3、 機 械2、 金 属1、 自動 車1の 合計7、 公 社2、 サ ー

ビス業1、 銀行1)と した が、 これ らの 企 業 は す で に コン ピュ ー タ導 入 後10

年以 上 を経 過 して お り、 教 育 の実 態 にっ い ては、 か な り共 通 す る と ころ が多 か

った 。 以下 はそ の共 通 的事 項 を と りま とめ た もの で ある。

(D情 報 処理 教 育 担 当部 門

社 内 の一般 教 育は 通 常 、 人事 部 な どが 主管 とな ってい るが、 教 育 内容 が コ

ンピ ュー タや情 報 処 理 に 関 す る もの で あれ ば、 対 象 の如 何 を 問 わず 、 す べ て

EDP部 門 が 教 育 の企 画 、 実施 を担 当 して い る。

(2)情 報 処 理 教 育 の 目標

コン ピュー タ とは 何 ぞ や 的 の一 般 啓 蒙 教 育 の段 階は す で に終 了 してい る。

した が っ て、教 育の 重点 は、 社 員 の 一人 ひ と りが 自身 の 日常業 務 に っい て コ

ン ピュ ー タ を道 具 と して利 用 す る とい う認識 の もとに これ を ど う改 善 し、 シ

ス テ ム化 して い っ た らよいか を、 つ ね に考 え る態度 を養 うこ とに あ る。

(3)対 象別 情 報 処理 教 育 の実状

① 一 般 社 員

一 般 社 員 とい って も全社 員 とい うわけ では な く、 お のず か ら範 囲 が あ る。

た とえ ば、 工場 の現 場 工員 や一 般 女子 事 務 員 な どは通 常 対 象外 と な っ てい

る。主 な対 象 は、 業 務 改 善 を積極 的 に推 進 して ほ しい部 門 の 中堅 社員 な ど

で あ る。

② 経 営 者

経 営者 な どの上 級 幹 部 に対 す る教 育 は 、 すべ て メー カの実 施 して い る ト
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ップ ・セ ミナ ーに依 存 してい る。そ の うち、 二 つ の考 え方 が あ って、 一 つ

は 自社 に直 接 関係 の ある事 項 を カ リキ ュ ラムに折 込 み たい とい うこ と、 も

一 つ は 、 それ では 、 か え っ て トップは い うこ とを きか ない か ら全部 メー カ

の カ リキ ュ ラ ムに委 せ る とい うもの で あ る。 い ず れ に して も、教 育 企 画担

当者 には 自社 内 で独 自の トップ教 育 を実 施 す る気 持 は ない よ うで あ る。

③ 中 間 管 理 者

中間 管 理 者(主 と して課 長 ク ラス)に 対す る教 育 は メー カ依 存 と自社 内

教 育 の 両方 が あ り、 企業 に よって い ず れか の 方 法 が と られ て い る。 中間 管

理 者 教 育 に対 す る期 待 は、 当該 業務 の機 械 化 にあたって、管 理 者 に直 接 の協

力 を と りっけ る とい うよ りは そ の部 下 がEDP部 門 と協力 して機 械化 をす

す め た り、 オープン ・プログラマ と して コン ピ ュー タを 日常業 務 に活 用 して

ゆ く際 の よ りよき理 解 者 で あ っ てほ しい とい うと ころ に あ る よ うで ある。

④ 技 術 系 社 員

技 術 系 社員 の い る会 社 で は、 総 じて オープン ・プログラマ の養成 に熱 心 で

あ る。EDP部 門 の要 員 が 講 師 とな り、 希望 者 を集 め(多 数 の と きは 選 抜

す る)て 行 な う方 法 を とっ てお り、FORTRAN技 法 を 中心 に基 礎、 応 用

の2段 階 に分け て実 施 してい る。受 講生 が実 務 で コン ピュー タを活 用す る

際 に はEDP部 門 の 要 員 は か な りの 時間 を さい て これ を指 導 して い る。

しか しなが ら、 現 実 には、 有効 に コン ピ ュー タを活 用 して い るの は、 受 講

生 全 体 の1～2割 程 度 の よ うで あ る。

⑤ 専 門 要 員

EDP部 門 の要 員 教 育は 、 ほ とん どが 、 まず メ ー カの実 施 す るユ ーザ教

育(た とえ ば、入 門 コー ス や各 種 の ランゲ ー ジ ・コー ス な ど)の 受 講 とそ

れ 以後 の先 輩 に よる マ ン ツウ マン方 式 に よっ て行 なわ れ てい る。 そ の後 、

さ らに 必要 に応 じて メー カや そ の他 の外部 セ ミナ ー に参加 して い る。

コン ピュ ー タの利 用 がか な り進 ん で い る と ころ では、(当 然 、部 門 外 社

員 へ の教 育 も行 なわ れ て きて い る)EDP部 門 が 機 械 化適 用部 門 ヘ ア ブ ロ

ー212一



一チす る とい う よ りは 、 各 部門 か らの機 械 化 へ の突上 げが 強 くな っ て きて

い る。 そ こで 、EDP部 門 の 要員 に対 して は 、将 来 の ニ ーズ を先 取 りす る

よ うな、 コ ン ピ ュー タの 高度 利 用技 術 の 習得 に 力点 をお い た 教 育が 要 請 さ

れ て い る。

この よ うに、 各 社 と もEDP要 員 の養成 に関 す る一 応 の ビジ ョンを持 っ

ては い る が、 そ の 方法 、 た とえ ばOJTな どを含 ん だ具 体 的 な もの につ い

ては まだ模 索 中 で ある とい っ て よい 。

(4)教 育 体 系

トップか らロア ーに 至 る全社 員 を対 象 と した情 報 処理 教育 の体 系 は一 応 は

で きてい る もの の、実 行 面 で種 々の 困難 が伴 な うた め必 ず し も うま くはい っ

て ない の が現状 の よ うで ある。
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